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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第零ゼロ話　川かわ中なか島じまの霧きり







　それがしの名は山やま本もと勘かん助すけ、法名は道どう鬼きと申しまする。

　生まれは三み河かわ牛うし窪くぼの足軽の子でございました。偏へん屈くつ者ゆえに故郷を追われたのちは、信濃しなのの「山の民」となり真さな田だ幸ゆき隆たかどののもとで忍しのびの仕事などをして食いつないでおりましたが、片足を痛め片目を失って槍やり働き忍び働きがともに望めぬ身体からだとなって以来は、天下を采さい配はいする「軍師」となるべく諸国を流る浪ろうしておりました。

　以来、築城の達人に──特に山城の縄なわ張ばりにおいては右に出る者がおらぬ実力者となり、天の星の動きから人間の運命を占うらなう「宿すく曜よう道どう」をも学び申したが、低い身分、偏屈な性格とこの容よう貌ぼうのために長らく不ふ遇ぐうをかこち、生しよう涯がいを流浪のまま終えるはずでございました。

　ところが、われらが御お屋や形かたさまと出会って以来、それがしは御屋形さまに「鬼き謀ぼうの軍師」として見み出いだされ、以来、畏おそれ多くも戦国最強・武たけ田だ軍の軍師を務めておりまする。

　しかし──その御屋形さまの運命が、今、未来なき袋ふくろ小こう路じへと陥おちいっておりました。

　時は、第四次川中島の合戦。

　処ところは北信濃、善ぜん光こう寺じ平だいらの南に広がる川中島。

「毘び」の軍旗を掲かかげた軍神・上うえ杉すぎ謙けん信しん率いる越えつ軍と、それがしがお仕えしてきた御屋形さま・武田晴はる信のぶこと信しん玄げんさま率いる武田軍との戦いは、これが四度目。

　秋風が吹ふきすさぶ霧の川中島の夜は、人々の体力を削そぎまする。

　連年、得るものもなく、かつ飽あくことなく戦ってきた両軍の将兵ともに疲ひ労ろうの色いろ濃こく、われらが御屋形さまは海道に出て港を手に入れ上じよう洛らく軍を興おこすという悲願をいまだ果たせず、不敗の上杉謙信とて関東管かん領れいとして関八州に義と秩ちつ序じよを再興するという使命を実現させることかないません。

　戦国日ひノ本もと史上に名高い二人の姫ひめ武将。その二人の志が、今、ともにぶつかり合って互たがいに消え去ろうとしているのです。

　越えち後ごにとっても甲斐かいにとってもそして日ノ本にとっても、まさに悲劇。

　これもすべて、御屋形さまと上杉謙信とが北信濃の川中島にて繰くり返し繰り返し対たい陣じんし続けてきたためにございます。

　実父を駿河するがに追放して甲斐一国を奪うばい取り、最強の武田騎き馬ば隊と優ゆう秀しゆうな家臣団を育成して、野望の赴おもむくままに信濃を、さらにはいずれ駿河をも侵しん掠りやくしようと知略の限りを尽つくして戦い続けてきた無む双そうの姫武将・武田信玄。

　男武将しかいなかった越後に初めて君臨した姫武将にして、野戦の戦歴、無敗。毘び沙しや門もん天てんの化け身しんと恐おそれられる無敵にして不敗の軍神、上杉謙信。

　世間の者たちは、御屋形さまを「古今無双の名将なれど我が欲よくに魅み入いられた悪女」と恐れ、対する上杉謙信を「清せい廉れんな義将」と崇あがめ、その世評はまさに天と地ほどの差がございますが、この山本勘助は存じております。御屋形さま──わが弟で子し、武田信玄の悪評は、半ばは他国との合戦を有利に運ぶために御屋形さまご自身とこの勘助がわざと流したものであり、半ばはまことの御屋形さまを知らぬ者どものあらぬ誤解であることを。武田信玄と上杉謙信。二人の姫武将がなぜこうも川中島に固こ執しつし、天下も関東もかなぐり捨てて戦い続けるのか、その理由を誰だれも理解しておらぬことを。

　二人は、無二の親友だったのでございます。

　互たがいに、父親の愛情に飢うえ、渇かわき、この乱世に希望を、己おのれの生きる意味を見出すために運命と闘たたかい続けてきた、誇ほこるべき信念の持ち主なのでございます。それゆえに二人は出会うと同時に互いに惹ひかれ合ったのでございます。

　しかし、御屋形さまと上杉謙信は、同じものを求めながら、辿たどるべき道筋が異なったのでありましょう。

　御屋形さまは人間の少女として地上の道を歩もうとした。「神の国」信濃からひとつまたひとつと「神」を消していって、信濃に無数に存在する神域を武田家の領土となし、信濃を「人間の国」に造り替かえることで統一を果たそうとしたのでございます。

　対する上杉謙信は、北方の守護者・毘沙門天の化身として、天上の神の代行者として、「義」を乱世の人々に知らしめ秩序を再興するために益なき戦いくさを戦い続け、そして勝ち続けたのでございます。

　つまり、御屋形さまは新しき人間の時代を切り開くことで乱世の終結を目指し、上杉謙信は神の時代の秩序を再興することで乱世の人間たちを正しき道に引き戻もどそうとしたのでございます。

　御屋形さまと上杉謙信。いずれにも強固な信念があり、お互いの正義があったのでございます。

　それがしは武田軍の軍師として、御屋形さまに自らの軍学と野望のすべてを注いで育て導いてきた者として、この二人の堂どう々どう巡めぐりに決着をつけねばなりませぬ。たとえ、文字通りの鬼おにとなって、地じ獄ごくへ落ちることとなっても──。

「御屋形さま。謙信との鬼ごっこは、こたびで終わりといたしまする。この山本勘助、乾けん坤こん一いつ擲てきの必勝の策──『啄木鳥きつつき』の策を編み出してございます。し損じれば、敵味方ともに甚じん大だいな死傷者が出るでしょう。川中島は血に染まりましょう。その時は、この首を落としていただきとうございます」

　御屋形さまは、唇くちびるを嚙かみしめながら、それがしの言葉に「わかった」と一言、告げてくださいました。初めて出会った時には泣いてばかりの気弱な姫でありましたが、戦いを繰り広げる日々のうちに御屋形さまは誰よりも美しく、そして誰よりも強い少女に育ちました。甲斐の虎とら。古今無双。知勇兼けん備び。常勝の武田騎馬隊を統とう率そつする名将。孫そん子しの旗「風林火山」を掲げるにふさわしいところまで、己を鍛きたえ上げました。

　しかし、御屋形さまの前に立ちふさがっている越後の龍りゆうは──毘沙門天の化身は、戦場においては人じん智ちを超こえた力を発揮する、一種の超ちよう越えつ者なのでございます。

　信濃は神々の国。戸と隠がくしの神。飯いい縄づなの神。諏訪すわの神。

　自ら父親を捨て、信濃の神々に抗あらがい、どこまでも人間として生きようとした少女と、父をはじめとする乱世に生きる男たちの心を「義」と「慈じ悲ひ」によって癒いやし救うために自ら神として生きようとした少女が出会い、惹かれ合い、そして激しく戦う宿命に陥っているのでございます。

　本来ならば御屋形さまがそれがしと出会い、御屋形さまを廃はい嫡ちやくせんと企たくらんでいたお父上を駿河へ追放し甲斐守護職を奪う物語からはじめるべきところでございますが、時間の流れから鑑かんがみて、上杉謙信誕生の物語から語らせていただきとう存じます。

　上杉謙信とは、雪の精の如ごとき真っ白い肌はだと髪かみを持つこの小こ柄がらな少女が、まことに数すう奇きな運命を辿り、関東管領家の上杉憲のり政まさの養女となり関東管領に就任して以後の名乗りでありまして、もともとの名は長なが尾お景かげ虎とらと申します。長尾家は、越後の守護・上杉家に仕える守護代（宰さい相しよう）の家柄にございました──。







　第一話　越えち後ごの毘び沙しや門もん天てん（一）







　時は戦国。「応おう仁にんの乱」によって足あし利かが幕府の権けん威いが失われ、日ノ本全土に群ぐん雄ゆうが割かつ拠きよして覇はを競い合っていた動乱の時代。

　舞ぶ台たいは、越後。

　豊富な海の幸さちと港での交易により得られる富に恵めぐまれた大国で、かつ南北に長い。実質的には、上じよう越えつ・中ちゆう越えつ・下か越えつの三国に分かれていた。それゆえに越後では各地の国こく人じんが強い独立性を持ち、統一はままならなかった。

　北越後、いわゆる「下越」は東北地方に隣りん接せつし、奥おう州しゆう・出で羽わへと連なっている。

　中越後の「中越」は、三み国くに峠とうげを介かいして関東の玄げん関かん口ぐち・上野こうずけに接する。

　そして南越後こと「上越」は、妙みよう高こうの山々を踏ふみ越えて南へ進めば信濃に、また糸いと魚い川がわを越えて西へ進めば越えつ中ちゆうに接する。越中よりさらに西進すれば加か賀が、越えち前ぜん、そしてその先に畿き内ないがあり京の都がある。

　越後は関東ではないが、足利幕府体制では関東管領・上うえ杉すぎ家の管かん轄かつ下にあった。

　ゆえに、関東管領・上杉家の一族が、越後の守護職を代々任じてきた。

　戦国期の東国には関東の支配者「関東管領・上杉家」と越後国主「越後守護・上杉家」が存在するが、この両家は同族なのだ。

　この越後守護・上杉家のもとで守護代をつとめてきた一族が、長なが尾お家。

　主従関係は、上から関東管領上杉家──越後守護上杉家──越後守護代長尾家という順になる。

　山やま本もと勘かん助すけが諸国を流浪していた当時の越後守護代は、上越の府ふ中ちゆうに拠よって立つ春日かすが山やま城を本城としている春日山長尾家（府中長尾家とも呼ぶ）の当主・長尾為ため景かげだった。

　長尾家はいくつかに分ぶん裂れつしていたが、春日山長尾家こそが守護代の血統であり、それ以外の長尾家は分家とされていた。

　長尾為景はすでに六十歳近い老将だが、同時代の東国を生きたもう一人の奸かん雄ゆう・甲斐の武たけ田だ信のぶ虎とらを老成させたような怪かい物ぶつじみた荒あら武む者しやで、これまで越後の覇は者しやを目指して戦いに次ぐ戦いの日々を過ごしてきた。武田信虎同様の野心家だったが、信虎とは違ちがい、長尾為景は甲斐源氏の嫡流といったような高貴な血筋の出身ではない。上杉家に仕える宰相の一族にすぎない。

　それだけに、長尾為景はより「下げ克こく上じよう」の本質を剝むき出しにしていた。

　長尾為景は、自分の主君である越後守護・上杉房ふさ能よしと戦ってこれを殺した。この房能は時の関東管領・上杉顕あき定さだの弟だった。為景は、弟を殺されたことに激げき怒どして越後に攻せめ入ってきた関東管領・上杉顕定をも激戦の果てに返り討うちにして攻め殺した。関東管領が越後遠えん征せいで討ち死にしたため、関東管領上杉家と関東公く方ぼう足利家の双方で内ない紛ふんが誘ゆう発はつされ、関東全土もまた大混乱に陥ったのだった。

　この、長尾為景の下克上に端たんを発した一連の騒そう乱らんを「永えい正しようの乱」と呼ぶが、為景はその生涯において、二人の主君を殺したわけである。二人の主君を倒たおした為景は、上杉家の血を引く上杉定さだ実ざねという男を名ばかりの越後守護の位につけて、自ら越後の王たらんと振ふる舞まい続けた。

　お飾かざりの守護にされた上杉定実が、為景から実権を奪い取ろうと忠臣の宇う佐さ美み一族らを頼たのんで為景に戦いを挑いどんだこともあったが、その企くわだても為景は圧あつ倒とう的てきな武威によって強ごう引いんに鎮ちん圧あつした。上杉定実はそれ以後、再び反乱を起こせぬよう、春日山城の城下町・府中に軟なん禁きんされ続けている。

　名門出身である甲斐の武田信虎は筋目と血を重んじ、どちらかといえば目上には甘く家臣や領民といった目下の者を残ざん虐ぎやくに殺したが、長尾為景は真逆だった。筋目から言えば自分よりも目上の者であろうとも、自分に命令することを許さなかった。

　関東ではもともと、関東公方家も関東管領家も分裂して衰おとろえ、乱れていた。そんな中で、越後守護と関東管領が長尾為景との戦に敗れて次々と討ち死にしたのだから、「下克上」もここにきわまり、東国はいよいよ末世の如く混乱したのだ。

　だが、自ら戦場で一騎がけする為景は、常に馬上で傲ごう然ぜんとしていた。

「戦国の世は、力がすべてよ。俺に逆らうやつは、たとえ管領だろうが守護だろうが叩たたき潰つぶす！　戦とは互いに命を懸かけた真しん剣けん勝負、負ければ死あるのみよ！」

　為景の戦は、勝ったあとの追つい撃げき戦せんが厳しく、残虐そのものだった。

　かつての鎌かま倉くら時代での源平合戦に見られたような、武士の情けというものがない。

　敗走する敵兵たちを蹂じゆう躙りんし、奪い尽くし、殺し尽くすことこそが為景にとっての「勝利」。敵将が自分の主君であろうが問答無用に追いかけて討ち取り、その首を本城である春日山城の門の前に晒さらした。

　為景の父親・長尾能よし景かげは、隣国・越中で新興宗教本ほん猫びよう寺じの門徒と国人たちが起こした一いつ揆きを鎮圧しようとして出兵し、一揆衆の罠わなにかかって死んだ。しかも、この一揆討とう伐ばつ戦は実は越後守護・上杉房能の罠だった。守護が、越後の実権を握にぎっていた守護代の長尾能景を排はい斥せきするために敢あえて死地に赴かせ、越中戦線で苦境に陥おちいった能景を見殺しにしたのだ。この父の非業の死が、若かりし頃ころの為景を「主君など要いらぬ。俺は武士らしく生きて武士らしく戦って死ぬのだ」という境地に導き、下克上に踏み切らせたといえる。

　暗殺や謀ぼう略りやくは陰いん湿しつな印象を人々に与あたえるが、長尾為景は凶きよう悪あくとはいえ常に「戦で雌し雄ゆうを決する」という武士としての矜きよう持じを持っており、常に堂々と会戦し、時にはおおいに敗れて佐さ渡どなどへ逃にげ、敗北しても決してあきらめず蘇よみがえり、逆ぎやく襲しゆうの機会を摑つかみ取るや否いなや問答無用で主君の首を奪うその覇王ぶりには一種の凄せい惨さんな覚かく悟ごのようなものが感じられ、意外にも「暴虐の徒め」と罵ののしる者は少なかった──。

　悪の魅力のようなものがこの異常な老将には、あった。

　とはいえ、このように主殺しを繰くり返す驍ぎよう将しようが、元来ばらばらの越えち後ご衆をまとめられるはずもなく、あちらを討てばこちらが反旗を翻ひるがえすといった具合で、越後の戦乱はいっこうに終わらなかった。

　もともと越後人は独立の気き概がいが強く、「統一された越後」というものを考える人間はほとんど存在していなかった。とりわけ、鎌倉時代から下越に割拠してきた国人衆「揚あが北きた衆しゆう」は独立精神の固まりで、上杉家や長尾家といえども彼らを家臣化することはほぼ不可能と言えた。

　春には隣となりの城と街道でつながっていようとも、冬になればたちまち雪に閉ざされるという特とく殊しゆな自然環かん境きようも、越後人の独立心の高さの一因だろうか。

　武将は男の仕事と定められているところも、当時の日ノ本では珍めずらしい部類といえる。

　当時、親子兄弟によって繰り返される骨肉の家か督とく争いに終しゆう止し符ふを打つべく、各国の武家で広く「姫ひめ武将」の習慣が取り入れられていた。武家はたとえ第一子が女であっても、その第一子に家督を継つがせる、という風習である。

　越後には、この姫武将の習慣がなかった。

　それぞれが一いつ匹ぴき狼おおかみとして生きる覚悟を背負った独立の気概と、「戦は男の世界、女は無用」という一種凄惨なまでの美学とが、越後人の性質だといえる。

　この越後人の性質をつきつめて濃のう縮しゆくして生まれ出てきた男が、大勝利と大敗北を繰り返す主あるじ殺しの驍将・長尾為景だった。

　越後の完全制覇をもくろむ長尾為景は、自ら殺して空位になった越後守護の座に上杉家の血を引くお飾りの代役・上杉定実をつけてはいたが、その上杉定実自身をはじめ、上杉家復興を唱えて為景に反乱を起こす者は絶えず、主家への忠誠心というものが生来薄うすい越後の国人たちは叛はん服ぷく常ない。

　為景が強くなれば強くなるほど、広大な越後のどこかに為景と力勝負をしたがる国人が現れる。さらに、為景は父を討った越中の一揆勢に復ふく讐しゆうを果たすべく、執しつ拗ように越中へと攻め込んで、泥どろ沼ぬまのような抗こう争そうを繰り広げ続けた。

　きりがなかった。




　中でも、もっとも厄やつ介かいな存在が、宇佐美定さだ満みつという奇妙な名字を持つ国人だった。

　長身。常に総そう髪はつ。かぶいた異相。日ひ頃ごろは琵び琶わ島じまのほとりで船を浮うかべ、美女たちを侍はべらせて釣つりに興じている遊び人の青年なのだが、力こそが頼みと信じている素そ朴ぼくな荒武者が多い越後にあって、学識のある宇佐美定満は「義」という観念にこだわっていた。

　宇佐美定満は為景と深い因いん縁ねんがあり、為景は「宇佐美定満は私し怨えんで自分に逆らっている」と信じていたが、宇佐美定満の行動原理はただの私怨ではなかった。

「長尾為景は強いが、あれは獣けものだ。あいつの頭の中には、正義ってもんがねえ。考えもなくただ戦って守護を殺し関東管かん領れいを殺し、東国をめちゃくちゃにしやがった。それでも乱れた世を立て直して収しゆう拾しゆうをつけるならいいが、あいつは腕うで自じ慢まんの連中と戦いくさを繰り返すことじたいが目的だ、収拾なんぞつける気がねえ。いちばん迷めい惑わくしているのは、合戦のたびに兵ひよう糧ろうを徴ちよう収しゆうされ田畑を荒あらされる民百ひやく姓しようだ。オレは面めん倒どうな戦は嫌きらいだが、捨てておけねえよ」

　とこの男なりに義ぎ憤ふんを感じていた。

　宇佐美定満はただの風流な教養人ではなく、軍学にも長たけている。

　しかしながら宇佐美家は、守護代になれるような家柄ではない。

　宇佐美定満が為景を討ち取って殺してしまえば、さらに越後は乱れる。

　たとえ為景を守護代の座から引きずり下ろしても、次に出てきた守護代もまた暴君なら同じことになる。

　むしろ、為景という強大な力が存在しているからこそ、かろうじて越後は崩ほう壊かいの手前で踏みとどまれているとも言えた。

　宇佐美定満は、本来ならば琵琶島で美女と酒と釣りを満まん喫きつして遊んでいられればそれでいい男だ。そんな宇佐美定満が武家を捨てられないのも、もともとは為景と宇佐美家との間に存在するぬぐいがたい因縁のためだった。

　しかし、彼は次し第だいに自分自身の栄達や野望のためでなく、越後の民を戦乱という不運から救済したいという、おかしな「観念」によって動くようになっていた。

　人の世に、失われた「義」を復興させたいと、本気で願うようになっていた。

　そんな、奇妙な男だった。

「戦はやめだ。為景はもういい歳としだ。オレは、長尾家から次の守護代にふさわしい人間を輩はい出しゆつさせるぜ。性根ができあがっちまっている大人はもうダメだ。利発な素質を持った幼い子供に英才教育を施ほどこすのよ」

　ある時、宇佐美定満はそのような深しん慮りよ遠謀を抱いだき、長らく敵対していた為景に和わ睦ぼくを申し入れた。

　為景は（宇佐美の心底がわからん）といぶかしんだものの、戦で宇佐美を殺すのは難しい。見切りがよく、逃げ足が速いのだ。それに、宇佐美には妙な人望があり、蹴け散ちらしてもすぐに味方をかき集めてきて自分に抵てい抗こうする。しかも、欲よくに釣られない。「義」などという得体の知れない言葉のために戦う。そのくせ、貴人らしいところはひとつもなく、上方の侍さむらいのように派手にかぶいている。

　かと思えば、「もう戦に疲つかれた」と言いだして突とつ然ぜんすべてを放りだし、霧きり深い野の尻じり湖に浮かぶ琵琶島にこもって釣りに没頭することもある。

　越後には根付いていないはずの、姫武将、などというものも育てているらしい。

　家臣にそのことを非難されると、宇佐美家は人材難だからさ、とへらへら笑っているという。

　なんとも不気味で、理解不能だった。

　為景がもっとも嫌けん悪おしている男だった。

　そしてそれゆえに為景は、和睦に応じた。




　そんな中、春日山長尾家の分家にあたり、中ちゆう越えつの魚うお沼ぬま一帯を支配していた坂さか戸ど城主にして上うえ田だ長尾家の嫡ちやく男なん・長尾政まさ景かげという少年武将が、合戦でめきめきと軍功を重ねながら、老いた為景の次の守護代の座を狙ねらいはじめていた。

「分家扱あつかいとはいえ、俺にも長尾家の血が流れている。宇佐美定満がどうあがいてもしょせん下郎の血筋の者。あいつは守護代にはなれんが、俺にはその資格がある！」

　戦国時代の人間の命は短い。

　もうすぐ還かん暦れきを迎むかえるというのになお現役の武将として西へ東へ兵を出し続けている長尾為景はある種の異常人だが、さしもの驍将・為景も寄る年波には勝てないはずだ。

　それに対して、上田の長尾政景は父から家督を継いだばかりで、圧倒的に若い。

　歳の差こそあれ、為景と政景は、似たような性質の人間だった。

　戦場においては無類の無む鉄てつ砲ぽうさを誇ほこり、どれほどの乱戦になろうとも死なない強運の持ち主で、勝利を確信するとともにけたたましい笑い声を発しながら逃げる兵たちを斬きって斬って斬っていく、そんな残ざん忍にんな武将だった。

　その意味で、政景はまるで、為景の実の孫のようだった。

　外見もよく似ている。

　全身から野心の炎ほのおを燃え上がらせるかのような、筋肉質の肉体。

　肉にく食しよく獣じゆうを思わせる、太く黒い眉まゆ。

　名門の男武者らしく整った顔立ちとはうらはらに、敵を食い殺さんばかりの鋭するどい眼光。

　まるで悪あつ鬼き羅ら刹せつの権ごん化げだ。

　異なる点は、若い政景のほうが一回りほど小さいことと、そして年ねん齢れいのみだった。

　皮肉なもので、為景の嫡男・長尾晴はる景かげは、為景にはまったく似ても似つかない惰だ弱じやくな貴公子で、還暦が近い父親に引退を勧すすめることもなく、春日かすが山やま城の館で歌や女遊びにうつつを抜ぬかしている。

　当然、自分の武勇を誇りあらぶっている若い野心家の政景は憤いきどおっていた。

　自分はいつも最前線に駆かり出され、為景に勝利を与えているというのに、その為景の息むす子この晴景はといえば館にひきこもっているのだから。

　政景の鬱うつ屈くつした野心は、今にはじまったものではなく、根深い。

　そもそも長尾家の本家・春日山長尾家が、越えつ中ちゆうに隣りん接せつし自然と上じよう洛らく志向が強くなる上越を根こん拠きよ地ちとしているのに対して、上田長尾家は三み国くに峠とうげを抑おさえ関東への出入り口となっている中越の魚沼一帯を支配していた。

　春日山長尾家の為景が畿き内ないの幕府との関係を重視して「下げ克こく上じよう」の正当化を図はかったのに対して、上田長尾家は関東管領家との繫つながりが深い。

　当時、将軍を頂き管領が実権を握っていた畿内と、関東公く方ぼうを頂き関東管領が実権を握っていた関東とは、まったく別の国だったと言っていい。

　長尾為景が下克上を決行し、関東管領の弟にあたる越後守護を殺し、激げき怒どした関東管領家が軍を率いて越後へ攻せめ寄せた時、関東軍の通り道にあたる三国峠を支配していた上田長尾家は同族の為景を裏切って関東管領方についた。

　上田長尾家じたいに「当家は関東管領の家臣」という意識があった上、関東軍に反抗すれば越後への入り口を塞ふさいでいる上田長尾家が真っ先に攻め潰されるわけで、そもそも他に選せん択たく肢しがなかったと言っていい。

　上田長尾家は、越後へ侵しん入にゆうしてきた関東軍を悠ゆう々ゆうと通過させたのである──。

　しかし、いったん下克上をやると定めて主君を殺した戦の鬼おに・長尾為景は、関東管領軍にさえ屈くつしなかった。ひとたびは総そう崩くずれとなって佐渡まで逃げたが、長尾一族でありながら関東管領軍に組みしていた古こ志し長尾家を再び味方につけることで勢いを取り戻もどし、自立心の強い越後の領民・国こく人じんたちもまた関東管領の権けん威いに従おうとはしなかった。さらに、関東では関東管領の留守を狙って新興勢力の伊い勢せ家、いわゆる「北ほう条じよう家」が暴れはじめた。

　このため越後に留とどまることが困難となった関東管領軍は慌あわてて関東へ退たい却きやくしようとしたが、この時、上田長尾家の当主で、政景の父である長尾房ふさ長ながが、関東管領を裏切り、為景側へと寝ね返がえったのだ。上田長尾軍に退路を塞がれた関東管領は、魚沼まで追つい撃げきしてきた為景軍によって討うち取られた。

　こうして「下克上の男」長尾為景は越後の実質的な王として君臨することとなったわけだが、上田長尾家は「ひとたび長尾家の一族を裏切って関東管領に降くだっておきながら、形勢不利と見るやその関東管領をも裏切って殺させた、不義不忠の裏切り者の一族」として越後国内で白眼視されることになった。

　関東管領との戦に勝った後、春日山城に「戦勝祝い」へ訪おとずれた上田長尾家の武士たちは、自分たちが春日山城に集まっている長尾家の一族たちをはじめとする大勢の越後武士に蔑べつ視しされていることに気づき、面目を失った。

　さらには、関東管領を倒たおし一連の「下克上」の戦いに勝利した為景が、

「ふん。裏切りを繰り返した上田長尾家の返り忠は、あてにならん。土ど壇たん場ばでことごとく日和ひより見みをするなど……相手が関東管領とであろうと、俺とであろうと、潔いさぎよく家の存亡をかけて決戦するべきであったわ！」

　と激しく上田長尾家を罵ば倒とうし、苦く渋じゆうに満ちた表情で震ふるえていた上田長尾家当主・長尾房長に、

「俺の家臣になると誓ちかうのならば、言葉だけでは足りぬ。土下座せよ」

　と満座の席上で房長を土下座させたのである。

　この事件が──末席に参列していた誇り高き少年・長尾政景の心に、深い傷を残した。

　政景は、「いったん関東管領に賭かけておきながら、勝ち馬に乗ろうと為景に媚こびへつらうとは臆おく病びようだ」と己おのれの父を罵ののしり、「越えち後ごは下克上の国となった。ならば、実力のある者が新たな越後の王となってよいのだ！　いずれこの俺が為景を倒し、越後を奪うばい取ってやる！」と心に誓ったのだった。

　まだ幼かった政景にとって、下克上の怪かい物ぶつ・長尾為景は、乗り越こえるべき巨きよ大だいな「壁かべ」となったのである。

　しかも、「裏切り者」だの「不忠者」だのという上田長尾家に対する越後諸将の蔑さげすみの言葉は、政景にはまるで納得がいかなかった。越後最大の不忠者は、守護を殺し関東管領を殺してのけた長尾為景に決まっているではないか。

　つまり、「忠義」などという一見美しい言葉は後付けにすぎず、「勝利者」だけが正義なのだ、と多感な少年だった政景は信じるようになった。

　そうだ。父にはただ、武が足りなかっただけだ。為景が優すぐれていたのは、人格ではなく、武勇のみである。

　越後に、正義も忠義もない。

　必要なものはただ、武勇であり、力──。

「俺は、越後最強の男となる。絶対に、上田長尾家が裏切り者の家であるという連中の蔑みの言葉を、撤てつ回かいさせてやる。力だけが正義だと、証明してやる！　蔑みの言葉を撤回せぬ者は、皆みな殺ごろしにしてくれるわ！」

　政景は唇くちびるを嚙かみ破りながらそう誓い、己の武勇を極限まで鍛きたえ上げ、ついには若くして父親から半ば強ごう引いんに家か督とくを奪ったのである。「第二の為景」が誕生したと言っていい。

　このような「野望の男」政景が、いつまでも為景に従っているはずがなかった。

　越後では、強者のみが王になれる。ならば病弱な晴景ではなく、いずれ自分に守護代の座が回ってくるはずだという自負心があったからこそ、憎にくむべき為景とともに合戦に参戦し、その武勇を発揮し続けていたわけである。

　だが、為景は、政景がどれほどその武を見せつけても、政景に守護代の座を与あたえようとするそぶりすら見せなかった。為景にとって、春日山城で当主を土下座させたその瞬しゆん間かんから、上田長尾家は同族とはいえ「家臣」にすぎない。

　両者の衝しよう突とつは、必至だった。あるいは、運命だったといっていい。

　為景と政景は、戦場においては皮肉にも「力こそ正義」という同じ価値観を共有した肝かん胆たん相照らす仲でありながら、「裏切り者の家」扱いされ続けている上田長尾家の扱いの件や後こう継けい者しやの件を巡めぐって何度も衝突を繰くり返してきたが、ある戦の折、ついに軍議の席で衝突した。

「ジジイ！　晴景のようなうらなりに越後の守護代がつとまるか！　同じ長尾家の人間でありながら、晴景如ごときが守護代の座を継つぐのは我が慢まんできんな。あんたの次は、武勇に優れたこの俺が！　越後守護代になるべきだ！」

　と若い政景が野望を剝むき出しにすれば、為景も、

「若造めが！　長尾家はこの俺が大きくしてきたのだ！　俺はな、越後一国を奪い尽つくすために、守護も関東管領も討ち果たしたのだぞ！　貴様のような小こ僧ぞうにその度胸があるか、主あるじを殺す覚かく悟ごが？　越後は俺の国だ！　守護代の座は、この俺の息子に継がせる！」

　と譲ゆずらない。

「ほざいたな！　だが、時はあんたに味方しない。俺のほうがあんたよりもずっと長く生きるからな！　いずれあんたは老いる。越後最強の男はこの長尾政景だ！」

「こざかしい小僧めが。ならば、俺は百までも生きてやろう」

「後こう悔かいするなよ！　俺は、受けた屈くつ辱じよくは必ず晴らすぞ！　たとえ何年かかってもだ！」

「どうだ政景。戦で、俺を殺せるか。俺を殺せたとして、『裏切り者』上田長尾家の小僧に、越後の国人どもが従うと思うか？　従うわけはあるまい」

「あんたを殺してみなければわかるまい。望むところだ、戦で決着をつけようじゃないか！」

　両りよう雄ゆう、並び立たず。

　同じ長尾家の人間である政景と為景とが、戦場で激げき突とつすることとなった。

　長尾政景は、為景が軟なん禁きんしている越後守護上杉定実の弟・上じよう条じよう定さだ憲のりを「こいつこそ真の越後守護よ」と担かつぎ上げ、為景が執しつ拗ように自分たちを家臣化しようともくろんでいることに激しい不満を感じていた下か越えつの揚あが北きた衆しゆうを引き入れて為景に挑いどんだ。

「上条の乱」の勃ぼつ発ぱつである。

　両軍の間で、幾いく度どかの合戦があった。

「これじゃオレが為景と和を結んでやった意味がねえ」と愚ぐ痴ちりながら両者を調停しようと奔ほん走そうした宇佐美定満は、ひとたび激怒して火がついた両者の心を鎮しずめるのに苦心した。宇佐美は時には政景についたり為景に味方したりしつつ、「長尾家の両雄が共倒れして越後が崩ほう壊かいする」という最悪の破局だけは防ごうと駆け回り、ようやく両者を和わ睦ぼくさせることに成功した。

　が、その和睦もいつまた破れるかわからない不安定なものだった。

　為景と政景。二人が実の親子であったら、あるいは為景が武勇に長たけた政景を自分の養子にして越後守護代を継がせるつもりになったら、越後は為景の代で統一されていたかもしれない。

　しかし、為景は若い頃ころは己の血というもの、家族や子供というものに無む頓とん着ちやくだったが、五十歳を過ぎたあたりから、にわかに子供に執しゆう着ちやくを感じるようになっていた。

　為景には綾あやという幼い娘むすめがいて、これが晴景よりずっとできがいい子供だった。しかし、綾が優ゆう秀しゆうであろうが晴景がいくら惰弱であろうが、姫ひめ武将の習慣がない越後では、綾に家督を継がせるわけにはいかなかったのだ。




　そんな、戦に己のすべてを懸かけた修しゆ羅ら同士が敵味方の別なく怒鳴り合い激突する殺さつ伐ばつとした越後に、ひとつの異変が起きた。

　場所は、為景の本城であり、春日山の地形を活いかして縄なわ張ばりを張った天然の要よう塞さい・春日山城。

　為景の妻で、孫ほども歳としが違ちがう虎とら御ご前ぜんが、懐かい妊にんしたのだ。

　虎御前はその勝ち気な性格から「虎とら」と名付けられた長尾一族の娘だが、越後には姫武将というものは存在しておらず、そのような風習もなかったため、先妻を病で失った為景に嫁とついでいた。

　為景も、孫ほど幼いこの新妻を「女にしておくには惜おしい勇ゆう敢かんさよ」と気に入っていたが、まさか子供ができるとは想像もしていなかったらしい。

　ある日。

　妻を見み舞まうため、春日かすが山やまの中腹にある虎御前の館を目指して尾お根ねづたいの険しい道を徒かちで登っていた為景は、奇き妙みようなことに気づいた。

　兎うさぎや熊くま、鳥、犬や猫ねこのたぐい──数えきれぬほどの動物が、緑に包まれた虎御前の館の周辺に集まっているのだ。

　熊などがおとなしく他の動物とともに館を護まもるかのように侍はべっているのは、おかしい。

　地じ震しんの前まえ触ぶれかなにかだろうかと為景はあやしんだが、館に害をなそうという気配もなかったし、獣けもの如きなにほどのことがあろうと思い、そのまま捨て置いて館に入った。

「おかえりなさい、御お館やかたさま」

　身重になった虎御前が、為景を出で迎むかえた。

　越後には姫武将の習慣がないだけに、戦とまつりごとに関してはすべて夫が取り仕切るが、内々のことは妻に任せきりとなる。

　為景の家庭もそうだった。

　殺伐とした春日山城の中で、虎御前の館だけは、極ごく楽らく浄じよう土どのような静せい寂じやくさに満ちていた。

　為景は「子ができたとは、まことか」と何度も念を押した。

　虎御前はすでに大きくなった腹を撫なでながら、「ほんとうよ」と微ほほ笑えんでいる。

　母になることがうれしくてたまらないらしく、笑顔を絶やさない。

「俺はもうすぐ還かん暦れきだ。いまだに精力絶ぜつ倫りんとはいえ、度重なる戦いくさでいつも忙いそがしく、お前と夜をともにした日数は片手で足りるほどしかない。どうにも信じがたい」

「あたしも意外な思いだけれど、ほんとうなの」

　為景は、男女の情というものの機き微びがよくわからない。

　いい女は抱だく、醜女しこめには身の回りの雑用をやらせる、その程度の荒あら々あらしい感覚だけで生きてきた。

　だが、この歳になって新妻として迎えた虎御前は別である。

　老いた為景にとっては孫のようなものだったし、すでに女体への欲よく望ぼうも涸かれている。だから虎御前をなるべく生々しい「女」としては扱あつかわずに、彼としては珍めずらしく丁てい重ちように扱ってきたつもりだった。

　それが……。

　まさか、誰だれか若い男と内通したのではないか、と為景は疑った。

　それだけ虎御前に愛情のようなものを覚えているのだが、戦いに明け暮れてきた為景にはそんな自分の気持ちの揺ゆれがわからない。

「この子を身ごもった夜に、夢を見たの」

「夢、だと？」

「そう。天界から降り立ってきた軍神・毘び沙しや門もん天てんが、あたしのお腹なかの中に入ってくる、そんな不思議な夢を」

　虎御前の瞳ひとみが、まぶしく輝かがやいている。

　為景は、なにか見てはならぬ神聖な輝きを、そこに見た。

　信しん仰こう心などかけらもない為景が、ついためらってしまうかのような、そんな輝きを。

（まだ娘だと思っていたが、虎も母親になったということか。新しき命を与え、子を産む。これだけは男には、どうしても乗り越えられぬ壁よ。男の仕事は、戦い、殺し、奪い取ることだからな──）

　それにしても、毘沙門天が腹に入ったとは、なにごとだろう。

「仏典では、天てん竺じくで釈しや迦かが生誕する時、母親は神が自分の腹に入ってくる夢を見たという。お前は、それほど信仰心が篤あつかったか？」

「いいえ。仏道にはあまり興味はないわ。でもあたし、ほんとうにそういう夢を見たの」

「では、そやつが毘沙門天だとなぜわかったのか？」

「そう名乗ったからよ。あたしにはわかる。この子は、毘沙門天から大いなる力を与えられた特別な存在だということが。どうしてあたしのもとに来てくれたのかまでは、わからないけれど……きっと、この子は日ノ本に後世まで語り継がれるような、偉い大だいな人になるわ」

「殺せつ生しように殺生を重ねてきた俺の子が、か？」

　為景は、己おのれが悪であることを自覚している。

　そういう意味で、彼は決して愚ぐ者しやではなかった。

　戦国乱世においては、主しゆう筋すじであろうとも無力な者は討うち滅ほろぼさねば自分自身が生き残れない、いわば「弱肉強食」の掟おきてこそ乱世の定めなのだ、という覚悟を背負っている。

　地じ獄ごくというものがあれば、自分は死後間ま違ちがいなく地獄に落ちるだろうとも。

　そのような俺の子が、釈迦のような偉大な人間として生まれてくるものだろうか？

「フン。そんな甘い話が、あるはずはない……女の戯ざれ言ごとよ」

「いいえ、ほんとうよ。春日山中から生き物たちが集まって、この館を護ってくれているでしょう」

「たしかに、獣どもが館の周りに群がってはいたが」

「この子がこの世に生まれてくることを、山に生きるすべての生き物が祝福しているのよ」

「なにを言いだす。畜ちく生しように、御み仏ほとけの偉大さなど理解できるか！」

「そうじゃないの。人間も動物も同じ生き物だもの。この子が何者なのか、山の生き物たちは知っているんだわ」

「親のひいき目も、そこまで来るとなにも言えんな」

　毘沙門天は、都の北方を守護すると言われている、軍神。

　自ら甲かつ冑ちゆうを着込んで鉾ほこを取り仏悪と戦う、あらぶる神である。

　この聖なる春日山にも毘沙門堂があり、邪じや鬼きを踏ふみつけている毘沙門天の像が祀まつられている。

　その恐おそろしげな姿からもわかるように毘沙門天はもともとは悪鬼だったが、仏に従いその守護者となってからは、夜や叉しやや羅ら刹せつといった強力な鬼神どもを従えて正義のために戦う善神になったという。

　起源は、仏教誕生以前からインドで信仰されていた土着の神であったらしい。

　その「軍神」という性格から日ノ本では武家に尊ばれてきた。室むろ町まち幕府を開いた足利尊たか氏うじや、その足利尊氏と戦った楠くす木のき正まさ成しげもまた、この毘沙門天を信仰していた。

　だが虎御前はいたって現実主義的な少女で、神かみ頼だのみよりも弓きゆう馬ばのほうを好むたちで、今までこのような神がかった迷信を熱心に語ることはなかった。

（母になることから来た、心境の変化というものか？）

　いずれ男子であれば、父である俺とともに戦場を血で染める宿しゆく業ごうを背負うのだ、甘い夢など見ることはできん、おなごであれば別だが──為景は、そう言いたかった。

　だが、生まれてきた時に言えばいいことだと思い直した。

　それよりも、ほんとうに俺の子なのか、俺の子だとしてはたして健康に生まれてくるのか──俺はもう六十歳近い老いぼれだ、と為景は現実に返った。

「父親があまりに歳を重ねていると、子にも影えい響きようがあるとも聞く。生まれてくる子に、なにかなければよいがな」

「毘沙門天の力を与あたえられた子だから、外見も性格も、他の子とは違うものになるかもしれないわね。釈迦だって、異相だったそうだし」

　本来ならば、越えち後ごの習わしでは虎御前から生まれてきた子を引き離はなして乳母うばに育てさせなければならないが、子供好きの虎御前はそう簡単に手放しそうになかった。

　今も、血の繫つながらない為景と前妻との娘・綾を、虎御前は実の子のように手て許もとでかわいがって育てている。

（俺の妻は若年ながら学識深く、また武勇にも長けている。男であれば、立派な武将になれただろう。女は家を護るのが越後の習わしだからと戦場に立たせず、この上、思いがけずもうけた実の子供まで取り上げれば、なにをやらかすかわからん）

　還暦が間近い今もなお四方に敵を抱かかえて戦っている為景にとって、家庭の問題にまで関わるのは煩わずらわしいことだった。

（奥向きのことは妻に任せておくのがよい。俺は越えつ中ちゆうに進出するのだ。越中ではわが父の仇かたき、本ほん猫びよう寺じ門徒どもが得体の知れぬ猫耳の娘を生き神と崇あがめて、一いつ揆きをなし、いっこうに俺たち武士の言うことをきかぬ。土民どもが。黙だまって年ねん貢ぐを納めておればいいものを。この年になって今いま更さら生まれてくる子のことで悩なやむ余よ裕ゆうなどない）

　為景には、子を産み育てることを仕事とするはずの女が槍やりを取り戦場で戦う「姫武将」という奇習を、越後に持ち込むつもりはもうとうなかった。




　　　　※




　雪が降り積もり一面の銀世界となっていた春日山城で、その運命の子は生まれた。

　その日は、一月二十一日。今の暦こよみでは二月十八日だったという。

　虎御前は、涙なみだを浮うかべながら、わが子を胸に抱いていた。

「御館さま、見て。元気な女の子よ」

「……みゅう、みゅうう……」

「怖こわがらないで。あなたのお父上よ」

　長尾為景はしかし、虎御前が抱いているその赤子の異相に、驚おどろきしばらくは声も出なかった。

（な、なんだ、これは？）

　これは人の子であるのだろうか？

　白い。

　肌はだは透すき通るような雪の白さ。

　肌の下を流れる血管が透けて見えるほどに白い。

　赤子にしても、やけに大きな目。

　瞳の色は真しん紅く。

　うっすらと頭頂に生えた髪かみも、白金色に輝いている。

　日ノ本の人間の子供には見えない。かといって、異国人とも違う──。

「これは、生きておるのか」

「ええ。もちろん。元気に、生きているわ」

「だが。なんという不ふ吉きつな。身体からだに色がない。白子だ！」

　赤子は、いわゆるアルビノ──先天的に身体の色素を持たない子供だったのだ。

　この時代、白子の生き物は神の使いとして尊ばれたり、逆に不吉をもたらすものとして恐れられたりしていたが、人間の赤子ではまず見かけることがない。

　それが、よりによって越後の「主殺し」長尾為景の娘むすめとして生まれてくるとは。

「まるで化け生しようの者ではないか。これは、長尾家の終しゆう焉えんを告げるものではないのか？　俺が主君を次々と殺したから、ついに長尾家に神しん罰ばつが……」

「いいえ。虎とら千ち代よは、あなたの子よ。そして、祝福されている」

　すでに、虎御前はこの赤子に「虎千代」という名を与えていたらしい。

　自分のお腹を痛めて産んだ初めての子よ、と虎御前は喜んでいた。

「『虎』だと？　お前には見えないのかっ？　こやつの目の色も肌の色も、まるで兎うさぎのようではないか！　本猫寺の教祖は代々、人でありながら猫ねこの耳を持つ妖よう怪かい変へん化げのたぐいであると聞いている。こやつもまた、兎かなにかの血をひく妖怪ではないのか？　つまり、俺の子ではない」

「あなたの子よ。言ったでしょう。この子は、軍神・毘沙門天から特別な力を与えられたのだもの。ただの人とは違うの。だから、異相を持って生まれてくるって」

「誰が信じるか！　俺の子が化生であるはずがない！　これは宇佐美定満の子ではないのか。宇佐美は、兎の耳を前立てに飾かざって道化ているからな！」

「……虎千代を信じてあげて。誰とも異なる異相に生まれついたこの子には、誰よりも多くの愛情が必要なの」

　あうー、あうー、と、兎が赤子に化けたかのような異相の子が、無む邪じや気きに笑いながら為景のほうへと小さな真っ白い手を伸のばしてきた。

　男であれば面めん倒どうだった。殺すこともあり得たが、女ならば捨て置いても問題はなかろう。だが、この異相では婚こん姻いん同盟の駒こまに用いることはできん、役立たずめ、と為景は生まれてきたばかりの虎千代を罵ののしりたかった。

（畜生め！　やはり俺が老いたためか。子種がすでに老いていたからか……）

　という嘆なげきを、為景は口にできなかった。

　なぜならばこの虎千代との対面の儀ぎに、息むす子この晴景、娘の綾、さらには激戦の果てに和わ睦ぼくを結び今は「家臣」として自分に仕えているがまったく油断ならない長尾政景や宇佐美定満たちをずらりと引き連れていたからだ。

「……これは……父上」

　嫡ちやく男なんの晴景は、母親が違い年ねん齢れいも離れたこの新しい妹にさして興味を抱いだいていないが、しかしその雪の精のような儚はかなげな異相には少なからず驚いている。

　為景が郎ろう党とうと家臣団の手前、どう振ふる舞まえばよいか迷っていることくらいは、晴景にも察しがつく。

「虎千代のことは姉の綾に任せればよいでしょう、父上」

「ええ。わたしに任せてください！」

　利発な綾はむしろ、「わたしがこの子を守ってあげなければ」と姉としての情愛のようなものに目覚めたらしく、虎御前の手から小さな虎千代を受け取って、「わたしがおねちゃですよー」と優やさしくあやしはじめた。

「きゃっ、きゃっ」

「とらちゃは、かわいいですねー。兎さんの赤ちゃんみたいですー」

「綾は、虎千代が好きなのね。ありがとうね」

「はい母上さま。とてもとても、かわいい笑顔です。とらちゃ。おねちゃと母上とで、とらちゃを大切に育ててあげまちゅからね」

「きゃふ、きゃふう」

　このような一家団だん欒らんの一幕は、為景が苦手な光景であった。

（なんという甘ったるい……！　こんな子は間引いてしまえばよいのだ）

　為景はこのような席で「おうおう」と微ほほ笑えむ好こう々こう爺やになるには、あまりにも人を殺しすぎたし、あまりにも血の気が有り余っていた。

「へえ。虎千代か。希け有うな人相の持ち主だな、うひひ」

　殺さつ伐ばつとした春日かすが山やま城にもこんな清らかな空気を湛たたえた館があったとはなあと面おも白しろがっていた宇佐美定満が、綾に抱かれてはしゃぐ虎千代の屈くつ託たくのない笑顔を眺ながめながら、「オレに虎千代ちゃんのおもり役をやらせてくれねえか」と言いだした。

　為景は、「断る」と一いつ蹴しゆうした。

「遊び人の貴様に、娘を預けられるか！」

「おいおい。娘と言っても、生まれたばかりだぜ？」

　何度も合戦で殺し合ってきた間あいだ柄がらだ。いつまた、再び敵対することになるかもしれない。いくら白子の虎千代でも、為景がその養育を宇佐美に許すはずがない。

「宇佐美よ。ほんとうに俺に仕えるというのならば、貴様は武人を育てろ！　女子供に兵法書を読み聞かせて、どうなるというのだ。馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「為景の旦だん那な。この子は、特別な容よう貌ぼうの持ち主だ。あんたが手を焼いている越中の門徒どもが教祖をありがたがるのも、教祖一族が代々持つ猫耳という異相を『神のしるし』だとありがたがっているからだぜ。なにしろ北陸は本猫寺信しん仰こうが強い。加賀などは、守護を追い出して坊ぼう主ずどもが国を持っている。越後の国こく人じんたちだって、荒あらっぽいくせに根っこではやたらと信心深い連中さ。北陸の国々ではいくら戦いくさで勝っても、民や国人の心までは支配できねえ。だがこの子を『神の子』として押し頂けば、あるいは越後はひとつになれるかもしれんぜ」

「くだらん。ただの小娘を崇めるような愚おろかな土民など、すりつぶしてやるばかりだ！　逆らえば殺す！　やつらは黙って武家に年貢を納めていればそれでいいのだッ！　宇佐美よ。貴様のような弱よわ腰ごしでは、領土は増えぬぞ！」

「……やれやれ。あんたには、義がないな」

　越後守護代の座を狙ねらい続けている若き驍ぎよう将しよう・長尾政景は、この間、ひたすらに無言で虎千代を凝ぎよう視ししていた。

「……フン……長尾虎千代、か」

　雪の精の如ごとき姿で生まれてきた虎千代になにがしかの感かん慨がいを抱いているのか、あるいは己おのれの野心を遂とげるための利用価値を見み出いだしたのか。

　この時点では誰だれにもわからないことだったし、為景はもう虎千代などどうでもよくなっていた。娘ならばすでに綾がいるし、そもそも嫁よめに出せないのでは政治利用できない。

　だが、若い政景は逆に、虎千代をじっと観察している。

　綾はそんな政景を不気味に思い、腕うでの中にいる虎千代をさらに強く抱だきしめた。

　きゃっきゃっ、と虎千代が手を振って笑った。

　為景が「この不吉について誰も口外するな。虎千代の異相について漏もらせば、殺す」と脅おどしながら一同を解散させようとしていたその時。

　ずらりと、異形の集団が現れて、館へ入ってきた。

　年を経た、大勢の僧そう侶りよたち。

　まるで天てん狗ぐのような赤ら顔を持つ、修しゆ験げん道どうの行者ども。

　例の、館を護まもるように囲んでいた山の獣けものどもも交じっている。

「なんだ、貴様らは」

「拙せつ僧そうらは、叡えい山ざんから来たもの」

「わたしどもは、高こう野や山さんより」

「われらは、出で羽わ三さん山ざんから来た」

「俺たちは、信しん州しゆうの戸と隠がくし山やまと飯いい縄づな山より」

「わたしどもはみな、春日山に輝かがやきを見ました。偉い大だいな王が、この春日山にお生まれになったことを知り、祝福に参りました」

　越後の偉大な王なら、ここにいる、俺だ、と為景は顔をひきつらせた。

「ああ、ああ。虎千代さま。この純白のお姿は、まさに神仏に選ばれた証あかし」

「われらの目に狂くるいはなかった。このお方は人にして、ただの人にあらず」

「末法の世の衆しゆ生じようを救済するべく、お生まれになったのです」

「毘び沙しや門もん天てんに選ばれしお方。いえ、それどころか毘沙門天そのもの。毘沙門天の化身かもしれませぬ」

「人心が獣以下にまで落ちた乱世に、義の光を輝かせるお方」

　妻の虎御前がずっと以前から、この子は毘沙門天から選ばれて特別な力を与あたえられたと言い続けていたことを、為景は思いだしていた。

　あの噂うわさが巡めぐり巡って、とうとう「毘沙門天の化身」などと言いだす坊主たちまで現れたというのか。

　忌いま々いましい。

　この連中は噂を聞いて、こうして物もの乞ごいに来たのだ。

　こんな真っ白い不気味な赤子が、救世主などであるはずがない。

　あの世にならともかく、この世に、神仏などいない。

　いれば、主殺しを二度もやってのけた俺はとっくに地じ獄ごくへ落ちていなければならんではないか。

　為景はそうわめいてつばを吐はきかけてやりたかったが、得体の知れない修験者はともかく、叡山や高野山から来た高僧たちをあしざまにするわけにはいかない。

　いぶかしんでいる為景を押しのけた巨きよ漢かんの青年僧兵が、虎千代を前にして叫さけびはじめた。

「それがしの名は正しよう覚かく院いん豪ごう盛せい。叡山で修行と武芸に励はげむ僧兵にござる！　ほう！　これはなんともお美しいお姿。この異相は間ま違ちがいなく、覚者の証し。出家なされば、釈迦牟む尼にや弥み勒ろく菩ぼ薩さつの如き救世主となり、戦乱に苦しむ衆生を救うお方になるだろう。だが……惜おしい！」

　なんと、女だったとは！　と、正覚院豪盛が「すべては終わった」と言いたげに嘆いた。

「残念じゃ！　叡山は女によ人にん禁制の山、女は座主になることができんのじゃ！　女人に五障あり、女人は梵ぼん天てん王、帝たい釈しやく天てん、魔ま王おう、転輪聖じよう王おう、仏ぶつ陀だのいずれにもなれぬという。比び丘く尼にの中でならば頂点を極きわめることはできようが、日ノ本の仏教界の頂に立つことは不可能……！」

　高野山は叡山ほど女人に厳しくはありませぬが同様です、格式ある古い宗派はいずれもそうです、惜しいことです、と高野山から来た高僧もつぶやいている。

　虎御前は「女だからというだけで、出家の道はそんなにも厳しくなるのですか」と不満げに目をいからせたが、僧侶たちは一様にうなずくばかり。

「左様。女人が悟さとりを開き救われるには、まず男にならねばなりませぬ。なぜなら女体は穢けがれているからです。それを仏の教えでは、『変成男子』と呼びます。これほどのお方であれば、男になるのも不可能ではありますまい」

「女人が女人のまま救われるという教義を持ち、それどころか女人が生き神として崇あがめられる宗派といえば、新興の本ほん猫びよう寺じくらいでしょうな。あすこは、女人が教祖をつとめている」

「いやいや、あすこは新興ゆえのあさましさで、なんと、世せ襲しゆう。仏教の根本である禁きん欲よくを否定し、教祖が家族を持ち子を作り、その子に教祖の座を継つがせている。『猫の耳』の威い光こうでな」

「宗教者でありながら婚姻し子をなし『血』を重んじるとは、まるで貴族か武家よ。あれでは、虎千代さまの入る余地はない。むしろ、兎と猫とでは……」

「本猫寺からは、虎千代さまは悪魔の化け身しんと呼ばれるやもしれませぬな」

「なにぶん虎千代さまの祖父は、越えつ中ちゆうでの合戦中に一いつ揆き勢に殺されている。為景さまは今なお復ふく讐しゆうのために越中一揆と戦い続けておられる。そういう、悪あしき因いん縁ねんがあるからのう」

　だがしかし、と出羽から来た修験者が言い放った。

「おう、そうだ。武家ならば、男女の区別はさほど厳しくない。この子は、越えち後ご守護代長尾家の娘むすめである。当世流行の姫ひめ武将となれば、天下に君臨する偉大な転輪聖王となり、必ずや日ノ本の歴史に『義』をその身をもって示し遺のこす、そのような偉人になられよう」

　それはいいなと宇佐美定満がつぶやいたが、姫武将は越後にはおらぬわ、と為景が修験者の言葉を切って捨てた。

「いやいや為景さま。かつて天てん竺じくの王族の城にて釈迦牟尼が生まれた時、とある聖者が、この子は出家すれば衆生を救済する仏陀となり、武家を継げば世界を支配する偉大な転輪聖王となる、と予言したという。虎千代さまは衆生の魂たましいを救う仏陀になられるか、それとも……」

「……姫武将となり、乱世に武威を示し戦う転輪聖王となるか」

「あるいは、釈迦牟尼とは異なる道を歩まれるのかもしれぬ。このお方はそのために、敢あえて女人として生まれてこられたのかも……」

「しかし惜しい。なぜ女に。まことに、もったいない話じゃ！」

「いや豪盛。今の乱世は、言葉と教えだけでは終わらぬ。末法の果ての世よ。自ら武器を取って義のために戦う軍神こそが、人々から求められているのかもしれぬ」

　ええい、貴様らはもう出て行け、と為景が怒ど鳴なり散らした。

「やくたいもない、くだらん会話を俺の前で続けるなッ！　この世に、神も仏もいないのだッ！　越後の王は釈迦でも転輪聖王でも毘沙門天でもない、この俺だ！　白いガキがそれほど珍めずらしいならば、好きなだけ山を探せ！」

　自分を無視して虎千代を褒ほめ称たたえ、あるいは「なぜ女に」と惜しがる彼らの態度が、自尊心が強すぎる為景には耐たえられなかったのだろう。

　ことに、「姫武将となれば偉大な王になる」という予言が、気に入らなかった。

　越後では、戦は男の仕事と決まっている。

　こんな、ほんとうに俺の子かどうかもわからない生まれぞこないの娘が、なぜ俺よりも偉大な王になれるのだ、これだから坊主どもは役に立たぬのだ、と罵ば倒とうしたかった。

　嫡ちやく男なんの晴景も、（嫡子の僕を無視して、なぜ虎千代だけが偉えらい坊主たちにちやほやされるのか。真っ白いからか）とつまらなそうにしている。

　綾はなおも虎千代を見つめている政景の視線から避さけるように、「とらちゃ。お風呂ふろに入れてあげまちゅからね」と虎千代を抱いて裏庭へ駆かけていった。

　利発な虎御前は、「出家するか姫武将となるかは虎千代自身が決めることよ。御お館やかたさま。無理強じいはよしてね」と為景にすかさず釘くぎを刺さしてきた。

　虎千代の人生が途と方ほうもなく前途多難なものになることを、虎御前はよく知っている。

　なにしろ、真っ白い姿を持って、現世に生まれてきたのだ。

　そして虎千代の父親は悪逆の限りを尽つくす武人・長尾為景。

　あたしはたとえ刺し違えてでも虎千代を守る、と虎御前は死を覚かく悟ごしていた。

　為景は、そんな幼い妻の燃えるような目に、自分に憎ぞう悪おの視線を送ってくる越中の門徒たちの目を重ねて思いだし、（これだから信仰者は厄やつ介かいなのだ）と忌々しげに舌打ちしていた。

「のう、虎御前よ。生まれた子があのような子で、さぞかし驚おどろき恐おそろしかっただろうな。安心せい、間引きはせぬ。あれは、綾とそなたに育てさせる」

　だが、絶対に姫武将にはせぬ、力こそすべての越後に軟なん弱じやくな姫武将などは不要よ、と為景は付け加えた。




　春日山を下りる途中。

　宇佐美定満は、「なぜ女なのだ」とまだ悩なやんでいる正覚院豪盛の尻しりを蹴けり上げながら、笑っていた。

「おい坊主。叡山ももう時代遅おくれだな。一いつ休きゆう宗そう純じゆんいわく、『女をば法のりの御み蔵くらと云いうぞ実に、釈迦も達だる磨まもひょいひょいと生む』、って言うじゃねえか」

「ぶ、無礼な。このかぶき者が！」

「ほう。なにが無礼だ。あんたら、毎晩お稚ち児ごさんのケツを掘ほってるんだろう？　人の肌はだを求めねえ人間など、いるわけねえ。女を断つから稚児なんぞ必要になるのよ。無理すんなよ」

「だ、黙だまれッ！　わしにはそのような汚よごれた稚児趣しゆ味みなどないっ！」

「じゃあ、身体からだのほてりをどうやって発散するんだい。その巨体じゃ毎晩力が有り余ってたまらんだろう」

「武芸だっ！　きええええええっ！」

「いや、そこは修行して悟れよ？　お前さん、坊ぼう主ずだろ？」

「身体を動かさねば目が冴さえて眠ねむれん！　伝教大師・最さい澄ちようさま以来、われら天台の僧は叡山にこもって童どう貞ていを守り数百年！　女人へのあさましき欲をすべて武の道に注ぎ込み続けている叡山は！　日ノ本最強の僧兵軍団であるっ！」

　いろいろこじらせてるな、こいつは、と宇佐美定満は笑った。

　禁欲を美徳とする昔ながらの宗教ってのは厄介だ、普ふ通つうに考えりゃすぐわかるが禁欲ってのはたいていの人間にとっては無理がある、だからこそ当世流行はやりの衆生仏教ってやつは親しん鸞らん以来女も酒も妻帯もなんでもありだってのによ、まあそれはそれで俗ぞく世せと容易に結びつき、すぐに武器を持って集まって一揆をやるから面めん倒どうなわけだが、さて──。

（猫ねこと兎うさぎとでは合わないってぇのは本猫寺の門徒じゃねえオレには理解しがたい話だが、だとすればオレが想像していたよりも虎千代は苦労することになるな。雪深い北陸の民はえらく信しん仰こう心が強い。昔から本猫寺の門徒だらけで、容易には武家にまつろわねえ。為景のように武力一辺倒では、どうやったって治められねえ）

　それに、女は叡山の頂点に立てねえってのなら虎千代をあまりこいつら宗教者に近づけてかぶれさせないほうがいい。あの出羽から来た修験者が言っていたように、いっそあの子を神の異相を武器とするまばゆいまでの「姫武将」に育てよう、と定満は決めた。

（そうだよ。そもそも釈迦が出家なんぞせずに素直に転輪聖王になっていりゃあ、今いま頃ごろ乱世なんぞなかったかもしれねえじゃねえかよ）

　戦いくさってやつは腹が減るし人が死ぬし面倒だが、義人といえど戦わなければ人に義を知らしめることもできない、誰だれが誰を殺すかもしれねえ今の乱世じゃあ、と定満は苦笑した。

　しょせん人間は言葉では悟れねえ、行動で示すことしかできない、と現実主義者の定満は思っている。

　ただ、虎千代を見てからなかなか口を開こうとしない野心家・長尾政景の態度だけが、宇佐美定満にもどうも不気味だった。

（政景は武勇抜ばつ群ぐんの豪ごう傑けつだが、まだガキだ。戦に夢中で、女も知らないらしいしな。妙みようなことにならなければいいんだが……）




　　　　※




　雪どけの季節が、春日山城に何度か巡ってきて──。

　純白の娘・虎千代は、現代で言えば幼稚園児ほどの年ねん齢れいまで育った。

　母の虎御前と、歳としが近い姉の綾とに愛されて、幼少期を過ごしたといえる。

　ただ、父の長尾為景は、相変わらず合戦に明け暮れてほとんど館には顔を出さなかった。うかつに虎千代に深入りするのを避けていたようだった。虎御前と綾に嚙かみつかれるのが面倒だったのだろう。

　なので、虎千代は、為景にはなつかなかった。

　また、嫡男で兄の晴景とも、疎そ遠えんだった。

　晴景は恐ろしい父である為景の合戦につきあわされる一方、兵が田畑に戻もどった季節には趣味の風流道楽のほうで忙いそがしく、真っ白い妹にかまっている暇ひまがなかった。

　虎千代は生まれつき身体が小さく、なかなか大きくならなかったが、さらには身体そのものが弱かった──というよりも、日光に弱かった。

　肌や瞳ひとみに、色がないためだろう。

　まぶしい日光を恐れたし、雪が積もった山を歩くことも恐れた。

　虎千代は、目があまりよくなく、ことに光が苦手なのだ。

「ちゅっ？　まぶしくて、みえないでちゅ」

「とらちゃ？　とらちゃ、だいじょうぶ？」

　綾が白銀の山に散歩に連れ出すと、虎千代はいつも目を小さな手で覆おおって、その場にうずくまってしまった。一面に降り積もった雪が照り返してくる光がまぶしくて前が見えなくなり、こけてしまう。

　雪の中を歩いているうちに、白い肌が赤く腫はれることもあった。

「……いたいでちゅ……ひりひりでちゅ」

「とらちゃ、ごめんね。おねちゃが、お外を歩かせすぎたね」

　薬くす師しから「日の光が、虎千代さまのお肌と瞳にとっては、毒になります」と伝えられてからは、虎御前も綾も、虎千代を長時間日光に晒さらさないように気を配らねばならなくなった。

　なので、夜の時間に月を眺ながめながら綾と二人で春日かすが山やまの山道を散歩するのが、虎千代の日課になっていった。

　夜の春日山は、静せい寂じやくと深い闇やみが支配している。

　人はみな寝ね静しずまっている。

　太陽の輝かがやきを、見ることはできない。

　そんなことをすれば、肌と瞳が焼き切れてしまう。

　凍いてつくように冷たい月の光だけが、虎千代には、許されている。

　日中、外に出て遊ぶことができないので、同年代の友達もできない。

　自然、虎千代は物思いにふけりがちな童わらべになった。

　同年代の子供に比べて、身体は二回りほど小さい。

　時折館を訪おとずれる家臣たちや家族たちは、まるで兎の子供が童の姿になったかのような虎千代に、愛らしさとある種の奇き怪かいさとがあいまった複雑な感情を覚えるらしい。

　みな、この人なのか雪の精なのかわからない虎千代という不可思議な童に、どう接していいのか迷うようだった。

　とりわけ、父である長尾為景が、虎千代の扱あつかいに困っていた。

　その上、虎千代の精神は、異常なほどに繊せん細さいだった。

　他人の抱く善意や悪意といった「感情」に、妙に鋭するどく反応する。

　視覚が弱いぶん、感受性が鋭えい敏びんなのかもしれなかった。

　夜の散歩の途中、虎千代はよく目をうるませた。

「とらちゃは……おとちゃに、きらわれてるでちゅ？　よわよわで、夜にならないとお外に出られないから……」

　姉の綾は、そんな虎千代の小さな手をひきながら、

「ごめんね、とらちゃ。でも、いっぱいご飯を食べて大きくなれば、きっとお昼間にもお外に出られるようになるよ！」

　と、けなげに妹を励はげまし続けた。

　虎千代は生まれつき胃が弱く、食も細い。

　とりわけ、鶏にわとりや猪いのししの肉が食しよく卓たくに出ると「どうぶつさんをたべるのは、かわいそうでちゅ」と泣きだすくらいに、肉を食べるのが苦手だった。

　料理人が鶏をさばいているところを見て以来、感受性の強い虎千代は動物を食べられなくなったらしい。

　その上、現代で言うところのアレルギー体質というものも持っていて、たとえば大豆を食べると「かゆいでちゅ、おえええ。うええええ」と吐はいてしまう。重度の大豆アレルギーだった。これは当時の薬師には原因がわからず、「我が儘ままで好き嫌きらいをさせてはなりません」と何度も問題の食材を食べさせ、しかしそのたびに吐いて震ふるえている虎千代にさじを投げ、「どうやらこれは強情や我が儘ではござらん、ある種の病でしょう。治し方はわかりませぬ。お吐きになる食べ物は避けたほうがよいでしょう」と折れざるをえなくなる始末だった。

　虎千代はともかくも手のかかる童だったが、虎御前と綾は、これほど様々な問題を生まれながらに持っていながらけんめいに生きようとする虎千代が時折家族の愛情に反応して浮うかべる笑みに、家族愛をさらに超こえたある種の神性に対する感動のようなものを見てやまなかった。

　だが、虎千代の時間の大半は、「自分は人とは違ちがう」という悲しみとともにあった。

　その夜も月を眺めながら、虎千代はつぶやいていた。

「おねちゃ。とらちゃは、シラコだからお嫁よめにいけないでちゅ？」

「誰がそんなことを言ったの？　とらちゃは、お嫁にいけるよ。ご飯を食べて大きくなれば。だいじょうぶ」

「……でも……とらちゃ、おとこのひと、苦手でちゅ……おとこのひとは、怖こわいでちゅ。血なまぐさくて、まるで獣けものみたいで……」

　父・為景のあの戦場で鍛きたえ上げられた巨きよ体たいと殺さつ伐ばつとした表情を、虎千代は苦手にしていた。

　為景が自分によい感情を抱いだいていないことがわかってしまうだけに、辛つらい。

「とらちゃががんばれば、いつか、かわいい赤ちゃんも産めるよ」

　綾は虎千代の背中を撫なでて応おう援えんするが、

「そんなの……こわいでちゅ」

　赤ちゃんはほしいけど、「チチオヤ」はこわいでちゅ、「チチオヤ」がいないと女の子は赤ちゃんを産めないそうでちゅ、でも「チチオヤ」はこわいこわいでちゅ……。

　為景から粗そ略りやくに扱われている虎千代にとって、大人の男性は、恐きよう怖ふの対象でしかなかった。

　戦場に出たことはないが、戦場から城へ戻ってきた男武者たちが発する生々しい「血」の臭においをかいで震え上がったことは何度もある。

　台所で料理人にさばかれている鶏も、血を流していた。

　戦場で、男たちは、あれと同じことを人間にやるのだ。

「……こわいでちゅ。おねちゃ。とらちゃを、捨てないで」

「だいじょうぶ。ずっと一いつ緒しよだよ！」

「おねちゃは、怖い『チチオヤ』に痛いことされないでちゅ？」

「おねちゃはここにいるから。とらちゃが大人になるまでは、お嫁にもいかない。なにも心配しないでいいの、とらちゃ！」

　綾は、虎千代に誓ちかった。

　約束してくれた。

　だがこれは、虎千代が大人になった暁あかつきには、綾は為景の意向で誰かのもとに嫁とつぐかもしれない、ということをも意味する。

　為景にとって、娘むすめは政略の道具である。

　いずれ、越えち後ごの有力な国こく人じんに自分を嫁がせて越後統一を推おし進めるくらいのことはやるに違いない、と綾も覚かく悟ごしていた。

「でも、おねちゃには、とらちゃのほうがだいじだから。おねちゃがとらちゃを守るよ！」

「……やさしいでちゅ、おねちゃは」

　綾にすがるように抱だきつきながら、虎千代はふるふると震えた。

　いつか、おねちゃと離はなればなれになってしまうのだろうか。

　そのうち血なまぐさい獣のようなおとちゃがやってきて、おねちゃは怖い「チチオヤ」のもとへ連れ去られてしまうのだろうか。

　おねちゃが好きになった人ではなく、おとちゃが家の都合で決めた相手のもとへ。好きでもない「チチオヤ」の赤ちゃんを産まされるのだろうか。

　そんなのは嫌いやだ！

　もしかしてとらちゃが大人にならなければ、ずっとおねちゃと一緒にいられるでちゅか、と幼い虎千代はけんめいに知ち恵えを絞しぼって考えた。

　だが、すぐに、それではとらちゃを育ててくれているおねちゃを裏切ることになるでちゅと気づいて、自分で自分を叱しかりつけた。

（早く大人にならないといけないでちゅ。おねちゃを「チチオヤ」に盗とられる前に大人になって、とらちゃがおねちゃを守るんでちゅ）

　虎千代は、（そうでちゅ。じぶんのことよりも、おねちゃがだいじでちゅ。とらちゃがこうして幸せでいられるのも、おかちゃとおねちゃに大切にしてもらっているからでちゅ。とらちゃは、ワガママ勝手な子になってはいけないんでちゅ）と、心の中でつぶやくのだった。




　長尾虎千代──後に「越後の龍りゆう」上杉謙けん信しんとなる運命の少女は、荒あら々あらしい男たちの影かげに怯おびえながら、薄うす暗ぐらい月明かりの夜のもとに育てられたのだった。







　第二話　越後の毘沙門天（二）







　さらに数年の月日が流れた。

　越後守護代・春日山長なが尾お家の当主・長尾為ため景かげの越後統一戦争は、なおも終わらない。

　隣りん国ごく・越えつ中ちゆうでは国人衆と本ほん猫びよう寺じ門徒による一いつ揆きが多発し、そのたびに為景は「あやつらは俺の父の仇かたきだ」と出兵して叩たたいて蹴け散ちらしたが、いくら叩いても一揆衆はもぐらのようにまた出てくる。

　青年期を迎むかえた上うえ田だ長尾家の長尾政まさ景かげは、実績・押し出し・若さのすべてを兼かね備えた名将に成長し、ますます越後にとって重要な存在となっていた。

　為景はなにがあっても実子の晴はる景かげに家か督とくと越後守護代の職を譲ゆずるつもりではいたが、もはや自分なきあとの越後が分家の政景の力抜ぬきに立ちゆかないことも理解せざるを得なくなった。

　為景はもう、六十歳になっていた。

　この歳としで越中戦線にまで出兵して戦っている為景はまさに異常の英えい傑けつであり、主君を二度も殺した神しん罰ばつもいっこうにくだらず、越後の人々からは「善悪を超えた不死の武人」と恐おそれられているが、さしもの為景も自分の体力に限界を感じはじめていた。生きるだけならば百歳までも生きられようが、馬上で槍やりを振ふるって堂々と戦えるのは、あと数年だろう。

　しかも、病弱な嫡ちやく子し・晴景の戦いくさ嫌いの癖くせはまったく改まらない。

　このままでは自分なきあと、分家の政景に越後守護代の職を奪うばわれることは間違いなかった。

　為景は、後こう顧この憂うれいを断つために政景を暗殺するという手も考えたが、政景は悪あく辣らつにして狡こう猾かつ、誰だれよりも用心深く、決して忍しのびの者を身辺に近づけない。

　たとえ女子供であろうとも、あやしいと勘かんぐったら迷わずに斬きり捨てる。

　戦場で討うち果たしたくとも、両者ともに譲らぬ剛ごう勇ゆうの武人同士ゆえに、これも難しい。

　まるで若き日の自分と戦っているようでどうにも腹立たしい為景だったが、さりとて政景の武なくしては惰だ弱じやくな晴景は大名として存続できそうにない。

　本家だ分家だと争っていても、長尾家そのものが滅ほろびてしまえばなんの意味もない。

　ならばいっそ、政景と婚こん姻いん同盟を結んで「一門衆」にしてしまおう、と思い立った。

　毒を食らうなら皿まで、だと。

　分家とはいえ同じ長尾一族であるから、格式にも問題はなかった。

　ちょうど、年とし頃ごろになりつつあった娘・綾あやが為景の手て許もとにいる。

　綾は、美しく凜り々りしく育っていた。

　どこへ出しても絶世の美少女として通る。

　綾は「とらちゃが大人になるまでは嫁ぎません！」と縁えん談だんの話が出るたびに断り続けてきたのだが、政景を一門衆に取り込むとなれば綾を駒こまとして用いざるを得ない、と為景は割り切って考えていた。




　だが意外なことに、この縁談を持ちかけられた政景のほうが、首を縦に振らなかったのだ。




「断る。俺はまだ、妻を娶めとらない。俺が嫁にしたい娘は、虎とら千ち代よしかいない」




　為景が送った使者の前で、政景は敵将どもの首実検をしながらそう言い放ったという。

　為景は、政景がなにを考えているのか、まるで理解できなかった。

　虎千代を？

　嫁に？

　あの白子を？

　日の光に当たるだけで倒たおれるような娘を？

　だいいち、虎千代はまだ子供ではないか？

　為景は、政景がこの婚姻話に飛びついてくるとばかり思っていた。

　為景が分家の政景に娘を娶らせて本家の一門衆に組み入れるということは、来たるべき晴景政権において政景を一門衆筆頭に置き越後の宰さい相しようという破格の地位を与あたえるという決断を意味するのだから。

（気き概がいのない晴景は、俺が死んだあとは厄やつ介かいな仕事をすべて政景に預けるだろう。つまり俺は政景を事実上の越後守護代にしてやろうと言っているのに、まさか選より好みをするとは……しかも、あの虎千代を嫁にしたいなどと、正気とは思えん）

　だがさすがの為景も、「貴様は狂くるっているのか」とは言えなかった。

　虎千代はまだ子供だし、そもそも病気だ、日の光にすら当たれんのだ、いつまで生きられるかもわからんものを嫁には出せん、と為景は返答した。

　春日山長尾家と上田長尾家の縁談話は、いちどはこうして流れた。

「出し惜おしみをするか、老いぼれが！　ならば力ずくで奪い取る！」

　断りの使者に対してそう言って笑ったという政景は、再び越後守護の弟・上じよう条じよう定さだ憲のりを担かつぎ「越後守護・上うえ杉すぎ家の復興」を掲かかげて、またしても反為景の兵を起こした。

　長尾為景の横暴を終わらせ上杉家を復興するという政景に、大義名分はある。だがむろん政景もまた別のお飾かざりを担いでいるだけで、実質的には長尾家同士の抗こう争そうにすぎない。

　為景の越後全土支配の野望をよしとしない下か越えつの揚あが北きた衆しゆうが政景方についたことから、またたく間に越後全土に戦線が拡大し、越後国内は乱れに乱れた。

　勇ゆう猛もうで鳴る為景自身が出兵すれば必ず勝つが、その出兵じたいが為景の老いた身体からだに負担をかけていた。為景がこだわり続けてきた「武力」による越後統一の実現はどうやら不可能だということが、為景自身にも少しずつ理解できるようになっていた。

　為景は、いよいよ苦境に追い詰つめられつつあった。




　　　　※




「ひひひ。外の世界を見たくないか、虎千代」

　この日は朝から曇くもっていて、日の光が弱かった。

　館の裏に流れる小川で足を洗っていた虎千代に、声をかけたあやしい総そう髪はつの男が一人。

　琵び琶わ島じま城主の宇う佐さ美み定さだ満みつだ。

　この時期、宇佐美定満は、長尾政景が率いる反為景軍に所属していた。つまり為景の敵となっていたわけだが、当人は「もう長尾家同士の内輪もめはいいだろう」とやる気がなく、大だい胆たんにも時々しれっと春日かすが山やまの虎千代のもとに顔を出している。

　虎千代はだいぶ大きくなり、それなりに体力もつき、曇り空の日はこうして小川で遊んだりできるようになったが、まだ男というものが苦手だった。

「……うー」

　ふるふると震ふるえながら、赤い瞳ひとみで宇佐美を睨にらんでいる。

「フッ。今までもう何度も挨あい拶さつしたのに、たやすくは懐なつかねえな。まるで野生の小動物だ。だがな、オレは越後一の軍師と呼ばれる男！　今回は切り札を持ってきたぜ！」

　ドジャーン！

　宇佐美が、兎うさぎのぬいぐるみを背後から取り出した！

「どうだ！　愛らしいだろう、かわいいだろう！　オレさまが夜なべして自分でこしらえた、究極の愛めでぐるみだーッ！　虎千代、お前にやろう！　懐け！」

「……いらない」

　ぽいっ。

　虎千代は、半目になりながら小川のせせらぎの中にぬいぐるみを捨てた。

「うわああああああ？　オレのうさちゃんがあああああああっ？　なっ、なんてことするんだ、テメエエエーッ！　うさちゃんが溺おぼれ死んだらどうするんだッ、てめえには血も涙なみだもねえのかーっ？　オレの心は深く傷ついたッ！」

「……あれは、生きてない。生きてないから、死なない」

「ぐわああ！　かわいくねええええ！　飼い主に愛されたぬいぐるみには魂たましいが宿るんだよ！　いいかッ！　こんどうさちゃんを捨てたりいじめたりしたら、全力でお仕置きするからなッ！」
















「……やられたら、やりかえす。がるる」

　虎千代は、小さな八重歯を剝むき出しにして、すごんだ。

　野生のあらぶる兎のように。

　光を避さけるために全身に白い外がい套とうを巻き、小さな頭には白い布でこしらえた頭ず巾きんをかぶっているので、まるでてるてる坊ぼう主ずのようだ。

「ひでえよう、ひでえよう。子供ってのはよう、人形とかぬいぐるみが大好きなんじゃねえのかよっ？　なんだよてめえはよっ？」

　宇佐美は泣きながら、土左衛門となった兎のぬいぐるみを引き上げると、ぎゅーと絞った。

「見ろ、かわいそうに！　びしょびしょじゃねえか！　てめえも水の中に浸つけてやろうか？　ああん？」

　虎千代は、そんな宇佐美の憐あわれな背中をじーっと見ている。

「なにをしにきた、うさみ」

「だから、うさちゃんをてめえにくれてやって懐かせようとしてだなあ……まあいい。今日は虎とら御ご前ぜんさまも綾ちゃんもいねえようだし、このオレがてめえを散歩に連れていってやるとするぜ！」

「いやだ。ことわる。そういうおとこを、こどもさらい、というらしい。そもそも、うさみはおとちゃといくさをしているではないか」

「ちょっと前まで『でちゅでちゅ』言ってたのに。かわいげなくなったなあ……いいか？　今日は曇ってるし、母さんも姉ちゃんもいない。一日くらいは春日山を下りて、外の世界を見てみたくはねえのか？」

　外の世界？

　ぴく、と虎千代が身体を震わせた。

「外は、こわい」

「じゃあ、一生この館にこもって過ごすつもりか？　大人ってのは、家の外の世界を渡わたり歩くもんだ。虎千代、てめえはずっとガキのままで終わるつもりか？」

「……それも、いやだ。いつまでもおねちゃを縛しばり付けたくはない。外の世界を、見てみたい……」

「よく言った。かしこい子だな、お前は。坊主どもは、お前が生まれた時に、偉い大だいな人間が誕生したと騒さわいでいたっけな。あの頃ころのオレは、要はお前の見た目が神こう々ごうしいって話だとばかり思っていたが、どうやらお前の本質、お前の希け有うな価値というものはお前の精神そのものにあるようだ」

　虎千代は、宇佐美が遠えん慮りよなく語ってくる難しい言葉を、よく理解した。

　言葉だけで理解しきれない部分は、宇佐美の表情から「感情」を読んで、補足する。

　宇佐美が虎千代に抱いだいている感情は「好意」だが、悪あしき「好意」ではないようだ。

　長尾政景などは、もっと激しい「好意」を虎千代に抱いているが、虎千代が見たところその政景の抱く好意にはひどく毒々しくて黒い、穢けがれたなにかが混じっていて、おぞましい。

　だから敏びん感かんな虎千代は、政景の顔を見るのもいやだった。

　だが、宇佐美というからっとした万ばん事じ適当な男には、そういうドス黒さがなかった。

「もっとも、オレさまは幼女愛護家じゃねえ。お前をオレの理想のために教育して、志を遂とげるためにがんばってもらおうって魂こん胆たんだ。お前にはその器うつわがあるが、育てねえと才能は伸のびねえ。甘やかしたりはしねえぜ」

　この男は正直だ、と虎千代は思った。

「りそう？」

「義ってやつだ」

「ギ？」

「書物を読んで勉強してんだろ？　正義、だよ。まあいい。本なんぞいくら読んだって、ほんとうのことはなにもわかりゃしねえんだからな。人間ってのは、実際に歩いて体験しなきゃあ、なにひとつ理解できねえんだ。いいか虎千代。観みる者は、観られる者なんだ。観られる者がいなければ、観る者も存在しねえ。ってことはよう。目をつぶり耳をふさいでなにも観なければ、そいつはこの世に存在していないのも同じだってこった」

「……なにしゅうのおしえだ？」

「何宗でもねえ。オレさま自身の言葉で語ってるんだ。オレは生来、宗門ってのに興味がなくてな。神も仏も信じちゃいねえ。そういう意味で、お前の親おや父じとオレは似た者同士だよ。だが、オレには目に見えない神や仏なんぞよりも信じられるものがある。それが、自分自身の魂に宿るもの──義、だよ」

「じぶんじしんの、たましい」

「信念、っていってもいい。しかしまあそういうのはぜんぶ、ただの言葉だ。言葉なんてものは、ほんとうのものを指し示すための道具にすぎねえ。そら、立て。山を下りようぜ。お前が食えるものも用意してきてやった。肉も大豆もだめなんだってな。だがこの琵琶島名物の──」

　こんどは食べ物で釣つろうとしていた。

「やはり、こどもさらいか。おとちゃとのいくさにかつために、とらちゃをひとじちにするのか」

「いやあ。もう長尾為景の旦だん那なとやり合うつもりはねーよ。今越えち後ごで続いている戦いくさは、お前を嫁よめにしたがっている長尾政景がやる気まんまんなだけだ。オレさまが知略を用いて戦を終わらせてみせるさ。実はオレはそのために、敢あえて政景陣じん営えいについている」

「ほんとうか」

「オレはよ、あの義ってやつを忘れて生まれてきたとしか思えねえ為景の旦那にはもうさじを投げたが、かといって若い政景は為景が屈くつ折せつしたような男でいよいよタチが悪い。オレは聡さといお前に期待しているんだ。次の世代ってやつにな！　夜になったら館に送り帰してやるって。さあこい」

「……」

　やっぱ懐かないかな、かぶいた遊び人姿ってのがよくないのか、次はもっとかわいいうさちゃんを作らなければならねえな……と宇佐美が頭をかいていると。

「……わかった。うさみを、信じる」

　虎千代が、静かに立ち上がっていた。

　立ち上がった虎千代は、宇佐美の腰こしのあたりまでしか背が届かないが、なにか、不思議な威い厳げんのようなものを発していた。口調までが、大人びたものとなっていた。

　父親が合戦している相手である宇佐美を信じる。そして自分の足で山を下りる。

　そういう決断をしたことで、虎千代の中でなにかが目覚めたようだった。

　宇佐美は、苦笑していた。

「言っておくが、誰だれでも彼でも信じるなよ。世の中には、平気で噓うそをつく悪い大人がうようよしているんだぜ」

「知っている」

「ともあれ、行こう。まずは城下の村と町を見物だな」

　まるで人間の心の内側にあるすべてを見通すような虎千代の赤い瞳が、きらり、と輝かがやいていた。




　春日山を下りる途と中ちゆう、山道に一頭の大きな熊くまが出た。

　人間と出会ったせいか、驚おどろいたらしく興奮していた。

　宇佐美は「おっと。熊くま鍋なべにするか」と目をギラつかせたが、虎千代が止めた。

「いけない」

「いけないって、威い嚇かくしねえとこっちが食われちまうぞ」

「その時は、その時だ」

「その時って。おい。危ない、近寄るな」

　白い頭巾を被かぶり白い外套をはためかせながら、虎千代がとことこと熊の足あし下もとに歩み寄って、ぺこりと頭を下げた。

「今は戦が激しい。平地に暮らしていれば、いつ攻せめ殺されるかわからない。だから、お山を借りている。ごめんね」

　宇佐美は、驚いた。虎千代は熊を前にしても、まるで恐きよう怖ふを感じていない。それどころか、人間を見る時には常にどこか寂さみしげな赤い瞳が、活いき活いきと輝いている──。

「ばうっ！」

　人を恐おそれて荒あらぶっていたはずの熊が、虎千代の足下に、跪ひざまずくようにうずくまっていた。

　虎千代が、「かわいい」とつぶやきながら、熊の頭を小さな手でそっと撫なでた。

「このあたりは、人が通る。うさみは食いしん坊だから、お前を鍋にしてしまう。静かな山の奥に、お帰り」

　熊は、大喜びで虎千代の頰ほおを舐なめると、のしのしと森の中に去っていった。

「手なずけやがった？　っていうか、言葉が通じてるのか？」

「……言葉は通じない。目と目で、語り合った。心が、通じている」

「驚いたな。お前は、ほんとうに釈しや迦か牟む尼にのような大だい賢けん人じんになるのかもな。『破は邪じやの瞳』ってのは、お前の目のことを言うのかもしれねえ。だいいち、獣けものが怖こわくないのか？」

「怖くはない。だって、獣は噓をつかない。正直者だから、好きだ。こちらが憎にくまなければ、憎み返さない。それに、獣を殺して食らう人間のほうがずっとおそろしい」

「熊鍋は滋じ養ようがあるんだぜ。栄養を取らねえと大きくならないぞ」

　こいつ草ばかり食はんでるもんな、これじゃいつまでも体力つかねえ、どうしたもんかな、と宇佐美は頭をかいている。

「行かないのか、うさみ」

「それじゃ、行こう」




　宇佐美は虎千代を馬の背に乗せて、春日かすが山やまを下り、麓ふもとの府ふ中ちゆうの町へと向かった。

　府中はもともと越後の都だった町だが、合戦が続いているために、長尾為景は一族の者や重臣の家族・人ひと質じちなどを春日山城に移動させていた。

　近ちか頃ごろでは、為景自身も春日山城で政務を執とることが増えていて、府中は政庁の町から商業の町へと変わりつつあった。

　なにしろ直なお江え津つの港がほど近く、貿易で栄えている。

　府中へ向かう途中の村に、宇佐美は立ち寄った。

「オレさまにとっては昔なじみの村だ。ここなら合戦中でも安全だぜ」

　たくさんの布を運んでいた若い娘むすめたちが、「宇佐美さまよ」と声をかけてきた。

　宇佐美定満は身分の別なく民に接し、特に若い娘には甘いと評判。みな、彼に土下座などしない。

「宇佐美さま、お久しぶり！」

「また姫ひめ武将にしたい子がいたら、ぜひ連れていって！」

「わかった、わかった。今は、算術が得意な子を探している」

　宇佐美家は家臣団がいちど全ぜん滅めつしていてな、人手が足りないんでこうして村や町をまわって小こ姓しようを集めるんだ、と宇佐美が虎千代に囁ささやいた。

「うさみ、なぜ女の子ばかりを？　やはりこどもさらい？」

「オレの美学だ」

「ねえねえ、樋ひ口ぐちさんとこのお子さんはどうかしら？」

「ああ。あの子、頭いいもんねー」

「ところで、その白い頭ず巾きんを被った女の子は誰？」

「宇佐美さまのお子さま？　かわいいー」

「いや、親しん戚せきの子だ」

「かわいい！」

「兎うさぎみたい！」

「その、草はなんだ」

　虎千代は、娘たちが抱かかえている草の束を指さした。

「お嬢じようちゃん。これは青あお苧そというものよ」

「青苧？」

「この青苧で織った織物は、都の公く家げさんに高値で売れるの。府中の商人さんが直江津から船で都や堺さかいに売りにいくのよ」

「青苧の草は、このあたりで育てているのか」

「もっと山奥の魚うお沼ぬまのほうね。わたしたちは、青苧を魚沼商人から買い求めて、皮を裂さいて糸にしてから府中の商人さんに売るのよ」

「そうか。山と村と港がみなつながって、ひとつの特産品が流れてゆくのだな。それも、海を渡わたって……目には見えなくとも、すべてはつながっているのだな」

「そうそう。よくわからないけど、そういうこと」

「かしこい子ね！」

「……」

　虎千代は照れたらしい。頭巾をすっぽりと被りなおして、顔を完全に隠かくしてしまった。

「この子は、まだ海を見たことがないんだ。ずっと山にこもっていたからな。オレたちは直江津へ行く」

「捕とれたてのお魚をたくさん食べてね！」

「……生き物は食べたくない。苦手だ」

「直江津にあがってくる魚は、みな美味おいしいわよ？」

「これで戦さえなければ、越後はいい国なんだけどね」

「それは言わない約束でしょう」

「なにしろ守護代さまが毎日のように敵を作っては戦、戦だもの……そのたびに兵ひよう糧ろうを持っていかれたり槍やりを持たされて軍役を押しつけられたりで、村の男たちはすっかり空っぽ。その上、足軽どもが村に押し入ってきては暴れ回ったり、火を付けたり」

「……しっ！　宇佐美さま以外のお侍さむらいさまに聞かれたら」

　虎千代は、「女が集まると平気でどぎつい話をするからいけねえ」と洟はなをかんでいる宇佐美に手を引っ張られて、村をあとにした。




　虎千代は馬上で宇佐美にたずねていた。

「武士ともあろうものが、民に乱暴するのか……」

「戦場で殺し合って血を流しているとな、遠えん征せいに出で稼かせぎに来た足軽などの中には盗ぬすつ人とや放ほう火か魔まになるやつもいる。むろん、あまりに派手に暴れれば目上の者に知れて罰ばつを受けるが、戦ってのはそういうものだ。乱取りと言って、合戦に勝ったついでに周囲の村を略りやく奪だつしてまわるのもまた、戦の一いつ環かんのようなものだよ。いわば勝ち戦のご褒ほう美びだな」

「武士は、民を守るために戦うのではないのか」

「そういう戦を、義の戦という。だがな虎千代。越後で繰くり返されている戦は、欲よくの戦なのさ。越後の王の座を巡めぐって、守護だの守護代だの国こく人じん衆だのが何十年にもわたって欲の戦を続けているんだなこれが。世の秩ちつ序じよを守るためには、時には戦は避さけてとおれねえ。だが醜みにくい欲の戦がだらだら続けば、つきあわされている兵もまた堕だ落らくするわけだ」

「越えち後ごの王は、守護の上杉家ではないのか。他に誰がいるというのだ」

「名目はそうだ。だがな。守護を補ほ佐さする守護代であるお前の親おや父じが、主君である守護を殺し、関東管かん領れいまで殺して越後の王を自じ称しようしているのが現状さ。為景は、守護を自分のいいなりになる別の上杉家の男にすげかえたが、こんどはそのお飾かざりの守護が為景を倒たおそうと蜂ほう起き。そいつを黙だまらせたら、また別の上杉家の男が、長尾政景と組んで守護の座を狙ねらいはじめた。そんなこんなで、戦いくさは終わらない」

「うさみも、昔からおとちゃと戦っていたと聞くが。おとちゃは、うさみは昔からの長尾の仇きゆう敵てきだからみだりに関わるなってうるさい」

「まあな。オレはたしかに、長らく長尾為景の仇敵だった。もっともオレだけじゃなく、越後に割かつ拠きよするほとんどの国人衆がそうだがよ」




　馬はしずしずと進み、二人は直江津に着いた。

　これが海か、広いな、そして青い、と虎千代が歓かん声せいをあげた。

　宇佐美は、「山を下りるといやな話が多くてな。申し訳ねえが」と頭をぽりぽりとかきながら、虎千代をそっと下ろした。

「うさみとおとちゃは、なぜ戦っていた？　教えろ」

「かつて宇佐美の一族は、傀かい儡らい扱あつかいされていた守護の上杉定さだ実ざねに懇こん願がんされて、お前の親父さんと戦ったんだ。その時、宇佐美家の兵を率いていたのはオレの親父さ。まあ義戦といえば義戦だったんだろうよ。そして、宇佐美一族はお前の親父さんに負けて、皆みな殺ごろしになった。城に籠ろう城じようしていた宇佐美一族、全員ぶっ殺されちまった。生き残ったのは、ガキだったオレ一人だ」

「か、家族が？　全員？　おとちゃに？」




　　　　※




「下げ克こく上じようの男」長尾為景が、越後守護を討うち、上杉定実を実権なき守護として擁よう立りつし、関東管領を返り討ちにした後──。

　その「傀儡守護」の上杉定実が、

「儂わしは長尾為景に担かつがれて守護の地位を得たが、しかし関東管領を殺した後の為景の専横は行きすぎておる。このままではいずれ、上杉家そのものが滅ほろぼされてしまう」

　と、荒あれ狂くるい戦い続ける為景の底なしの「下克上」主義に危機感を持ち、越後守護として反為景派を集め、越後国主としての実権を回復しようと立ち上がったことがあった。

　しかし傀儡にすぎない定実にはほとんど兵力はない。柏かしわ崎ざきの琵び琶わ島じま城主・宇佐美房ふさ忠ただが、定実の声に応じて「越後の主あるじは、守護代ではなく、守護の上杉家である。為景はその一線を越こえようとしている。このままでは越後の義が廃すたれ民心は荒こう廃はいする」と決起したのだった。

　宇佐美一族当主・宇佐美房忠──彼こそが、宇佐美定満の父親である。

　宇佐美一族は長尾家の家臣ではなく、上杉家が守護として越後に入ってきた時代から上杉家に仕えてきた、上杉の直臣。宇佐美房忠にしてみれば、宇佐美家の主君ははじめから上杉家であって、守護代の長尾家ではない。それが武家の道理である。

「お味方は寡か兵へい。形勢は、為景方が圧あつ倒とう的てきに有利。しかしわが宇佐美家に伝わる『宇佐美流軍学』をもって、為景を守護さまに屈くつ服ぷくさせてみせましょうぞ。寡兵で大軍を打ち破る唯ゆい一いつの方法は、短期決戦、そして兵力の一点集中です。敵軍の『気』の隙すき間まを見み出いだして、一点のみを突とつ破ぱします。為景軍の隙間とは、すなわち為景の本城・春日山城！　為景は多勢を頼たのんでおり、われらは琵琶島城に籠城するに決まっていると思い込んでおります。ゆえに一気に琵琶島城を包囲し殲せん滅めつしようとするでしょう。春日山城の守りは手て薄うすとなります。そこを、衝つきます。乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負です」

　宇佐美一族は、越後上杉家の文字通りの「盾たて」となって南北朝時代より戦い続けてきた、軍師の家系だったのである。

　まだ幼かった一子・宇佐美定満も、物心ついた頃ころから父より軍学を授さずけられ、さらにはこの合戦に参戦してその目で父親の采さい配はいぶりを見て学んでいた──。

　為景の行軍の「隙」を衝いた宇佐美一族と上杉定実は、長尾為景の居城・春日山城を奇き襲しゆう攻こう撃げきし、これを攻せめ落として占せん領りようした。

　寡兵をもって素早く動き、兵の動きの虚きよを衝く、それが宇佐美流軍学の基本だったといえる。

　また宇佐美流は、決して敵を殲滅せず、六分の勝ちで収めて敵味方に遺い恨こんと怨おん念ねんが残らぬように公平に戦後処理をする、という「義ぎ俠きよう心しん」にも満ちていた。

　春日山城を奪うばった宇佐美房忠は、すかさず主君の上杉定実に、

「この合戦は、ここで終わりといたしましょう。これ以上長引かせては、為景に押し切られてしまいまする。越後国内で乱が続けば、国は荒廃し民は逃ちよう散さんしてしまいましょう」

　と、停戦を勧すすめた。

　上杉定実も、自分を守護の座につけてくれた為景を殺すことまでは考えていなかった。宇佐美流の「落としどころ」に、「よくぞ言った宇佐美。それこそ国主たるべき者の取る道だ」と応じた。

　だが、春日山城を奪ってもなお、為景の闘とう志しを鎮しずめることはできなかったのだ。

　為景は、宇佐美方が送ってきた和わ睦ぼくの使者を「宇佐美如ごときがこの俺に指図するというのか！」と激げき怒どして斬きり捨て、春日山城を自ら強襲し、血みどろの攻城戦の果てに奪だつ回かいした。すでに春日山城の宇佐美・上杉軍は武装を半ば解除していたために、荒れ狂う為景軍を防ぎきれなかった。まさか為景が自分自身の居城を容よう赦しやなく徹てつ底てい的てきに潰つぶしにかかるとは、宇佐美房忠の常識の外にあったのだ。山も城下の町もみな、為景自身の兵によってことごとく焼かれた。

　南北朝以来の古きよき武家の作法を、為景はいっさい無視して敵を殲滅するために戦っている、あの男の戦にはもう義などない、これが下克上の戦か……と宇佐美房忠が呆ぼう然ぜんとして己おのれの敗北を悟さとった時にはもう、すべてが手て遅おくれとなっていた。

　上杉定実は為景に囚とらわれ、宇佐美一族は琵琶島城へと敗走した──そして越後の覇は王おうを目指す為景は「守護は殺さず幽ゆう閉へいして利用するが、宇佐美一族は根絶やしにする！」と琵琶島城まで追撃してきた。

　だが、宇佐美一族は戦に強い。ことに当主の宇佐美房忠は越後随ずい一いちの軍師であり、もしも宇佐美一族を家臣に加えることができれば、為景としても自軍を大おお幅はばに強化し越後の支配体制を確立できる。来たるべき越えつ中ちゆう一いつ揆き討とう伐ばつにも、宇佐美一族の力が必要だった。

　為景は、（やむを得ん。いずれ不要になれば切り捨てる。使えるうちは使ってやろう）と考え直して、琵琶島城に降こう伏ふくの使者を送った。

　宇佐美一族への、最後通告である。

　降伏のための条件は──。

　上杉家への忠義を捨て、長尾家の家臣となること。

　越後国内において本ほん猫びよう寺じ信しん仰こうを禁止し、門徒を弾だん圧あつする。この「門徒狩がり」の仕事を宇佐美房忠が請うけ合うこと。

　為景の父の敵かたきである越中の一揆を殲滅する「越中遠えん征せい」において、宇佐美房忠自らが軍師を務め、一揆勢に加わっている越中の領民を皆殺しにすること。敵を生かす宇佐美流軍学とやらは武家同士の合戦の作法にすぎないので、一揆には適用しないこと。

　到とう底てい、義理堅がたい宇佐美房忠には吞のめない条件ばかりだった。

　が、越中の一揆と越後の本猫寺門徒を倒さねば越後における武家そのものがいずれ滅ぼされることを、為景が警けい戒かいしており、義だの宇佐美流だのと綺き麗れい事ごとを言っていられない立場にいることも、宇佐美房忠には理解できた。すでに加か賀がの守護と武家勢力は、一揆によって滅ぼされているのである。隣りん国ごく越中も、国人側が積極的に一揆に加わっているという有様だった。

「拒きよ絶ぜつすれば、琵琶島城の宇佐美一族、ことごとく殺し尽つくす。役に立つならば使ってやるが、叛そむくなら殺す。俺はためらわん」

　為景の通告に対して、宇佐美房忠は、そして宇佐美一族は、

「上杉家への忠義は捨てない。乱世に平安をもたらすための出征や一揆の鎮ちん圧あつには応じるが、民を殲滅し国内の門徒を狩るなどもってのほか。節を曲げるくらいならば、このまま琵琶島城ごと滅び去ろう」

　と、答えた。

　為景もまた、「さすがは宇佐美。骨のある一族よ。殺すには惜おしいが、生かしておいては必ず俺の行く手を遮さえぎる強敵となろう。全員焼き殺せ」と応じた。

　琵琶島城が焼け落ちていく中で、宇佐美房忠は、幼い一子・定満を招き寄せて密ひそかに女装させ、

「そなたは落ち延びよ」

　と伝えたのだった。

　定満は、宇佐美家伝来の兎うさぎのぬいぐるみを抱だきしめながら、

「なぜ僕だけが？　父上たちとともに滅びます」

　と泣いて拒否したが、宇佐美房忠は、

「もはや越後は下克上の世となった。末法乱世のさらなる果ての餓が鬼きの世界へと落ちた。ここで宇佐美一族が全滅すれば、越後に宇佐美流軍学を、義を、人の道理を伝える者がいなくなる。長尾為景に復ふく讐しゆうするために生きろと言っているのではない。宇佐美一族の義と軍学と誇ほこりを越後の大地に継けい承しようし、やがて種から芽を息い吹ぶかせるために生きろと言っているのだ」

　と言い聞かせ、城から川岸へと連なる抜ぬけ穴に定満を案内し、送り出した──。

　大人の身体からだでは通れない、細い抜け穴だった。

　このような時のために、宇佐美房忠が準備していたものらしかった。

　父も死に、母も死に、一族はみな死んだ。宇佐美定満は幼くして、家と城と家族をすべて失ったのである。




　　　　※




　そんな、と虎千代が目に涙なみだを浮うかべる。

「ひどい！」

　あわてて宇佐美は虎千代の頭をわしゃわしゃと撫なでた。

「泣くな。戦ってのは命のやりとりだ。負ければ殺されても文句はいえねえ。それが武家の常だぜ。そうでなきゃ、百ひやく姓しようや商人から年ねん貢ぐや税を取り立てる資格などねえ」

「それでうさみは、どうした」

「その時のオレはまだガキだったから、越後中の村や山を逃にげ回って生きるので精せい一いつ杯ぱいだったさ。武士なんぞやめて故郷の琵琶島でのんびり釣つりでもやってそれで終わりにしちまおうとも思ったが、いっぱしの大人になってみるとなんとなく納得がいかなくてな。宇佐美家の元家臣団の生き残りなども、ちらほら集まってきた。そいつらを養うためには旧領を奪回しなくちゃならねえ。だからよ。長尾為景、つまりお前の親父さんをぶっ倒たおして復讐しよう、宇佐美家のために、いや、為景が踏ふみにじりやがった義のために、などと柄がらにもなく立ち上がっちまった」

　そんな壮そう絶ぜつな過去がこの陽気なうさみに、と虎千代は震ふるえた。

　現実の世の、なんとすさまじいことか。

　自分がはぐくまれてきた春日山城は、もしかすると極ごく楽らく浄じよう土どなのだろうか。

　しかしその春日かすが山やま城も、宇佐美一族と為景との血みどろの合戦の舞ぶ台たいだったのである。

「そうか……だから、うさみはおとちゃと戦ってきたのか」

「ありゃ一種の化け物だ。戦場での狂いっぷり、暴れっぷりは、甲斐かいの武たけ田だ信のぶ虎とらといい勝負だ。戦えば戦うほどに強くなる、戦いくさで敵を殺さなければ生きてはいられない、そういう悪あつ鬼きみてえな人間だぜ。オレは何度も為景と戦ってきたが、オレが兵をあげればあいつはますます喜ぶだけなんだ。宇佐美家再興だの長尾為景への復讐だのといった過去に引きずられながら、あの戦狂いの化け物の相手をし続けているうちに、オレはすべてがむなしくなっちまった」

「……」

「そもそも、戦場で戦って勝つ、という目的がよ。為景と同じになっちまってたんだよ。同じ土俵で戦ってたんだよ。つまり、オレさまも戦場で血を浴びているうちに為景と同類の悪鬼になりかけていたってことさ。その矛む盾じゆんに気づけたオレさまはさすがは越後屈指の軍学者だと自分で自分を褒ほめたね。うひひ」

　釣りを教えてやる、と宇佐美は岸辺に座って、糸の先の針に餌えさをつけはじめた。

　魚は食べない、生き物はみな仲間だ、と虎千代が首を振ふるが、

「じゃあ、釣った魚は逃がしてやろう。それでどうだ」

　宇佐美はあくまでも釣りをやりたいらしい。

　虎千代はしぶしぶ竿さおを持って、宇佐美の隣となりにちょこんとお尻しりを下ろした。

　初めて味わう磯いその香かおりを胸一杯に吸い込む。

　生なま臭ぐさいような、妙みような香りだ。だが、心ここ地ちよい。

「なあ虎千代。釣りってのは一見なにもしていないように見えて、実は魚と戦っているわけだ。というか、時間との戦いだな。なにもせずに魚を釣り上げる瞬しゆん間かんをじっと待ち続ける……魚という目的があるのに動かないってのは辛つらいことだぜ。だが、この我が慢まんこそが勝ちにつながるんだなあ」

「ううう……もう我慢できなくなってきた……じれったい遊び」

「今座ったところだろうが！　意外と気が短いな、お前ッ？」

「とらちゃは、じっとしているのは嫌きらいだ。がるる」

　少しは元気になってきたってことか、いいことだ、と宇佐美は笑った。

「なあ虎千代。少し難しい話だが、お前ならわかるだろう。越えち後ごの武家どもは、みな、欲よくに取り憑つかれて多かれ少なかれ悪鬼になっちまっている。大本はお前の親おや父じさんだが、上田の長尾政景もまだガキだが悪鬼さ。お前の親父さんを倒しても、次は政景が。政景を倒してもまた。そもそも上杉家にはもうまともな人材が残っていねえから、守護の復権なんぞ無理だ。かつては関東の事実上の支配者だった関東管かん領れいも、下げ克こく上じようの波に吞まれて今後はさらに没ぼつ落らくするだろう。悪鬼羅ら刹せつの輪りん廻ねとでも言うのかな。きりがないんだ」
















　とはいえ、仏の教えなんぞで悪鬼どもが調略できるはずがない。言葉はただの言葉だ。問答無用に悪鬼を踏みつけ黙だまらせる「力」が必要だ。つまり、義のために悪鬼と戦い踏みつけて従える者が。

「本猫寺はどうだ。生き神さまがおられるし、一揆をやれば強いぞ」

「生き神ったって、猫ねこの耳一族の血を崇すう拝はいしているだけだろう。そういうのは、ほんとうの信仰じゃねえんだ。血への信仰じゃなく、そういう因いん縁ねんを超こえた無む償しようの義が必要なんだ」

「とらちゃには、ちょっと難しいぞ」

「まあ聞け。今の乱れた越後には、義のために戦う者が必要さ。オレみてえに一族の復讐とかそういうドロドロとしたものを背負っていない、心の美しい者がな。軍神・毘び沙しや門もん天てんのような存在が。悪鬼どもの穢けがれた心を、誰だれかが人間の心に戻もどしてやらなければならねえ。こいつはオレみてえなおっさんには無理だな。ひひひ」

「……このとらちゃに、毘沙門天のようなものになれと言うのか？　無理だ。とらちゃは、ただの子供だ。おかちゃから、とらちゃは毘沙門天の力を授さずかっている、と言い聞かされてきた。だが、毘沙門天そのものではないとも」

「お前は頭がいいな。神として生まれてくる子供など、たしかにこの世にはいねえ。お前はただの人間だよ。だが、毘沙門天のような存在には、なれる。人間ってのは、てめえ自身の行いによって己が望むものに『なる』ものなんだ」

「なる、もの……」

「そうだよ。人間の中身ってのは、生き様だ。行動だよ。名前や血筋じゃねえ。オレは宇佐美家なんぞという家名にこだわっていたばかりに、悪鬼の戦を長引かせてしまったんだ。無欲。正義。高潔。無償の義の心。それら言葉の上では美しいが誰も実際に行うことのできないすべてを行うことができる、そんな純真な心ってのは、オレみてえな大人には持てない。子供でなきゃあな」

「……しかし。とらちゃには、おとちゃの血が流れている……罪深い長尾家の血だ……とらちゃは……うさみの、かたきだ」

　なんという純真さ、と宇佐美はつい涙ぐみたくなったが、こらえた。

「だいじょうぶだ。いいか？　オレですら何年もお前の親父と戦ってきて、そういう恩讐を乗り越こえた。むしろ、あの悪鬼の家系から高潔な義将が生まれたとなれば、越後から義を奪うばい取った為景の子が越後に再び義をもたらせば、その時こそほんとうにオレの勝ちさ。わかるか？」

「うさみがとらちゃをおとちゃと正反対の者にしたいのは、復讐のためではないのだな」

「たぶんな。復讐というなら、虎千代、お前を今ここで海に沈しずめれば済むことだ」

「……やるがいい……おとちゃは、それだけの罪を犯おかした……」

「おいおい！　素直すぎるだろっ！」

　やはりとらちゃは出家して、うさみの一族たちや、おとちゃが殺したみんなの菩ぼ提だいを弔とむらうべきなのだろうか、と虎千代が肩かたを落とした。

　宇佐美は、そんな虎千代の頭をそっと撫でた。

「宇佐美の家の怨おん念ねんからオレは解げ脱だつした。しかし、すべてを捨てて琵び琶わ島じまで釣りに興じて人生をぶん投げるような資格は、さんざん戦ってきたオレにはねえ。なあ、虎千代。お前に出家はもったいねえ。たしかに、お前は釈迦牟む尼にになれるかもしれない。山の獣けものまでがお前に懐なついている。あいつらは人間と違ちがって魂たましいが純だからな。お前がどういう者なのか、わかるのだろうな」

　宇佐美はそこで息を継ついだ。

「だがな。仏の道をきわめても、言葉だけで乱世を終わらせることなんてできねえんだ。為景が死ねば、こんどは上田の長尾政景が為景以上の悪鬼となり、国こく人じんたちとさらに戦い続け殺し続ける。ありゃガキだからいったんそうなれば果てしない地じ獄ごくだぜ。虎千代、為景が死んだらお前が越後を平定するんだ。お前は為景の娘むすめだ、血筋的にも文句はつけられねえ。お前の心が汚よごれてしまいそうな厄やつ介かいな仕事は、オレさまが補ほ佐さして処理する。義のために戦う、越後の真の王になってくれねえか」

「無理だ。わたしは……とらちゃは、女だ。越後に、姫ひめ武将はいない。女は、子を産むのが仕事だと言われている」

「だからこそだ。越後の国人どもは男だけで、獣の論理で生きている。あいつらに獣の論理とは違う義というもののなんたるかを直接見せてわからせる役目は、姫武将こそふさわしい。それに、言っちゃ悪いが、お前のその真っ白な見た目はまるで神の化け身しんに見える。もともと男は女の中に神性を見て怯おびえる連中さ。この国も、女め神がみ・天あま照てらす大おお神みかみからはじまっている。男はそれがおそろしくて、素す戔さの嗚おの尊みことのように暴れ狂くるうしかねえのさ。お前は天照大神のようなまぶしい存在になるんだ。だがしかし、同時に素戔嗚尊を打ち倒す力も持たなきゃならねえ。誰が暴れても、天あまの岩いわ戸とに隠かくれることはするな。打ち倒すんだ。獣ども、悪鬼どもに、義の力を知らしめるんだ」

　ぴくり、と虎千代の竿にアタリがあった。

「……うさみ。幼い子供に向かってああしろこうしろと、あつかましいぞ。お前が女になって、自分でやれ」

「ええええっ？　オレさますげえいい言葉を長々と吐はいていたのに、すげえ感動的な語りだと自分で自分を称しよう賛さんしていたのに、お前の返事はそれっ？」

「うんしょ、うんしょ。魚が釣れそうだ。でも、重くて竿があがらない。手伝え」

「……しょうがねえな。とにかく、出家だけはすんなよ。宇佐美家の話なんぞ忘れてくれ。いいな？」

「どりょくしよう」

　宇佐美定満は、かつて、一族を長尾為景に滅ほろぼされた子だ。

　武家でありながら村や町の民と強いつながりがあり、村から子供を小姓として取り立てて人材を育成しているのも、かつて一族が滅んだ際に家臣の多くが討うち死にするなり四散するなりしたためだ。

　宇佐美は、虎千代に「家や血の因縁を解脱しようとあがいている人間」という見本を見せたくて、自分の辛い過去を語った。

　言葉だけでは人は説得できない、言葉はただの言葉。生き様だけが、人を納得させることができる。

　そういう自分の信念を貫つらぬくために、敢あえて自分のこれまでの生き様を伝えた。

　虎千代もまた、「主殺し」長尾為景とはまったく別の人間であり、父親とは異なる生き様を貫くことができるのだ、と教えたかったのだ。

　虎千代はそんな宇佐美の本心を察し、理解し、「人間はただいがみ合い殺し合うだけの禽きん獣じゆうではない」と感動した。

　敏びん感かんすぎる虎千代の心にはしかし、「おとちゃはうさみの一族を皆みな殺ごろしにした」という罪の意識もまた、深く残ることになった。

　宇佐美が明るく振る舞まえば振る舞うほど、自分に優しくすればするほど、申し訳なさでいたたまれなくなった。

　なんと爽さわやかな男だろう、と宇佐美の生き様に虎千代は深く感動したが、それゆえに虎千代は自分を許せなかった。

　この日から虎千代は、真しん剣けんに出家について考えるようになった。




　為景と政景の戦いはなおも続いた。

　為景という男は実におよそ三十年にわたって、越後国内で戦い続けてきた。

　それでもなお越後の王になることができないのは、越後の守護は「上杉」の人間でなくてはならず、「長尾」はあくまでも守護代の家柄であったからだ。そもそも「主殺し」を犯した者は、決して王者として認められない。これは、どれほど義が廃すたれ人心が乱れても変わらない、人間の世界における掟おきてだった。

　下界で、同じ長尾一族同士が血を流し合っている間──。

　春日山城という安全な箱庭で、虎御前と綾に愛されながら過ごしていた少女・虎千代は（出家して越後の人々の心を救いたい。父上も政景も、まるで禽獣だ。いや、山の獣たちはこんな意味のない殺し合いなんてしない。あらゆる生き物の中で人間こそが、もっとも野や蛮ばんなのだ。「上杉」や「守護代」などという、生きるための自然の掟とはまるで無む縁えんな、勝手な幻まぼろしのために戦うのだから）と日々思い悩なやんだ。

　父・為景がかつて戦いくさに敗れた宇佐美定満の一族を皆殺しにしたという事実も、感受性が強すぎる虎千代を苦しめた。

　しかも、戦乱は、宇佐美定満が自らの苦く悩のうから解脱した今も、終わっていない。

「とらちゃ。最近、辛そうにしているけど。なにかあったの？」

　ある日。心配した綾が、虎千代に「ちょっと早いけど」と、読み物を贈おくってくれた。

「このご本は、『源氏物語』と『伊い勢せ物語』。恋こいと愛についてのお話なんだよ」

「恋？」

「とらちゃも、いつかはお嫁よめさんになるんだから、そろそろ恋についても勉強しておこうね」

「……男は嫌いだ。とらちゃは、誰のお嫁さんにもならない。なれというのなら、おねちゃのお嫁さんになる」

「姉し妹まい同士で夫婦めおとにはなれないの。面おも白しろいから読もう？　紫むらさきの上ちゃんが光ひかる源げん氏じに誘ゆう拐かいされるくだりとか、この先どうなるんだろうとどきどきするよ？」

「やっぱり、こどもさらいがでてくるのか」

「興味ない？」

「い、いや。おねちゃが読んでくれるのなら、読む」

「わたしもまだ経験がないけれど、恋っていいものだよ。とらちゃ。恋を知っている人間は、戦で殺し合うことだけが生きることじゃない、って風流な心を得られると思うんだ。相手の幸福を願う心、相手を慈いつくしむ心っていうのかなあ」

「……たぶん、越えち後ごの武士どもは恋などしない」

「たとえば長尾政景さまも、恋をすればきっとお優やさしい人になってくれると思うの。あのお方はまだお若くて恋を知らないから、子供のように戦に夢中になっているだけで……」

「おねちゃは、政景のお嫁になるのか。いやだ。あんなやつに、おねちゃを盗とられるなんて。とらちゃが許さない」

「もののたとえよ。おねちゃは、とらちゃが大人になるまで絶対にここから出て行かないからね～」

　仲のいいこと、でも綾はそろそろ嫁とつがないと行き遅おくれてしまうわよ、と部屋の奥で兎うさぎのぬいぐるみをぬっていた虎御前が苦笑いした。

　虎千代は、やっぱりおねちゃを捨てて出家するわけにはいかない、と綾の手を握にぎりながらひとりごちていた。




　直なお江え津つにほど近い三さん分ぶ一いちヶが原はらに、長尾為景率いる春日かすが山やま軍と、長尾政景・宇佐美定満ら、「上杉家復興」を大義名分として掲かかげた反為景連合軍が、睨にらみ合っていた。

　守護代・長尾為景と守護・上杉家。

　三十年に及およぶ越後内乱の、相も変わらぬ繰くり返しだった。

　為景がいくら上杉方を倒たおしても、また別の上杉家の旗はた頭がしらが出てくるので、この内乱は終わることがないのだ。

　この三分一ヶ原を突とつ破ぱすれば府中、そして春日山はもう目の前なのだが、反為景連合は統制がとれていない。

　めいめいが好きなところに布ふ陣じんし、勝手に行動している。

　旗頭にすぎない大将の上条定憲が中央に布陣し、後衛には荷に駄だ隊たいを率いる軍師役の宇佐美定満。

　右う翼よくには若き猛もう将しようで実質的な総大将の長尾政景。

　左翼には柿かき崎ざき城主でこれもまた若い武将の柿崎景かげ家いえ。日ひ頃ごろは「南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ」と物静かに唱える信しん仰こう心篤あつい美び丈じよう夫ふで、柿崎城では自らは窮きゆう乏ぼうしながらも善政をしき民百ひやく姓しようから「生き仏さま」と慕したわれている越後の貴公子──なのだが、このたび生まれて初めて戦場に出て槍やりを振ふるい敵の足軽を突つき殺した瞬しゆん間かん、柿崎景家は惑わく乱らんして人が違ったかのように凶きよう悪あくになった。

「うわあっははははは！　待ち焦こがれたぞ、わが初うい陣じんだあああ！　罪深き長尾為景よ、いいかげんにその白しら髪が首を置いて地獄へと去いぬがよい！　南無阿弥陀仏！」

　戦が人間性を変えてしまう極きよく端たんな一例なのかもしれない。

　柿崎景家は長尾政景の命令を無視して突とつ出しゆつし、三分一ヶ原で暴れ続けた。

　あまりにもこれまでの人ひと柄がらと違ってしまった柿崎景家の乱心ぶりに、春日山軍の兵士たちは恐きよう怖ふして逃にげ惑まどい、初戦は反為景側の勝利に終わった。

　戦せん鬼き・長尾為景が病を得ていて、春日山軍の動きが鈍にぶいこともあった。

　だが、柿崎景家に命令を無視されたため、当初に練っていた戦術を実行できなかった長尾政景は激げき怒どした。

　その夜の本陣で、大激論となった。

「柿崎景家！　貴様、一騎きがけなどしおって！　戦は、狩かり場ではないぞ！」

　長尾政景が激げき昂こうすれば、まだ興奮状態にある柿崎景家も黙だまっていない。

「かああああっ！　長尾為景の首を盗る、それがこの戦の目的ではないのかああ？　政景、うぬは戦をじゃれ合いだと思っているのではないかああああ？　為景に逆らってみせて、いい和わ睦ぼく条件を引き出して手打ちにする、いずれまた反旗を翻ひるがえしてさらに条件を引き出す──そのような貴様のこざかしい政治のために合戦があるのではないいいいい！」

「な、なんだとっ？　初陣に出たばかりのひよっこが、なにを偉えらそうに！」

「笑止！　貴様のほうが私よりも年下だあああ！　政景よ、貴様は上田の城主として自らの子供たちを、民を慈しんだことがあるかあーっ？　聞いておるぞ！　民をさんざん搾さく取しゆし、戦の道具にしおって！」

「フン！　土民のことなど知るかっ！　貴様、あくまでも俺に逆らうのかっ？」

「御み仏ほとけは、そのような慈じ悲ひなき戦を繰り返す者にいずれ罰ばつをくだすであろうぞ。南無阿弥陀仏！」

　殺さつ伐ばつとした軍議の席のすみっこでは、上条城からひっぱりだされてきた上条定憲が「とても味方同士の軍議ではない」と震ふるえている。

　反為景軍を仕切っている長尾政景が性暴ぼう虐ぎやくなのにくわえて、新顔の柿崎景家がまた強情な男なので、もはや統制がとれる状態ではなくなっていた。

　そして。

　柿崎景家を反為景軍に引き入れた張本人である軍師・宇佐美定満は虎千代のためにぬっていた兎のぬいぐるみを腕うでに抱だきながら、「そろそろ頃ころ合あいかな」とつぶやいていた。

「明日こそは俺の命令通りに動け、柿崎ッ！　さもなくば殺す！」

「おう、殺せ殺せ！　為景を討ち取る度胸を見せてみよ、小こ僧ぞう！」

　長尾政景と柿崎景家の反目は、お互たがいの性質から出てくるたぐいのものらしく、修復は困難だった──。




　帰陣した柿崎景家のもとに、宇佐美定満が「うひひ」と笑いながら忍しのび込んできたのは、その日の深夜のことだった。

　不意を衝つかれた柿崎景家は、丸太のような腕で自分の上半身を抱きしめながら、怯えた。

「南無阿弥陀仏！　血迷ったか宇佐美？　私には衆しゆ道どう趣しゆ味みなど、ないーっ！」

「誰だれが衆道趣味か！　アホかお前！　気色悪いこと言うな！」

「では、なんだあああっ？」

「静かにしろ。人変わりしすぎだろ、お前……さっきの軍議でわかったが、柿崎景家、お前はこの越後内乱に義ぎ憤ふんを感じているな？」

「常々言っていること！　為景には越後を治める人徳がないし、政景も同じよ！　上杉家の人材もあらかた為景に殺されるなり逃げるなりで、守護にふさわしい器量を持つ者はすでにおらぬ！」

　私はこのような大義なき戦に振り回され続ける越後の民が憐あわれでならない、だから明日こそ為景を殺してこの三十年の内乱に決着をつけるううう！　と柿崎景家は槍をしごきながら凶悪な笑みを浮うかべた。

　柿崎城での心優しき明君ぶりしか知らなかった宇佐美にも、柿崎景家のこの外げ道どう武将としての覚かく醒せいは計算外だったらしい。

　だが、流れがこっちに来ている、幸運かもしれない、と判断した。

「宇佐美よ。私は、越後に義を取り戻もどそうというあんたの言葉に賛同して戦に出てきた。だが長尾政景は失格だあああ！　上条定憲などは政景の傀かい儡らいになっているだけで、論外！」

「ああそうだ、柿崎の旦だん那な。その目で見て理解できたろう、越後の内乱が終わらない理由が。為景が壊こわしてしまったものは、もう元には戻らない。守護上杉家の復興は、上杉の血にこだわる限り、不可能なんだ」

「……あんたは、宇佐美一族を皆みな殺ごろしにした為景へ復ふく讐しゆうしたいのではないのか？」

「うひひ。復讐を超こえてこその義さ。信仰心の篤い旦那なら、わかってくれるだろう。旦那をこっちの陣営に引っ張り込んだのは、為景と戦うためじゃねえ。この内乱を手早く終わらせるためなんだぜ」

「ふむ。どういうことだ、宇佐美よ」

「今すぐ、本陣で寝ねている上条定憲を襲おそえ。反乱の旗頭である上杉定憲を蹴け散ちらし、敵陣へ駆かけ込み、為景に合流しろ。それで旗頭を失った政景も抗こう戦せんをあきらめ、戦は終わるさ。オレさまが両軍の間に立って、和睦に持ち込む」

「なんだと……血迷ったか宇佐美。寝返りなど、できいいいいん！」

「いいか旦那。政景が担かついでいる上条定憲は、正式な守護じゃねえ。誰もがその存在を忘れているが、越後のほんものの守護・上杉定実は、今なお為景のところにいる。府中にな。要は、上条は守護の弟というにすぎねえ。だからこいつは寝返りじゃねえ、返り忠だ」

「宇佐美。私が、あんたをこの場で殺すことは考えておらんのか？　寝返りを進める不忠者は死あるのみとひとたび私が叫さけべば、槍の穂ほ先さきがあんたの胸板を貫つらぬくぞ」

「結界は張ってある」

　柿崎景家がふと頭の上を見ると、きらりと光る筋のようなものが、いくつか確認できた。

「鉄で作った紐ひもだよ。ほとんど見えない上に、よく切れる。こいつを何重にも巡めぐらせてある。オレさまが指を動かせば、旦那は細切れさ。ひひっ」

「……忍びの術か？　武人とは言いがたし！」

「こちとら、生き延びるためにはなんでもやってきたんでな」

「そのような脅おどしで寝返る柿崎景家と思ったか？」

「いや。ただの用心さ」

　柿崎景家は、豪ごう胆たんにもにやにや笑いを浮かべて兎のぬいぐるみと遊んでいる宇佐美を眺ながめながら、ため息をついた。

「ふむう……驚おどろいたぞ。つまりは最初から、為景と政景、両長尾家を和睦させるために立ち回っておったのか、宇佐美よ。私を戦に引き入れたのも和睦のためか。これまでも為景と政景、両者の和睦のためになんの得にもならない奔ほん走そうを重ねてきたとは聞いていたが」

「その先は綱つな渡わたりになるがな。すべて思い通りにいくなんて思っちゃいないさ。だがとにかく、老いた為景が家か督とくを正式に誰にも譲ゆずらぬうちに病かなにかでいきなり死ぬのがいちばんまずい。越後が滅ほろぶ。急いで、為景死後の体制を定めなければ。その席に為景をひっぱりだすための、この戦いくさなのさ」

「ふふふ。立派なものだな、宇佐美よ。なぜにあんたは一族の恩讐を超えて、そこまで義を貫こうとする。戦の果てにあんたはなにを見た。阿あ弥み陀だ如によ来らいか？」

「いや。毘び沙しや門もん天てんみてえな顔をした、人間の子供さ」

「……神の子と噂うわさされている、虎千代さまか？」

「ああ、そうだ。かわいいぞ。返り忠したら、いちど春日山城に顔を出してみるんだな。兎のぬいぐるみを差し入れると喜ばれるぜ。ひひっ」

「女によ人にんは武人にはなれぬ、それが越後の掟おきてだが……ふーむ」

　わかった、あんたの義の心にこたえよう、これから上条定憲を蹴散らしてくる、と柿崎景家は即そく答とうして立ち上がっていた。

「返り忠の汚お名めいも、越後に義を取り戻すためとあれば、御仏も許してくれようぞ。南無阿弥陀仏！」

　今日が初陣のお前はまだ悪あつ鬼きにはなりきっていない、越後期待の星だぜ柿崎の旦那、と宇佐美が笑った。




　柿崎景家、返り忠！

　戦せん況きようは一変した。

「越えち後ごの守護どのは、府中におわす！　ならば守護をいただいている長尾為景こそ正統の守護代！　長尾政景が担いでいる上条定憲は、偽にせ者ものであったわあああ！」と突とつ如じよ翻ほん心しんした柿崎景家が、上条定憲の本陣をいきなり夜や襲しゆう。

　驚いた上条定憲は所領へと逃げ帰り、柿崎景家は兵を率いて為景方に合流。

「あの男、よくもこの俺を裏切ったな！　許せん！　この三分一ヶ原を、血の海に染めてくれるわ！」

　窮きゆうした長尾政景はなおも残存兵を統とう率そつして激しく戦ったが、宇佐美定満が「為景は病を発している。今が頃合いだ」と政景を説得して交こう渉しようの席へ着かせることを認めさせた。

「宇佐美！　さては、貴様が柿崎を寝返らせたな！」

「守護代の座を狙ねらうなら、為景が病で衰おとろえている今が好機だ。今を逃のがせばお前には二度と回ってこないぞ」

　こうして、春日山城に長尾為景・長尾政景・宇佐美定満らが集まり、和睦と越後支配体制の今後についての交渉が実現したのだった。

　宇佐美も、ここまでは念入りに下準備してきたが、この先はぶっつけ本番である。長尾家の人間ではない宇佐美自身の発言力は、ほとんどないに等しいのだ。

　しかし宇佐美のほうに、風は吹ふいていた。宇佐美も読み切れなかった要素が付け加わっていた。

　交渉の直前に、隣りん国ごくの越えつ中ちゆうでまたしても反為景一いつ揆きが起きたという急報が国境から届いたのだ。

　一揆勢は、春日かすが山やま城を目指し進軍してくるという。

　この場で政景と和睦を成立させなければ、為景の命運は尽つきるだろう。

「俺は隠いん居きよして、息むす子この晴景に家督と越後守護代の座を譲る。が、それは名目だけで、実権は渡さん。生きている限り、俺こそが越後の王だ」

　為景は咳せき込みながらも、なおも野望の炎ほのおに燃えていた。

　しかし、あれほどの巨きよ体たいの持ち主だったはずが、ずいぶんと瘦やせていた。

　政景も、これはあまり長くない、少なくとも戦に出られるのはあとわずかだろう、と為景の衰えを一目で理解した。

「だが晴景には子がいないな。しかも、晴景は病で臥ふしがちだという。こんどの三分一ヶ原の戦にも顔を見せなかった。晴景が子を残さずに終わったら、どうする」

「……その時は、政景。長尾の分家である貴様が守護代を継つげばよかろう」

　為景は忌いま々いましげに、吐はき捨てた。

「フン。俺はしょせん分家の上田長尾だ。裏切り者の血筋よ。その俺が守護代を継いだとて、越後の国こく人じんどもを統率できるかどうか。それに、口約束だけでは保証がない」

「なにを要求するというのだ。こほ、こほ」

「かつていちど流れたあの話を今こそ実現しよう。婚こん姻いん同盟だ。春日山長尾家の娘むすめを、俺の嫁よめとする。これで俺は本家の一門衆だ。春日山と上田の両長尾家は完全につながる。仮に晴景の次の守護代がこの俺になっても、いずれ守護代の座はお前の血を引く孫に戻ってくることになる。どうだ」

「だが、それだけでは一方的だ。政景、貴様が晴景を裏切らぬという保証がないぞ！」

「これから言う俺の要求を吞のんでくれれば、俺は絶対に晴景もあんたも裏切らない。先せん陣じんを務め、ただちに越中の一揆勢を蹴散らしてやろう」

「要求とはなんだ。どこぞの領地でも欲しいのか」

「虎千代を、俺の嫁にする。今こ宵よい、俺は府中の館で待つ。夜明けまでに、虎千代をよこせ」

「虎千代だと？　貴様、本気であいつに執しゆう着ちやくしていたのか？　綾ではないのか？」

　為景は政景がいったいどのような無理難題を言いだすのかと警けい戒かいしていたので、むしろ気が抜ぬけてしまった。

「あれも大きくはなり体力もついてきたが、身体からだの色は抜けたままだぞ。生しよう涯がいあのままであろう。それに、あれはなにやら気むずかしい。いつも出家したいとつぶやいて思案にふけっている。男には懐なつかぬぞ」

「いいから、虎千代をよこせ！　あんたにとってはどうでもいい娘だろうが、長尾家の存続と晴景の命の保証が娘一人で済むのだぞ！　それともまだ俺と戦をするか、ジジイ！」

「……わからぬ。虎千代のなににさほどにこだわるのだ、貴様は。あれは、女としては出で来き損そこないだぞ。そもそも俺の実子かどうかすら」

　短気な政景はぶるぶると震ふるえだし、「貴様にはわからんのだ。もうろくしおって！」と激げき昂こうした。

「為景！　次に虎千代を侮ぶ辱じよくするような言葉を吐いたら、貴様をこの場で刺さし殺すぞ！　俺はな！　天下に嫁とすべき女は虎千代ただ一人と、あいつが生まれた時から思い定めてここまで独身を貫いてきたッ！」

「な、なんだと？」

　為景は、あっけにとられた。

　為景の傍かたわらに侍はべっていた宇佐美も、政景が見せた異様な執念に息をのんだ。

「鳶とびが鷹たかを生んだようなものだからな、貴様のような野や獣じゆうにはあの娘の美というものがわからんのだ！　越後の王には、王にふさわしい女が必要だ！　ただ血筋が高いだの見た目が麗うるわしいだけだのでは足りんのだ！　虎千代のあの赤い瞳ひとみから放たれる神聖さ。あれこそ、この長尾政景の伴はん侶りよにふさわしい光よ！」

　ただの女ではだめなのだ、ただの女では、と、政景は熱に浮うかされたように立ち上がって叫び続けている。

　完全に、逆上していた。

「虎千代は特別な女だ。人でありながら神。あの聖なる者を、春日山から引きずり下ろして、この俺のものにしたいのだ！」

　もはや、越後守護代の話などはどうでもいい、と言わんばかりだった。

　策士の宇佐美ですら、政景がこれほど鬱うつ屈くつした感情を虎千代に抱いだいていたことを、想定していなかった──。

「……そうも虎千代に執着されると、否いなと言ってやりたくなってきたぞ。なにやら不意に虎千代が不ふ憫びんにもなってきた。ただの嫁入りではない、これはもっとおぞましいなにかであろう」

　政景の逆上ぶりを見ているうちに、虎千代への親としての愛情と憐れん憫びんを抱いたのだろうか。

　為景が、生理的嫌けん悪お感かんを剝むき出しにして、政景を睨にらみつけた。

　宇佐美が「わけがわからねえ」と頭をかきむしっていると、座のいちばん奥に隠かくれるように立っていた一人の瘦せた武士がいきなり、

「その婚こん儀ぎの話、承知いたしました」

　と為景を制して返答してしまった。

「直なお江え大和やまと、ひかえい！」

　為景が怒ど鳴なったが、「直江大和」と呼ばれた青白い顔の男は、「先日、殿とのはわたくしを虎千代さまの守り役に任じられるとおっしゃいました。ならば、虎千代さまの嫁とつぎ先さきについてはわたくしにも発言する機会があります」と無表情のまま淡たん々たんと答えて受け流す。

　直江大和守かみ実さね綱つな。

　長尾為景に仕える側近中の側近。

　叛はん服ぷくつねない越後国人の中で、直江大和は為景を主あるじと仰あおぎ決して裏切らない、珍めずらしい男だった。

　ただ、身体は細く、顔は青く、女のように静かできゃしゃで、全身から発する存在感というものがない。

　その上、口数が極きよく端たんに少なかったために、為景も政景も宇佐美も、これまで直江大和の存在を意識したことはなかった。

「な、直江大和よ、そなた。よもや最初からそのつもりで、年とし頃ごろとなった虎千代の守もり役を志願したというのか？」

「御ぎよ意い。長尾政景さまは、以前より虎千代さまを妻にと所しよ望もうしておられましたので。すべては、越後の内乱を終わらせ越中一揆勢の侵しん入にゆうを防ぐためです」

　宇佐美が、だめだ！　だめだ！　と直江大和の胸ぐらを摑つかんだ。

「おや。宇佐美さま。あなたは長尾家の内乱を終わらせるために奔ほん走そうしていたのではないのですか。今こそがその時です。やっと迎むかえた婚姻同盟を結ぶ好機を、自ら潰つぶされるのですか？」

「政景がこれほど虎千代にいかれているとは知らなかったんだよ！　なんかやべぇだろう！　こいつに虎千代を渡したらどうなる？　それにな、虎千代は越後初の姫ひめ武将にすると決めているんだ！　越後に義を知らしめるための、特別な武将にするんだ！　そこまでが越後を平定するためのオレの策だ！　今、政景に嫁とつがれちまったら台無しだ！」

「画が龍りよう点てん睛せいを欠くとはあなたのことですね、宇佐美さま。虎千代さまを義を掲かかげた姫武将として押し出せると気づけたのなら、そのありがたい虎千代さまを私物化しようとする男が続々と現れることくらい予想できたはずですが」

「あいにく、オレさまにはそういう特定の女への執着がねえんでな！」

「たいていの男には、あります。ことに越後の武士はそうです。すべてにおいて『私』というものが強いのです。義よりも、私のために生きているのです。そういう者には、虎千代さまは餌えさにしか見えません。宇佐美さま、あなたは人間というものを過大評価しすぎて失敗したのです」

「……ぐ……」

「これで決まったな！　ふ、ふ、ふはははは！　長らく戦ってきた甲斐かいがあったぞおおお！」

　政景は「それでは今宵、虎千代を送ってこい」と言い捨てて、笑いながら立ち去っていった。

「俺は今ッ！　最高の気分だ！」

　残された為景は「飼い主の手を嚙かみおって」と直江大和をにらみつけていた。

　だが、越中の一揆勢はこうしている間にも春日山へ迫せまっている。

　柿崎景家の返り忠でどうにか勝てた今しか、政景と和わ睦ぼくする機会はない。

「……仕方があるまい。直江大和、虎千代のことはお前に任せる」

「御意」

　宇佐美は、為景に猛もう抗こう議ぎした。

「なんてこった。おい為景！　だから、虎千代のお守り役はオレにしろって言ってたんだ！」

「もう遅おそい。あと十年若ければ、政景如ごとき小こ僧ぞうに屈くつ服ぷくすることなどなかった。越後で、そして越中で俺は三十年も戦ったのだ、もう終わりにしよう……政景はどういうわけか虎千代に入れあげている。虎千代をくれてやれば満足し、越中の一揆勢を蹴け散ちらすだろうし、晴景を殺したりはせんだろう」

「敵を殺し尽くす羅ら刹せつが、こんな時だけ弱気になりやがって！　虎千代が不憫じゃねえか！　あんた、いちどくらいは父親らしいところを虎千代に見せてやれよ！」

「虎千代が不憫ではあるが、俺は、老いた。悔くやしいが、これから雄おすとしての絶頂期を迎える政景との戦いを、勝ち抜けん。まして虚きよ弱じやくな晴景にはどだい無理だ。晴景には子は生なせんだろう。たとえ女系であろうが、春日山長尾家の血を将来の守護代へつなげるべき時だ。虎千代が俺の血を引いていると信じてみたくなった」

「このジジイが。もうろくしやがって！　オレの一族を皆みな殺ごろしにした時のあの気合いはどこへ行っちまったんだ、百まで生きて戦うとほざいていたあの執念を見せろ！」

「……貴様の一族にはすまぬことをした、宇佐美。三十年戦って敵をひたすらに殺してきたが、どうやら最後まで越後の王にはなりきれなかったようだ。主殺しの代だい償しようは高くついた。俺の身体に、長尾ではなく、上杉の血さえ流れていればな」

「オレが聞きたいのはそういう言葉じゃねえ！　てめえも人の親なら、最後くらい親らしくしろ！　長尾政景、あいつは異常だ！　虎千代を守れ！」

　宇佐美は、吠ほえた。

　そうだ。

　もう死んでしまった一族のために、こいつを謝罪させたかったんじゃない。

　そんな言葉をいくら吐かれても、死んだ者は生き返らない。

　オレが求めていたものは、未来だ。

　越えち後ごの未来を開くために、オレは──！

　宇佐美が為景に食らいついているうちに。

　直江大和が、部屋の周囲に槍やり隊、弓隊を配置し終えていた。

「宇佐美さま。今宵一晩、あなたを軟なん禁きんさせていただきます。邪じや魔まをされてはたまりませんからね」

「……ちっ。てめえ、ただの青っちょろい小こ姓しようあがりじゃなかったんだな」

「どうやら、そのようです」

　宇佐美は舌打ちした。目立たない直江大和がこれほどの切れ者だったとは。

　いや、逆だ。これまではわざと目立たないで過ごしていたのだろう。

（与よ板いた城主・直江大和──父の代から、為景に仕えてきた男。もとの主は、たしか、オレの親おや父じが守護の上杉定実に乞こわれて蜂ほう起きした時に守護方について参戦し、為景に滅ほろぼされているはず。宇佐美一族と同様にな。だが直江大和の父親は、主とともに討うち死にする道を選ばず、為景に命乞いして屈服した──直江大和はその時、まだガキだった。幼い頃ころから旗本として為景に仕え、これまで目立つことなく淡々と職務を遂すい行こうしてきた。大きな失敗もなければまばゆい戦功もない。底が知れないやつだ、正体がわからねえ。こいつは為景に本気で忠誠心を抱いているのか？）

　宇佐美にも、読み取れない。

　直江大和自身の目的が、意志が、どこへ向かっているのか、その無表情さとその真っ白い地味な経歴からはまるで読み取ることができない。今もなお。

「てめえ、今の今まで爪つめを隠していやがったな！　直江大和！　いったいなにが目的だ！　事と次し第だいによっちゃあ……」

「宇佐美さま。わたくしはただ、虎千代さまにお仕えする者です。わたくしの内面には、『私』はありません」

　これほどの重大事です、両家が約束を違たがえぬように書面を作り約定を交かわしましょう、わたくしがすべて準備いたします、と直江大和は感情を交えぬままに言った。




　　　　※




　春日かすが山やま城の虎御前館は、驚きよう愕がくに包まれた。

　突とつ如じよ訪おとずれた為景が「今こ宵よい、虎千代を政景の嫁よめにやる。対立してきた長尾の本家と分家が、一体となる。これで越後の戦いくさは終わりだ！」と忌いま々いましげに怒鳴りはじめたために、驚おどろいた虎千代は怯おびえ、綾は「まだとらちゃは子供です！」と虎千代を抱だきしめながら必死でかばい、母・虎御前も「虎千代はまだ女になってもいません。あと数年のご猶ゆう予よを」と為景に正面切って反論を挑いどんだ。

　為景は「もう決まったことだ」と譲ゆずらない。

「政景と戦っている隙すきを衝つかれて、西の越えつ中ちゆうでまた一いつ揆きが起きた。俺の親父を殺した越中の国こく人じんどもが、性しよう懲こりもなく本ほん猫びよう寺じ門徒と組んで越後との国境に入ってこようとしている。猶予はできん。急いで政景と婚こん姻いん同盟を結ばねば、越後は危あやうい。虎千代一人でみなが助かるのだ。この春日山城が落城すれば一族離り散さん、あるいは皆殺しではないか！」

　為景は、刻一刻と抜ぬき差しならない状じよう況きように陥おちいりつつある。

「ですが、御お館やかたさまは虎千代を捨ておかれてきました。愛情を注いできませんでした。それを、今になって」

「文句なら、政景に言え！　なぜ虎千代なのか、俺にはまるで見当もつかんのだ！　四の五の言わずに今すぐ出立させる！　よいな！」

「そんな。虎千代を、猫ねこの子のように扱あつかうなんて」

「猫の子とは思っておらんわ！　だが、毘び沙しや門もん天てんから選ばれた者とも思わんっ！　そなたらがそうやって虎千代を神の子のように扱うから、政景のようなおかしな気を起こす輩やからが出てきたのだぞ！」

　虎千代は、綾の腕うでの中で震ふるえながら、「とらちゃは、出家したい。あの政景がとらちゃのチチオヤになるなんて、いやだ。きっと、怖こわいことをされる」と勇気を振ふり絞しぼって父親に逆らった。

「そうよ！　とらちゃは渡わたさない！　嫁に出すなら、姉のわたしが先のはず！」

「……おねちゃ……」

「とらちゃが大人になるまで、ずっと一いつ緒しよにいて守ってあげたかったけれど……政景さまが嫁ぎ先ならば、これで戦が終わり春日山ととらちゃが救われるのならば、わたしは納得できます！」

「だめ。おねちゃ。行かないで！」

「とらちゃ……とらちゃ！　ずっとこうしていたい……放したくない。ごめんね、ごめんね」

　為景は「綾、虎千代を放せ。お前たちが甘やかしすぎたから、こうなったのだ」と顔をしかめ、綾の腕から虎千代を引き離はなした。

「とらちゃ！　とらちゃあああ！」

「おねちゃ……！　いやだああああ！」

「直江大和！　虎千代を駕か籠ごへ放り込め！　俺はすぐさま越中征せい伐ばつの準備に移る！　越後に踏ふみ込まれる前に一揆を蹴散らす！　今宵は一いつ睡すいもできんぞ！」

「御意」

　為景が去るのと入れ替かわりに、虎千代輿こし入いれの件をすべて委任された直江大和が、青白い顔を月光に照らされながら館へと入ってきた。

　小こ脇わきに、為景から手て渡わたされた虎千代を抱かかえている。

「放せ！　放せえええええ！　いやだ、いやだああああ！」

「やめて！　とらちゃに乱暴しないで！」

「虎千代をさらうなんて、母であるあたしが許さないから！」

　直江大和は、母と姉の猛抗議をさらりと聞き流して、やはり無表情のままだ。

　泣き叫さけび荒あれ狂くるい小さな手足をばたばたと振っている虎千代をまるでぬいぐるみでも抱くかのように抱えたまま、淡たん々たんと、なにごとも起きていないかのように事務的に言葉を紡つむいでくる。

　心がないのか、この男は、と綾も虎御前も啞あ然ぜんとした。

「綾お嬢じようさま。虎御前さま。お聞きいただけますか」




　　　　※




　一刻ほどが過ぎた。

　春日山の麓ふもとにある武家館のひとつに、「勝利者」長尾政景が宿しゆく泊はくしている。

　三分一ヶ原では、柿崎景家の「返り忠」があって敗れ、為景の息の根を止めることはできなかった。

　だが、大局的には政景の勝ちだった。

　越中一揆の凶きよう報ほうを聞いた為景は、虎千代を嫁にやり政景を一門衆にするだけでなく、隠いん居きよして嫡ちやく男なん・晴景に家か督とくと守護代の座を譲ゆずる、と折れたのだ。

　政景に大おお幅はばに譲じよう歩ほしたことになる。

　結局、すべてを戦で決しようとした為景は、四方に敵を作りすぎたのだ。

　戦には強くても、政治感覚に欠けていたといっていい。

　政景は（その点俺は聡さとい、為景のように武辺一本槍で行くつもりはない。これまでは上田の分家の出という劣おとった血ゆえに越後の国人どもを支配できなかったが、為景の娘むすめを妻にした俺にはもう弱点はない）と自負していた。

「明日から越後守護代の座は、あの病弱な晴景に移る。やつには子供がいない。あと数年待てば、守護代の座は俺のものだ！」

　もしも、のちのち晴景に子が生まれれば、その時は親子ともども殺してしまえばいい。

　まあ、それまで晴景の身体からだがもたないだろうがな。

「フフフ。この俺が晴景に酒を教えて、溺おぼれさせたのだからな。だが、酒に吞のまれるなんぞしょせんはそこまでの男よ」

　深夜の庭園で酒を飲みながら、政景は己おのれに酔よいしれていた。

「ついに！　虎千代と越後守護代の座！　二つを俺は手に入れた！」

　そうだ。俺はあの虎千代という不思議な娘に心を奪うばわれていた。予感がしたのだ。この娘を手に入れれば、俺のものにすれば、越後一国を支配できると！

「守護代の娘という血筋！　常人とは異なるあの神秘的な姿！　坊ぼう主ずども、山やま伏ぶしどもが集まってきては伏ふして拝む神性！　虎千代を手に入れた者が越後を支配できると、最初にあいつを見た時に電でん撃げき的てきにひらめいたのだ！　掌しよう中ちゆうに玉を摑つかんでいながら、最後まで気づかなかった為景は愚おろか者ものだああああっ！」

　笑いが止まらなかった。

　役者のように美しい顔立ちの中から野や獣じゆうのような下げ卑びた笑みが浮うかび上がってくるさまは、文字通り、異様だった。

　かつて上田長尾家の長おさだった長尾政景の父には、同族の本家・春日山長尾家の長尾為景と主しゆう筋すじの上杉家が繰くり広げた戦の折に、ここ一番というところで上杉家を裏切って長尾為景側に寝ね返がえったという暗い過去がある。

　政景の父は、この効果的すぎる寝返りのためにかえって為景率いる春日山長尾家に根強い不信感をもたれ、出世はそこで頭打ちとなってしまった。むしろ「上田長尾家は土ど壇たん場ばで主あるじを見捨てた裏切り者よ」「長尾家といえどもしょせんは分家、なんたるあさましさよ」と上田長尾家全体が越後中から白眼視される結果となった。

　当時幼かった政景が本家・春日山長尾家に劣れつ等とう感を抱いだき、憎ぞう悪おとともに春日山長尾家の血を求めるようになったのは、父と一族が受けた屈くつ辱じよくの結果だったかもしれない。

　政景が、春日山長尾家から妻を娶めとるという考えに執しゆう着ちやくしたひとつの理由は、このどうしようもない「血」の問題にあったといえる。

（そうだ。俺は絶対に成り上がってみせる。春日山長尾家から守護代の座を奪い取ってみせる。俺は、臆おく病びよう者の親父とは違う……！）

　柿崎景家の返り忠というこしゃくな策を弄ろうして俺と為景を強ごう引いんに和わ睦ぼくさせようとした宇佐美も、今宵はあの直江大和とかいう幽ゆう霊れいのように瘦やせた男に軟禁されて手も足も出ない。

　この婚姻が成立するまで、宇佐美は解放されないという。

　直江大和。なにを考えているのかわからない得体の知れんやつだが、俺が守護代となった暁あかつきには取り立ててやってもよかろう。

　ひたすら飲みながら待っていた政景のもとに、ついに駕籠が、到とう着ちやくした。

「フン……来たか。長かったぞ、この時が来るまでずっと俺は待っていた」

　政景は、舌なめずりしながら、御み簾すを開いた。







　第三話　越後の毘沙門天（三）







「放せ。出せ。出せえええええ！　おねちゃ！　おかちゃ！　とらちゃは、嫁になんて行きたくない！　チチオヤなんていらない！　うさみ、うさみいいい！」

　虎とら千ち代よは手足を縛しばられ、駕籠に押し込められて山道を運ばれた。

　日ひ頃ごろはやせ我が慢まんして泣かない虎千代だったが、恐きよう怖ふと悲しみのあまり大きな目からぽろぽろと涙なみだが溢あふれてきた。

　ずっと愛してくれなかった父・為ため景かげにいきなりあっさり捨てられた、あの昔から自分を見る視線がたまらなくおそろしい政まさ景かげの「所有物」にされる、政景の赤ちゃんを産まされる、出家もできないし姫ひめ武将にもなれない、自分の前に開けていたはずの未来のなにもかもを奪われた、自分は毘沙門天の化け身しんでもなんでもなかった、長なが尾お家のために使い捨てられるただの道具だった……。

（おねちゃ。おかちゃ。とらちゃは、別れたくない）

　悔くやしくて悲しくて、いつまでも涙が止まらなかった。

（おとちゃに、こんな扱われ方をされるなんて。越後の姫なんかに、生まれるんじゃなかった。自分の生き方を、自分の意志で決められないなんて）

　やがて、駕籠が止まった。

　長尾政景の館か──。

　駕籠の奥で虎千代が（最後の最後まであきらめない）と赤い瞳ひとみを輝かがやかせて様子をうかがっていると、御簾が開いた。

　そこに待っていた者は──。

「虎千代さま、お待ちしておりました。ここは春日かすが山やまの麓ふもと、林りん泉せん寺じでございます」

　違ちがう？

　政景じゃない？

「直なお江え大和やまと!?」

「はい。わたくし直江大和が、本日より、虎千代さまの守もり役を務めさせていただきます。騙だまされたことを知って当面荒れ狂うであろう長尾政景から逃のがれるために、しばらくこの林泉寺に隠かくれていただきます」

「騙された？　政景が？」

「はい。わたくしが、虎千代さまをお守りするために騙したのです。別の者が乗った駕籠が、今頃、政景のもとに」

「別の者？」

　直江大和がなにを考えてどのような策を弄したのか、まだ虎千代にもわからない。

　直江大和には、表情がないのだ。

　視線も、穴のようにうつろだった。

　まるで蠟ろう細ざい工くで作られた人形のようだった。

　だから、感情も思考も、読めない。

「会議の席で──政景と殿とのとの間に、婚こん姻いんに関する約定を交かわしました。書面にて。この約定には両者が花か押おうを書き入れ、すでに有効となっております」

「それが？」

「わたくしが作りましたその約定には、『為景の娘を政景の嫁よめとする』とあります。『虎千代』とは、どこにも書いておりません。政景は今頃抗こう議ぎしているでしょうが、婚姻に関する約定に花押を書いた時点ですでに手て遅おくれです。つまり」

「まさか？　直江大和、まさか……」

「はい。政景に嫁とつぐお役目は、綾あやさまが自ら志願なされました。虎千代さまの替え玉は、『為景の娘』でなければなりませんゆえに。殿にも伝えておりません。この件は、すべてわたくし直江大和の独断です」

「……!?」

　虎千代は、言葉を失って吠ほえていた。
















　直江大和に手かせを外されると同時に、飛びかかって殴なぐっていた。

　直江大和は、黙だまって幼い虎千代に殴られている。

　まだ子供の虎千代だ。殴っても蹴けっても、直江にダメージを与あたえることはできない。

「がるるうううう！」

　虎千代はついには怒いかりに我を忘れて、直江大和の首筋に嚙かみついていた。

　直江大和の首の皮に虎千代の犬歯が刺ささって、血がにじんだ。

「がるるるるる！」

「今こ宵よいは、気が済むまで怒おこりなさいませ」

「お前は……お前は、おねちゃを……！　なぜだ！」

「綾さまに恨うらみはございません。ですがわたくしは、虎千代さまの守り役にございます。殿が、そう命じられたのです。守り役となったからには──主人を守るためならば、わたくしは誰だれであろうが犠ぎ牲せいにいたします」

　たとえ自分の親であろうが家族であろうが、わたくしは躊ちゆう躇ちよせず容よう赦しやせず利用し搾さく取しゆし殺します、わが主は虎千代さまただ一人ゆえに。

　直江大和は静かに、作り物の人形のような声で、そっと語り聞かせる。

「なぜだああああ！　なぜ、お前のあるじが、とらちゃなのだ！　おねちゃを、返せええええええ！」

　一度だけわたくしの本心を言葉にしましょう、それが主に対する礼れい儀ぎでしょうから、と直江大和は嚙まれながらつぶやいていた。




　　　　※




　直江家は、越後守護上うえ杉すぎ家の家臣・飯いい沼ぬま家に仕える家いえ柄がらの武家だった。

　上杉家にとっては陪ばい臣しんにあたる。

　為景に「傀かい儡らい」守護として担かつがれていた上杉定さだ実ざねが宇う佐さ美み一族の力を借りて反為景軍を興おこした際、上杉家の家臣である飯沼家もまた、上杉の旗のもとにはせ参じて為景と戦った。この頃ころ、直江大和はまだ幼い少年だった。自ら槍やりを取って実戦に参戦できるような年ねん齢れいではなかったが、為景軍と上杉方の合戦を否いや応おうなしに間近で体験することとなった。そういう意味では、当時の宇佐美定さだ満みつと直江大和とは、ほぼ同じ立場にあったといっていい。

　しかし、宇佐美一族が越後上杉家の直臣であり、代々上杉を守護する軍師の家であったのとは異なり、直江家はあくまでも陪臣にすぎなかった。「雲の上の人物」であった越後守護・上杉定実との関係は薄うすい。

　この当時の直江家の当主は、直江大和の父・直江親ちか綱つな。

　上杉家への忠義を貫つらぬくために為景との戦いに身を投じたというよりは、主の飯沼家の命令に従って参戦しただけだったと言っていい。

　春日山城での為景との決戦に敗れた直江親綱は、主の飯沼とともに、飯沼家の居城である与よ板いた城へとほうほうのていで舞まい戻もどっていた。

　旗はた頭がしらだった上杉定実が為景に囚とらわれ、宇佐美一族が琵び琶わ島じま城に追い詰つめられて降こう伏ふくを拒きよ絶ぜつし、為景の兵によって皆みな殺ごろしにされていく光景を与板城から眺ながめていた直江親綱は、

「為景はここまでやるのか。人間ではない。悪あつ鬼き羅ら刹せつだ」

　と蒼そう白はくになった。

　その為景が、宇佐美家を攻せめ滅ほろぼし終えた後、飯沼家を滅ぼすべく与板城へと進軍してきた──。

　飯沼家もまた、上杉家への忠誠を貫いて一族滅めつ亡ぼうの道を選んだ。

　しかし、直江親綱は、

「われら直江家は、陪臣にすぎない。死にたくない。直江の血をわが代で断絶させたくはない！」

　と未練がましく死を拒絶し、直江一族のみを連れて与板城を密ひそかに脱だつ出しゆつし、為景のもとへと出頭して降伏したのである。

　まだ幼かった直江大和も、この中にいた。

　否応なしに、父に連れられて与板城から為景のもとへと連れられてきたのだった。

　生まれつき潔けつ癖ぺきなところがあった直江大和は、父親のこの醜しゆう態たいに生理的な嫌けん悪お感かんを隠せなかったが、自分のみならず母や一族までことごとく主家のために滅ぶべきだ、とも言えなかった。人間であるからには、卑ひ劣れつな真ま似ねをしてまで一族を生かそうとする道を選ぶこともあるだろう。父の選せん択たくは恥はじではあるが、やむを得ない。そう思うことにした──。

　だが。

　直江大和の父は、為景に、とことん媚こびた。

　己おのれが武家であることすら捨てたかのように、卑屈に振ふる舞った。

　そうしなければ、為景に許されることはない、直江一族は滅ぼされる、そう覚かく悟ごしての媚こびであり道化ぶりであった。

　が、その父の媚びざまは、繊せん細さいな直江大和の心を深く傷つけた──。

　直江家の血を守ることが、それほどに重要なのだろうか、ここまで人間としての誇ほこりをかなぐり捨ててでも守らねばならぬのだろうか、と父の振る舞いに憤いきどおった幼い直江大和は、武家そのものに疑問を感じるようになったのだ。

（しかし長尾為景を討うてば、それでよいというわけではない。復ふく讐しゆうはなにも生まない。そもそも……直江一族はその誇りを根こそぎ為景に奪うばい取られたが、それでも、父を、母を、殺されたわけではない……真に乱れているのは、人の心だ。下げ克こく上じようの乱世と化したこの越後の国そのものを癒いやし救う「道理」のようなものが、まばゆいばかりの「希望」が、必要なのだ）

　直江家は、為景に仕えることとなった。幼くして知ち謀ぼうの固まりだった直江大和は、為景に小こ姓しようとして取り立てられ、為景の世話をしながら、解決策を見み出いだそうとあがいた。

　武家の息むす子ことして軍学も学んだが、長尾為景が越えつ中ちゆうで続発する一いつ揆きを討とう伐ばつしようとあがいて終わりの見えない泥どろ沼ぬまに迷い込んでいくさまをも、見た。

　北陸の大乱を武家が平定できない最大の要因は、本ほん猫びよう寺じという新興の教団を「御み輿こし」として担ぎ上げた民と国こく人じんたちによる一揆なのだ、彼らは武家の統治に絶望している、と彼は気づいた。足あし利かが幕府が、南北朝の分ぶん裂れつに応おう仁にんの乱と、次々と失策を犯おかしたためだ。それなのに、越後では武家と武家が戦っている──一揆軍をどれほど殲せん滅めつしても、決して北陸の民の「武家不信」は終わらない、ますます凄せい惨さんな戦いが続くばかりだ、と知った。

　が、本猫寺教団はすでに畿き内ないの公く家げや武家と深く関わり合いすぎていた。なによりも彼らが崇あがめるその神性が、当主個人の能力ではなく、「猫ねこ神がみ憑つきの血」であることが、信しん仰こうの論理を求めながらも知性に溢れていた合理主義者の直江大和を納得させなかった。「血」を崇めている限り、本猫寺一揆もまた、公家や武家と変わらない。信仰心を掲かかげて一揆に加わっている民たちも、結局は本猫寺の僧そう官かんたちと対立することになるし、己の勢力を押し広げるために一揆と組んでいる国人たちは信仰心が薄いか、あるいは最初からないのだから、論外である。

　長尾為景にも越中の一揆勢にも、この乱世を終わらせることはできない。

　越えち後ごには、そして北陸には、「猫神の血」の力などに頼たよらぬ真の宗教者、真の救世主が、必要だ──。

　並の人間には決して持ち得ぬ、途と方ほうもない慈じ悲ひ心しんの持ち主が。

　ここで、直江大和は「武家でありながら救世主でもあるお方」こそが越後を、そして北陸を救えるはずだ、という一見奇き矯きような結論に達した。

　生まれは問わない。しかし、もしも上杉家や長尾家といった武家にそのような偉い人じんの資質を持つ者が現れれば──そのお方は、武家出身でありながら信仰者であり救世主であるという、二重の「力」を持てることとなる。仏教の開祖である釈しや迦か牟む尼にも、そうだった。彼は釈迦族の王子だったのだ。民衆のみならず、印イン度ド諸国の王族がこぞって彼に帰き依えしたのも、釈迦が武家でありながら仏ぶつ陀だであったからなのだ。武家と民の融ゆう和わ──。

（わたくしは、そのような偉業を成し遂とげられるお方を探し続けよう。そして、見つけたならば、わが生しよう涯がいをそのお方に捧ささげ、命尽つきるまで補ほ佐さし──絶対に、裏切らない）

　主あるじを裏切り、人としての尊厳を捨ててまで生き延びた父親のようには、絶対にならない。為景に仕えているのは、あくまでも方便。越後の救世主にふさわしいお方を見出し、そして、育成し、お仕えする。そのためならば、武家を捨てられる。直江家がわたくしの代で断絶しても、いっこうに構わない。直江大和は、そう誓ちかったのだった。




　　　　※




「わたくしは、自らの意志でこういう生き方を選んだのです。長らく恩おん顧こを受けてきた主を見捨てて怨おん敵てき・長尾為景に屈くつ服ぷくし命いのち乞ごいし、恥ち辱じよくにまみれた晩年を過ごしたわたくしの父──あの男のすすけた背中を見て育ってきたわたくしは、決して、この男のようにはなるまい、ただ一人の主と運命をともにし絶対に最後まで裏切らない、自分自身の人生など持たないと、そう定めたのです」

「……直江大和。ならばなぜ、おとちゃに仕えぬ！」

「従者は奴ど隷れいではないのです。自らの意志をもって主に仕えるのです。自らの主はわたくし自身が選びます。性悪な為景さまは、その器うつわではないのです」

「兄上は!?」

「性悪ではありませんが惰だ弱じやくにして、これもまた器にあらず。しかしいちど禄ろくを食はんだ以上、春日かすが山やま長尾家を裏切ることはわたくし自身が許しません。春日山長尾家の者でわたくしの主たるにふさわしい器の持ち主は、虎千代お嬢じようさまただお一人です」

　直江大和は、幼い頃から孤こ高こうの魂たましいの持ち主だった。

　自らの主を裏切り、敵であった為景の武ぶ威いに尻しつ尾ぽを振った父を、許せなかったのだろう。

　孤高であるがゆえに、生まれながらに孤高に生きる定めを背負った虎千代に共感していたのかもしれない。

「これでしばし、政景はおとなしくなるでしょう。春日山長尾家が越中の一揆を鎮ちん圧あつし、越後の内乱を平定するためには、政景という荒あらぶる狼おおかみを手なずけねばなりません。ですが、虎千代さまを失うのは犠牲が大きすぎます。あなたには、戦乱の世を鎮しずめることが可能だ。たぐいまれなる慈悲心をお持ちだ。宗教者としての天てん賦ぷの才をお持ちだ」

　俗ぞく世せなどにはかかわらず、このまま林泉寺にとどまって出家なさいませ、それが越後のためです、と直江大和は虎千代の背中を撫なでながら静かに囁ささやいた。

　嚙み破られた白い首筋から大量の血が溢あふれているが、直江大和の凍こおり付いた表情は変わらない。

「政景などに嫁とついでは、虎千代さまの神性が失われます。それでは本猫寺門徒たちを心服させることは永久にできなくなります。越後、越中、北陸に平和と安あん寧ねいをもたらすためには、誰かが武家に絶望し一揆に走った民たちの心を慈悲心で救い、そのことごとくを心服させねばなりません。そしてそのようなことができる者は、越後広しといえどもあなたしかいない。婚こん姻いんや恋こいなどといった俗事は、あなたから神性を奪います。出家なされば、あなたは永遠にその天賦の神性を失いません」

「とらちゃは……とらちゃは、神などではない！　おねちゃ一人、救えなかった！　ただの、白子の子供にすぎない！　日の光にすら怯おびえる、ただの……」

「今はまだ子供ですが、いずれ年とし頃ごろの乙おと女めになりましょう。そうなれば越後の国人どもは、みな、あなたの神こう々ごうしさに狂くるう。長尾政景は、聡さといのです。幼い心のまま、本能のままに、欲よく望ぼうのままに生き抜ぬいてきたぶん、誰だれよりも気づくのが早いのです。誰があなたを妻として娶めとるかを巡めぐり、今後、越後はいよいよ乱れる。政景に嫁げば、政景を殺してあなたさまを奪おうとする輩やからが次々と現れます。そのような私欲を失ってしまった、いや生まれつき私欲というものの量が少ない『義』の男・宇佐美定満には、それが理解できていない」

　虎千代は、首を嚙かまれながらも表情を変えない直江大和の心の奥底をかいま見た気がした。

　一見すると氷のように冷れい徹てつな仮面の下には、たしかに、越後を憂うれい乱世に憤る熱い男の魂が隠かくされていた。そして、宇佐美定満とは方向性こそ違ちがえど、彼もまたなぜか幼い虎千代に未来への可能性を見出していた。だからこそ政景から虎千代をかばうために自ら悪名を被かぶった──理屈ではなく、心がそう感じた。

　ならば、憎にくくとももうこの男を嚙むのはやめよう、と虎千代は思った。

「綾さまにそのむねをお伝えしたところ、ご理解いただけたのです。綾さまはあなたを越後の国人どもによる果てしない奪い合いから守るために、自ら政景に身を捧げたのです──」




　　　　※




　この夜、駕か籠ごから降りてきた綾を見た長尾政景は、激げき昂こうして綾の首をはね飛ばそうとした。

　刀を抜きながら、懐ふところにあった書面の写しを取り出して、そして、自分が直江大和にたばかられたことに気づいた。

　政景は、勝利に酔よいしれて最後の最後に「罠わな」にはまった自分の油断を罵ば倒とうしたかった。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　だが、綾が決して自分から目を逸そらさずに立ち向かってきたことが、「やるならやりなさい、殺しなさい」と一いつ喝かつしたことが、政景の怒いかりを鎮めた。

「わたしは政景さまの妻となるために来ました。わたしでは不服ですか。越中で一揆が起き春日山城に迫せまっている今、無謀にも春日山軍と最後の決戦をするというのであれば、この場でわたしを血祭りにあげなさい！」

　政景は、震ふるえながらも気き丈じように自分を睨にらみつけてくる綾を、殺せなかった。

　殺してしまえば、誰よりも気位の高い政景は、よりみじめになる。

（俺は、直江大和に負けた！　ぎりぎりまで姿を見せなかったあやつこそ真の策士だ！　宇佐美を出し抜いた時点で、俺は勝利を確信して、慢まん心しんしていた！　この雪深い越後に、二人も、俺と渡わたり合える策士がいたとは……）

　刀を鞘さやにおさめて、そして、咆ほう哮こうした。

（錯さく乱らんしてこの女を斬きったところで、勝ったことにはならん！　すでに俺の妻だ！　新婚の夜に新にい妻づまを斬ったとあらば、この長尾政景が狂きよう乱らんしたと越後中に触ふれ回られる！　虎千代はまだ誰にも嫁いではいない、耐たえるのだ！）

　いいか、今こ宵よいは俺の負けだ。だが俺は命ある限り決して虎千代をあきらめん、手に入れると決めたものはすべてこの手に摑つかんでみせる、それが俺の生き方だ！　と政景は綾に言い放っていた。

「いいえ。わたしを妻とした以上、妹である虎千代には触れさせません」

「……この小こ娘むすめめ……！」

「小娘ではありません、あなたの妻です。たとえ男のように武将になる道を閉ざされていても、戦うことはできます。虎千代は、あなたに飼われる鳥ではありません。必ずや、越後を救う偉大な人となります。そのためならば、わたしは……」

　そこまで矢や継つぎ早ばやに語り終えたところで、綾の緊きん張ちようの糸が切れた。

「…………う……うう……」

　荒あれ狂う政景への恐きよう怖ふと、虎千代と離はなればなれになってしまった悲しみのあまり、涙なみだが止まらなくなったのだ。
















　政景は、斬ろうか、と一いつ瞬しゆん凶きよう悪あくな思いに駆かられた。

　だが、できなかった。

　虎千代ではないが、綾が春日山長尾家から娶った妻であることに変わりはない。

　春日山長尾家との血の繫つながりは、政景が渇かつ望ぼうする越後守護代への鍵かぎだ。

　生かしておかねばならない。

　虎千代を奪うばい損そこねた鬱うつ憤ぷんを晴らすために、綾を虐ぎやく待たいしてその命を縮めるような真ま似ねも、避さけねばならない。

「……フン！　小娘めが……武家の嫁よめになるなど十年早いわ！」

　政景は、小こ姓しように命じて綾を別室へ案内させると、自らはほてった身体からだと頭を冷やすためにそのまま庭園で飲み続けた。

（俺としたことが、斬れなかった。ただの小娘と思っていたが……やはり、どこか、面おも影かげが虎千代と似ているのだろう）

　俺は直江大和の知略とあの綾の勇気に敗れた、しかし痛み分けだ。これで俺は春日山長尾家の一門衆となった。越後守護代の座は、必ず手に入れる。そして、虎千代も。

（俺はまだ若い。すべてが意のままになるわけではない。敵は多い。しかし一人一人倒たおし、一歩一歩『夢』へと近づいてやる！）

　あと少しというところで虎千代を手に入れられなかった政景は、綾に対して複雑な思いを抱いだきつつも、なおいっそう野望の炎ほのおに身を焦こがすのだった。




　　　　※




　政景がすり替かえられた花嫁に戸と惑まどい歯ぎしりしているうちに、早くも越えつ中ちゆう一いつ揆き勢は越後との国境近くまで出てきていた。

　越中には複数の国こく人じんが割かつ拠きよしているが、もっとも大きな勢力を誇ほこっているのが神じん保ぼう家だった。神保家は、北陸一帯を席せつ巻けんし加か賀が一国を支配している新興の民衆教団・本ほん猫びよう寺じ門徒を中心とした一揆勢と同盟し、なし崩くずし的に越中の独立を計っていた。

　かつて長尾為景の父・能よし景かげは、越中一揆鎮圧のために越中へ出兵した際、この神保家に裏切られて戦死している。

　神保家は武家でありながら、同じ武家を裏切り、一揆勢と手を結んだのだ。

　父の突とつ然ぜんの死を受けて家か督とくを継ついだ為景は、越中へ攻せめ入って神保家の当主を攻め殺し復ふく讐しゆうを遂げたが、その後自国越後において本猫寺を禁教とし門徒を弾だん圧あつしたために一揆の勢いはむしろ激しくなり、いまだに隣りん国ごく越中では反為景一揆はやむことがない。

　滅ほろぼしたはずの神保家も、一揆勢と手を組み再起していた。

　その越中へ、今、隠いん居きよしたはずの長尾為景が再び出兵していた。

　家督を継いだ息むす子こ・晴はる景かげの体調が思わしくないため、また為景自身にまだ引退するつもりがなかったため、越中戦線に慣れた為景が遠えん征せい軍の総大将となったのだ。

　娘むすめ婿むことなったばかりの上うえ田だの長尾政景、軟なん禁きんを解かれた琵び琶わ島じま城の宇佐美定満、さらには柿かき崎ざき景かげ家いえらも参戦した。

「俺は親おや父じの仇かたきを討うち果たすために、越中で無む為いに何年も過ごしてきた。ありもしない極ごく楽らく浄じよう土どのほら話で領民や流民どもを騙だましている本猫寺の連中などどうでもよかったが、ただやつらは親父の仇だったゆえに、越えち後ごでは禁教として弾圧してやった。今、俺は隠居したというのに、越中の連中は亡ぼう霊れいのようにこうしてまた湧わいてくる。因いん業ごうというものだ……」

　越後から越中へ入るには、親おや不知しらずと呼ばれる難所を越こえねばならない。

　鯨けい海かい（日本海）沿いに長々と続く断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき、その崖がけに設けられた険しい山道を行軍するのだ。

　軍師役の宇佐美定満は当初、親不知から山道を進軍する途と上じように伏ふく兵へいがいた場合退たい却きやくが困難だという理由で海路を勧すすめたが、為景は激しい波と風を理由に陸路を選んだ。

「この天気では、雪が降るかもしれんな」

　寒風が吹ふきすさぶ山道を、馬上に揺ゆられながら進む為景は、「越中だけは片付けておかねば死んでも死にきれん」とうめいている。

　本猫寺は、もともとは浄土宗系の流れを汲くむ民衆仏教の教団だが、仏教以前の日ひノ本もとの土着信しん仰こう──「猫ねこ神がみ信仰」と融ゆう合ごうして特異な存在となっていた。

　出家者でも、家族を持ち子を育てることが許されている。

　強ごう引いんにたとえれば、出家と禁欲を絶対視し、かつ民衆に対して閉へい鎖さ的てきな叡えい山ざんや高こう野や山さんの旧仏教勢力は、ローマのカトリックに比することができる。これに対して出家僧そうの妻帯を認め民衆に対して開放されている新しい仏教勢力の浄土宗系や本猫寺の性格は、プロテスタントに似ているといえよう。

　日ノ本でもヨーロッパでも、文明が発展し生産力が向上していく中、貴族とエリートのための密教的で厳格な宗教から、民衆のための世俗的な宗教へと時代の主流は移りつつあった。

　ただ、本猫寺がプロテスタントに比べて特異だったのは、教祖一族が世せ襲しゆうであったことだ。

　本猫寺当主の一族は生まれながらに猫様の耳と尻しつ尾ぽを持っており、また肉体も頑がん強きようで尋じん常じようならず再生力が強く、これゆえにただの人間とは異なる「聖人」「生き神さま」とされている。

　そのような特異な当主をいただき「武家よりも当主のほうが偉い大だいである」と教える本猫寺教団は、武家にとっては許されざる下げ克こく上じよう的てき存在で、実際、門徒たちは主あるじである武家ではなく本猫寺に年ねん貢ぐを納めるようになった。

　日ノ本の中に、もうひとつの国ができたようなものだった。

　本猫寺当主一族は、かつてはただの人間だった。しかし八世れんにょの代に、平安時代に半はん狐こ半人の陰おん陽みよう師じ「安あ倍べの晴せい明めい」を生んだ大坂の信しの太だの森の者の血が混じった。この者が安倍晴明の血族となんらかの関わりがあったらしく、それ以来一族の当主は生まれつき猫の耳を持つようになり、社会から差別され、弾圧されることとなった。

　だがそれゆえに貧民や流民など、社会から差別されてきた人々が続々と本猫寺当主のもとに集い、戦乱の世が長引けば長引くほど流民の数が増え、本猫寺は気がつけば戦国大名をも超こえる巨きよ大だい勢力となっていた。

　自ら猫の耳を持つ被ひ差別者であったれんにょは、人間を身分や血筋、職業で差別することを否定し、『ただ商いをもし、奉ほう公こうをもせよ、猟りようすなどりをもせよ、かかるあさましき罪業にのみ、朝夕まどひぬるわれら如ごときのいたづらものを、たすけんと誓ちかひまします猫神さまの本願にてましますぞ』と説いた。これは偶ぐう然ぜんか必然か、流民が増え続ける戦乱の時代に求められていた教えであった。

　武家は本猫寺に何度も弾圧を加えたが、れんにょを暗殺しようとしても、れんにょの身体が持つ奇き跡せき的てきな治ち癒ゆ能力によって再生されてしまい、かえってれんにょの神秘性と門徒たちの信仰心を高めてしまう結果となった。

　ことに、北陸の本猫寺門徒たちは宗教組織というよりも武装した民衆の自治団に近く、本猫寺当主の命令にもほとんど従わず、武力で加賀一国を支配。さらに越中・越えち前ぜん・越後・能の登とでも一揆を起こし、北陸本猫寺王国とでもいうべき新しい国を建設しようとしていた。

　それは、武家のいない国である。

　武家の代わりに、本猫寺当主を『王』として崇すう拝はいし押し立てる、そのようなまつろわぬ民の国である。

　なにしろ、加賀で本猫寺教団を巨大化することに成功した当時の当主れんにょ自身が、加賀の門徒たちが制せい御ぎよ不能の一揆集団と化し国を奪おうと活動していたさまを非難し、畿内へ追われ、加賀での一揆の動きを批判し、そのまま畿内から戻もどれなかったのである。

　プロテスタントの魁さきがけであるルターは、自らの教義を掲かかげて支配者層を倒そうと蜂ほう起きした農民一揆を批判した。彼は宗教者としてカトリック教会の堕だ落らくを糾きゆう弾だんしたが、政治体制までを覆くつがえそうとは考えていなかった。しかし、発達した経済力に裏打ちされた自立心を抱いた民衆の動きはルター自身の思おも惑わくを超えていき、事態は支配階級と民衆との間の武力闘とう争そうへと発展していったのだ。このカトリックとプロテスタントの宗教戦争はヨーロッパに激動の大航海時代をもたらし、カトリックの宣教師たちが命を懸かけて極東世界の日ノ本まで大おお海うな原ばらを突つき進む原動力ともなった。

　同じことが、この時期、戦国日本でも起きていた。

　長尾為景は、この越中の一揆勢討とう伐ばつに、半生を費ついやしてきたといっていい。

「半はん獣じゆうの教祖なぞを拝むとは、意味がわからん。猫の耳など、なにがありがたいのか。そのようなあやしげな生き物なぞ、食ってしまえばいいのだ」

　当主自身が猫耳であろうがなんであろうが、そのようなことは問題ではない。ただ、稲荷いなり神や犬神、猫神といった日ノ本古来の土ど俗ぞく信仰の伝統感覚と視覚的に結びつきやすいため、民衆にとってはたとえば「阿あ弥み陀だ如によ来らい」といった抽ちゆう象しよう的てきな概がい念ねんを扱あつかう他の仏教よりも「猫神」のほうがはるかに理解しやすいというだけであったろう。もしも日ノ本に特異な「猫神」が現れていなければ、おそらくは阿弥陀如来を信仰する浄土真宗が本猫寺と同じ歴史的役割を果たしていたであろう。

　合戦が続き田畑を焼かれ重い年貢を奪われる中、戦乱の世を終わらせることができない武家に見切りを付けた民衆が、こぞって本猫寺という名の自治団に加わり武装して武家を自らの国から追い出そうとしている。

　これはつまり、中世から近世へと社会が変革されていく際に経なければならないたぐいの宿命的な闘争なのだ。社会の急激な成長に、既き存そんの制度が追い越され追い抜ぬかれつつある際に生じる混乱。人々が新たな社会、新たな国の仕組みを創出するために通らねばならない「生みの苦しみ」なのだ。為景が、あるいは武家が本猫寺門徒との関係に決着をつけるためには、旧来の支配体制をどれほど強要しても効果などない。彼らは旧来の体制を捨てた門徒たちに、本猫寺が提供するものよりもさらに「新しい世界」を、「新しい生き方」を提示しなければならないのだ。

　宇佐美定満が唱える「私し欲よくなき義戦」はそのためのひとつの斬ざん新しんな方法であり、直江大和が虎千代に求める「慈じ悲ひに満ちた救世主」の役割は、武家である長尾家の一員に宗教的救済の役割を与あたえることで本猫寺の役目を武家に統合しようとする試みである。宇佐美は道義心を忘れた私欲の争いを続けて民衆に見放された武家たちに目を向けて武家の精神を改めさせようと考え、直江大和は一揆にまで追い詰つめられた民衆の心をすくい取ることに目を向けていた。

　このことの本質に、老いた為景は気づけなかった。

　為景は単純に、こう考えてきた。ひとつの国に支配者が二人いれば、どちらかが倒れるまで戦うしかない、と。

　まして、為景にとって越中一揆は父親の仇であり、絶ぜつ滅めつさせるべき敵だ。

（しかしこの越中への遠征を、俺は何十年続けてきただろうか？）

　こいつらさえいなければ、俺は今いま頃ごろ越後を統一して関東へ、あるいは京の都へと進出できていたであろうに……。

　本猫寺門徒による一揆運動は日ノ本の各地に広がっているが、加賀一国をまるまる乗っ取ってさらに隣国支配へと乗り出すという「宗教王国」ともいえる様相を呈ていしている地域は北陸だけである。

「加賀・伊い勢せ・大坂」と言われる本猫寺三大勢力地のうち残る二つ──伊勢と大坂では拠きよ点てんとなっている寺とその周辺地域を支配するのみで、国持ち大名化はしていない。

　北陸だけが異質なのだ。

　なぜなのか。為景は考えた。

（この冬山で豪ごう雪せつに吹雪ふぶかれ凍こおり付くような寒さと大雪原の荘そう厳ごんさに震ふるえていると、神というものを身近に感じるのかもしれん。俺たち血なまぐさい武家にはないなにかが、坊ぼう主ずにはあるのかもしれん。北陸の民は、その人生を支配する雪の白さと冷たさゆえに、気候温暖な国の連中よりものごとの中に人間の企たくらみを超えた神秘性を求めたがるのかもしれん）

　だとすれば、「武家」であり「人間」である長尾家と、「神」を信しん奉ぽうする本猫寺一揆の戦いには、決着はつかないのではないか。

　殺しても殺しても門徒は増える。

（なんと俺の生しよう涯がいは、雪山における猫との戦いであったか。俺の親父も、この俺も……晴景と政景も、そうなるのか）

　因業、という言葉をつくづく感じる。

　猫にたたられているとしか思えない長尾家に、兎うさぎの妖よう精せいのような子が生まれたのも、なにかの意味があったのだろうか。

　ふと虎千代のことをなぜか思い出した為景は、隣となりを進む宇佐美定満に尋たずねていた。

「政景のもとには虎千代でなく綾が輿こし入いれしたそうだな。政景は怒おこっているか？」

「荒あれてはいるが、直江大和にしてやられた、としぶしぶ負けを認めてるぜ。だからこんどの出兵にもつきあったんだろうよ。しかも先せん鋒ぽうを引き受けた。オレさまも騙されたぜ、あの直江大和ってきざな野や郎ろうにはよ」

　宇佐美定満は、戦場だというのに兎のぬいぐるみを抱だきかかえている。

　兜かぶとの前立ても、兎の耳だ。

　なにがなんでも兎を愛めでたいというのが、この男の性しよう分ぶんらしい。

「直江大和はな、子供の頃ころから俺に仕えてきた。もとは敵の家に奉公していたのだが、あいつの父親が命惜おしさに主君を裏切って俺に寝ね返がえってな。あいつは人ひと質じちとして春日かすが山やま城に送られてきたのよ。万ばん事じに如じよ才さいない男だったので取り立てた。越後の武家としては異例の男だ。自分の望みや欲をまるで出さない。たんたんと、俺の命令を遂すい行こうする。暗殺ですら平然とやってのけ、顔色ひとつ変えない。ゆえに、信用できる」

「命惜しさにあんたに屈くつ服ぷくした父親を持つ身の直江は、オレとは辿たどってきた生き様が正反対だな。道理で、オレとは考えが合わねえはずだ」

　もうその話はよせ、と為景が苦々しそうに吐はき捨てた。

「直江大和。昔からあいつほど忠誠心の高いやつはいないと思うておったが、どうやらあいつはいつの頃からか俺ではなく虎千代を自らの主君に選んでいたようだ。政景が再度虎千代を所しよ望もうして俺が断り切れなくなった時、策を用いて虎千代をかばう手はずを、以前から整えていたらしい」

「あのきざ野郎は、虎千代を出家させるつもりだ。本ほん猫びよう寺じ門徒の力が強い越えち後ごは武家には支配できない、神の存在が必要とされている、などとぬかしてやがった。虎千代を生き神さまにして、ただの戦争屋にすぎない長尾家に神の権けん威いを与え、猫神を崇あがめる本猫寺勢力を抑おさえようと考えているようだ」

「宇佐美。貴様は、虎千代の出家に反対か」

「ああ。オレは、虎千代を武将にするつもりよ。あいつは娘むすめだが、晴景なんぞよりずっと出来がいい。越後を制するには、なんといっても強くなければならねえ。だが、政景のように残ざん忍にんな男が守護代になるのはまずい。為景の旦だん那な、あんたが若返ってさらにあと五十年生きるようなもんだ。あげく、あいつは上田長尾家が裏切り者の一族だと越後の武家国こく人じんたちから白眼視されていることを恥はじているぶん、あんたよりひねくれている。いくら強くても政景が頭かしらじゃあ一いつ揆きも内乱も果てしなく続くぜ」

　その点、純じゆん朴ぼくな娘である虎千代なら、越後の武家どもが忘れちまった義の心を越後にもたらすことができるはずだ。為景の旦那よ、虎千代は敵を殺し奪うばい裏切ることしか知らないあんたとは正反対の武将になるぜ、義を体現した希け有うの武将によ、と宇佐美は豪ごう胆たんにも笑っている。

「人心が荒こう廃はいしている越後には、義を貫つらぬく潔けつ癖ぺきさを持った姫ひめ武将が必要なんだぜ。まあ、そもそもあんたが人心を荒廃させたんだがな」

「だから直江大和は、もはや民が武家を信じていない越後には生き神さまがどうしても必要だと思っているのか。あやつは武家との戦いよりも、本猫寺との戦い──というよりも北陸の民の心を摑つかむことに重きを置いておるのか」

「猫ねこ耳みみに対たい抗こうする兎耳教団を作るってんなら、オレさまも話に乗ってやってもいいぜ。教団ってのは儲もうかるしな。だが虎千代を担かつぐのは断る。あいつは天才的な武将に生まれついている」

「貴様も直江も政景も、小娘に夢を見すぎだ。あれはな。ただの、娘だ」

「美しい夢が見られるだけ、ましじゃねえか。あんたが守護代だった時代には、誰だれもが血なまぐさい悪夢しか見られなかった。だからよ、虎千代に夢を託たくそうとする男が次々と出てくるんじゃねえのか？」

　虎千代は武将になるのか、出家するのか。

　あるいは、政景が意志を曲げずにあくまでも己おのれのものとするのか。

　多くの人間の思惑が錯さく綜そうし、いまだ、虎千代の去就は定まらない。

　当人も、最愛の姉である綾を政景に奪われ、これから自分がどうすればよいのかがわからずに戸と惑まどっているだろう。

「為景の旦那。まったく、越後はややこしい国だな。西国の人間はもっとからりとしているらしい。大坂の本猫寺総本山は、こっちの一揆衆と違ちがってえらく陽気だそうだ。これも、北から重く冷たい風を送りつけてくる鯨けい海かいのせいか……」

「白い雪のせいかもしれん」

　まるで似合わない感傷的な言葉をふと漏もらした為景は、今日の俺はどこか妙みようだと気づき、なぜか胸むな騒さわぎを覚えた。




　　　　※




　その虎千代は、直江大和ただ一人を連れて密ひそかに春日山を下り、越えつ中ちゆうと越後との国境へと向かっていた。

　為景たちの軍勢からはかなり遅おくれているが、同じ道筋を進んでいる。

　老いた父・為景を心配してのことだった。

　百戦錬れん磨まの戦いくさの鬼おにである為景だが、老いて病んだ身体からだの衰おとろえは隠かくせない。

　それに、姉の綾が自分の身代わりとなって政景に嫁とついだ今、自分だけが春日山の麓ふもとでぬくぬくと暮らし続けることに、虎千代は罪の意識を抱いだいていた。

「……できることならば、おとちゃの隣にいたかったが、姫であるとらちゃが武将として参戦できるはずもなかった」

「お嬢じようさま、この道は雪が深い。馬の体力を温存するために、ここで少し休みましょう」

　糸いと魚い川がわを越こえて越中との国境にほど近い親おや不知しらずの山道で、直江大和が馬を止めた。

　直江大和は何度も越中入りを口にする虎千代に「戦場へ出かけたいなど、愚おろかとしか言いようがありません」と反対したが、ついに虎千代が虚きよを衝ついて勝手に林泉寺を出しゆつ奔ぽんしてしまったので、やむを得ず帯同している。

　越後と越中の国境、海に面した断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの難道・親不知。

　長い間、鯨海の荒あら波なみに削けずられてきたためか、切り立った高い崖がけの連なりに、這はうように狭せまい道が延びている。

　崖を転落すれば下は黒い海。

　死は免まぬかれない。

　海から直接吹ふき付けてくる風も、すさまじい。

「いにしえの昔、滅ほろび去った平へい家けの奥方が落ち武者となった夫をたずねてこの海に面した断崖を通ろうとしました。だがその際、連れてきた子供たちは次々と波に攫さらわれていったのです。それで、この難所は親不知と名付けられたそうです」

「ここには平地がない。山と海とが、直接に交わっている。その山と海の間に、強ごう引いんに人がぎりぎり通れるだけの道を通しているのだな。とらちゃがもしも落ちれば、簡単に死ぬな」

「お嬢さま。今日は波も荒く、風も強いです。為景さまが本来ならば親不知を進むよりも安全な海路を断念したのも、この風と波のためでしょう。馬を下り、ご自分の足で進まれたほうがよいでしょうね」

　直江大和が馬から「うんしょうんしょ」とけんめいに下りようとする幼い虎千代を支えようとしたが、虎千代はお気に入りの青竹でぺしりと直江の手を打った。

「……とらちゃは、まだお前を守もり役と認めたわけではない。おねちゃを、政景から奪い返せ。奪い返したら、守り役にしてやる」

　虎千代は優やさしい性格に生まれついた純朴な子供だが、綾が自分の身代わりになって政景というチチオヤに連れ去られたことがかなりの衝しよう撃げきだったらしく、直江大和を見る目はとげとげしい。

　この自じ称しよう「守り役」を、警けい戒かいしているのだ。

　こいつは、悲しい事情はあってもこどもさらいだ。おねちゃをさらったんだと。

　だが、直江大和は涼すずしい表情で打たれた手をさすっている。

　この雪だ。分厚い手て袋ぶくろをしているので、青竹で叩たたかれても痛くはなかった。

　そして、直江大和は、恐おそろしい言葉を静かに口にした。

「長尾政景を暗殺すれば、綾さまは春日山に戻もどってくるでしょう。それ以外に綾さまを取り戻す手段は、ございません」

「……そんなこと、できない！」

　虎千代は震えながら、直江大和の尻しりを青竹で打った。

「暗殺など、二度と口にするな！　とらちゃは、暗殺など絶対にしない！　どんな理由があっても、そんな卑ひ劣れつな真ま似ねはしない！」

「ふふ。悪く言えば甘く、よく言えば慈じ悲ひ深い。それでこそ虎千代さまです。やはりあなたは生まれながらに、慈悲心を備えている。人と獣けものの罪を許し、命を救わんと欲ほつされる天性を」

「とらちゃはお前が憎にくい、直江大和。お前は、腹黒いやつだ」

「何度も申しましたように、輿入れをお止めしたのは、お嬢さまに出家していただくためです。本来ならばこうして戦場に向かうことにもわたくしは反対なのですが、この山と海との狭はざ間まに幽ゆう玄げんに浮うかび上がった親不知の難道をいつかお見せしたかったので、まあ、よいでしょう。お嬢さまがここでこの海を前に結けつ跏か趺ふ坐ざすれば、即そく座ざに悟さとりを開くことも可能かと」

「ここで足止めして引き返すつもりだな！」

「いえ。引き返そうと言ってもお嬢さまはきいてくださらないでしょう。しかし今はなにぶんこの風です、無理はなさらずゆるゆると進みましょう」

「おとちゃに挨あい拶さつをしたいのだ。おねちゃを政景から取り戻してほしいと、おとちゃに頼たのみたいのだ。悪い予感がする……おねちゃは、このままでは政景の赤ちゃんを産まされる」

「政景さまは祝しゆう言げんを挙げる暇ひまもなく、為景さまとともに越中に出しゆつ陣じん中です。子作りなどするような余よ裕ゆうはありますまい」

「独身のお前になにがわかる。チチオヤというのは、怖こわいものなのだ。直江大和。あんな乱暴な男がチチオヤになっても、生まれてくる赤ちゃんは愛されない。そうに違いないぞ」

「さあ。それは、生まれてみなければわかりません。為景さまも、お嬢さまを冷たくあしらっているようで、内心ではそうでもありません。ただ、お嬢さまが神の子の如ごとく美しい特別なお姿を持ったお方なので、どう接していいのかためらっておられるのです」

　為景さまはなにぶん本猫寺がお嫌きらいですしね、幼くも神こう々ごうしいお嬢さまを見ていると本猫寺の当主をどことなく連想するのでしょう、と直江大和は静かな声で語った。

「おとちゃは、とらちゃが白いことを気にしているのか」

「ええ。あのお方は二度もご自分の主君を戦場で破って殺し、父親の敵である本猫寺を禁教にして一揆衆を殺し続けた。お嬢さまのお姿はそのような己の因いん業ごうの結果ではないかと、密かに怯おびえておられます」

「……そうか」

　虎千代は肩かたを落とした。

　ふらり、と崖から転落しそうになる。

　風に、吸い込まれたのだ。

　直江大和が、すかさず虎千代の手を摑んで引っ張り上げた。

「ご注意ください。今日は特に風が強い。気を抜ぬいては、死にます」

「……う、うむ。直江大和、大たい儀ぎ」

「わたくしはお嬢さまの守り役ですから。しかし、この天候は、危あやうい」

「危ういか」

「越後軍も陸路を採り、この先に連なる山道を進軍しています。今までの為景さまでしたら一揆との戦など慣れたもので心配はありませんが、ただ今は綾さまを政景さまに奪われ、家か督とくを息むす子この晴景さまに譲ゆずらされ、気落ちしておられます。最近はとみに病がちでしたし、万一ということも」

「おとちゃが危ういのか。急ぐぞ」

「お嬢さま。越後軍にとって最大の敵は、雪であり、山と海に阻はばまれた難路なのです。雪と難路が、行軍の自由を奪い、時を奪い、思考の自由をも奪います。この厳しい自然こそが、越えち後ご人じんにとっては克こく服ふくすべき敵なのです」

「……天と地とが、乗り越えるべき敵か。この親不知に来て、とらちゃにもそのことがわかった気がする。人間に厳しい土地だ。だから北陸には、神にすがる民が多いのだろうか」

「そうかもしれません」

「……待て。直江大和。前方だ。前線で、なにかが起きた」

　虎千代が眉まゆをひそめたその時。

　遠くから、山々の向こうから、鬨ときの声が聞こえてくると、虎千代は叫さけんだ。

　先刻までは、合戦が繰くり広げられている気配はまったくなかったのだ。

　まさか奇き襲しゆうか、と直江大和がつぶやいていた。

　だが、直江大和にはその鬨の声は聞こえていない。

　虎千代の鋭えい敏びんな感覚だけが、はるか先にある戦場での異変を、捉とらえた。




　異変は、ほんとうに起こっていた。

　為景と政景、それぞれが勝手に進軍し両軍の間に距きよ離りがあったことが、問題だった。

　統とう率そつが取れていない越後軍は、越中の山道を進む途と中ちゆうで一いつ揆き勢の奇襲を受けた。

　先行していた政景の軍は伏ふく兵へいに気づかず、山中の隘あい路ろを通過。

　遅れてきた為景の軍が、奇襲を受けた。

　為景自身、槍やりを受けて落馬した。

　混乱する中、宇佐美定満が壊かい乱らんしかけた軍勢を踏ふみとどまらせ、少数で山に潜ひそみ奇襲してきた死兵たちを蹴け散ちらしたが、このままでは腹を刺さされた為景の命が危ない。

　宇佐美は先行していた政景に「殿しんがりを頼む」と伝令を飛ばすと、進んできた山道を全軍で逆行、急ぎ退たい却きやくしはじめた。

　置き去りにされた政景は「宇佐美め、この俺もことのついでに抹まつ殺さつするつもりか」と憤ふん怒ぬの表情で得物を取り、「虎千代を奪うばい取るまでは俺は死なん！」と雄お叫たけびをあげると、文字通りの阿あ修しゆ羅らと化して一揆勢の中へと斬きり込みをかけた。

　壊乱寸前の越後軍は、宇佐美の水みず際ぎわだった采さい配はいと殿を任された政景の槍働きによって、越中から越後へと血路を開くことができた。




　虎千代が半ばまで進んでいた親不知の難所に、手負いの為景を乗せた駕か籠ごを守りながら宇佐美定満が現れるまで、さほど時間はかからなかった。

　宇佐美は政景どころか旗本衆すら置き捨てて、ただ為景を越後へと運ぶために逃にげに逃げてきたらしい。

　宇佐美の身体からだは、傷だらけになっていた。

　直江大和と、顔を見合わせた。

「全軍を捨てて引き返してきた。あとは政景がなんとかするだろう。とにかく為景の旦だん那なが、危ねえ」

「あなたがついていながらなにをしていたのです、宇佐美さま」

「悪い。虎千代の今後をどうする、って話で為景と白熱していたのがいけなかった。オレも旦那もおそらく政景も、心、ここにあらず、だった」

　断崖に立ちながら、宇佐美は駕籠の御み簾すを開いた。

　為景が無言で顔をしかめている。

　腹部の傷は、かなりの重傷だった。

　直江大和は、すでに為景が助からないことを悟った。

「宇佐美さま。ひどい傷ではないですか。なぜ連れ戻してきたのです」

「親子二代にわたって越えつ中ちゆうの一揆に殺されたとあっちゃ、越後守護代・長尾家の面目は丸まる潰つぶれだろうが。旦那は、なんとしても自分は春日かすが山やま城で病びよう没ぼつしたということにしてえのさ」

　駕籠の中に横たわりながら、為景がこくりとうなずいた。

　ただそれだけの動作で、脂あぶら汗あせが流れる。

　雪が、舞まいはじめていた。

　白い雪の嵐あらしの中を、震ふるえながら、虎千代が為景のもとへ駆かけ寄っていく。

「おとちゃ!?」

　為景には、虎千代を振ふり払はらう気力も残っていない。

　むしろ、「おお、おお」と異形の虎千代を迎むかえ入れてくれた。

　こうして父の腕うでの中で甘えた記き憶おくが、虎千代にはなかった。

「おとちゃ。一揆にやられたのか。おねちゃの次は、おとちゃがいなくなってしまうのか」

「……虎千代よ。綾は、いなくなったわけではない。政景の妻になっただけだ。これからも、お前の姉だ……」

「おとちゃ。お腹なかから血が。血が、溢あふれて」

「うろたえるな。これが、因果応報よ。俺の親おや父じは、越中の一揆勢と結んだ神保家に敗れて死んだ。その復ふく讐しゆうを果たした俺もまた、俺の行った復讐に対してさらなる復讐を誓ちかった一揆勢に。これが乱世だ。殺し合いの連れん鎖さは、果てしなく続くのだ」

　これほど為景が自分に優しく語りかけてくれたことは、なかった。

　もう、虎千代が白い子であろうがなんであろうが、為景が虎千代の実の父であろうがなかろうが、為景には関係がなくなったらしかった。

　眉み間けんに深く刻まれたしわが、噓うそのように消えていた。

　おとちゃは死ぬのだ、と敏感な虎千代は知ってしまった。

　涙なみだだけは見せまい、とけんめいにこらえた。

「……政景との内輪の争いを綾との婚こん姻いんによって終わらせることができただけでも、幸いよ……晴景は身体が弱い……政景とそなたとで、晴景を支えてやれ……もしも、晴景が惰だ弱じやくでものにならぬなら……この因果の連鎖から、晴景を、降ろしてやれ」

　虎千代は、黙だまって「こくこく」とうなずいた。

　はじめて、おとちゃが優やさしくしてくれたのに。はじめて、こうして仲良くお話しすることができたのに。それなのに。おねちゃを奪われ、おとちゃも死んでしまう！

「よいな。俺は病死したということにせよ。二代続けて越中一揆に討うたれたとなれば、長尾家は権けん威いを失しつ墜ついして越後守護代の座を失う。俺が殺した主君は越後守護と関東管かん領れいの二人。越中一揆に討たれた長尾家の越後守護代もまた二人。どうやらこれも、坊ぼう主ずが言うところの因果というものだったようだ……」

「おとちゃ。とらちゃは。とらちゃは、どうすればいい？　出家か。武将になるのか。おとちゃの、言うとおりにする！」

　なんとけなげな娘むすめだろうか。為景は（わが子だ。なぜ俺は疑ったりしたのだろう？　この子は、たしかに俺の娘だ……いや、もう、血が繫つながっていようがいまいが、そんなことはどうでもよい。虎千代は、俺の子だ……）と目に涙を浮うかべながら、虎千代のために微び笑しようを作ろうとした。

「虎千代。お前をずっと捨て置いてきて、すまなかった。そなたは、そなたの思うがままに、生きるが……よい……」

　しかし、為景が正気を保てたのは、ここまでだった。

　失血と衰すい弱じやくと混乱とで、死に瀕ひんしている為景の知覚は、にわかに異常のものとなった。おそらくは脳の一部に、致ち命めい的てきな機能障害を来きたしたのだろう。

　為景の目の瞳どう孔こうがかっと開いた。

　目の前にいる虎千代を、怯えながら凝ぎよう視ししていた。

「……お……おお……毘び沙しや門もん天てんか……毘沙門天が、この俺に神しん罰ばつを下しに来たのか!?　まさか、神はほんとうにいたのか？　ならば、俺は地じ獄ごく落ちか？」

「ちがう、毘沙門天ではない。おとちゃ。とらちゃだ」

「神よ……お許しあれ……！　お許しあれ、なにとぞ！　俺が主あるじである越後守護を殺し、関東管領を殺したことを、怒おこっておるのであろう！　しかし、殺さねばこちらが殺されていたのだ！　仕方がなかったのだ！」

　為景は惑わく乱らんした。

　白い頭ず巾きんに頭を包み赤い瞳ひとみを光らせている小さな虎千代の姿が、天から舞い降りた毘沙門天そのものに見えているらしく、最後の生命力を振り絞しぼって全身全ぜん霊れいで恐きよう怖ふした。

　何十年もの間、胸の奥に封ふうじてきた罪悪感のすべてが、一いつ瞬しゆんのうちに解き放たれていた。

「俺が越後に内乱を起こし、関東に争乱を起こし、越中で一揆勢を討ったこと、なにもかもが罪というのか！　この俺が東国に戦乱を招いたと！　俺の下げ克こく上じようが、ぬぐいがたい罪だと？　俺は生しよう涯がいをかけて、東国の秩ちつ序じよを破は壊かいし戦乱の因果の種を蒔まいたと？　そこまでして越後一国さえ統一できなかった。それが、俺の全人生だったと？」

　瀕死の為景だった。傷が痛み、熱に浮かされ、理性を失っていた。

　これまで修羅の仮面の下に押さえ込んできた人間の生の心を、もはや隠かくすことはできない。

　為景は虎千代の赤い瞳から逃げようと、まるで別人のように怯え、苦しみ悶もだえた。

「やめてくれ！　その瞳で俺を見るな！　心の内の醜みにくきもの、弱きもの、おぞましきもの、目を背そむけたくなるもの、すべてを見通すその瞳で！」

　宇佐美定満も直江大和も、虎千代を毘沙門天と見み間ま違ちがえて駕籠の中で悲鳴をあげる為景に、なにをすることもできなかった。

　宇佐美にとっては一族の仇かたきであり、直江大和にとっては父親を屈くつ服ぷくさせ恥ち辱じよくを与あたえた忌いまわしき記憶の源泉である。

　しかしその為景もまた、心の内では己がしでかしたことへの罪の意識に、常に脅おびやかされて生きてきた──。

　だが、いくら暴ぼう虐ぎやくの王とはいえどいまわの際に実の娘を自分を罰ばつするために現れた神と見間違えて怯えながら死んでいくなど、あまりにも憐あわれだった。為景も、そして虎千代も。

「……おとちゃ……とらちゃが、わからぬのか。とらちゃは、そのようなものではない」

「俺を見るな！　俺はおそろしい！　神仏が実在したならば、地獄があるならば、俺は永えい劫ごうに罰を受けるしかないではないか！　この越後に、俺ほどの悪党がいただろうか！　主を二人も殺し、従わぬ者を次々と討ち果たし、主君の上杉家を没落させて関東までを混こん沌とんに陥おとしいれた俺ほどの悪が！　頼たのむ、許してくれ！」

　虎千代の神秘的な姿は、今の為景にとっては、神罰を下す毘沙門天そのものにしか見えないらしかった。

（これ以上、もたねえ）

（お嬢じようさまが憐れすぎます）

　宇佐美と直江の二人は、為景に触ふれることも許されず呆ぼう然ぜんと立ちつくして震える虎千代を引き離はなそうと駕籠へ歩みよろうとした。

　だが。

　虎千代は、二人を視線で制すると、怯おびえる為景の手をそっとにぎっていた。

　こうして、直接父に触れた記憶はなかった。

　自分はずっと父に怯えられていたのかもしれない、と虎千代は思った。

　すでにその手を振り払う力もない為景は、「許してくれ」とうわごとのようにつぶやいている。

　まもなく、息を引き取るだろう。

　虎千代は、老いて傷つき今この現世から去ろうとしている父の目を、その赤い瞳でじっと凝視した。

　為景が「ああ」と声を漏もらした。

　虎千代の唇くちびるから、少女のものとは思えない声が、発せられていた。

「許す」

「ああ。許して、くださいますか」

「汝なんじの犯おかした罪を許す。越えち後ご守護を殺した罪を許す。関東管領を殺した罪を許す。主家の上杉家を没落させ、越後と関東に騒そう乱らんを起こした罪を許す。越中一揆を殲せん滅めつしようとした罪、本ほん猫びよう寺じを禁教にして弾だん圧あつした罪を許す。宇佐美定満の一族を滅ほろぼした罪を許す。直江大和の一族に屈くつ辱じよくを与えた罪を許す」

　虎千代は、父の犯した罪のすべてを、許す、と伝えた。

　もう、虎千代だと思われなくてもいい。

　毘沙門天と名乗ってでも、父の魂たましいを救いたかった。

　いかにすれば父のこれほどの大罪をあがなうことができるのか、まるでわからないままに、それでも虎千代はただ父を救うために、神聖なる軍神・毘沙門天になりきっていた。

　為景の表情から、恐怖が消えていった。

「感謝、いたします……俺は……今……救われた……」

　為景は瞼まぶたを閉じて、動かなくなった。

　背後では宇佐美定満と直江大和が、無言で手を合わせている。

　驍ぎよう将しよう、長尾為景。

　二人の主君、越後守護と関東管領、上杉家の主を殺した男。

　自分に抵てい抗こうした宇佐美家の一族を皆みな殺ごろしにした男。

　直江家を力で屈服させて、主を裏切らせた男。

　父の仇である越中一揆と戦い、そして敗れて自分もまた父と同じ結末を迎えた男。

　これほどの悪行を重ねていながら、ついに越後守護代の座を守りきれず、野心家の政景に娘を与えねばならなかった男。

　だが、その最さい期ごは、安らぎに満ちていた。

　現世に降臨した毘沙門天によって、すべての罪を許す、と約束されたのだ。

　だが、その毘沙門天は、ほんものではない。

　虎千代の、演技である。

　虎千代にこのような演技をさせてしまったことを、宇佐美定満も直江大和も、家臣として、そして虎千代の器うつわに惚ほれ込んでいた者として、恥はじた。

　恥じながらも、虎千代の中に、尋じん常じようならぬ純じゆん粋すいななにかをはっきりと見み出いだし、感情を乱されてもいた。

　常に無表情を貫つらぬいてきた直江大和ですら、唇の端はしを震わせている。

「おとちゃが、死んだ」

　二人はその言葉で、「長尾為景が死んだ」という現実に、引き戻もどされた。

「……旦だん那な……すまねえ。オレが油断していたばかりによ……オレはいつも、最後の詰つめが甘い。わざとじゃねえんだ、悪かった」

　半生を為景との戦いに費ついやしてきた宇佐美定満は、まるで実の親が死んだかのように、顔をしかめて立ちすくんでいた。

「為景さま。どうか、安らかにお眠ねむりください。お嬢さまは必ずや、この長尾家の因果から、わたくしが……」

　直江大和は、自分の表情を見られたくないかのように、天を見上げている。

　暗あん鬱うつな灰色の雲に覆おおわれた、越後の空を。

　そして。

「うわ……うわああああああ！」

　毘沙門天から、ただの少女に戻った瞬間。

　虎千代は、為景のもとからぴょんと飛び退のきながら、叫さけんでいた。

　その兎うさぎのように赤い瞳は、自分の無力さに対する深い怒いかりと黒い絶望とに燃えていた。

　なにが、毘沙門天の化け身しんだ。

　自分が毘沙門天であると、噓までついた。

　それでも老いた父一人、守れなかった。

　姉を自分の身代わりとして、野や獣じゆうのような男に差し出した。

　いったいなんのために自分は生まれてきたのか。

　日光のまぶしさにすら怯えるようなこんな脆ぜい弱じやくな身体からだで。

　父親を、殺し合いの因果から救い出すこともできず。

　男たちの好こう奇きの視線に怯え。

　ただ春日山に隠れ、母と姉に甘えて、無む償しようの愛情をねだるばかりの日々だった。

　これほど重い因果に搦からめられた家に生まれていながら、これまでなにをなすこともできなかった。

　許す？　おとちゃの罪を許す？　とらちゃに、そんなことを言う資格があったのか？

　ただひとつ、許す方法があるとすれば、それは──。

「おとちゃが因果応報で死なねばならなかったというのなら、その因果は、とらちゃが引き受ける！　毘沙門天！　とらちゃから、肌はだの色を、髪かみの色を、瞳の色を奪うばっておきながら、なぜ命を奪わない？　おとちゃの罪を許せ！　その代わりに、とらちゃの命を、持っていけ！」

　虎千代は、叫びながら崖がけから飛び降りて鯨けい海かいの荒あら波なみへと自分の身体を差し出していた。

　なんのためらいもなかった。

　宇佐美も直江大和も、あまりにも一瞬のことだったために、制止できなかった。

「な……なにいいいいっ？　虎千代てめえ、なんてことを！」

「お嬢さま!?」

　二人は為景の遺い骸がいの存在ゆえに一瞬ためらったが、次の瞬間には無言で自ら虎千代を救い出すために崖の下へ──波しぶきの中へと飛び降りていた。

　同時だった。

　虎千代の小さく脆もろい身体は、清せい浄じような鯨海の底へと沈しずんだ。




　波にのまれ流されていく虎千代の呼吸は、この時、止まっていた。

　生と死の狭はざ間ま、天と地との狭間で──。

　虎千代は、夢を、見ていた。

　鯨海の底に身体を残して、虎千代の意識だけが、天へと引き上げられていく。

　脆い肉体を持っていた時には直視できなかったあの太陽へ向かって、虎千代は上じよう昇しようしていく。

　見下ろすと、宇佐美と直江が鯨海へ飛び込んで自分の身体を引き上げようとしている光景が、ありありと見えた。

（とらちゃは、死んだのか？　おとちゃは？）

　宇佐美と直江、こんな自分になにがしかの期待をかけてくれてきたあの二人まで巻き込んでしまわないよう、虎千代は祈いのった。

　虎千代は、ぐんぐんと地上から引き離され、どこまでも昇のぼっていく。

　気がついた時には、満天の星の中を漂ただよっていた。

　背後には、青くて丸い星が、見えた。

　ああ。あの青い星がとらちゃが暮らしていた「地」だ、と聡さとい虎千代は気づいた。

　太陽は、まばゆい星々がきらめく闇やみの中に、なおも赤く輝かがやいている。

　暗黒の夜空の中に、太陽がぎらぎらと輝いている。

　その太陽の彼方かなたから、誰だれかの声が聞こえた。

　知らない声だった。

　男か女かもわからない、奇き妙みような声。

『虎千代よ。長尾為景の命はすでに尽つきた。しかし生前の罪をなかったことにはできない。むろん、そなたの命と引き替かえにもできない。そなたはまだ、死ぬべき時ではない。地上へ戻り、生きねばならない』

　その声は、虎千代の意識の真ん中へと直接届いた。

「なぜだ。とらちゃは、なんのためにこんな姿で生まれてきた。本猫寺の当主のように、新しい宗門を作って民の心を癒いやすためか？　おとちゃにやったように、毘び沙しや門もん天てんのふりをして噓うそをついて人を救うためか？」

　虎千代は、己の意思をその何者かにぶつけた。

『虎千代、そなたは人間でもなければ、少女でもない』

「人間ではない？」

『そうだ。そなたは、ほんとうにこのわたし、毘沙門天の化身であり分身である。毘沙門天とは、地上の世界を生み出した天の意思そのものであり、この宇宙そのものである。そなたはその毘沙門天の魂を人間の身体に宿して春日かすが山やま長尾家に生まれた。そなたのその白い肌と赤い瞳ひとみとは、しるしである』

　信じがたい言葉を、虎千代は聞いた。

「とらちゃに、なにをしろと言うのだ？」

『毘沙門天の化身として、乱れた世に正義を示し、失われた秩ちつ序じよを回復せよ。神の化身として自ら戦場に出て槍やりを取って悪あしき者どもと戦い、正義の心を人々に示せ。欲よくの戦いくさではなく、義の戦というものをなせ。懲こらした悪には慈じ悲ひを与あたえ、悪を善となせ。神が人のかたちをとって戦というかたちで世に正義を知らしめる奇き跡せきがあると、そなたはその短い全ぜん生しよう涯がいをかけて人々に訴うつたえよ』

「人を救うのに武が、戦が、なぜ必要なのか？」

『そなたに武の力があれば、為景は一いつ揆きに殺されなかった。しかしその一方で、そなたが慈悲の心によって為景を許さなければ、為景の魂は救われなかったであろう。そなたは義を示すために悪人と戦い、かつ、慈悲の心をもって彼らを許すのだ。人の命と、人の魂、そのいずれも救うのだ。それが、ほんものの神の道だ』

　なぜだ。なぜ、こいつはうさみのようなことを言う。義のための戦？

　なぜ、直江大和のようなことを言う。神の子として生き、悪人に慈悲を与える？

　ほんとうに、こいつは毘沙門天なのか？

　とらちゃは、海中で溺おぼれながら夢を見ているにすぎないのではないか？

　虎千代の明めい晰せきな心が、自分が今体験しているこの邂かい逅こうが現実なのか妄もう想そうなのかと問いかけ、迷わせる。

「断る。坊ぼう主ずや神人が槍を取って戦をすることを、とらちゃは好まぬ！　戦をすれば人が死ぬ。宗門や神仏は、人を救うためにあるはずだ！　武将か、出家か、いずれかだ！　どちらの生も同時に生きるなど、強ごう欲よくだし矛む盾じゆんだ！」

『末法の世だ。釈迦牟む尼にが大王になる道を捨てて出家し、それで世が定まっただろうか？　戦が終わっただろうか？　終わらなかった。釈迦牟尼の一族は滅び、彼の一族の国もまた消えた。武によって滅ほろぼされたのだ。西方にも、同じ運命を辿たどった神の子がいた。その者は帝てい国こくに武で抵抗せず、十じゆう字じ架かにかけられて人々に義と救済を示した。しかし、やはり、それでも戦乱は終わらなかった。言葉だけでは、世は変わらず、人は救われない。言葉は、慈悲は、人の魂たましいを救える。救う手助けができる。しかし命を救うものは武だ。慈悲の心に裏付けられた無私の義戦だ。乱世の神は、生きてあらねばならない。生きて、そして戦わねばならない』

　西方？　十字架？　船に乗って西国に現れたというキリシタンのことか？

　とらちゃはいつどこでキリシタンにまつわるこんな詳くわしい話を耳にした？　これがとらちゃの夢ならば、とらちゃはどこかで誰かから、キリシタンについて聞いていたはずだ。でも、思い出せない……。

　ならば、これは夢ではないのだろうか？

『虎千代よ、そなたは釈迦牟尼たちとは異なる生き方を示せ。人としてではない。神として義戦を戦い、かつ敵をことごとく許し、命と魂をともに救え』

「なぜ、とらちゃが」

　お前は自ら毘沙門天を名乗って、長尾為景の罪を許す、と口にした。言葉にした。その瞬しゆん間かんに、お前は自分が為景に伝えた言葉を自ら生涯をかけてほんとうのことにしなければならなくなったのだ、と毘沙門天は答えた。

『自らの主あるじを二人も殺し、神を信じる門徒たちと争い殺し、世の秩序を乱した長尾為景の罪ざい業ごうをあがなうために、お前は毘沙門天の化身として生きる定めを背負ったのだ。これは、罰ばつである』

「罰？」

　腑ふに落ちた。

　疑問は、氷解した。

　この毘沙門天との対話が夢でも幻まぼろしでも構わぬ、とらちゃにとって真実であればそれは真実だ、と虎千代は叫んでいた。

　虎千代は、自分自身の存在理由を、ついに見つけた気がした。

　おとちゃは、たくさんたくさん、悪いことをした。

　越えち後ごでいちばん偉えらい人であり越後の王である守護を殺し、その越後の王よりもさらに偉い関東管領を殺した。

　越後守護と関東管領の家系・上杉家を無残に衰すい退たいさせ、越後と関東に大乱を引き起こした。

　越えつ中ちゆうの一揆にも厳しく当たり、父親を殺された復ふく讐しゆう戦を繰くり返し、本国越後で本ほん猫びよう寺じを禁教とし弾だん圧あつした。

　主である守護のために戦った宇佐美の一族を、皆みな殺ごろしにした。

　悪いことばかりしている。

　多くの人を死なせた。

　でも、おとちゃだって、やりたくてやったわけではない。

　戦って勝ち残らなければ滅ぼされるから戦ったのだ。

　しかたがなかったのだ。

　戦国の世だから。乱世だから。

　誰も彼もが、戦い、裏切り、殺し合う。

　誰かが、この因果の連れん鎖さを断ち切らねばならない。

　すべてを、許さねばならない。

『そうだ。死にたくないから戦う、滅びたくないから相手を殺す、それが欲の戦だ。己おのれの命を守りたいと願う、これは生物すべてに備わっている欲だ。人々が義を見失い、欲と欲が戦という形でぶつかり合えば、今のような果てしない乱世となる。しかも種たね子が島しまや大おお筒づつという南なん蛮ばんの新兵器が、日ノ本の国に続々と入ってきている。あれらの兵器を用いれば、戦で死ぬ人数は、まるで桁けたが違ちがうものとなる。人々は義なく欲にとらわれ新たな兵器を生み出しさらに殺し合う。地に生きる人間たちはみな危機に陥おちいっているのだ、虎千代よ』

「……種子島……」

　聞いたことがない、ような、ある、ような……。

　いや。もう、疑うまい。

　この毘沙門天との対話がうたかたの夢であっても、とらちゃにとっては夢ではなく確固とした真実なのだ。

『そなたは神の化け身しんだ。自分自身の命、自分自身の滅びへの恐きよう怖ふ、己の欲の、その一切を克こく服ふくし、純じゆん粋すいな義の光を人々に示すために戦え。死ぬまで、戦え。その行こう為いが、為景の罪をあがなうことになろう』

「それでおとちゃの罪は、許されるのか。ほんとうか？」

『そなたにしかできないことだ。よいか。これは罰であり、呪のろいである』

「呪い、なのか」

『そうだ。祝福でもあり、呪いでもある。決して人間になろうとするな。神として、毘沙門天としてのみ生きよ。それ以外の生き方はそなたには許されていない。煩ぼん悩のうを捨てよ。そなたの日に当たると焼け付く白い肌はだも、飽ほう食しよくすればたちどころに吐はき戻もどしてしまう弱い臓腑も、一目で神の子とわかるその容姿も、すべてはそなたをただの人間にしてしまおうとする内外の煩悩からそなたを守るために備わっている』

　ことに、恋こい心ごころはそなたの魂を堕だ落らくさせる。己の血が通った子孫を残そうとする人間にとって、恋心ほど強きよう烈れつな欲はない、仏門が出家と禁欲を勧すすめるのもこの欲がすべての障害となるためだ、と毘沙門天は告げた。

『虎千代。もしも生きた人間に恋をすれば、そなたはたちどころに、死ぬ』

　あなたを愛している、とひとたび人間に告げれば、そなたの心の臓はその瞬間に、止まる。

　よいな。そなたを守るために長尾政景に嫁とついだ、綾の意志をむげにしてはならない。

『恋心は、すべて己の心の内にとどめ、煩悩を昇しよう華かせよ、それが毘沙門天として生きるそなたの宿業だ。己の恋に生きてはならない。人々に道を示す、輝ける道標として生きるのだ』

　わからぬ。恋心とは、それほどのものなのか。幼いとらちゃにはわからぬ。

　だが、その程度の呪いなど、乗り越こえられぬはずもない。

　とらちゃは、生きるべき道筋を見つけることができた。

　自分がなんのためにこのような姿に生まれ、なんのために苦しんできたのか、そのすべてを知った。

　後こう悔かいなどない。

「わかった。この虎千代が！　長尾為景の子は、己の欲を克服した義将だと、慈悲の心で救世をなす毘沙門天の化身だと！　天下に知らしめる！」

　それでおとちゃが救われ、とらちゃの苦しみに意味が与えられるのならば、とらちゃは生涯、恋などしない。

　神として戦い、神として生き、いつか神として天に還かえる。

　そう誓ちかおう。

　約束を違たがえるな、毘沙門天。

　虎千代の意識は、そこで途と切ぎれた。




　　　　※




「うっひゃああああ！　虎千代が、息を吹ふき返したぜ！」

「お嬢じようさま！　これは奇跡です。まさか蘇そ生せいしようとは」

「虎千代。ほんとうによかった。為景さまも、きっと喜ばれているはず」

　虎千代が再び目を開くと、そこは春日山城の館の一室だった。

　どうやら、眠ねむっていたようだ。

　とらちゃは、親おや不知しらずの海に落ちたのではなかったのか？

　見慣れた顔ぶれが、仰あお向むけに寝ねていた虎千代を囲んでいた。

　ただ、為景の姿はない。

　やはりおとちゃは死んだのだと、虎千代は唇くちびるを嚙かんだ。

「ほれ。てめえにダメ出しされた兎うさぎのぬいぐるみを改良した。いいか、こいつを光に当てると目の玉が赤く光るんだ。すごいぞ！　南蛮渡と来らいのビードロってやつを目の代わりに埋うめ込んだんだ……って、こらああ！　うさちゃんを投げるなあああ！」

「宇佐美、とらちゃはもう子供ではない」

「うるせえ。大人は自分のことを『とらちゃ』って言わないんだぜえ～」

「お嬢さま。越後軍の越中からの撤てつ退たいは、成功しました。為景さまの葬そう儀ぎはすでに終わりました。為景さまは病を発して倒たおれられ、そのままお亡なくなりに。春日かすが山やまの今の主は、兄上の晴景さまです」

「わかった、直江大和。そして、おかちゃ」

　虎千代は、母である虎とら御ご前ぜんの手をにぎっていた。

　虎御前はすでに、夫の菩ぼ提だいを弔とむらうために出家する準備を進めていたらしく、手に数じゆ珠ずを持っていた。

「なに、虎千代？　お腹なかがすいたの？　あなたは肉を食べないけれど、なにか食べないと滋じ養ようがつかないでしょう。たくさん、笹ささ団だん子ごを用意しているわ」

「とらちゃが進むべき道が見つかったのです、おかちゃ。いえ、母上」

「まあ。それでは、出家か武将か、いずれかを選んだのね？」

「直江大和は出家を勧めてくる。宇佐美は姫ひめ武将になれという。しかし、おとちゃが蒔まいた因果の種は、子が刈かり取らねばならない。越後守護の家系であり関東管かん領れいの家系である主しゆう筋すじの上杉家を、長尾為景の子が復興し、罪を償つぐなわなければ」

　虎御前の目には、蘇生した虎千代がまるでほんものの毘び沙しや門もん天てんのように輝かがやいてみえた。

　宇佐美と直江大和もまた、息をのんでいる。

　あの瞬間からだ。毘沙門天になりかわり、為景に「許す」と言ったあの時から。

　虎千代の中で、なにかが大きく変わった。あるいは、これまで眠っていたものが目覚めた。

「とらちゃは姫武将になり、越後と関東の騒そう乱らんを終わらせ、上杉家を復興する。それが、おとちゃの罪の償いになり、天下に義を知らしめることになる」

「では、虎千代は姫武将になるの？」

「ただし、とらちゃは嫁よめにはいかぬ。武将にはなるが、出家と同じ戒かい律りつを守る。毘沙門天の力は、純潔を守らなければ失われる。夢の中で出会った毘沙門天から、そう聞かされた。とらちゃは誰だれの嫁にもならず、すべての人を慈じ悲ひの光で照らす越後の軍神となる。ほんものの毘沙門天に。これからとらちゃは自ら、毘沙門天の化身と称しようする」

　虎千代の心に宇佐美定満と直江大和がそれぞれ蒔いた種は、鯨けい海かいの底に沈しずんだ際に、このような形で花開いたらしい。

「まあ。出家と武将、どちらも捨てないなんて。欲よくが深すぎるわ、虎千代」

「欲ではない、母上。これは、義だ。とらちゃは、正真正しよう銘めいほんものの毘沙門天として生きることにした。絶対に、おねちゃを失望させない。とらちゃを守るために長尾政景に嫁いだおねちゃに、後悔はさせない」

　戦い、かつ、救う、そのような困難の道を、虎千代は選んだのだ。

　自ら越後の軍神となり、人としての幸せも我が欲よくも捨て、出家したも同じ世捨て人となり、ただ乱世の人々に義を示し道を切り開くためにのみ生き、かつ刀を握にぎって戦場へ自ら赴おもむき、義の戦いくさを戦い抜ぬく。

　途方もない話だった。

　かの天あま照てらす大おお神みかみでさえ、軍事は弟である素す戔さの嗚おの尊みことに託たくしていたのではないか。

　釈迦ですら、仏ぶつ陀だの道と転輪聖じよう王おうの道の二つを同時に選び取ったりはしなかったではないか。

　宇佐美も直江も、それほどの難行をただの人間の少女である虎千代に要求しようと考えたことすらなかった。

　そのような離はなれ業わざが、人間の少女に可能なのだろうか？

　だが、虎千代は、「やる」と断言した。

「ほんとうにとらちゃが毘沙門天の化身なのかどうかを決めるのは、誰でもない。自分自身だ。自分の真実は、この胸の内にある。夢であろうが噓うそであろうが、自分自身が納得する生き方ができればそれが真実になる。ならば、最後まで毘沙門天として生きてみせる。もはや、己の姿を恥はじぬ。奇き妙みようとも思わぬ。堂々と越後の民の前に姿を現し、堂々と敵前を行軍しよう。わが肌もわが瞳ひとみもわが髪かみも、すべてはわれが毘沙門天だという『しるし』だ！」

　いつもここではないどこかを彷徨さまよっていたような赤い瞳が、今は、揺ゆるぎなくここにある。

　宇佐美定満も、直江大和も、（ああ。自分がこの子をここまで追い詰つめてしまったのではないか。虎千代がその小さな胸に抱いだいた理想は、実現不可能ではないのか。壮そう大だいな徒労ではないのか。なによりも虎千代自身にとって、果てしのない苦行以外のなにものでもないのではないか）という胸が詰まるような思いを抱いたが、しかし生まれてはじめて自らの存在意義を見つけ、神こう々ごうしいまでの威い厳げんを放ちはじめた虎千代の姿を前にすると、なにも言えずに思わず頭こうべを垂れてしまった。

　そうだ。もうすでに、虎千代は自らの生きる道を定めたのだ。

　自分にできることは、虎千代を守るために己の命を捧ささげることだけだ、と二人は瞬しゆん時じに覚かく悟ごを固めた。

「わかった。よくぞその歳としで、それほどの決断を下したもんだ。オレの命を、くれてやる。使え」

「いいでしょう。神の子のまま、姫武将におなりなさい。この直江大和も生しよう涯がい独身を貫つらぬき、お嬢さまの理想のために生き、そして死にます」

「おいこらーっ！　直江え！　生涯独身を貫くだなんて適当こくんじゃねえ、このきざ野や郎ろうが！」

「宇佐美さま、あなたもお嬢さまの軍師ならば生涯独身を誓わないのですか？」

「誓えるかそんなもん！　オレはなあ、てめえみてえな青白いうらなりとは違ちがうんだ！」

「やれやれ。あなたのお嬢さまへの忠誠心など、しょせんその程度ということですね」

「オレは戦を担当するからいいんだよっ！　てめえこそ絶対に妻を娶めとるなよ？　娶るんじゃねえぞ？　いいな？　てめえが尻しつ尾ぽを出す瞬間をこの手で捕つかまえるためによぉ、ずっと見張ってやるぜえ！」

「ああいやだ。衆しゆ道どう趣しゆ味みはわたくしにはございません」

「オレにもねえよ、気持ち悪いんだよ！」

　宇佐美と直江が激しくいがみ合う姿を眺ながめながら、虎千代と虎御前は苦笑し合っていた。

「そうだ。おねちゃはだいじょうぶなのだろうか、母上。政景にいじめられていないだろうか」

「ええ、政景どのは綾を丁てい重ちように扱あつかってくれているわ。それよりも、晴景どのと政景どのの関係が早くも険悪になりつつあるの。昨日も、為景さまの葬儀の席次を巡めぐって一ひと悶もん着ちやくあったばかりよ」

「兄上は、政景にまつりごとと戦をすべてゆだねるとばかり思っていたが。なぜ揉もめるのだろう」

「政景どのは、一日も早く自ら守護代になりたいらしくて。お飾かざりでも晴景どのが自分の上にいることが我が慢まんできないみたい。あの男の野心は、とめどがないわ。ほんとうに、為景さまが若返ったかのよう」

「……おとちゃが死んでまもないというのに。政景め、欲深な男め」

　虎千代は、欲を恥はじとも思わない長尾政景を忌いま々いましく思い、歯ぎしりしていた。




　　　　※




　為景の葬儀が終わったあと。

　守護代となった兄・長尾晴景は相変わらず体調が思わしくなく、妹いもうと婿むことなった上田長尾家の政景にほぼ全権をゆだねた形となっていたが、為景が死んで惰だ弱じやくな晴景が守護代となったために越えち後ごの各地で次々と国こく人じん衆が反乱を起こし、越後はまたしても内乱状態となっていった。

　この内乱は、意外に根が深かった。

　奥おう州しゆうの名家・伊達だて家が、自らの一族を越後守護・上杉定実の養子として送り込み、越後を奪うばい取ろうと画策していたのだ。

　上杉定実は長尾為景に担かつがれた傀かい儡らいの越後守護だが、高こう齢れいにもかかわらず実子がなく、後こう継けい者しや不在のままだった。実質的な越後の王である為景の存命中は問題にならなかったが、為景の死によって「越後守護」の存在が再び重要性を帯びてきたのだった。そこにすかさず、隣りん国ごくの伊達家が介かい入にゆうしてきた。

　為景のいない越後など恐おそれるに足らずとばかりに奥州から踏ふみ出して越後の支配に乗り出した伊達家と、越後人でもなんでもない伊達家の守護などいらぬと激げき怒どした下か越えつの国人衆「揚あが北きた衆しゆう」との間に紛ふん争そうが起こり、これが越後国内での親伊達派・反伊達派の分ぶん裂れつ対立を呼んだ。

　さらに、存在感がなく戦に出てこない新守護代・長尾晴景をなおも支持する春日山長尾派と、越後の実権を握った上田の長尾政景を推おす上田長尾派の対立がこれに絡からみ、「やはり為景の旦だん那ななき今、越後は一気に崩ほう壊かいしつつある。もうこいつはどうしようもねぇ」と宇佐美が調停に奔ほん走そうしながら嘆なげくほどだった。

　ところがこの時、伊達家内で、越後への養よう子し縁えん組ぐみ政策を巡って当主である父とその息むす子こが相争う内紛「伊達天てん文ぶんの乱」が発生した。伊達家の父子の相そう克こくをきっかけに、たちまち大おお崎さき・葛か西さい・田た村むら・石いし川かわ・蘆あし名な・二に階かい堂どう・最も上がみ・相そう馬ま・黒くろ川かわら奥おう羽うの諸家が真っ二つに分かれて戦うという異常事態となったため、伊達家はあと一歩というところでついに上杉定実との養子縁組と越後支配をあきらめざるを得なくなった。

　だが、ひとたび火が付いた越後国内での派は閥ばつ抗こう争そうは収まるどころか激しさを増すばかりとなり、春日山城にもいつ謀む反ほん人にんの兵が押し寄せてくるかわからない情勢となっていった。

　むろん、晴景を一刻も早く廃はいして自ら越後守護代にならんとする野望を抱いた長尾政景が両派閥を煽あおり続けているのである。政景は、晴景が病死するまでおとなしく待っていられない性格だ。ぐずぐずしていると他の者に虎千代を奪い取られるのではないかという焦あせりもあった。

　このような緊きん張ちようの中で──。

　いつ元服し、いつ姫武将となるか、虎千代は林泉寺に潜ひそみながら自らの運命がはじまるその時を待った。

　その日が、来た。

　林泉寺で座ざ禅ぜんと瞑めい想そうに励はげみつつ、宇佐美から軍学を、直江からまつりごとを学んでいた虎千代は、自分自身とはすべてが正反対の姫武将の存在を不意に知った。

　その許されざる悪人の名は、武たけ田だ晴はる信のぶ。

　甲斐かい源げん氏じの嫡ちやく流りゆう、甲斐国守護の武田信のぶ虎とらを父に持つ、名門中の名門の姫武将だった。

　おとなしく気弱で、寡か黙もくな少女だったという。

　まだ十代の少女なのに、学者も舌を巻いて逃にげ出すほどの学識の持ち主だとも。

　ところがその晴信が、いきなり自分の父親を駿河するがに追放して、甲斐守護の座を強ごう引いんに奪い取ったのだという。

　さらには、自分の妹が嫁とついだ先である信濃しなのの諏訪すわ家を攻せめ滅ほろぼそうとしているのだとも。

　諏訪家はただの武家にあらず。古代出いず雲もの「国くに津つ神かみ」・建たけ御み名な方かた神のかみの血を引く神みわ氏しであり、本職は諏訪神社の大おお祝ほうりすなわち神官であった。本ほん猫びよう寺じ当主などよりもはるかに歴史がある、神聖な一族なのだ。

　武田晴信は気弱な学問好きの少女という仮面を被かぶりながら、突とつ如じよとして父を追放し、さらにはそしらぬ顔で妹の婿を、それも神氏の諏訪家を滅ぼそうとしているのだ。

　虎千代は、衝しよう撃げきを受けた。

「父を、捨てた、だと？」

　幼くして父を戦で失った虎千代にとって、自分の父を野望のために国外へ追放する姫ひめ武将など、およそ考えることもできない純じゆん粋すい悪そのものであった。

　まるで、父の罪ざい業ごうをあがなうために生涯不ふ犯ぼんの義将となることを誓ちかった自分を、武田晴信があざ笑っているかのような、そんな不ふ愉ゆ快かいな気分に襲おそわれた。

　虎千代は、青竹を振ふりながら、山を駆かけた。駆けながら、咆ほう哮こうした。

「自分の父親を他国へ追放して、家か督とくを奪うなんて。自分の妹を政略の犠ぎ牲せいにして、妹婿を討うち滅ぼそうとするなんて。間違っている。そんな者、絶対に許せない」

　宇佐美定満が、「落ち着け！」と騒さわぎながらあわてて虎千代を追いかけた。

「その竹で割ったような性格なんとかならねえか、虎千代！　武田晴信は親おや父じに疎うとまれて廃はい嫡ちやくされかけていたんだ、やらなきゃやられるところだったんだぜ！」

「いくら冷たくあしらわれていたとはいえ、廃嫡されかけたとはいえ、父は父。子は子。それを……ありえない！」

　虎千代が一いつ気き呵か成せいに走り終えた地点には、直江大和が「お嬢じようさまの走る道筋はお見通しです」とばかりに待っていた。

　虎千代は、二人に宣言した。

「決めたぞ。わたしは、今日より姫武将になる。正式に姫武将となり、いずれ越後兵を率いて、武田晴信に天てん誅ちゆうを加える！」




　電撃的に、その日は来た。

　長尾虎千代、元服。

　虎千代は宇佐美定満と直江大和を携たずさえて春日かすが山やま城本丸に入り、主君である兄・晴景と対面し、越後初の姫武将として戦場で戦うことを誓った。

　以後、長尾景かげ虎とらと名乗る。

　晴景は「姫武将の慣習は、越後にはないが……」とうろたえたが、小こ柄がらな身体からだでありながら父・為景を彷ほう彿ふつとさせる景虎の鋭するどい視線と毅き然ぜんとした口調に、反論することはできなかった。

「そなたが女でありながら武将になったことを認めぬ越後の国人たちが、これを不服としてまた暴れなければよいが」

　気の弱い晴景はつくづく、守護代に仕え従うということを知らない越後の国人衆の気風に疲つかれ果てていたが、景虎がいずれ姫武将になるという話そのものは以前から宇佐美から聞かされていた。宇佐美はそれなりに根回しし、十分に下準備をしていたらしい。

　ついに、認めた。

「ありがたき幸せ！　これよりこの景虎、姫武将として兄上をお守りいたします」

「う、うむ」

　晴景は、久しぶりに会ったこの異形の妹が娘むすめとして成長している姿を見て、戸と惑まどいを隠かくしきれないでいる。

　まるで、後光が差しているかのようにまばゆい、美しい異形の妹。

　これは人なのか。ほんとうに、神の子なのではないか。

（長尾政景が虎千代にしつこくこだわっていた理由が、やっとわかった。もし、この尋じん常じようならざるまばゆさに包まれている娘が僕の妹でなければ、僕とて）

　晴景はこの時、不意に妙みような気分に襲われた。

　息が苦しい。頰ほおが紅潮していた。自分の妹である虎千代改め景虎を、直視できない。

（馬ば鹿かな。相手は自分の実の妹ではないか。だが、この胸のときめきはどうしたことだ。ただの情じよう欲よくではない。僕は風流人だ。これまで多くの女と浮うき名なを流してきたが、このような胸がかきむしられるような苦しい想おもいを、僕はいちどたりとも女に対して抱いだいたことはなかった。女などは僕の身分と肩かた書がきに容易になびく安い連中ばかりだと思っていた。しかし、景虎は違う。僕のような惰弱な男が触ふれてよいような存在ではない。そうか。これが、恋こい心ごころというものか？）

　生来虚きよ弱じやく体質で戦いくさ嫌ぎらいの晴景にとって、父・為景から譲ゆずられた越後守護代の座などは重荷に他ならなかった。長尾政景に譲ってもいいとさえ思っていたが、譲れば為景に似た性格の政景は守護代の座を手に入れると同時に「用済み」とばかりに自分を殺すかもしれない。その恐きよう怖ふゆえに守護代の座を手放すこともできず、乱れに乱れる越後の情勢から逃のがれるように春日山城に逼ひつ塞そくして酒と女に溺おぼれ、「この戦乱の世は地じ獄ごくのようなものだ。僕は戦など捨て、風流人として静かに生きていきたい。さりとて、越後守護代の座を捨ててでもともに生きたいと思わせてくれる運命の女によ人にんに巡り合うこともできない」と日々苦しみ続けていた。

　その晴景が、生まれてはじめて、女人に心を奪われていた。

（その姿は神のように美しく、その心は清らかで、そして自ら剣けんを取りこの戦乱の世を武将として駆け抜ぬけていこうと決意できるほどに強い。僕にとって理想の女人だ。いや、僕などが抱いていたちっぽけな理想を、はるかに超こえている）

　だが悲劇的なことに、その運命の女人は、実の妹だった。

（なんということだ！　これが恋か。政景はわが妹を手に入れられるかもしれないが、僕には無理だ！　実の兄と妹ではないか──生きて景虎への想いを遂とげることは僕にはかなわない。胸をかきむしられる切ない恋とはこのことか。ああ。ああ。僕は、今にも狂くるってしまいそうだ！）

　晴景は内心、ほとんど狂した。妹に気取られてはならない。とりつくろうように、虎千代改め景虎に言葉をかけた。

「む、無理をするでないぞ、命を粗そ末まつにするな。そなたの父も祖父も、戦場で討ち死にしているのだからな」

　景虎は、はじめて兄から優やさしい言葉をかけられて、思わず目を潤うるませた。

　よかった、わたしと兄上との関係はとてもよい。わたしは父上にも兄上にもほんとうは愛されていた。父を追放し妹の幸福を踏みにじった武田晴信とは違ちがう──。

　つくづく、自分と年ねん齢れいが近い姫武将でありながら、政景以上に己おのれの欲よく望ぼうのままに生きているとしか思えない武田晴信が許せなかった。

　自分を白子として放置してきた父を恨うらめ、綾を奪うばった長尾政景を殺して綾を奪い返せ、それが人間らしい生き方だ、己の欲ほつするままに生きろ。

　見知らぬ晴信に耳元でそう囁ささやかれているかのようで、たまらなかった。

　武田晴信が信濃を侵しん掠りやくすれば、次は越えち後ごである。

　いずれ、長尾と武田とは、国境を接する。

　信濃と越後の国境近辺、善ぜん光こう寺じ平だいらあるいは川かわ中なか島じまで、両者は激突することになろう。

（わたしが毘び沙しや門もん天てんとして生きるためにも、あのような奸かん悪あくな姫武将を認めてはおけない。わたしが倒たおす）

　長尾虎千代改め長尾景虎はまだ、自分が兄から守護代の座を奪い取り、さらに越後の守護となり、ついには主しゆう筋すじの上杉家そのものをも吞のみ込みわがものとして自ら「上杉謙けん信しん」と名乗り関東管かん領れいに就任する運命を、知らなかった。

　兄である晴景の心に自分に対する悲劇的な恋れん慕ぼの情が生まれてしまったことにも、その原因がこの世の人間のものとは思えぬほどに気高くかつ美しすぎる存在感を放ちはじめている景虎自身であることにも、まだ気づかなかった。




　　　　※




　越後初の姫武将──虎千代改め、長尾景虎は、兎うさぎのように白い肌はだはそのままで、身体も小柄なままだったが、いまや栃とち尾お城の城主となった。中ちゆう越えつのほぼ中央部に位置する栃尾城は本ほん庄じよう実さね乃よりという国こく人じんの居城だったが、守護代となった景虎の兄・晴景に従わない下越・中越の国人たちの反乱を抑おさえるために、景虎が兄の代理人として入城したのである。本庄実乃は、景虎の異相と堂々たる態度を見るや、「越後の女王になるべきお方」と見抜き、自らの城を景虎に譲り渡わたした。以後、本庄実乃が栃尾城主としての実務を引き続きこなしつつ、景虎を補ほ佐さする「軍師」と「宰さい相しよう」──宇佐美定満と直江大和が「越後初の姫武将」となった景虎を実地で教育していた。

　その栃尾城で──ある日、景虎のもとに宇佐美定満と直江大和が現れて、そして景虎が予想もしていなかった知らせを伝えたのだった。

「なあ虎千代。いや違った、今は景虎だったか。言いにくい話だが、興奮せずに聞いてくれ。お前の兄の晴景が、お前を討とうとしている」

「兄上が？　なにかの間違いだろう宇佐美？　兄上とわたしとの関係は良好だぞ。春日山長尾家は、父と娘とが骨肉相食はむ武田家とは違う」

「いいえ。その春日山長尾家に今、内ない紛ふんの危機が生じているのですお嬢さま。長尾政景が、本家の晴景さまをそそのかしているのです」

「政景が？　あの男はいまや、姉上の夫。長尾家の一門衆筆頭ではないか！　しかも、病気でなかなか執しつ務むを執とれない兄上に代わって越後一国を切り盛りしている事実上の宰相だ。そんな立場の政景が、なぜ兄上とこの景虎を争わせようとする!?　なにゆえにだ？」

「それが、お前には聞かせづらい理由でな……おい直江。お前が語れ」

「いいですよ宇佐美さま。わたくしはそういう役目ですからね。わたくしが語りましょう。ですがその前に、お嬢さま。お嬢さまが兄君と不仲であると聞きつけた近きん隣りんの国人衆がいちはやくお嬢さまに反旗を翻ひるがえし、この栃尾城へ攻め寄せて参りました。如何いかがなさいますか？」

「論ずるまでもない直江。そのような噂うわさに惑まどわされる者どもを放置はしない。戦って勝ち、かつ、赦ゆるす。毘沙門天の化け身しんとして。お前たちに海の底から引き上げられたあの日の誓いを、わたしは生しよう涯がい捨てたりはしない」

　宇佐美定満と直江大和は「おい直江。もうそろそろお年とし頃ごろなのに、まだ毘沙門天ごっこが続いているぞ」「むしろ、だんだんこじらせてきています」と顔を見合わせていた。

「それよりも宇佐美さま。お嬢さまは実戦で采さい配はいを取れるのですか？　もしかしなくても、これが初うい陣じんでしょう」

「いやあ。一通りの軍学は教えたが、あまり頭に入ってなかったな。っていうか聞いてねえ。で、オレも途と中ちゆうからは教えるのをやめた」

「では、軍学の授業と称しようしてお嬢さまと過ごしていた時間、あなたがたはなにをしていたのです」

「釣つりだよ」

　直江大和はもともと青い顔をさらに青ざめさせ、「この男に軍学を教えさせたのは失敗だったかもしれません。お嬢さま、実戦とはまことに厳しいものですのに」と頭を抱かかえていた。

「初陣では、毘沙門天の化身として戦う、という流りゆう儀ぎはおやめください。越後には姫ひめ武将不殺の掟おきてがないのです。死んでしまいます」

「政景が煽あおったのだろうが、なにしろいきなりの反乱だ。こっちは、ろくに準備もできてねえしな……兵数もまともに集まらないぞ景虎」

「宇佐美さま。あなたが釣りなどに興じていたからでしょう？」

「お前こそ策士ならば政景をなんとかしろっ！」

「政景を暗殺すれば片付く問題ですのに、お嬢さまが許可してくださらないのです」

「待て。案ずるな直江、宇佐美。この戦で死ぬのならば、景虎は毘沙門天の化身ではなかったということだ。だがわたしはわたし自身を信じる。われは毘沙門天の化身、ゆえに無敵無敗であると。この信念が真実かそれとも虚きよ妄もうだったかは、戦の勝敗だけが明らかにしてくれる。ただそれだけだ」

「だがな景虎。婿むこも取らずに討うち死にだなんて乙おと女めの生涯の最さい期ごとしては憐あわれすぎるぜ？」

「ここここの景虎は、婿など取らないっ！　その話はよせ宇佐美っ！　集められるだけでいい、兵を集めろ！　わたしは出陣するぞ！」
















　宇佐美定満が「城下に号令を掛かけてくる」と景虎のもとを飛びだした後。

　すでに目の前に迫せまり来る「初陣」に夢中になっていた景虎は緊きん張ちようのおももちで、着物をすらりと脱ぬいでいた。

　全身が雪のように白い景虎の一糸まとわぬ姿。直江大和は困こん惑わくして、目をそらしていた。

「急いで着き替がえねば。鎧よろいが重すぎると辛つらいし、こちらの宇佐美が仕立てた陣じん羽ば織おりを着るか。だが宇佐美はどうも南なん蛮ばん趣しゆ味みが強くて、戦には合わない気がするが……」

「……こほん。お嬢じようさま。あなたももう、今日からは兵を率いて合戦を行う姫武将です。もう子供ではないのですから、殿との方がたの前で肌を見せてはなりませんよ」

「え？　そういうものなのか？」

「そういうものです。早く羽織りなさいませ。さあ」

「……うむ。直江大和、大たい儀ぎ。わたしの裸ら身しんは真っ白くて醜みにくいからな、人の目を驚おどろかせないように隠さねばならぬのだな」

「いえ。逆です。あなたはまばゆいほどにお美しいですよ。あなたは美しすぎるがゆえに殿方の心を激しく乱すのです。ですから姫武将の慣習が根付いていないこの越後では用心せねばなりません。お嬢さま」

「そうか？　そうは言うが直江、お前はずいぶん冷静だな」

「わたくしはお嬢さまを仏道の道にお誘さそいした者ですよ。わたくしと宇佐美定満は、お嬢さまの家族のようなものとお考えください。決してお嬢さまを、『男の目』で見ることはありません。ですが、年頃の娘むすめは父親や兄弟にも裸身を見せぬものです」

「……そ、そうなのか……直江大和……お前は……」

　景虎が頰を赤らめながら、「お前は宇佐美が好きだったんだな。だから妻帯せぬのだな」と真顔でつぶやき、直江大和は「違います！　どうしてそうなるのですか！」と珍めずらしく困惑していた。




　長尾景虎は、期せずして初陣の時を迎むかえていた。

　景虎はあくまでも、兄の代理として中越に睨にらみを利きかせるために栃尾城に入っていた。今、景虎のもとにはわずかな兵しかいない。そして、栃尾城に押し寄せてくる反乱軍の兵力は、数倍はあった。

　栃尾城に招集された将兵たちはみな、景虎がまだ子供にしか見えない幼い姫武将であることに戸と惑まどい、日の光を避さけるために白い行ぎよう人にん包づつみを被かぶり顔を隠かくしている景虎の、その赤い瞳ひとみにさらに戸惑った。

　越後には、姫武将の習慣はない──ほんとうに戦ができるのか、と彼らはいぶかしがり、動どう揺ようした。

　だが白馬に乗った景虎は、（やはりまぶしいな。はっきりと見えない）と目を細めて城下へと迫る雲うん霞かの如ごとき敵の軍勢を凝ぎよう視ししながら、突とつ如じよとして、自分の全身の感覚が異様に研とぎ澄すまされていることに気づいていた。親おや不知しらずの海に落ちて、毘沙門天と遭そう遇ぐうした時以来の、法ほう悦えつ感とも言えるような激しくまばゆいきらめきを、眼下の戦場に見た。

　まぶしくて、視界はよく利かない。だが、弱い視覚を補って余りある強きよう烈れつな「感覚」が、景虎を襲おそった。

　恐きよう怖ふと戸惑いと、そして、薄うす暗ぐらい月明かりのもとでは決して得られない「わたしは今、大地に生きているのだ」という充じゆう足そく感を、景虎は生まれて初めて得ていた。

「宇佐美。敵軍は三隊に分かれていて、それぞれの総大将が勝手に動いている。大地から天へと彼らの『気』が立ち上っているのが見えるぞ。これより騎き馬ば隊を率いて打って出て、彼らの『気』の隙すき間まを、断ち割る」

　手にした青竹を振ふりながら、景虎は、

「あそこと、あそこだ」

　と突とつ進しんするべき目標地点を宇佐美に告げた。理り屈くつはない。少なくとも、本庄実乃と直江大和には、まるで理解できなかった。宇佐美流軍学の基き礎そ講座を景虎相手に開いたことのある宇佐美にも、景虎が言う「気」の隙間など、見えるはずもない。軍勢から立ち上る「気」を感じ取れとは言うが、それは軍学者がこしらえた概がい念ねんであり理屈なのだ。人間の目に見えるものではない。

「理屈を経ずとも敵の隙がわかるのか、景虎？」

「不思議だ、宇佐美。敵勢を見て、ここが戦場だと実感したその瞬しゆん間かんから、わたしの頭は別人のように冴さえている。まるで、毘沙門天の力が乗り移ったかのように……」

「ですが、この栃尾城で、騎馬を率いている将兵は百ほどしかおりませんよ、お嬢さま」

「百もいれば十分だ。直江大和」

「待て。甲かつ冑ちゆうをつけろ、景虎！　そんな軽装のまま出しゆつ撃げきするんじゃねえ、矢が当たる！」

「宇佐美。わたしは小こ柄がらだ。そして馬も速く、わたしの意のままに動いてくれる。そう簡単に当たりはしない。もしも当たって死ねば、毘沙門天の化身ではなかったということだ」

　栃尾城に攻せめ寄せてきた国人たちは、まだ元服したばかりの幼い姫武将が栃尾城を仕切っていることを侮あなどり、

「子供に合戦ができるはずがない」

「まして、女とは」

「守護は病弱。前線に出てくる将は、姫武将。春日かすが山やま長尾家も終わったな」

「これからは上田長尾家の政景さまの時代よ」

　と景虎を侮り、一いつ気き呵か成せいに栃尾城を落とすつもりだった。

　しかし、栃尾城の門がいきなり開いて、小柄な姫武将がわずかな騎馬兵とともに突進してきたのだから、この時の彼らの驚きは言葉にはできない。これまで、姫武将という存在を見たことのない男たちである。

　景虎の初陣。

　馬と人とが、完全に一体となっていた。

　景虎の意志が直接馬に伝わっているかのような動きだった。

　しかも、景虎の身体からだは想像以上に小柄だった。

　まだほんとうに子供なのではないか、と彼らは驚きよう愕がくした。

　が、その赤い瞳だけが、なにか異形のもののように光り輝かがやいている。

　これより越えち後ごでの内乱は許さぬ、越後の国人たちはみな矛ほこを収め対立をやめるべし、降こう伏ふくせねば蹴け散ちらす、これは毘び沙しや門もん天てんのご意思である、と景虎が告げてきた。

「矢で討ち取れ！」

　景虎を討とうと、いっせいに矢が放たれる。一本も当たらない。ことごとくを、景虎を乗せた白馬が躱かわしていく。その景虎の後方から、

「無茶しやがる！　おい直江！　景虎の血路を開くから、手伝え！」

「槍やり働きはわたくしの本業ではありませんが、やむを得ませんね」

　今はなき長尾為景と何度も激戦を繰くり広げて来た歴戦の軍師・宇佐美定満と、為景の懐ふところ刀がたなだった直江大和の二人が、得物を持って飛びだしてきた。

「こうして馬で駆かければ、敵軍の『気』の動きを、より感じる。風が、伝えてくれるぞ、宇佐美。宇佐美は右手の『隙間』へ。直江はわたしとともに左手の『隙間』を断ち割る。同じ越後の武家同士だ、無む駄だに命を奪うばうな。隙間から突進して、各隊を分断し、背後へ回って蹴散らせ。逃にげる兵はそのまま逃がせ。降伏した将兵はみな助けよ」

　常に景虎の表情を覆おおっていた憂ゆう鬱うつさは、噓うそのように消え去っていた。

　景虎は、

（今、わたしは生きている。生きて、己おのれの使命を果たそうと、動いている。兄上のもとに、越後をひとつに。もう、国こく人じん同士の争いは終わらせる。武家も領民もみな、同じ越後という国のもとで争うことなく暮らす。そのような世界を築くのだ。そのための、初陣だ──）

　と、異常なまでの高こう揚よう感かんと達成感に、包まれていた。

　敵の総大将、しかも兎うさぎのように小柄な姫武将が、寡か兵へいの先頭に立って、いっさい迷うことなく自分たちめがけて突進してくる。

　小さくて素早い景虎に矢は当たらず、槍で攻めかかる者はみな、景虎の隣となりを駆ける青白い「宰さい相しよう」の直江大和が、小刀を投げつけて一撃で倒たおしてしまう。

「直江！　首を刺さすな！　同じ越後の武士同士だ、命を守れ！　峰みね打うちで済ませよ！」

「わたくしは戦いくさのほうは専門外でして、その余よ裕ゆうがありません。敵軍が多すぎるのです、お嬢さまが敵中深くに突進するからですよ」

「ならば、もっと速く駆けよう。敵兵どもがわたしに決して追いつけぬ速度で──背後に回れば、勝ちだ」

「やれやれ。軍学も理屈もありませんね、お嬢さまの戦には」

　なぜ数倍の兵がこれほど脆もろく崩ほう壊かいしていくのか？　誰だれにもわからない。わからないままに、風のように突進してきた景虎に、軍勢を断ち割られてしまっていた。

　総大将が自ら先頭に立って突撃してくるだけでも異常なのに、景虎は矢も槍も刀もまったく恐おそれずに遮しや二に無む二に突つき進んでくる。なにを目的としているのかすら、わからない。景虎には見えている。が、敵勢にはそれが見えない。そして、矢も槍も景虎には当たらない。小さな景虎を乗せた白馬が、まるで龍りゆうの如くうねり、走り、吼ほえる。「景虎を傷つけるな」と叫さけんでいる。

　長尾景虎は姫武将の姿をした化け物だ、鬼おにだ、長尾為景が女によ人にんの姿に転生したのだ……と敵将たちは青ざめていた。

　ほんの一刻前までは意気揚よう々ようと栃とち尾お城を攻めようとしていた敵兵は、士気を完全に喪そう失しつし、いっせいに敗走をはじめていた。

　逆に、栃尾城の将兵たちは、

「驚いた。われらの総大将は」

「景虎さまは──戦の天才だった！」

「なんたる勇気。なんたる強さ。なんたる非常識」

「これが、初うい陣じんとは……」

「源みなもと義のよし経つねの再来だ！」

　と、死を恐れず戦場を駆ける景虎の姿に勇気づけられ、士気は倍増した。

　こうなると、合戦は一方的となった。

　景虎は「殺すな。逃げる者は捨て置け」と彼らに命じながら、栃尾城へと馬首を翻ひるがえして駆けていた。

　合戦は終わったのだと意識すると同時に、景虎の全身が小刻みに震ふるえていた。

　今になって、恐怖を感じている……戦っている間は緊張のあまり自分が恐怖していることに気づけなかったのだ、と景虎は知った。

　このような一方的な勝ち戦など、越後に例を見ない。宇佐美定満と直江大和が呆ぼう然ぜんとした表情で景虎のもとへ駆け寄ってくる。とりわけ、直江大和は（お嬢さまがどうやって瞬時に敵軍の隙とやらを発見してこれを分断したのか、理ことわりでは説明がつきません）と一種の感激に震えていた。

　宇佐美定満が景虎をあくまでも武将にしようとしていた理由が、わかった気がした。

　しかも、景虎は自ら戦場で戦っていながらなお、慈じ悲ひ心しんを失ってはいない。敵味方を死なせないことに、こだわり続けていた。直江大和が見通していた通り、景虎は、希け有うな存在だった。

「宇佐美。直江。どうやらわたしは、兄上のお役に立てるぞ」

　どうやらお嬢じようさまはまことの戦の天才です、と直江ほどの男が思わず口走っていた──。

　宇佐美定満もまた、「こいつは……予想以上だ。オレの出番がねえ」と啞あ然ぜんとしている。

　越後初の姫ひめ武将・長尾景虎が「戦の天才」であるという噂うわさは、越後全土へとまたたく間に広まった。







　第四話　越えち後ご平定







　上じよう越えつ、春日かすが山やま城。

　かの梟きよう雄ゆう・長なが尾お為ため景かげから越後守護代の座を継ついだ長尾晴はる景かげは病がちで、かつ、跡あと取とりがいなかった。ただ一人の子・猿さる千ち代よは生まれてすぐに夭よう折せつしている。

　体調の問題や生まれ持った風流好きで惰だ弱じやくな性格のため、晴景が守護代となってからの越後は乱れに乱れていた。隣りん国ごくの伊達だて家までが後こう継けい者しや問題に首を突っ込む始末で、春日山城から遠く離はなれもともと独立性が高かった下か越えつの揚あが北きた衆しゆうなどは晴景を主君と認めずにほとんど独立したも同然のありさまだったし、中ちゆう越えつにおいても国人たちの独立・謀む反ほんが相次いでいた。

　あのおそろしい長尾為景が死んだ今、守護代長尾家などに遠えん慮りよすることはない。むしろ下げ克こく上じようを──と多くの国人衆が野心をたぎらせ、あれほど宇う佐さ美み定さだ満みつたちが奔ほん走そうして安定させていた越後国内は今や四し分ぶん五ご裂れつしはじめていた。

　本来ならば新しき守護代となった長尾晴景が自ら出兵してこれらの謀反を武力鎮ちん圧あつするべきだったが、身体が言うことをきかない。戦場へ向かおうとすると胃腸の具合が悪くなるので、晴景の身体の不調の半分は精神的なものが原因だったのかもしれない。晴景は色白できゃしゃで、腺せん病びよう質しつの男だった。そういう意味で、腹はら違ちがいの妹の景かげ虎とらと晴景は似ていた。あの梟雄・為景から生まれてきたとは思えない兄と妹だった。

　しかし晴景は、その妹・景虎が実は自分とは似ても似つかない存在であることをまもなく知ることになった。

　晴景政権の実権を握にぎり、越後の騒そう乱らんを片付けようと奔走している上うえ田だ長尾家の長尾政まさ景かげが、春日山城を訪おとずれて景虎の近きん況きようを晴景に伝えたからだった。

「あの景虎が、中越の国人衆を片かたっ端ぱしから撃破して従えている？」

「ああ。景虎は自ら望んで、騒乱地域となった中越の要である栃尾城に入城していた。予想通りというか、たちまち中越の国人衆が『姫武将など越後には無用』と栃尾城に入った景虎に反旗を翻した──まあ、俺が煽あおったのだがな」

「そこまでは計画通りだ。合戦になったのか？　妹は無事なのか？　栃尾城は下越にも近い！　もしも揚北衆まで攻せめ寄せてきたら妹は危あやういぞ。やつらには、守護や守護代に帰服するという概がい念ねんがそもそもない。連中をほどほどに暴れさせて、妹を怯おびえさせて春日山城へ逃げ込ませる。それが僕とお前が立てた計画だったはずだ！」

「フン。景虎が俺に泣きを入れてくれば魚うお沼ぬまから兵を出して救きゆう援えんし、春日山城へ連れ戻もどす。その手はずだったが、とんでもない裏目に出た。景虎は、わずかな手勢を自分の手足のように動かして反乱した国人衆の軍勢をことごとく破った。しかも、撃うち破った敵を必ず許すのだという。中越の国人衆は手のひらを返したように景虎に帰順し、下越の揚北衆までが景虎の武勇を『あの長尾為景の再臨』と認めておとなしくなった」

「なんだって？　自らの敵を許すというのは妹らしいが……だが、あの身体が弱い妹に合戦などできるはずがない。軍師・宇佐美定満が采さい配はいを振ふっているのではないか？」

「俺もはじめはそう思った。策士の宇佐美が幼い景虎を御み輿こしとして担かついで、奇き策さくでも弄ろうして勝ち続けているのだろうと。だが違った。宇佐美は、合戦場においてなにもしていないのだ。景虎自身が実際に采配を振っているのだ。その用兵は、あたかも天に目を持っているかのように戦局のすべてを見通している、そうとしか思えない神がかりのものなのだという。戦上手な揚北衆どもが、若年でしかも姫でありながら自分たちを赤子の手を捻ひねるように撃ち破り続ける景虎を『神将』と崇あがめはじめているのだという」

「それでは、政景……あのひ弱い妹に、軍才が？」

「どうやら、そうらしい。それも、並の才ではない。噂が事実なら、たぐいまれな天才と呼ぶにふさわしいほどだ。日の光を長時間浴びられぬ身体を行ぎよう人にん包づつみで包み、自ら先せん陣じんを切って即そく断だん即そつ決けつで目の前の敵軍を蹴け散ちらしていくという。あの身体だからあまり長い時間は戦えないようだが、時間切れになる前に必ず勝ってしまう。非力ゆえに槍や弓などの武芸の腕うではさほどでもないが、軍兵を自在に進退させて敵陣の急所を瞬時に見み抜ぬき、的確に衝つくことにかけては宇佐美が口を挟はさめる場面がまるでないという」

　そう伝えながら、長尾政景自身、まだ自分が間者から聞いた情報の真しん偽ぎについては半信半疑だった。

　どうしても、あの雪の精のように儚はかない景虎が、戦場では父・為景を彷ほう彿ふつとさせる戦の天才に変化するとは、思えないのだった。

　兄・晴景は「それでは妹は栃尾城から春日山城へ戻ってはこないのだな」と深いため息をついた。

「僕が、前線へ出て姫武将として戦うと言い張った妹に敢あえて栃尾城入りを許したのは、騒乱のただ中にある栃尾城へ入ればきっと越後の男武者どもに叩たたかれてすぐに退散してくるだろう、と予想していたからだ。妹はああ見えて頑がん固こで、『春日山城へ戻ってくれ、武将として生きるのはやめてくれ』という僕の意見を聞いてはくれなかった。もはや、越後には姫武将の居場所などない、と直接経験で思い知ってもらうしか説得する方法はない。だからお前に中越の国人たちを煽らせた……」

「ああ。そして、もしもの時は俺が栃尾へ救援へ向かう。そのはずだった。俺はお前の妹で景虎の姉である綾あやを妻にしているが、景虎をあきらめたわけではないからな。景虎をただの姫に戻したいという俺と貴様の利害は一いつ致ちしていた。だからこうして組んでいる。しかし、当てが外れた」

「……僕の妹はもしかして、ほんとうに戦いくさの天才なのか」

「フン。人の噂などは過大に広まるものだ。この目で見てみなければわからん。ことに、食わせ物の宇佐美定満と直なお江え大和やまとが後ろに控ひかえているのだからな。すべては噓うそなのかもしれん。実際には、戦場での景虎は日の光を避さけて本陣に巣ごもっているだけなのかもしれん。だが、噓であろうがまことであろうが、越後中の武将どもや民たちがこの噂を信じるようになれば、景虎は越後初の姫武将として国中に認められてしまうだろうな」

「……そうなれば妹を戦場から救い出せなくなる。それはいけない。政景！　次の策を考えてくれ。こんどこそ妹に武将稼か業ぎようをやめさせる方法は？」

「景虎が頑固なことは俺も承知している。いちど姫武将をやると宣言したからには、とことんまで姫武将としての生き方を貫つらぬき通すつもりだろう。しかも希有な軍才を発揮しはじめているとなれば、言葉で説得しても無む駄だだ……実力で、つまり戦で景虎を撃ち破るしかないぞ。たとえば、越後最強のこの俺が」

「とはいえ、僕が妹に直接軍を向けるわけにはいかない。それでは妹は謀反人になってしまう！　すでに、僕が妹を討うとうとしているという噂が越後中に広まりつつあるんだぞ？」

　気づいていないようだがそいつは俺が流している噂さ、お前と景虎の仲を裂さくためにな、と政景は心中で密ひそかに苦笑していた。

「むろん政景。お前が妹を討とう伐ばつすることも認めない！　間違いが起きたらどうする！」

「フン。あくまでも片かた八や百お長ちようだ。越後において長尾為景の武勇をもっとも引き継いでいる武将はこの俺、長尾政景だ。小こ娘むすめなどに負けるはずがない。直江は戦場ではさほど役に立たぬ男だし、宇佐美の軍法ならば何度も手合わせしてきたからすでに見知っている。手加減しながら、景虎に手傷を負わせることなく打ち負かしてやる。それであいつは武将としての人生をあきらめ、おとなしく姫になる」

「駄だ目めだ！　お前は戦場で妹を捕とらえたら、なにをするかわからん！　いいか政景。妹には指一本触ふれるな！　お前には越後一国の宰さい相しようの座を与あたえたが、わが妹だけは譲ゆずらん！　景虎は、お前の妻・綾の実の妹なのだぞ！　兄として！　僕は妹を守る！」

「……ちっ」

　越後守護代でありながら、なにごとも政景に丸投げして過ごしてきた晴景がこの時、はじめて強きよう烈れつな意志を見せた。

　鋭えい敏びんな政景は、それまで平凡な男と侮あなどっていた晴景の内側に、異常のものを感じた──あるいはこいつは俺と同類の、道ならぬ執しゆう着ちやくに煩はん悶もんする男なのではないか、と。

「晴景。貴様はもしかして、景虎に……自分の妹に色しき欲よくを抱いだいているのか？　そういえば、風流人の貴様が、元服した景虎と対面して以来めっきり女を近づけなくなった」

　妻の妹に執着する俺もどこか異常の男だが、だとしたら実の妹に煩悶している晴景は俺よりもはるかに惑まどっている、と思った。

　そして晴景は「狡こう猾かつなお前に噓をついても、いつまでも誤ご魔ま化かしきれまい」と青ざめながらも、認めた。

「景虎が幼い頃ころは、僕にとってはただの腹違いの妹にすぎなかった。白い髪かみ、白い肌はだ、赤い瞳ひとみ。まるで兎うさぎの子のようでどこか気味が悪いと思っていたほどだ。すべてが一変したのは景虎が元服して春日山城に舞まい戻り、謁えつ見けんした時からだ。あれほど美しい妹に成長していようとは思わなかった。しかも、あの美しさは、人の美しさではない。まるで、ほんとうに毘び沙しや門もん天てんが人の形を得て地に下りてきたかのような……いいか。僕はただ単に色欲に惑っているのではないぞ政景。女など抱だき飽あきた。僕が妹に抱いている感情は、もっと複雑で崇すう高こうなものだ！」

　俺の景虎への鬱うつ屈くつした想おもいもあるいは、触ふれがたいまでに崇高なものを前にして憐あわれにもどう振る舞っていいのかわからなくなった愚おろかな男のそれなのかもしれない、と政景は思った。思いながら、晴景の妹への恋こい心ごころを利用すれば俺はさらに這はい上がれるかもしれない、と気づいた。長尾家の分家に生まれ、裏切り者の一族と周囲に蔑さげすまれて不ふ遇ぐうを重ねてきた政景の野心は、留とどまるところがない。

「……晴景。あれは、貴様の実の妹だぞ。貴様の想いは、遂とげられるはずもない。通常の、手段ではな」

「ここまで語ったからには後には引かせないぞ政景。こんどこそ景虎を春日山城へ戻せ！　ただし僕と妹との直接戦せん闘とうは駄目だ！　あれは僕を兄として慕したってくれている。兄が敵に回れば、妹を苦しめることになる！」

「だがな。景虎と戦う相手は、この俺でなければ無理かもしれん。宇佐美と直江が担いでいるあれを打ち負かすのは、なかなかに難しいからな。そしてその俺は、こうして貴様の右腕となっている」

「策を頼たのむ。景虎に姫ひめ武将の座を捨てさせることができれば、長尾政景！　お前に越後守護代の座をくれてやる！」

「フン。守護代の座くらいではなあ。どうせお前が死ねば、俺のものだ。為景がお前に守護代の座を譲ゆずる際に、そう取り決めたはずだ」

「いや。このままでは、そうはならないぞ政景」

「なに？」

「妹には宇佐美と直江、二人の軍師がついている。知っているだろうがあの二人は、残ざん忍にんな野心家のお前を越後守護代候補とは認めていない。おそらくわが妹を次の守護代の座につけるつもりだ──しかし僕は、妹に今以上の過か酷こくな修しゆ羅ら場ばを生きさせることを望まない」

　そうか、しまった、と政景は吐はき捨てていた。

「言われてみれば、すでに揚北衆と中越の国人の多くが景虎を支持している。俺は、幼く美しい姫の出現に越後の無骨な男どもが惑っているだけだと笑っていたが……景虎自身にそのような野心などなくても、宇佐美と直江は違う。やつらは策士だ！　まさか景虎のあの希け有うな美しさをもって、容易には服属しない揚あが北きた衆しゆうをも服属させようとしているのか！」

　俺が、景虎を春日かすが山やま城へ連れ戻すために国こく人じんどもを煽った陰いん謀ぼうを、あの二人は逆利用したというのか？　またしてもやつらに一いつ杯ぱい食わされたのか俺は？　いや、しかし、それにしても景虎はあまりにも強すぎる……！

「政景。宇佐美と直江の考えていることはわかるし、正しい。越えち後ごに平和をもたらすためならば、わが父上にそっくりなお前などよりも妹のほうが国主にふさわしい。しかし僕は、越後という国の運命などどうでもいい。僕はただ、妹を過酷な戦場に出したくないのだ！　あんなにも弱い身体からだなのに何度も戦場に立たせていては、妹の命は縮まるばかりだ。日の光を浴びさせてはならない。あの美しい顔に傷でもつけられたらどうなる。討ち死にしてしまったらどうなる。敵に捕らえられて汚けがされてしまうかもしれない！　そんな妹の姿など想像したくない。考えただけで胸が破れそうだ。春日山の館で母上とともに安あん寧ねいに暮らしてほしいのだ。そしていずれ、この僕の想いを認めてもらう」

「待て。景虎は誰だれよりも潔けつ癖ぺきな性格だぞ。兄との道ならぬ関係など、景虎が認めるはずがない。この俺が、あいつの姉の綾を妻にしてしまったために景虎から遠ざけられていることを知っているだろう？　ましてお前と景虎は血が繫つながっている実の兄きよう妹だいだ」

「それでも、だ。妹に槍やりを取らせるくらいならば、この僕自身が戦場に赴おもむいて戦うほうが百倍ましだ！」

　どうせ景虎はこの俺の妻になるのだ。俺は絶対に景虎をあきらめない。その俺に頼たよるとはつくづく馬ば鹿かなお坊ぼつちゃんだ──と政景は内心で苦笑しながら、晴景の手を取っていた。

「わかった。越後守護代の座と引き替かえに貴様のその注文に応えてやろう。お前自身が景虎と戦うことなく、あいつを撃ち破る方法を具申する」

「次の策を、考えてくれたか？」

「ああ。まずは景虎が倒たおすべき『敵』を作らねばならない。かなり危険な手段を取ることになるな」

「危険な手段？」

「まず、俺は表向き貴様と仲なか違たがいして春日山城を去り、魚うお沼ぬまの坂さか戸ど城へ引きこもって『長尾政景・謀む反ほん』の噂うわさを流す。そうすることで越後守護代の座に野心を抱く適当な国人を一人選んでその気にさせ、その者に春日山城を襲しゆう撃げきさせる」

「僕の命を狙ねらう謀反人を別に作るということか？」

「俺自身が直接春日山城を攻せめるわけにはいくまい。いくら茶番の謀反劇を演じるとはいえ、それでは茶番を終えた後、俺は宰相の座に戻もどれなくなる。汚よごれ仕事は適当なやつにやらせるさ。後でそいつだけを始末すればいい」

　顔色も変えずに政景は言ってのけた。晴景が顔をしかめた。

「……どこまでも悪あく辣らつな男だな」

「なに、ここは越後だ。煽あおれば謀反人になる者ならばいくらでもいる。俺がそいつを三寸の舌先で操って、春日山城を襲おそわせ、しかし占せん拠きよさせることなく退たい却きやくさせよう。片八百長だ。春日山城が襲撃されたと知れば、景虎はその襲撃者を討伐しようとするだろう。その時こそ俺が、謀反人と景虎をかみ合わせて戦わせる。じきじきに采さい配はいを振ふるのは、この俺だ。俺が景虎を破り、景虎が敗走して逃にげ込んだ栃とち尾お城を攻め落とす。自分の武将としての能力の限界を思い知らされた景虎は姫武将として生きることをあきらめる──忌いま々いましい宇佐美と直江は俺が始末する。あの二人を消せば景虎は裸はだかも同然だ。景虎をもとの姫に戻したのち、貴様は俺を『降くだれ』と説得すればいい。俺が、帰参の証あかしとして春日山城を攻めた謀反人を始末し、俺と貴様は『和わ睦ぼく』する。以前に宇佐美が柿かき崎ざきを踊おどらせてやらせた『返り忠』を、こんどは俺がやりかえしてやるわけだ。これでどうだ？」

「……とはいえ謀反人の汚お名めいは、お前がもっとも嫌きらうものだろう政景。ほんとうに、やってくれるのか？」

「ああ。こざかしい宇佐美と直江を完かん璧ぺきに破るためには戦の鬼おにである俺がじきじきに戦うしかないからな、やむを得まい。だが、小手先の誤魔化しでは宇佐美と直江は──ことに狡猾な直江大和は騙だませない。春日山城を攻めさせる際には、大勢の人間を犠ぎ牲せいにせねばならん。無傷で全員が逃げたとなれば、芝しば居いだと気取られる」

「か、構わん。やれ！」

「ほう？　しかし晴景。お前の一族も犠牲にせねばならんぞ」

「構わん。どうせ僕の守護代の座を虎こ視し眈たん々たんと狙っている面々だ。僕は妹さえ、景虎さえ守れればそれでいい！　だが母上にだけは手をかけるな。僕にとっては継まま母ははだが、景虎の実母なのだから。母上を巻き添ぞえにしてしまえば、景虎を苦しめることになる」

「フン。さしもの俺でも、女は殺させん。しかし一族の男たちを犠牲にしても構わぬとは、貴様の妹好きはもはや狂きよう気きの沙さ汰ただな。魔性に魅み入いられたかのようだ」

「……違ちがう。僕は、神に魅入られたんだ。下げ克こく上じようによって血ち塗ぬられてきた『長尾家』になど、あの美しくて気高いわが妹と比べればいかほどの価値もない。妹は、なにを犠牲にしてでも守らねばならない。守らねば……」

　それほどに狂くるうほど景虎が欲しいのであれば、己おのれ一人の力で奪うばい取るべきだ。それが戦国の世の掟おきてだというのにどこまでも甘いやつよ。この俺が貴様から守護代の座を奪い一族を奪い景虎を奪ってやる。貴様は指をくわえて俺が越後のすべてを手に入れる姿を眺ながめていればいい、と政景は口元を歪ゆがめて晴景の惑いぶりをあざ笑った。あざ笑いながらも、（こいつは生まれてはじめて、この世に人として生まれてきた己の幸福というものを知ったのかもしれん）とどこか晴景にうらやましさのような感情をも抱いていた──。

「政景。人の心というものは幸福の源泉でもあり、苦く悩のうと不幸の原因でもある。なぜ、人の世には男と女という二つの異なる生き物がありながら、兄と妹という関係までが存在するのだろうか？　なにをしても虚むなしかった僕の心は、景虎を一目見た瞬しゆん間かんに、生まれてはじめて女への愛というものを知った。しかし、その愛と同時に、醜みにくい欲望の炎ほのおもまた燃え上がったのだ。男が、女に抱くのであれば、この矛む盾じゆんする二つの情はきっと両立するものなのだろう。しかし、実の兄が、妹に抱いていいものではない……せめてもう少し以前から妹と触れ合っていれば、僕はこんな苦しみに身を焦こがすことなどなかったはずなのに。ただ、妹を兄として愛めでて守れさえすればそれで満足できたはずなのに。御み仏ほとけの教えにすがる民たちの心持ちが、少しばかりわかった気がする」

「くだらんな晴景。無数の女を抱いてきた貴様が今いま更さら、坊ぼう主ずのように悟さとりきれるとでも思うか？　すでに貴様は汚れている。妹を抱きたいなどと欲ほつする者が悟れるはずがなかろう。貴様の魂たましいは景虎によって浄じよう化かされるはずもない、むしろ逆だ。煩ぼん悩のうの炎に焦がされ、ますます汚れていく」

　だからこそ僕は苦しんでいる、と晴景は顔を押さえてうめいた。

「晴景。ちっぽけな道徳など踏ふみにじれ。己の心を偽いつわって、それでなにが手に入れられるというのだ？　それほどに妹が欲しいのならば容よう赦しやなく手に入れろ。さもなければ、他の男が奪い取るばかりだぞ。お前が奪わないのなら、この俺が奪う」

「そう言うお前は矛盾を感じないのか？　お前は綾を妻にしている。妻の妹にまで欲望を抱くのは、それは、不義ではないのか？」

「黙だまれ！　綾とは政略結けつ婚こんしたにすぎん。俺は直江大和に騙されたのだ！　そもそも欲よくというものはただ魂の欲するがままに己を燃やすもので、そこには義も後こう悔かいもなにもない。それがこの俺、長尾政景の生き方だ！」

「……僕には、お前もまた『景虎を手に入れられない』という自分の苦しみから目を逸そらしている憐れな男に見える。長尾政景。お前はなぜ強ごう引いんにわが妹を手に入れないのか？　それはお前の心には妹への欲望だけでなく、やはり、誤ご魔ま化かしがたい愛という情念があるからだ。その一点だけで、お前は、かろうじて人間としてのぎりぎりのところで踏みとどまっている。その一点を超こえれば、お前は鬼になる」

「フン。愚かなことを。俺は、力で景虎を屈くつ服ぷくさせるだけでは飽あき足らないだけだ。それでは景虎の身体は奪えても、心は奪えん。やつは誰よりも誇ほこり高く意固地な娘むすめだから、力ずくではかえって心を遠ざけてしまう。心まで奪い尽つくさねば勝利ではないからな──俺はな。貴様ごときには景虎の心を摑つかむことはできない、そう貴様を見下しているから貴様に荷担してやるだけのことだ。欲望の命ずるままに生きる俺の心に、苦しみも悲しみもない。ただ、あいつを手に入れるまでは俺の全身を焦がしている欲望の炎はいつまでも燃焼しきれない。それが苛いら立だたしいだけだ」

「政景。お前は僕をただの惰だ弱じやくなお人好よしだと思って利用するだけして捨てようと考えているのだろうが、そうはいかない。妹を、景虎を決してお前には渡わたさないぞ。僕が生きている限りは」

「……貴様」

　晴景と政景はしばらく、無言のまま睨にらみ合った。

　あの晴景が、政景に鬼の形相で睨まれても、決して目を逸らさない。

　政景は（こいつ、もう一度俺が「景虎を奪う」と口にすれば、即そく座ざに俺を殺すつもりだ）と理解した。むろん、政景は晴景に殺されるような男ではない。だが、脇わき差ざしを抜ぬいて襲いかかってきた晴景を返り討うちにしてしまえば、自分の主あるじを、しかも同じ長尾の一族を殺した謀反人になってしまう。戦を起こして堂々と戦って勝つならばともかく、「主君暗殺」は最悪の手だった。「やはり上田長尾家の血筋は、卑ひ怯きような裏切り者の血筋だった」と常々上田長尾家を軽けい蔑べつしている越後諸将の激しい反感を買う。そうなればもう、景虎を奪うどころではない。宇佐美定満、直江大和、さらにはあの信しん仰こう心篤あつい柿崎景かげ家いえらが続々と敵に回る。もはや越後にはいられなくなる──。

（僕はいつでもお前と刺さし違える。殺せるなら、殺してみろ。僕は妹を手に入れられぬままに死ぬが、お前もわが妹を手に入れられない）

　妹への道ならぬ想おもい。ただそれだけのために、晴景は長尾家一門の歴史も守護代の座も自分の命もなにもかも捨てるつもりらしい。

　俺はこの病弱な男を舐なめていた！　と政景は気づき、晴景のような意志の弱い男をここまで狂わせる景虎という存在はいったいなんなのか、と震ふるえた。あるいは、景虎はほんとうに毘び沙しや門もん天てんの化け身しんなのだろうか？　違う。そんなはずはない。あれは己を毘沙門天の化身だと思いたがっているだけの、ただの小娘だ！　あれが他の女と同じように黒い髪かみと黒い瞳ひとみを持って生まれていれば、晴景とてこうも惑まどうことはなかったはずだ。俺は、あいつがただの小娘だということを景虎自身に、そして晴景のように愚おろかにもあの娘の異常な容姿に目を眩くらまされて惑っている連中に知らしめてやりたいのだ！

「……よかろう。長尾晴景。貴様が生きている間は、景虎に関しては貴様に一歩譲ゆずろう。だが、その身体であと何年生きられるかな？」

「妹へ、わが想いを伝えるまでは」

「わかった。ならば、春日山城へ景虎が戻ってきたら、その時はためらうな。好きにするがいい。だが、言っておくが貴様は俺以上に拒きよ絶ぜつされるぞ」

「承知の上だ。それでも想いを伝えなければ、なにもはじまらない」

　政景は鼻を鳴らしながら、越後の地図を広げてみせた──。

「こいつだ。黒くろ滝たき城主、黒くろ田だ秀ひで忠ただを『謀反人』に仕立てよう。こいつは、春日山城を攻めろ、この俺が手助けしてやると少し煽れば調子に乗る男だ。そして、貴様と違って御ぎよしやすい。用済みになれば、簡単に始末できる」




　　　　※




「長尾政景が、黒田秀忠の反乱軍に加勢している？　政景は兄上のもとで宰さい相しようを務めていたのではなかったのか」

　黒滝城主・黒田秀忠が、本格的な謀反に踏みきった。こともあろうに春日かすが山やま城を急襲し、大勢の犠牲者を出した。長尾一族の男子たちも犠牲になった。ただ不幸中の幸いにも、越えち後ご守護代・長尾晴景と景虎の母・虎御前は無事に逃げ延び、黒田秀忠が兵を退ひいた後に春日山城へと戻ったという。

　黒滝城討とう伐ばつのために栃尾城の城兵を率いて出しゆつ陣じんしていた景虎は、日光を遮さえぎるように天てん井じようまでを白絹で覆おおい尽くした陣中で宇佐美定満の報告を聞きながら「妙みようだ」と口走っていた。

「政景がなぜ兄上を裏切る？　兄上の次の守護代は政景だと定められているはずだし、兄上にはお子がおられない。一人だけ幼子がおられたが、不幸にも流行はやり病やまいで亡なくなられてしまった。政景が兄上を討つ理由がない」

「直江の野や郎ろうから聞いたろう？　中ちゆう越えつの国こく人じんたちに栃尾城を攻めさせたのはお前の兄貴と、政景の謀ぼう略りやくなのだと」

「わたしに武将働きをやめさせたいがために、兄上がそのような政景の企たくらみに乗ったとは聞いたが……しかし今回は違うぞ。政景はどういうわけか兄上と袂たもとを分かっている」

「なにか不満があれば謀む反ほんせずにはおられないという政景のいつもの病気かもしれねえ。あるいは、裏ではいまだに晴景と繫つながっているのかもな。直江。お前はどう見る」

　宇佐美に促うながされて、直江大和が「人を疑うことにかけては宇佐美さまよりもわたくしのほうが上手ですからね」と苦笑いした。

「順々に国人衆を当てても、誰だれもお嬢じようさまには勝てない。このままではかえってお嬢さまを次の守護代に、と越後の国人衆がお嬢さまのもとに団結してしまう。政景はそう悟って、自ら雌し雄ゆうを決するつもりになったのではないでしょうか？」

「実際、景虎の武名はうなぎのぼりだ。今しばらく政景には黙っていてほしかったがな」

「ですが政景は宰相の地位にいる以上、お嬢さまとは戦えません。そこで表向き離り反はんしたのでしょう。ですが、政景が謀反人としてあまり目立ちすぎると後で帰参しづらくなります。そこで黒田秀忠を踊らせて暴れさせたのでしょうね」

「春日山城での騒さわぎはつまり、大おお芝しば居いか？」

「ええ。このたびの黒田秀忠の謀反騒そう動どうでは春日山長尾家の一族が何人も死にましたが、これは自分の次期守護代の座を確実なものにするために政景が謀反劇のついでに処分させたと思われます」

　政景め！　兄上を騙しているのだ、と景虎が手にしていた青竹をぴしりと打ち付けた。

「しかし直江の旦だん那な。すべては政景の策略だとして、晴景がなぜこんなに自家を弱体化させて自分の守護代としての権けん威いを落とす最悪の茶番に乗った？　あいつは戦いくさが苦手なうらなりだが、さすがにそこまで馬ば鹿かな男じゃなかったはずだ」

「どんな手を使ってでも、お嬢さまに武将をやめさせたいのでしょう」

　宇佐美定満は「景虎がまだ虎とら千ち代よと名乗っていたガキの頃ころは、妹に無関心な兄貴だったのにな。どういう心境の変化なんだ」と長ちよう髪はつをかきむしりながら顔をしかめた。まさか晴景が実の妹に恋れん慕ぼの情を抱いだいて惑っているとは、遊び人ではあるが色いろ恋こいの道に関しては常識人──むしろ朴ぼく念ねん仁じんと言ってもいい宇佐美定満にわかるはずもなかった。

　栃とち尾お城へ押し寄せて来た国人衆をわずかな人数のみで蹴け散ちらした初うい陣じん以来、景虎の武名は高まるばかりだった。

　初陣以後も、小こ柄がらな姫ひめ武将・景虎は反乱を鎮ちん圧あつする戦いに赴おもむくたびに白い行人包で頭と顔を覆い、鎧よろいも兜かぶとも身につけず、飛び交う矢の雨の中を一騎きがけして突とつ進しんした。

　こんな幼い少女に戦ができるのだろうか？　とはじめて見る「越後の姫武将」の弱々しい姿に戸惑っていた敵兵たちは、景虎のあまりの無謀ぶりに度ど肝ぎもを抜かれる。

「わたしは毘沙門天の化身だ。矢などいくら撃うちかけたところで、毘沙門天の身体からだには一本も当たらない。もしも当たれば、わたしは偽にせ者ものにすぎなかったということだ」

　そう叫さけびながら景虎は必ず敵陣深くへと突進していく。

　景虎に率いられた男たちは、景虎を死なせてはならない、と猛たけり狂う。

　景虎に弓を向けていた敵兵の男たちは、はじめて見た「越後の姫武将」の可か憐れんで儚はかない姿に驚きよう愕がくし、そしてその非常識な無謀に戸惑う。彼らは、景虎を無残に殺すことをためらわずにはいられない。

　数に劣おとる景虎軍が、圧勝する。

　初陣の次の戦でも、その次の戦でも、景虎は勝った。常に自ら先陣を切って、敵味方の男たちを惑わせ、混乱させ、そして勝ち続けた。

　無茶苦茶するんじゃねえ！　と宇佐美定満が何度も制止したが、景虎は聞かなかった。

「宇佐美。わたしはあまり長い時間、日の光を浴びてはいられない。長対陣は避さけたい。敵の矢に当たって死ぬのと、日の光を浴び続けて死ぬのと、どちらが武士としてふさわしい？　わが戦は、速戦で決める」

　そう言われては、宇佐美定満も景虎を止めきれなかった。

　たしかに、越後の男武将たちにとって、行人包で肌はだを包み赤い瞳を輝かがやかせながら戦場を駆かける小さな景虎の姿は異様なものに映った。敵にとってはうかつに触ふれてはならない神秘的な存在に見え、味方にとっては命を賭としても守らねばならないなにかに見えた。

　ただ……景虎自身は口にしないが、曇くもりの日はともかく、晴天の日の戦場では、景虎はまぶしさのあまり目の前の光景がよく見えていないらしかった。それゆえに、逆に一騎がけの突進という無謀が可能になったのかもしれなかった。

　だが、視力が十分ではないにもかかわらず、馬上で景虎が矢を避よける能力は、異様なほどに高かった。目が満足に利きかない分、耳で矢が風を切る音を聞き分けることができるようだった。

　己おのれの肉体の不利を、景虎は利点として活いかしていたのだ。しかも、考えてやっているのではなく、ただ直感でそれを実じつ践せんしているのだ。

　それだけでも信じがたいことだったが、宇佐美がさらに驚おどろいたのは、景虎が戦場での敵味方の兵士たちの「動き」を敏びん感かんに察知する嗅きゆう覚かくを持っていることだった。嗅覚と呼んでいいのかどうかわからないが、目で見ることができない範はん囲いでの兵たちの動きをも、景虎はなぜかかなりの部分まで正確に感じ取ることができた。まるで、天上の世界から大地に展開される合戦を俯ふ瞰かんしているかのように。

　敵味方の陣形を俯瞰できる景虎の用兵は、常にその時その時の閃ひらめきと感覚だけで行われ、あらゆる軍法に縛しばられず自由自在なものだった。突とつ如じよとして軍を割り、兵をいきなり反転させ、誰も考えつかないような地点へと彼らを唐とう突とつに動かし、そして徹てつ底てい的てきに勝った。

　宇佐美にも、直江大和にも、なぜ景虎にそのような能力が備わっているのか説明することはできなかった。むろん、己こそ越後に正義と秩ちつ序じよをもたらす毘沙門天の化身である、そうであらねばならないと信じて無む我が夢中で戦っているにすぎない景虎自身にも。

　おそらくは視覚以外の感覚が尋じん常じようではなく鋭えい敏びんなのだろう、常識をはるかに超ちよう越えつした戦の天才と言うしかない、と二人は結論した。越後全土に、「長尾景虎は神将である」という恐おそれと憧あこがれと戸惑いとがないまぜになった声がわき起こった。はたしてそれが景虎にとって喜ばしいことなのかどうかはともかく──。

　三度目の戦で景虎の希け有うな天才性を確信した宇佐美は、滅めつ多たなことでは景虎が閃きのままに繰くり出す戦術に口を挟はさまないことにした。

　だが、今回の戦だけは少々事情が違ちがった。

　黒田秀忠が、あの「越後最強」長尾政景と合流して野戦を挑いどんできたからだった。しかも政景は景虎の姉・綾の夫である。つい先日までは、兄・晴景の宰相を務めていたはずだ。近ちか頃ごろは後方で兵へい站たんを担当していた直江大和を再び戦場へ連れ出したのも、相手が厄やつ介かいな長尾政景だったからだ。これは政景が何度もやらかしてきたいつもの謀反劇ではない、もっと複雑ななにかだと察知したゆえに、直江を前線へと呼び出したのだ。

「宇佐美。直江。政景たちが堂々の野戦を挑んでくれたのはありがたいな。黒滝城へ籠ろう城じようされていれば面めん倒どうだった。この戦、一日で片をつけよう」

　景虎は生まれつき食が細く、また体質的に食べられない食材が多い。戦場では、食べ物をほとんど口にしない代わりに、酒を飲んでいた。

「まだガキのくせに酒はよせって景虎。若い頃からの飲みすぎは身体を壊こわすぜ」

「小うるさいぞ宇佐美。わたしはいくら飲んでも酔よわないし、己を失ったりはしない。それにわたしはもう子供ではない。元服している」

「いや違ちがうな。お前は、まだ乙おと女めになってねえじゃねえか」

「うん？　と、いうと？」

　意味がわからない、と景虎がきょとんとしている様を見て、宇佐美は焦あせった。

「……ああ、いや。そいつはオレの口からは気き恥はずかしくて言いだせないな。直江、てめえが説明しろ」

「嫌いやですよ。宇佐美さま、あなたはわたくしをなんだと思っているのですか。いくらお嬢さまに厳しい言葉を伝える嫌きらわれ役でも、その筋の話はわたくしが口を入れるべきではありません。だいいちお嬢さまは婿むこを取るおつもりがないというのに」

「……いやいやいや直江。そうじゃねえんだ。景虎はな、どうやらまだ来てないんだよ」

「……えっ？　なぜわかるんです？」

「長いつきあいだ、見てりゃわかる」

「お嬢さまは同年代の乙女たちと比べて身体が小さいですが、それにしても少々遅おそすぎませんか？」

「そうなんだ。もしかしてずっとこのままなのだろうかと心配でな」

「男のあなたが心配する筋合いの話でもないでしょうに」

「オレは景虎に関しては心配性なんだよ！」

　なにをこそこそ男同士で頰ほおを寄せ合って密談しているのだ気持ち悪い、と景虎は盃さかずきの酒を飲み干しながら眉まゆをひそめた。

「敵陣を見るに、左さ翼よくに黒田秀忠、右う翼よくに長尾政景が布陣しているな。左翼側の守りに大きな隙すきがある。相手が政景単独ならば手こずっただろうが、この急ごしらえの混成軍が相手なら勝てる。宇佐美、お前は兵三百を率いて左翼の黒田勢を叩たたけ。わたしは旗本衆を率いて右翼の政景の陣へと突進する」

「おい、景虎？　あいつとお前が直接激突するのか？　かえって政景をやる気にさせるんじゃねえのか？　あの男にとってお前は越後一国よりも重要な戦利品だぞ」

「気持ちの悪いことを言うな宇佐美！　いいか。政景の堅けん陣じんをわたしが必ず崩くずす。機を見てお前も反転して政景を挟きよう撃げきしろ。政景勢を崩せば黒田勢は勝手に逃にげ散る」

「待てよ景虎。政景は今までの敵とは違うんだぜ。戦場でお前を見れば、お前の可憐さに恐れ入るどころかかえって頭に血を上らせる。直江、なにか適当な言葉で景虎を止めろ！」

「城内での騒ぎならいくらでも諫かん言げんできますが、ひとたび戦場に出られたお嬢さまは、誰にも止められませんよ」

「おいおい。なんのためにお前を連れてきたと思ってるんだこの野郎～！」

「やはり宇佐美よりも直江のほうが利口だな。その分、いけすかなくてたちが悪い男だが」

　景虎は兎うさぎのように赤い瞳ひとみをきらめかせながら、うなずいていた。

「よいか、この戦に決して時間をかけるな。政景に二度とつまらぬ謀反など考えさせないほどに勝利し、やつを打ちのめす。わたしがあの男よりも強い武将であると知らしめ、姫武将をやめさせるなどという企みはきっぱりあきらめさせる。ほんとうにあの男が兄上に妙な陰いん謀ぼうを次々と吹ふき込んでいるのだとしたら、許しがたいことだ。現に春日かすが山やま城が襲おそわれ、兄上の守護代としての権威は大いに落ち、一族の者にも犠ぎ牲せいが出ているのだぞ。兄上は心のお優やさしい方だから、このわたしをだしに使われて狡こう猾かつな政景に騙だまされているのだ。法ほ螺ら貝がいを吹かせろ、直江大和」

　今こそ政景を殺す好機ですがと直江大和が笑い、「戦って勝てばそれでよい。戦いが終われば許す。それが毘び沙しや門もん天てんの義の戦だ」と景虎はつぶやいていた。

「わたしに、姉上の夫を殺せなどと二度と勧すすめるな、直江大和」




　馬上の人となった景虎は、迫せまり来る死の恐きよう怖ふと、戦場で敵味方が互たがいの命を奪うばい合わねばならないという悲しみとを感じながら、目の前に展開する越えち後ご蒲かん原ばらの平原を見下ろした。敵将を許すとは誓ちかえども、戦せん闘とうのさなかには大勢の兵が傷つき死ぬのだ。

　青空の輝きが、まぶしかった。

　瞼まぶたを完全に開いてはいられなかった。

　吹き上がってくる風を、全身に感じた。

「兄上。申し訳ありません、わたしは──景虎は生しよう涯がいを姫武将として生きるとすでに定めました。父上の悪行を償つぐなうために、わたしは毘沙門天によって生かされているのです。これより、長尾政景を撃ち破ります。どうか再び長尾政景などと与くみしないでください」

　義の戦。正義を越後にもたらすための戦。ほんとうに可能なのか。言葉遊びによって、殺さつ戮りくと暴力を肯こう定ていしようとしているだけではないのか。初陣に出て以来、戦場を経験した景虎は何度も自分が掲かかげる義を疑い、惑まどい続けている。自らの手で敵を斬きり殺した経験はまだないが、それでもどうしようもなく反撃しなければならない危地に何度も立たされた。そのような時には、やむを得ず刀をふるい、相手に手傷を負わせた。

　ほんとうに、義の戦は可能なのだろうか。わたしがやっていることは徒労ではないのだろうか。あるいは、父上と同じ罪を重ねているだけではないのだろうか。

　罪悪感に怯おびえながら馬を進め、自ら最前線へと駆けはじめた景虎の耳に、あの忌いまわしい男の声が響ひびいてきた。

「景虎！　戦の天才などと呼ばれているようだが、しょせん貴様は井いの中の蛙かわずよ！　ほんとうの戦というものをこの俺が教えてやる！　問答無用の武の力の前には、貴様が誇ほこる天性の勘かんなど無力！　まして、敵を殺せぬ臆おく病びよう者に俺は止められんぞ！」

　遮しや二に無む二に突進してくる武者の姿が見えた。しかしその顔までは、よく見えなかった。この青空の下では、ぼんやりとした輪りん郭かくしか見えない。

　が、景虎を無性に苛いら立だたせるこの傲ごう慢まんな声は、長尾政景のものだった。

　速い。馬も武者も巨きよ体たいなのに、速い。

　気がついた時には、黒馬にまたがった長尾政景が長大な斬ざん馬ば刀とうを軽々と掲げて、早くも目の前に迫ってきていた。

　かの斬馬刀は、父である長尾為景が若い頃ころに使っていたものだという。

　今の越後で、この太刀たちを戦場にて用いることができる武者は、長尾政景しかいないのだという。

「来たな奸かん物ぶつめ！」

「景虎さまをお守りせよ！」

「若造どもが！　この俺を止められるものがあるか！」

　次々と政景へ突とつ進しんしていく小こ姓しようたちと近衛このえ衆は、容よう赦しやなく倒たおされていく。

　長なが槍やりを握にぎりしめていたはずの小姓の腕うでが、政景とすれ違った瞬しゆん間かんにその太刀ごと宙を舞まっている。

　政景が雄お叫たけびを上げながら斬馬刀を振ふるうごとに、近衛衆の首がひとつ、またひとつと高々と飛ばされていく。

　彼らには、悲鳴をあげる猶ゆう予よすら与あたえられなかった。馬上で首を飛ばされた者は、自分が絶命していることにすら気づかぬまま、馬とともに戦場を駆けていく。

「この雑ざ魚こどもがあああ！　消え失うせろっ！」

　今の政景は、もはや人ではない。まるで鬼おにか阿あ修しゆ羅らだった。

（人が。人がまるで意味もなく死んでいく。命のきらめきが、次々と消えていく。これが、ほんものの戦いくさなのか……!?　これほどに残ざん酷こくなものなのか!?）

　景虎はすでに何度か、戦場を駆かけてきた。実戦を経験してきた。命の危険を感じた場面もあった。それでも、こうして生きている。戦場に立つと不思議と、敵味方の軍勢の「動き」が感じられる。越後の大地から吹き上がってくる風が、戦場を駆け巡めぐる人々の命のきらめきのようなものを景虎に教えてくれるのだ。どこかできらめきが輝かがやけば、それは命のやりとりに燃え上がっているということである。きらめきが消えれば、誰だれかが死んだということである。景虎はその無数のきらめきの明めい滅めつを風に感じながら、自軍を進退させればそれで勝てた。だから、決して負けなかった。理り屈くつでは説明できない。毘沙門天の力、としか言いようがなかった。

　しかし戦場に立った政景は、景虎にとってはまるで想像外の生き物だった。その巨体から禍まが々まがしい野望の黒い火柱を放っているかのように、景虎は感じた。

　悪あつ鬼き羅ら刹せつと化した政景の眼光に、景虎は射すくめられていた。

「怯えて声も出せぬか、景虎！　そうだ、貴様はただの小こ娘むすめだ！　この俺に一いつ騎き打うちで勝てるか!?　毘沙門天ごっこはここで終わりだぞ！　夢から、覚まさせてやろう！」

　わたしの細腕でこの怪かい物ぶつのような男を打ち倒せるのだろうか、できるはずがない、と景虎は恐れた。だが、越後最強の武人・政景を戦場で、「武」を用いて倒さなければ、自分は到とう底てい毘沙門天の化け身しんになれるはずもない。

　政景は景虎を挑ちよう発はつするかのように、なおも躊ちゆう躇ちよなく殺戮を繰り広げていく。ほんとうにただ一人で、景虎を守る小姓や近衛衆を皆みな殺ごろしにしようとしていた。

　この男はほんものの鬼だ。恐おそろしい……と景虎は目を逸そらしそうになった。

　だが、逸らさなかった。逸らせば、景虎の負けになる。

　そして、景虎は見た。

　政景は自ら腕や首を斬り飛ばした相手の血を顔に、そして全身に浴びながら、凶きよう悪あくな笑みを浮うかべていた。それは己おのれ自身の強さと、己よりも弱き者の命を問答無用で奪い取る殺戮に淫いんしている者の形相だった。

　その政景の表情を見た時、景虎の心の中で、恐怖ではなく、憤ふん怒ぬの感情が爆ばく発はつしていた。

　わたしが正義なのか、わたしが毘沙門天の化身なのか、なにも確信はない。

　しかしこれだけはたしかだ。目の前で今、年とし端はもいかない侍さむらいたちの血を吸っている長尾政景は、「悪」に、「鬼」に憑つかれている！

　この男は、殺戮を楽しんでいる！

　弱者を虐しいたげその命を奪うことに、喜びを感じている！

　この者に越後の国を委ねてはならない、将兵たちの命を弄もてあそばせてはならない！

　口先で「不戦」を唱えても、「義」を唱えても、「和」を訴うつたえても、この男に憑いた「鬼」を、「悪」を止められはしない。越後の戦乱は、日ひノ本もとの大乱は、永遠に終わらない。

　誰かが、「悪」を誅ちゆうさなければならない。誰かが、止めなければならない。

　毘沙門天がこの地上に降り立てず、「悪」を止め得ないのならば──この、わたしが。

「……うわああああ！」

　目に涙なみだを浮かべながら、腰こしの太刀を、抜ぬいていた。

「やめろ！　長尾政景！　貴様の相手はわたしだ！」

　長尾政景の懐ふところへと、突進した。

　己の命のことなど、忘れていた。

　政景は、景虎が自分に立ち向かってくるなどとは、予想もしていなかったらしい。

「……景虎。貴様……!?」

　景虎と、視線が合った。

　瞬間、政景の身体からだは馬上で硬こう直ちよくしていた。

　景虎は（怒いかりにまかせて心の中で「不殺」の誓いを破ったわたしは今、この男に斬られて死ぬのだ）と覚かく悟ごした。



















　だがこの時、政景は振りあげた斬馬刀を、景虎の頭ず蓋がいへ叩き込めなかった。

　不覚にも隙を奪われた。反撃せねば殺やられる。しかしそれでは景虎を殺してしまうことになる。だが、政景はそのような理由で景虎殺しを躊躇したのではなかった。景虎の鋭するどい突つきを前に、なにかを考えている時間は、政景にはなかった。ただ政景は、涙に濡ぬれ憤怒の感情を爆発させている景虎の赤い瞳に、この時、魅み入いられていた──。

（同じだ。この小娘が春日山城に生まれてきた時に感じたあの途と方ほうもない衝しよう撃げきと、同じだ……いや、それ以上だ。この娘は、怒りに燃えれば燃えるほど、いよいよ美しい）

　気づけば、景虎が突き入れた刀が、政景の脇わき腹ばらに刺ささっていた。

　胴どう巻まきを割られたらしい。肉が裂さける痛みが全身を駆けていた。

　戦場で敵の総大将に見とれて刺される武士など、聞いたこともない、と政景は歯ぎしりしていた。

「……俺としたことが……不覚に、不覚を、重ねた」




　景虎はしかし、「わたしの太刀が政景に当たる」と気づいた瞬間に手を緩ゆるめ、かろうじて刀を逸らしていた。急所を避さけていた。

「……あ……あ……あ」

　政景がふるう野や蛮ばんな暴力を目まの当たりにして途方もなく激げき怒どし、己を忘れていた。気がつけば姉上の婿むこの身体に、刀を突き立ててしまった。殺そうとしていた。殺すところだった。我に返った景虎は、震ふるえていた。

　それでも政景を殺さずに済んだのは、毘沙門天の加護か。

　なぜ自分が勝てたのかまるでわからないままに、景虎は政景の脇腹に突き立っていた刀を引き戻もどし、「長尾政景！　貴様の悪心は今、毘沙門天の太刀が断った！　降こう伏ふくして兄上のもとへ戻れ！」と凜りんとした声で叫さけんでいた。言おうとしていた言葉とは違ちがった。「ごめんなさい」と泣きながら謝ろうとしていたのに、まるで違う言葉を景虎は叫んでいた。もしかして毘沙門天自身の声なのだろうか、と景虎は思った。

「……貴様、この俺に慈じ悲ひを……俺を、侮ぶ辱じよくしたな……許さん……」

　振り絞しぼるような声でうめきながら、政景の身体は、馬上から落ちた。

　長尾政景殿どの、討うち死に！　景虎さまご自身が一騎打ちにて討ち取ったり！　という声がどこからか響いてきて、そして長尾政景軍は一気に崩くずれた。

　長尾政景討たれる！　と聞いて恐きよう慌こうを来きたした黒田秀忠軍は、文字通り四散した。もともと、政景の後うしろ盾だてあってこそ謀む反ほんに踏ふみ切ったのだ。為景没ぼつ後ご、文字通り越後最強となったあの政景がまさかか細い姫ひめ武将に討たれるとは。

「長尾景虎さまは、軍神だ！」

「まことの毘び沙しや門もん天てんの化身だ！」

「俺は見た！　政景さまと刀を交えた時、景虎さまは声も人相も一変していた！　悪を討つために、毘沙門天が乗り移っておられたのだ！」

　あり得ないことが起きていた。

　戦場で戦っていた敵味方の兵士がみな、目の前の合戦を忘れるほどに騒そう然ぜんとなった。

　この日この戦から、越えち後ご最強武将の座は、長尾政景から景虎へと移ることとなった。しかも景虎は、武士として、人間としての武辺の力を超こえた力、まさしく神の力の持ち主であった。そうでなければ、なぜ幼い少女があの野や獣じゆうを倒すことなどできるだろうか？

　黒田軍を追い散らした宇佐美定満が、「お前まさか政景と一騎打ちしたのか？　無茶苦茶だ！」と慌あわてながら軍を率いて駆けつけてきた。

「追い討ちはするな。無益に兵を殺すな。降伏する者は受け入れよ。宇佐美！　長尾政景の怪け我がの手当を！　急所は突いていない、政景は死んではいない！」

「景虎。いったいどうやって政景を斬った!?　お前の武術の腕前は姫武将にしては上等だが、政景は規格外の化け物だぞ。あの長尾為景と一騎打ちで張り合えた唯ゆい一いつの男だ。オレにはもう、なにがなんだかわけがわからねえ！」

「宇佐美。確信したぞ。戦場にひとたび出たわたしは、毘沙門天の化身になるのだ。生身のわたしには勇気も武辺もなにもないが、悪を誅する戦場では力を与えられるらしい」

「いや、違う。そうじゃない。なにごとにもきちんとした理屈があるんだ、景虎。理屈がわからないことをすべて毘沙門天で説明するのは、なにか違うぜ」

「ならば説明しろ。わからぬうちは、毘沙門天の加護、の一言でわたしは片付ける」

「……説明、か。これはもう軍学とは関係がねえ。そいつは、オレよりも直江の領分だな」

　宇佐美定満はしかし、（いつまでもこんな神がかりの奇き跡せきが続くはずがねえ。しかも、これほどの恥ち辱じよくを与えておきながら政景を生かすだと？　いくらなんでも甘すぎるぜ！　このままでは景虎は遅おそかれ早かれ討たれちまう！　なんとかして対策を練らねえと……）と気が気でなかった。

（天才肌はだの景虎には軍学は教えないと決めて以後も、槍や刀で敵兵と戦い身を守る護身の術は教えてきたが、景虎は殺せつ生しようを好まない。「殺さず」の誓ちかいがある分、一騎打ちをすれば不利だ。今日は毘沙門天の加護としか言いようのない不可思議な奇跡が起きて生き延びたが、護身のためのなにか特別な術をさらに学ばせねえと駄だ目めだ）

　それも、越後の男武者どもが用いない術を。やつらが知らない術を。種が知れていない術を。だが、そのようなものがあるのだろうか？　見当たらないというのならば、探さなければならなかった。宇佐美定満はこの純じゆん粋すいすぎる少女に「義」の精神を教え込んだ者として、姫武将という厳しい生き方を勧すすめた者として、最後まで筋を通し責任を取り続けねばならない、と改めて誓っていた──。




　黒田秀忠の乱は、この日のただ一戦で鎮ちん圧あつされた。

　今や越後の希望の星となった景虎は、黒くろ滝たき城へと逃にげ込んだ黒田秀忠に追い討ちをかけることなく、自らの居城・栃とち尾お城へと凱がい旋せんした。そして、宇佐美定満・直江大和とともに、降伏した長尾政景と対面した──。

　長尾政景の腹部の怪我は予想外に軽かった。だが、幼い姫武将である景虎に敗れた政景は、怒りと屈辱に目を充じゆう血けつさせていた。

　政景は戦場で景虎を討てるはずだった。しかしそれを、頭ではなく身体がためらった。そんな己の甘さに激怒していたのかもしれなかった。

「景虎。貴様、なぜ俺を殺さなかった。愚おろかな。このたびの戦に敗れたのは、黒田秀忠がふがいなかったためにすぎん。俺は、また叛そむくぞ」

　政景を「獅し子し身中の虫」と常々嫌けん悪おしている直江大和が「切腹させましょう」と景虎に勧め、宇佐美定満が「姉あね婿むことはいえ、謀反を生きがいにしているような男だ。なんのとがめもなく宰さい相しようの地位に戻すわけにもいかんだろう」と罰ばつすることを求めたが、景虎は「姉上の夫を殺すことはできない」と繰くり返した。

　意識を取り戻して以来荒あれ狂くるっていた長尾政景は、そんな景虎の赤い瞳ひとみに睨にらまれているうちに、次し第だいに気け圧おされていった。

　日の光が入らない室内では、景虎は行ぎよう人にん包づつみを被かぶらずにその銀色に輝く長ちよう髪はつを肩かたへと垂らしながら床しよう几ぎに腰こし掛かけるのが常だった。

　今や景虎は美しい少女に育っていた。が、それは人としての美しさではなかった。生まれてきた時、実父に「兎うさぎの赤子」と忌いみ嫌きらわれたはずのあの銀ぎん髪ぱつと赤い瞳と真っ白い肌を持った少女のこの世の人とは思えない神秘的な美は、すでに人の領分を超えてしまっていた。

（美しい。直江大和さえいなければ、俺は綾ではなくこの景虎を娶めとるはずだったのだ。俺にとって景虎は、越後一国よりも重い。ひと思いに殺せるはずがない）

　政景は、成長した景虎が放つ侵おかしがたいなにかに、魅入られていた。

　だが景虎にとって、政景は姉婿だった。

　政景が、妻の妹である自分を「女」として意識していることが、許しがたかった。

　それは潔けつ癖ぺきな景虎にとっては、兄に対する謀反よりもさらに許しがたく耐たえがたい不義だった。ゆえに政景を嫌悪した。

　綾の夫であるゆえに許しはした。だが、宇佐美定満が勧めるように、なんらかの罰は与あたえなければならないだろう。純真な景虎には、そのあたりの政治的感覚というものがなかった。生まれつき欠けつ如じよしているといっていい。

「長尾政景。姉上の手前、お前を許す。しかしわたしはお前が嫌いだ。お前には義も理も志もない。ただあるのは獣けものじみた欲よく望ぼうだけだ。黒田秀忠を煽あおって春日かすが山やま城を襲おそわせたのは、お前なのだろう。お前こそ今回の謀反騒そう動どうの首しゆ謀ぼう者しやだ。だとすれば、兄上のもとで再び宰相をやらせるわけにはいかなくなる」

「フン。貴様よりも俺のほうが長尾為景の血を濃こく引いているということにすぎん。それに、俺が黒幕だという証しよう拠こがあるのか？」

「証拠はいずれ手に入る。黒田秀忠を問いただせば済むことだ。すでに黒滝城へ使者を送っている。あの者は大罪人だが、正直にすべてを語れば、降伏を認めるという条件で黒田秀忠を許す」

「それは甘いぞ景虎。黒田秀忠は、敵をすべて許すなどと公言している貴様の毘沙門天ごっこなど信じてはいない。戦って敗れれば切腹あるのみ、死あるのみと貴様に怯おびえていた。だからこそ貴様と戦ったのだ。貴様などいつでも殺せるという自負を抱いだいている俺とはまるで違う理由で立ったのだ。使者など送っても無駄よ」

「それもすべて、お前が黒田秀忠に吹ふき込んだのだろう。越後一の剛ごう勇ゆうを誇ほこりながら、陰かげでこそこそと策を弄ろうする卑ひ劣れつな男め。お前は女であるわたしよりもよほど女め々めしいぞ、長尾政景」

「くだらんな、景虎！　俺は武人だ！　勝つためならばどんな手でも打つ！　策を弄さず武辺だけで越後を奪うばえるほど、戦国の世は甘くない。義だの慈悲だのとほざいているお前には、なにごとをなすこともできんぞ。たとえ神がかりの軍才を持っていたとしてもな！」

「……戦いかつ許す、それが毘沙門天の戦いだ」

「だが謀反人をひとたび許せば、二度でも三度でも叛かれるぞ。それが越後における戦いの歴史だ」

「わたしは、敵を五度でも十度でも許す！」

「フン。口ではなんとでも言える。この俺が再び叛いても許せるか？　貴様がどれほど神がかりの強さを見せようが、慈悲をかけようが、俺は絶対に生き方を変えんぞ！　死ぬまでな！　しょせん俺の身体からだに流れる血は、裏切り者の分家の血筋よ！　お上品な貴様とは違う！」

　景虎は怒いかりに震え唇くちびるを嚙かみながら、声を振ふり絞った。

「……それでも、許す」

　ただし黒田秀忠がお前を訴うつたえれば、命は奪わずともそれなりの罰ばつは与える、と付け加えていた。

「後こう悔かいするぞ、景虎。貴様は、俺を殺す機会を二度も捨てた。直江大和が言うように、俺は越後に巣くう獅子身中の虫だ。裏切るつもりがなくとも、周囲の連中が俺に囁ささやくんだ。長尾政景はしょせん裏切り者の分家の血筋だと。いちど裏切った上田長尾家は、いずれ必ずまた裏切るとな。俺は、幼い頃ころからそのような蔑さげすみの視線に晒さらされてきた」

「……お前は、兄上の次の守護代ではないか。どこに兄上に謀反する意味がある」

「くたばった為景が残した書状に、力などない！　しょせん越後を制するものは武の力よ！　武の力ある者こそが守護代となれるのだ。そして今、貴様が現れた。貴様はただ義とやらのために戦いくさを繰り返しているつもりだろうが、そこに侍はべっている直江と宇佐美は、貴様を次の守護代にするために動いている。道理は通っている。分家の俺と本家の貴様では、血筋が違うからな！　またしても、貴様が俺の前に立ちはだかったのだ。貴様がいる限り、俺は野望を遂とげられん。越後最強の武人の名を、必ず貴様から取り戻す！」

　宇佐美定満が、口を挟はさんだ。政景と景虎はどこまでも相あい容いれない。このままでは、きりがなくなる。

「春日山城を襲わせた際に、本家である春日山長尾家の男たちを殺させたのは失敗だったな、政景の旦だん那な。これで本家の人間のうち、守護代を相続できる資格を持つ者はずいぶんと減った。晴景が死ねば、次の守護代は為景の旦那が生前に定めたお前か、あるいは──旦那の直系の子である景虎しかいない。お前の余計な策謀のおかげで、候補者が二人に絞られたということだぜ」

「フン……してやったりといったところか、宇佐美定満？」

「冗じよう談だんじゃねえ。オレは、長尾政景、お前の阿あ呆ほうさ加減を笑いたいだけさ」

「俺のどこが阿呆だというのだ？」

「オレにはお前が、景虎に越後守護代の職を与えたくて必死で奔ほん走そうしているようにしか見えねえ。じっとしていりゃあお前が次の守護代だというのに、わざわざ自ら謀反人になって、しかも他の候補者たちを始末させ、てめえ自身は勝てるはずの景虎に一いつ騎き打うちでむざむざ敗れて景虎を『越後の軍神』に仕立て上げちまった。特に、一騎打ちでてめえが景虎に不覚を取るはずがない。お前がなにを考えているのか、わけがわからねえ」

　政景は、その意外な宇佐美の言葉にためらい、そして押おし黙だまった。

　言われてみれば、俺はいちいち景虎が有利になるように行動しているかのように見える……しかしそれは結果がそうなったというだけで、俺は俺自身の野望のために策を弄してきたにすぎない！

　反論したかったが、景虎が「それはどういうことだ宇佐美？」と無防備な表情を浮うかべている横顔を見てしまうと、なにも言うべきではない場面だと気づいた。

　そこへ、黒滝城から追い返された使者が入ってきた。

「黒田秀忠、心変わり！　ひとたび降こう伏ふくすると言いながら、前言を覆くつがえして再び籠ろう城じようの準備をはじめました！　これほどの罪を犯おかして今いま更さら許されるはずもなし、かくなる上は景虎さまと決戦に及およぶと。城を枕まくらに一族ことごとく討うち死にするお覚かく悟ごです」

「長尾政景。お前が黒田秀忠を説得して開城させろ。兄上に返り忠を見せろ。それで、宰相の座に復帰することを許す。大軍を率いて黒滝城を包囲することは認めない。むろん、黒田秀忠がお前の悪事を言い立て、お前が黒幕だと訴えれば、公平に裁く」

　この狡こう猾かつな男にそのような重大な任務を与えてはなりません、わたくしが参りますと直江大和が血相を変えて立ち上がったが、景虎は「政景にはなんらかの罰は与えねばならない。これで帳消しにしてやる」とうなずき、そして酒を舐なめた。

「直江大和。この機会に俺を殺すつもりだったのだろうが、残念だったな。景虎はお前が想像している以上に甘いようだ」

「長尾政景さま。この謀反騒動には、春日山城の晴景さまご自身が参さん与よされているのではありませんか？」

「なに？」

「晴景さまは、お嬢じようさまを戦場に立たせたくない一心で、どうにか姫ひめ武将をやめさせようと心を砕くだいておられます。しかし誰だれもお嬢さまに勝てない。そこで、あなた自身が戦わねばならなくなった──晴景さまとあなたの間では、はじめから裏で話がついているということです」

「証拠がないな。いいだろう。黒滝城へ乗り込んで、黒田秀忠を帰参させてくる。断れば、直江大和が俺を処断せよと騒さわぎ立てるだろうしな……しかし直江大和。宇佐美とは違ちがい、お前には裏切り者の血が流れている。お前は命惜おしさに主君を裏切り、長尾為景に寝ね返がえった裏切り者の息むす子こだ。どれほど聖人君子ぶろうが、お前はこの俺と同類よ」

「なにを言おうがわたくしの心を言葉で傷つけることはできませんよ、政景さま」

「知っているぞ。お前の父は、為景に自分の妻を与えた。妻の身体と引き替かえに、為景に命いのち乞ごいしたのだ。それが直江家の男の本性よ」

「……黒滝城へただちに向かいなさい。しくじれば、お嬢さまがどれほど庇かばおうとも、切腹を命じます」

　直江、と景虎が思わず声をあげた。直江大和は、なにごともなかったかのように静かに微ほほ笑えみ、政景の言葉に動どう揺ようしている景虎をその視線だけで落ち着かせていた──。

　しかし、直江大和はこの時はじめて、長尾政景に裏をかかれたのだ。

　やはり、直江大和もまた動揺していたのだ。

　直江大和には屈辱的な秘密の過去があった。景虎にさえ打ち明けていない過去だ。かつて直江大和の父は、主君を裏切って長尾為景陣じん営えいに走り、為景に命乞いをした。それゆえに直江家は、最後まで忠義を貫つらぬいて為景と戦い続けた宇佐美家のように一族皆みな殺ごろしにされることなく存命することができた。幼かった直江大和は、為景よりもむしろ為景の武ぶ威いに屈くつして卑ひ屈くつにも生き残りをはかった父親を嫌悪した。

　そこまでは景虎に語ったことがある。しかし、ほんとうはまだその先があった。大和の父は、自らの助命と引き替えに為景に妻を献けん上じようしたのだ。大和の母は、越後屈くつ指しの美人として有名な女性だったのだ。それゆえに、為景は大和の母を所しよ望もうした──大和は為景の欲よくのために、いやそれ以上に父の卑屈のために母親から引き離はなされたのだ。

　今はすでに大和の父も母もこの世にはなく、あの耐えがたい屈辱はすべて遠い過去の記き憶おくとなって消え去っていくはずだった。

　そんな誰にも知られたくない屈くつ辱じよくの記憶を呼び起こされて、しかも景虎に知らされた。父・為景の数々の暴ぼう虐ぎやくを罪と受け止めている潔癖な景虎は「わたしの父はそのような悪行を」と傷つくに違いなかった。景虎もまた、政略結けつ婚こんによって姉・綾を政景に奪われている。しかもその策を立てて実行したのは他ならぬ直江大和だった。保身や出世のためではなく、生しよう涯がいの主君と定めた景虎を政景から守るためのやむを得ない措そ置ちだったとはいえ、直江大和は憎にくんできた自分の父親と同じことをやったのだ。だから、景虎に自分の過去を知られたくはなかったのだ。感受性が強すぎる景虎は深い罪悪感を抱くだろう。そしてきっと「直江もまた、お父上が犯した罪から自由にはなれなかったのか。ではやはり、わたしもいずれ父上と同じことを……」と悲しみ傷つくだろう。

　それゆえに直江大和はこの時、動揺した。思わず、出立しろ、と政景に向かって口走ってしまったのだ。

　もっと先の先まで隠かくしておきたかった切り札だったが、切ってしまった。だがこれで直江大和との化かし合いは一勝一敗だ、と長尾政景は笑いながら去っていった。

「……な、直江……」

　景虎は、直江大和に言葉をかけようとした。為景の娘むすめとして、詫わびようとした。だが、衝しよう撃げきのあまり、言葉が出てこない。そして直江大和もまた、景虎にこれ以上新たな罪の意識を背負わせまいと口を開いたが、今のわたくしが発したいかなる言葉もお嬢さまの慰なぐさめにはならないと気づき、なにも言えなかった。

　そして宇佐美定満は、景虎にこの件についてこれ以上考えさせてはならないと気づいた。こんな時こそオレのような男が役に立てる時だとばかりに、新作の兎うさぎのぬいぐるみを取り出していた。

「ほら見ろ景虎。うさちゃんのぬいぐるみだぜ。この新作は、お尻しりから手を突つっ込んで口をぱくぱくと開閉できるんだ！」

「……」

　こんな時になにをしているのだこの男は、とむくれた景虎に完全に無視されたが、なおも宇佐美はけんめいに自信の新作について大いに語り、操作方法まで実演してみせた。

「ほら見ろほら見ろ！　うさちゃんのお尻から、こうやって、ぐいっと手を突っ込んで」

「……」

「お尻から！　手を！　ぐいっと！　うさちゃんは当然、悲鳴をあげるッ！　アーッ！」

「……やっ、やめろ宇佐美～っ！　お尻から手を突っ込むとはなにごとだ、下品な。乙おと女めに対して手て渡わたすようなものなのかこれは！」

　景虎は不ふ機き嫌げんになって、無理矢理手渡された兎のぬいぐるみを宇佐美の顔めがけて放り投げていた。その時にはもう、場を覆おおっていた重苦しい空気は、吹き払はらわれている。

「……ふふっ」

　冷ひや汗あせを流しながら沈ちん黙もくしていた直江大和が、思わず吹き出していた。

「宇佐美さま。お尻、お尻、と騒ぎすぎると衆しゆ道どう癖へきの持ち主だと噂うわさが立ちますよ」

「直江の旦那。オレたちゃ、互たがいにいい歳としをして独身だ。仲良く、衆道のお仲間だな」

「……あなたとのおぞましい衆道関係を噂されるような恥ち辱じよくだけは、御ご免めん被こうむります」

　まさかとは思うが二人がほんとうにそんな関係なのだったらわたしは二人と縁えんを切るぞ、と景虎は思わず顔をしかめていた──。




　しかし、政景はただ直江大和に腹いせの意い趣しゆ返しをしたわけではなかった。

　本来の目的は、別にあった。

　この日の夜。

　長尾政景は、黒くろ滝たき城にわずかな手勢だけで乗り込み、黒田秀忠とその一族をことごとく斬きり捨てて黒滝城に火を掛かけた。

　黒田秀忠が降伏を認めず、政景一党を討ち果たそうとしたためにやむを得ず戦った、と政景は言い張った。そして、これは景虎にとっては許しがたい悪事だったが、越えち後ごの武士たちの常識では見事なまでの「返り忠」だった。

　政景は宰さい相しようの座に返り咲ざき、政景が春日かすが山やま襲しゆう撃げき騒そう動どうの黒幕だったという証しよう拠こは消えた。

　黒滝城へと急行した景虎が、炎えん上じようする黒滝城を見上げながら「政景め！　どこまでもこのわたしに逆らい続けるつもりか！　あの外げ道どうめ！　姉上の夫でなければ、あの男に限っては慈じ悲ひなど忘れて生かしておかぬところだ……！」と激げき昂こうした時にはもう、すべては終わっていたのだ。

　この時すでに政景は現場から逐ちく電でんしていた。黒田秀忠の首を抱かかえ、「返り忠を主あるじに報告する」と宣言して晴景の居城・春日山城へと向かったという。

　直江大和が、「やられました。あの男の言葉に惑まどわされてこの事態を予測し得なかったわたくしの責任です」とうなだれていた。

　宇佐美定満は（感情らしい感情を持たない男だと思っていたが、この男がこれほど動揺するとは。為景の旦那に母親を奪うばわれたことがよほど心の傷になっているらしい）とはじめて直江大和に憐れん憫びんの情を抱いだいた。宇佐美定満は為景に家族の命を奪われたが、直江大和は為景に母を「寝取られた」のだ。

　宇佐美定満は思った。失ったものが大きかったのは俺のほうだが、直江のほうがオレよりもはるかに辛つらかったのかもしれねえ。母親が生きて為景のもとに捕とらわれていたんじゃなあ。それも人ひと質じちではなく愛あい妾しようとして……。

　しかも、直江が屈辱を隠しながら為景に小こ姓しようとして仕え、疑われないように地道に為景に忠誠を尽つくして出世し、ようやく為景から母親を奪い返せる立場になったその時、彼の母親はすでに病で死んでいたらしい。

　直江大和が決して女性を近づけない禁欲的な生活を自らに課している理由も、自らの主君として姫である景虎を選んだ理由も、その景虎に出家を勧すすめた理由も、おぼろげながらにわかってきた気がした。

「まあ、こういうこともあるさ直江の旦だん那な。気にするな」

「あなたはほんとうに適当な人ですね。われわれが次に政景に裏をかかれれば、お嬢さまを守りきれないかもしれないのですよ？　それだけは許されません！　お嬢さまのために自ら身代わりになってくださった綾さまに申し訳がたちません……！」

「まあ、まあ。落ち着けよ。今回は景虎に代わって、政景が面めん倒どうな謀む反ほん人にんを片付けてくれたと考えておけ。どのみち黒田秀忠は捨て置いてはならない男だった。いくら景虎が義将とはいえ、春日山城を襲撃して主しゆう筋すじを手に掛けたんだからよう。捨て置けば、越後の内乱はいよいよ収しゆう拾しゆうがつかなくなるところだったぜ」

　景虎が「政景は黒田の一族の者まで殺し尽くしたのだぞ。宇佐美。お前も、わが父に一族を殺し尽くされた男ではないか」と宇佐美を叱しかりつけた。

「主君に忠義を尽くして滅ほろびるのと、謀反して滅びるのとでは意味が違うさ。そういう意味では、黒田家の一族のほうが宇佐美一族よりもはるかに憐あわれだ。一族の長おさが秀忠だったことが、黒田家の不幸だったということだぜ」

「ならば、もっと悔くやしそうにしろ！　怒おこれ！　宇佐美、お前はひょうひょうとしすぎているぞ！　人の命をなんだと思っている！」

「悪い悪い。怒る怒らない以前に、政景の野や郎ろうの容よう赦しやなさを目まの当たりにしてあっけにとられちまったんだ。どこまでも悪党だぜ、あいつは」

「宇佐美～。お前はまったく、緊きん張ちよう感かんがないな！」

「いちいち景虎と直江が深刻ぶるもんでな。一人はオレみたいな適当な男が必要だろうさ、栃尾城には。三人揃そろって眉まゆをひそめていたら、お通つ夜やじゃねえかよ」

「黙だまれうるさい」

　青竹でぴしりと景虎に頭を殴なぐられた宇佐美定満は苦笑しながら、「長尾政景を許し続ける限り今後もこういう悲劇は起こるぞ、景虎。いくら謀反人とはいえ一族の殲せん滅めつなど、お前は認めちゃならねえ。いずれは直江が言うように、政景を殺すしか道はなくなるだろうな」と燃える黒滝城を見上げていた。

「それを言うな、宇佐美。政景を殺せば、この景虎の負けだ」

「だが今日こそはわかったろう？　義の戦いくさを遂すい行こうし、敵を許し悪を善となす。お前が目指す生き方は途と方ほうもなく遠い道のりだぞ、景虎」

「しかしそう言う宇佐美さまも、内心は政景の非道にはらわたが煮にえくりかえっているのでしょう？　お嬢じようさまと出会っていなければ、あなたは今いま頃ごろ逆上して『政景の首を獲とる』と叫さけんでいるはずです」

「いちいち混ぜっ返すなよ直江。オレまでがここで真顔になったらあまりにも景虎がきついだろうが。空気をなごませようとしているんだよ。人にはそれぞれ、役割ってものがあるんだぜ。てめえが『いけすかない嫌いやな野郎』の役を買って出ているのと同じさ」

「ふふ。お互いに、長尾政景には心の古傷を暴あばき立てられてまったく不ふ愉ゆ快かいですね。ですが、それほどわれらはあの男の恨うらみを買っているということです。なにしろ、われらはあの男があれほど執しゆう着ちやくしているお嬢さまを奪い取ったのですから」

「はあ？　奪い取ってねえよ？　われらが主君として、押し頂いているだけだ」

「自分以外の人間に仕えることを知らないあの男にとっては、同じことです。しかもあれは、お嬢さまに異性として執着しています」

「どうやらそうらしいな。昔からそういうところはあったが、景虎が成長した今ではもう病的なほどに執着している。嫁よめを迎むかえれば女というものを多少は知って、落ち着くかと思ったが……」

　嫌な話をするな宇佐美、とまた景虎が青竹で宇佐美の頭を叩たたいた。

「宇佐美さま。悪党は悪党なりに使いようはありますが、さしもの毘び沙しや門もん天てんでも長尾政景を心服させることは不可能かもしれませんね。あれは必ずや、いずれお嬢さまを絶体絶命の危地に追い込む男です。絶対に、あの男にだけはお嬢さまを汚けがさせてはなりません」

「その時は直江、お前が独断であいつを暗殺して腹でも切れ」

「いえ。わたくしがいなければお嬢さまは領地を治められません。軍師でありながら数日で弟子に乗り越こえられてしまって釣つりしかやることがない宇佐美さまがどうぞ」

「抜ぬかせ。お互い過去に傷を持つ者同士、多少は同情していたのによう。やっぱ、てめえはかわいくねえなあ！　政景とはまた別の方向にひねくれやがってよぉ」

「男にかわいいと言われる趣味はわたくしにはありませんのでね」

　許せないのは長尾政景だ。あの男の悪心を祓はらうには並なみ大たい抵ていのことでは無理だ。政景とは戦場で決着をつけねばならない。なぜかこたびの合戦ではやつはわたしに不覚を取ったが、あれはなにかの間ま違ちがいに等しい。やつはだから、腹の底ではわたしに負けたとは思っていない。次こそは完かん璧ぺきに叩きのめす、二度とこのような殺さつ戮りくは繰くり返させぬ、と景虎は決意していた。

「直江大和。知らぬこととはいえ、済まなかった。わが父の非道を詫びる。もちろん、宇佐美にも……」

「愚おろかなことを。わたくしたちはお嬢さまに仕える僕しもべですよ。わたくしも宇佐美さまも、自分の意志であなたを主と選んだのです。あなたとお父上とは別の人間です。二度とあなたのお父上の過去などはお気になさらぬよう。政景の口にした言葉など、聞き流してしまいなさいお嬢さま」

「……直江大和」

「ですが今は、あの野や獣じゆうを泳がせておいたほうが得策かもしれません。あれは宇佐美さまがおっしゃったように、自分でも意識しないままにお嬢さまを越後守護代の座につけるために暴れ回っているも同然ですから」

「くどい。わたしは兄上から守護代の座を奪うつもりなどないぞ。そのような不義を働けば、わたしは武たけ田だ晴はる信のぶと同じになってしまうではないか」

「お嬢さま。あの政景が守護代となれば、為景さまと同じ罪を重ねます。悲劇が繰り返されます。越後に義をもたらすためには、お嬢さまご自身が政景の上に立たねばなりません。すなわち、晴景さまの次代の越後守護代に」

「ああ。今や越後中の国こく人じんたちが、景虎、お前を次の守護代にと推おしている。柿崎景家をはじめ、今すぐにお前に守護代になってほしい、と願う者が大勢いる。なにしろお前は長尾政景に勝っちまったんだ。もう、政景は国人どもの支持を以前のようには得られない。義将として越後に義と安あん寧ねいをもたらすというお前の志を遂とげる好機だ。オレたちはもっと時間がかかるかと思っていたが、期せずして天の時を与あたえられたと言えるんだぜ。いや、お前自身が実力で天の時を摑つかみ取ったというべきかな」

　宇佐美定満がうなずいた。

　景虎は（またか。近頃は多くの者がわたしに兄上から守護代の座を奪えと勧めてくる。このままでは兄上に誤解されてしまう。かといって、兄上に反旗を翻ひるがえす謀反人を捨て置いていいはずもない。兄上は病身だからじきじきに戦場に出られないし、わたしが代わりに戦うしかない。だがわたしが戦って勝てば、兄上はさらに侮あなどられる。困ったものだ……）とため息をついた。

「宇佐美、直江。政景の非道を押さえつけるためにはたしかに武は必要だ。あの政景が守護代になれば越後は父上の時代よりも乱れるだろう、わたしもそれは避さけたい。避けなければならない。しかし兄上はご病気がちだが、まだお若い。いずれ新たなお子も生まれるはずだ。わたしに守護代になれなどと、二度と口にするな」

「お前らしいが、天の時を手放すと痛いしっぺ返しが来るぜ、景虎」

「ええ。天の時は得がたいものです。お嬢さまがどれほどの神将であれ、時の波に乗れねば時間切れになりますよ。大きな志のためには、小さな不義を働かねばならない時もあります」

「兄上を裏切るのが小さな不義だというのか？　それこそ、武田晴信の理り屈くつだ！　わたしはあくまでも妹として、兄上を補ほ佐さする。そのために謀反人たちと戦う！　それで十分に越後の内乱は治められる！」

　しかしまもなく、景虎たちはもちろん長尾政景ですら予期していなかった事態が、越えち後ごを襲おそうことになる。




　景虎の兄・晴景が、突とつ如じよ「わが妹・景虎を討とう伐ばつする」と号して春日山城下に軍勢を集結させたのだ。




　　　　※




　長尾晴景の政権基き盤ばんは、晴景があの梟きよう雄ゆう・長尾為景の長男であるということよりもむしろ、妹いもうと婿むこで宰さい相しようとなった上田長尾家・長尾政景の圧あつ倒とう的てきな武力に頼たよっていた。

　為景亡なきあと、若き政景は「越後随ずい一いちの武人」として恐おそれられていたのだ。しかし若き頃ころの為景に負けず劣おとらず暴ぼう虐ぎやくで、その上敵を陥おとしいれるためにいちいち策を弄ろうする政景には、人徳が決定的に欠けていた。

　本来ならば主君の晴景がその人徳を補うのが理想の形だが、病弱で政景に越後のすべてを預けきっている晴景には人徳といっていいほどのものはなかった。あるいは内面には徳があったのかもしれないが、家臣団にその徳を見せる機会を持たなかった。隣りん国ごく奥おう州しゆうの伊達家が内政に介かい入にゆうしたことにはじまる越後の大乱に対して、晴景はなんの手も打てなかった。そんな中で起きた黒田秀忠の春日かすが山やま城襲しゆう撃げき事件は、晴景に守護代の能力がないことを越後全土に知らしめたと言える。

　そんな越後に、颯さつ爽そうと景虎が登場し、越後最強の長尾政景を破った。

　越後では「武」こそが正義である。当初は栃とち尾お城に入った景虎を「姫ひめ武将など越後には要いらぬ」と煙けむたがり、好こう奇きの目で眺ながめていた下か越えつの揚あが北きた衆しゆうも、中ちゆう越えつの国人たちも、今やこぞってこの異形の姫武将・景虎が見せた神がかりの戦ぶりを「神将」と褒ほめ称たたえ、景虎を支持していた。

　越後では前例がないことではあるが、今は乱世。病弱な晴景さまには越後守護代の務めは荷が重すぎる。このままでは越後は他国の侵しん掠りやくによって滅ぼされる。長尾政景を上回る戦の天才である景虎さまをこそ、守護代に──！

　春日山城下に大軍を集結させて「栃尾城を攻せめるぞ」と越後守護・晴景が立ち上がったのは、しかし、にわかに越後全土を震しん撼かんさせて人々の心を摑み取った異形の妹の軍才や人気に嫉しつ妬としたからではなかった。

　黒田秀忠とその一族を独断で攻め滅ぼし、春日山城へ入った長尾政景は、青白い頰ほおをこけさせながら鎧よろい兜かぶとを身にまとって軍の采さい配はいをはじめていた晴景を、あっけにとられながら眺めていた。

　なにが起きているのか、晴景が誰だれと戦おうとしているのか、理解することができなかったのだ。

「政景か。お前がわが妹に敗れて降こう伏ふくしたことはすでに聞いている。戦場で、手加減をしたな」

　政景は「手加減をしたのではない。俺はただ」と口走ったが、その先の言葉を継つぐことはできなかった。俺はただ、なんだ？　真っ白い雪の精の如ごとき景虎が戦場で見せた憤ふん怒ぬの涙なみだに魂たましいを奪うばわれてすべてを忘れ、戦場の真ん中でうかつにも立ち止まってしまった、とでも言うのか？　馬ば鹿かな。生しよう涯がい誰だれにも言えぬ恥はじだ。

「中なか条じよう、本ほん庄じようら揚北衆より、使者が来た。この上は潔いさぎよく越後守護代の座を妹に譲ゆずるべし、われらは景虎さまが守護代とならば長尾家に従おう、と。中越上じよう越えつの諸将からも次々と、政景を排はい除じよして景虎を重用せよ、あるいは次の守護代に、との声があがっている。柿崎景家、北きた条じよう高たか広ひろ、斎さい藤とう朝とも信のぶらそうそうたる顔ぶれだ。お前を一いつ騎き打うちで破ったのだから、彼らが妹を神将と信じて崇あがめはじめたのは当然だ。政景。妹は、お前が手心を加えたばかりに二度と引き返せない武将としての生涯を決定づけられようとしているのだぞ！」

　晴景は、生まれてはじめて激げき怒どしていた。

　他ならぬ妹のためだというのに、僕はなにをしていたのか。政景に頼ることなく、はじめからこうするべきだったのだ、と自分自身の浅はかさと甘さを責める激怒でもあった。

「もはや妹から武具を奪い取り春日山城に姫として戻もどすためには、僕自身が妹と戦って勝つ以外に道はなくなった。越後守護代にふさわしい者は妹ではなくこの僕だと諸将に知らしめるしかないのだ。どれほど妹に恨まれようが、構わぬ。妹に、父上のような修しゆ羅らの生涯を歩ませるわけにはいかない。栃尾城を攻め落とす。お前も兵を率いて付いてこい、政景」

「やめておけ晴景。景虎は、戦いくさ下手のお前が勝てる相手ではない。あの雪の精のような純白の行ぎよう人にん包づつみに顔を包んだ景虎と戦場で遭そう遇ぐうすれば、男であれば誰であれ惑まどわされるぞ。これまで越後には姫武将はいなかった。それだけに、景虎は越後の武士たちに強きよう烈れつな印象を与えるのだ。景虎に従う兵士どもの形相も、ただごとではなかった。殺しても殺しても、景虎を守るために突とつ進しんしてくる」

「政景。僕ははじめから妹に惑っている。だから、これ以上に惑うことはない」

「ふざけるな！　お前が敗れれば、景虎が守護代になってしまうではないか！　貴様の次の守護代はこの俺だ！」

「だがお前は妹に敗れた。この越後では、力こそが正義だ。手をこまねいていては、妹が僕に刃は向むかわずにこのまま栃尾城で座していたとしても、諸将が続々と蜂ほう起きして僕を春日山城から追い出そうとするだろう。すでに黒田秀忠が春日山城襲撃という暴挙をやらかしているのだから、みな、真ま似ねをする。僕は守護代の座などに執着はないが、妹を守護代にはしたくない。血で血を洗う合戦の日々に、妹を引きずり込みたくない。妹を、まことの毘沙門天の化け身しんと言いだした者までいるのだ。あの行人包から覗のぞいている赤い異形の瞳ひとみは、妹が人ではなく神仏の生まれ変わりだという証あかしだと」

「フン。あいつが生まれた時からつきまとっていた毘沙門天の与よ太た話をいよいよ本気で信じる者が出てきたか。くだらぬ。だが、噓うそも百度つき続ければ、真まことになると言うな……」

「どうやら妹は、己おのれの身に与えられた毘沙門天の力を保持するために生涯不ふ犯ぼんを貫つらぬこうと考えているようだ。婿を取らず恋こいもせず、ひたすらに合戦を繰り広げる、そのような生涯を選ぼうとしている。このままでは、僕の手の届かないところへ行ってしまう！」

　そうだな……お前が総大将では士気もあがらず、勝機は見み出いだせないかもしれん。しかし景虎も勝てない、と政景は口走っていた。

「景虎は、義のために戦うと己に課している。まさしく女子供の情に流されたくだらん考えだが、義将として戦うというのならば自分の兄と戦うことはできまい。しかもお前は守護代で、景虎はその家臣にすぎん。お前を撃うち破れば、景虎はほんとうに謀む反ほん人にんになってしまう。下手をすれば兄殺しの大罪人だ。だとすれば、景虎は貴様が率いる軍に対しては勝ちを収めることはできないな。戦いは膠こう着ちやくする。いわゆる千日手というやつだな」

「妹の情を利用しようというのか？　卑ひ劣れつだが、今は手段を問うている場合じゃない。しかし戦いを膠着させた後、どうする」

「そこからは俺と、宇佐美・直江の知ち恵え比べよ。一対二では不利だが、ともかく長なが対たい陣じんのうちにあちらの内部分ぶん裂れつを誘さそうしかあるまい。景虎陣営は、まだまだ武力で周囲の国人衆を靡なびかせている寄せ集めの集団にすぎない。こちらには、先代為景が築いた守護代家の確固とした組織がある。景虎は決して春日山城を攻めることができないのだから、功を焦あせっているあちらの連中はきっと焦じれてくる。義だの慈じ悲ひだのと言っても連中には通じるまい。やつらは、景虎の武に恭きよう順じゆんしているだけなのだからな。ならば、切り崩くずしの機会はいくらでもある」

　政景の言葉にうなずきながら、晴景は粘ねばっこいせきを何度も繰くり返した。

　まずいな。無理をしおって。晴景はもう長くないかもしれん。今こいつに死なれると俺の立場は危あやうい、と政景は自分自身の未来に暗雲が立ちこめてきたことを危き惧ぐしていた。

「あまり長対陣はできんな。切り崩すとすれば『民百ひやく姓しようの暮らしを案ずるために』と柿崎景家を揺ゆするか、あるいは恩賞をちらつかせて利に聡さとい北条高広を誘うか──」

　いずれにせよこれは俺の甘さが招いた事態だ。次こそは景虎を倒たおす。もしも討うたねばならぬというのならば、討つ──この戦で敗れれば俺は景虎も越後守護代の座も両方失ってしまう。それだけは許されない。二つの実をともに手に入れられないのならば、せめてひとつだけでも確保しなければ俺の生涯はここで終わりだ、と政景は思った。




　越後はまたしても震撼した。

　越後守護代・晴景軍が、妹である景虎の居城・栃尾城へと攻め寄せてきたのだ。

「景虎が、わが越後守護代の座を狙ねらっているという噂うわさの真しん偽ぎを問いただす。軍備を解いて春日山城へ出頭せよ。武将働きをやめると誓ちかえばすべては風聞であったと認め、今まで通り長尾家の姫として迎むかえ入れる。槍やりを捨てないというのであれば謀反人と見なして討伐する」

　と、晴景は使者を立てて景虎に通告した。

　あの長尾政景も、晴景軍の中に副将として参戦している。

　そして、かんじんの景虎は兄と戦うことなく、栃尾城の城下に陣じんを敷しいたまま動かず、抵てい抗こうのそぶりを見せようとしなかった。

　周囲の諸将に「この上は晴景さまを破って越後守護代におなりください」といくら勧すすめられても、わが兄と戦うことはできない、と景虎はひたすらに繰り返しているのだという。

　越後初の姫武将は、一いつ瞬しゆんの輝かがやきを放った直後に、こうして越後の歴史の闇やみへと葬ほうむり去られる運命なのか、源みなもと義のよし経つねが兄・頼より朝ともに追われたように──と誰もが思った。

「春日山城を発した大軍が、この栃尾へいっせいに迫せまってきています。先せん鋒ぽうは長尾政景。やはりあの男こそ獅し子し身中の虫」

　その日の朝。

　天てん井じよう部分までをも白い布で覆おおい尽つくして日光を遮さえぎっている景虎の本陣内で、直江大和は「逡しゆん巡じゆんできるのも今日が最後です」と景虎に冷たく言い放っていた。

「晴景さまがこれほど容易に政景に踊おどらされるとは予想外でしたが、こちらが戦わずとも向こうから攻めてくるのです。お嬢じようさまが武器を捨てて春日山城へ戻らぬ限りは、晴景さまは兵を退ひきませんよ」

　景虎は憔しよう悴すいしきっていた。

　兄が自分を討伐するために軍を発進させたと聞いて以来、眠ねむることができなかった。

「なぜだ？　なぜ兄上が？　わたしには、わからない……」

「わたくしにもよくわかりません。お嬢さまの武名に嫉妬した、とも考えがたいところです。晴景さまはもともと自分の武名などに興味もなく、守護代の座にすら執しゆう着ちやくのないお方です。あのお身体からだでは、守護代職は負担となりお命を縮めるだけのものですから」

「では、なぜ？」

「人の心は不思議なものです。どうしてもお嬢さまに武家働きをやめさせたいのかもしれません。このような非情の手段を取ってでも」

「……兄上……ならば、いよいよ兄上と戦うことはできない。わたしは、景虎はどうすればいい？」

　宇佐美はどこへ消えたのだと景虎は口にしそうになったが、こらえた。越後全土の国こく人じん衆が、そして領民たちが「血で血を洗う長尾兄きよう妹だいの戦いになるのか」と動どう揺ようしている。景虎が決して兄に弓を引けないことも宇佐美は承知している。この難局を打開するためにいずこかを奔ほん走そうしているのだろう。

「いずれにせよ晴景さまの隣となりに宰相として長尾政景が舞まい戻った以上は、政景はお嬢さまと晴景さまをかみ合わせてお嬢さまの武名を地に落とそうとするしかないでしょう。それ以外に、あの男が失った武名を取り戻す道はありませんので」

「また、政景か。わたしと兄上の仲を裂さくとは、絶対に許しがたい」

「ですから、殺せと勧めていたのです」

「しかしなぜだ。わたしはそもそも越えち後ご守護代になるつもりなどない。なぜみな、わたしと政景をそれぞれに担かついで勝手に徒党を組みたがる？」

「越後では武こそが正義。その武の象しよう徴ちようが、今、越後には二人いるのです。お嬢さまと、政景です。両りよう雄ゆう並び立たずと申します。どちらかが完全に屈くつ服ぷくするまで、争いは終わりません」

「直江大和。なんと言われようとも、わたしは兄上と戦うことはできない。このまま本陣に留とどまって首を打たれても構わぬ」

　景虎が震ふるえながら酒を口にした。昨夜ゆうべからなにも食べることができなかったのだ。だが、吐はき気けがこみ上げてきて、酒を飲むこともできなかった。

　槍も刀も捨てて兄のもとに戻りたい、母とともに再び春日山城のあの静せい謐ひつな館で暮らしたい、という強烈な衝しよう動どう。その捨てがたい想おもいと、景虎はずっと戦っている。兄の挙兵以来、ずっと、眠ることもなく。

　しかしそれでは、誰が政景を押さえつけ越後の動乱を鎮しずめるというのだろう？　景虎よりもさらに身体が弱い兄・晴景には過か酷こくすぎる激務だった。晴景を補ほ佐さすべき一族の男たちの多くは黒田秀忠の乱で倒れた。宇佐美や直江は我が欲よくに流されることのない有能な武将で自分の志も理解してくれているが、惜おしいことに長尾家の血筋ではない。結局は、自分が旗はた頭がしらとなるしかないのだ。あるいは、政景の悪心を完全に打ち払はらい次代の守護代にふさわしい人間に生まれ変わってもらうか、だ。しかしそれは武力ではなしえないことのように、景虎には思われた。武力で政景に野望を捨てさせられるのならば、すでに景虎に一騎打ちで不覚を取った時点で捨てさせられたはずだった。しかし捨てさせるどころか、さらに政景の野望の炎ほのおは燃え上がっている。あの男を変えられるものがあるとすれば武ではなく義と慈悲だ、と景虎は思っている。

「お嬢さま。越後の今の王はお嬢さまの兄上ではありません。あの政景ですよ。このまま座していれば、お嬢さまの一族と郎ろう党とうは徐じよ々じよに政景に始末されていきます」

「……どうすれば政景を、あの獣けもののような男を変えられるのだろう」

「そのようなお考えは、お捨てください。お嬢さまが、あのような男にそこまで心を砕くだく必要はありません。それではいずれ政景に心を囚とらわれることになります。ああいう無ぶ頼らいの男は、そのようにして女によ人にんの心を引きずり込むのです」

「……直江。わたしは、そういうつもりで言ったのではない」

「人は、己がなりたいと願った者にしかなれないのです。お嬢さまが毘び沙しや門もん天てんの化身でありたいと願うのと同様に、あの男は乱世の野や獣じゆうとして野望と欲望をことごとく燃やし尽くす者になりたいと願ったのでしょう」

「つまり政景は、わたしの父上のように、なりたかったのだろうか」

「自分が長尾の分家の血筋であることを、政景は気に病やんでいます。本家の頂点に立つ為景さまを自分の手本としたであろうことは、あり得ます。上田長尾家は分家の立場とはいえ、もとをただせば上田長尾のほうが越後長尾家の長男の家系、すなわち宗そう家けなのです。政景は、為景さまに本家の名も守護代の地位も奪うばわれている自分の家のなにもかもが屈くつ辱じよくだったのでしょう」

「ならば父上の因果から、政景が生まれたと言っても言いすぎではないな。あれに打ち勝って改心させなければ、わたしはまことの毘沙門天にはなれない。だが、兄上は別だ……兄上は心の優やさしいお方だ。戦を嫌きらって遊興に耽ふけっていた時期もあったというが、悪事を働けるようなお方ではない。わたしは、政景とは何度でも戦えるが、兄上とは戦いたくない……」

「何度も聞かされました、その繰り言は。なにごとも直情的に即そつ決けつするお嬢さまらしくないですよ」

「……うるさい」

　直江大和は「ならば槍を捨てて春日かすが山やまへ戻もどり、出家なさいませ。わたくしはもともとお嬢さまが武士になることに反対していましたから、最後までお供いたしますよ。ですが、武田晴信を捨て置いてよろしいのですか」と意地悪く微ほほ笑えんでいた。

「武田晴信がどうした？　諏訪すわを攻せめ滅ほろぼして妹いもうと婿むこを切腹させたところまでは知っているが、また武田晴信がなにか悪事を働いたのか？」

「はい。先年、河かわ越ごえ夜よ戦いくさで北条氏うじ康やすに敗北して滅めつ亡ぼう寸前となっている関東管かん領れい上うえ杉すぎ憲のり政まさが、こんどは信濃しなの・佐さ久くの戦いくさで武田晴信に敗れました。上杉軍の敗残兵三百、あるいは三千とも伝わりますが、ことごとく首を打たれてその首を志し賀が城へ向けて晒さらされたということです。これでもはや関東管領上杉家は滅亡したも同然、と関東も信濃も騒そう然ぜんとしております」

　武田晴信。まだ見ぬ甲斐かいの姫ひめ武将の名を、景虎は久しぶりに口にしていた。おそるべき、苛か烈れつな侵しん掠りやくだった。関東管領軍を粉ふん砕さいして信濃の佐久地方を強ごう奪だつしたとなると、次は北信濃を攻こう略りやくするだろう。善ぜん光こう寺じ、戸と隠がくし山やま、川かわ中なか島じま。その北信濃のすぐ先に、春日山城はある。

　武田晴信が春日山城へと近づいてきている、と景虎は思った。

「遠国での出来事はなにごとも誇こ大だいに伝わる。首三千ということはあるまいが、いくらかは実際に晒したのだろう。長尾政景を女にしたようなやつだ、武田晴信は。いや、政景ですら実の父を追放したりはしない。晴信め。とてつもない悪党だ」

「武田晴信は北信濃を攻め上ってきます。そして、いずれは海と港を求めて越後に。お嬢さま。武将の地位を捨てて、政景と晴信を戦わせますか？　政景ならば互ご角かくに戦えるかもしれませんよ。独立心旺おう盛せいな越後の国人たちを結束させられれば、の話ですが」

「……無理だろう。政景はすでに、わたしに敗れた……戦場でわたしと再戦し、わたしの首を刎はねない限りは、越後最強の名を取り戻せない」

「ならば武田晴信が越後を蹂じゆう躙りんすることになりますよ。半ば茶番めいていた黒田秀忠の乱どころでは済みません。武田晴信ならば、ほんとうに春日山を焼き尽くすでしょうね」

「わたしに、武田晴信と戦えと言うのか、直江大和」

「わたくしはお嬢さまに出家していただきたかった。ですが残念ながら、今は乱世です。そして、あなたの神がかりの軍才を知ってしまった。おそらく日ノ本の歴史において、これほどの軍才を生まれ持ってきた者はあなたと源義経だけでしょう。あなたはそれほどの天才です。軍師でありながらそのことに気づかなかった宇佐美定満はつくづく間ま抜ぬけな男だったと思い知りましたよ」

「いや違ちがう。わたしの才ではなく、毘沙門天の力だ。義を捨てれば、わたしは戦に敗れるだろう」

「その毘沙門天の力で越後に義と平安をもたらすことができる人は、あなたしかおりません。お嬢さま。手をこまねいていれば、武田晴信が越後を奪い取ります。越後をひとつにまとめて武田と戦うために、守護代におなりなさい。他に、道はございません」

　あと一刻もすれば晴景さまの軍勢がこの栃とち尾おへ到とう達たつし、開戦となります。もう猶ゆう予よはありません、と直江大和は静かに、しかし懇こん々こんと景虎をかき口説いた。

「駄だ目めだ。意い気く地じがないと言われようとも、兄上とは絶対に戦えない。わたしは武田晴信にはなりたくない。なれないのだ！」

「小さな義のために、大義を逸いつするおつもりですか？　あなたは毘沙門天の化け身しんとして、義をなすために武将となったのではないのですか。兄と越後とどちらが大切なのです」

　景虎は青竹を振ふりあげて直江大和を叩たたこうとしたが、できなかった。

　青竹を捨て、自分の顔を白い指で覆っていた。

「……どちらも大切だ。選べるはずもない……」

「……お嬢さま……わかりました……でしたら、出家すると晴景さまに伝えなさい。これからは出家の身として、越後の人心を救う道を歩むのがよろしいでしょう。姫武将はたとえ敗れても出家を選んだならば殺してはならないという掟おきてが、他国にはございます。武将として戦うか、兄との戦いを避さけて出家するか、どちらかを選ばねばなりません」

「お前はそれでいいのか、直江大和」

「……わたくしはお嬢さまの僕しもべです。すべては、お嬢さまご自身が決断なされることなのです。あなたの言葉に、従います」

　この時、直江大和はどうしても景虎に「毘沙門天の化身として戦い続けろ」と訴うつたえることができなかった。

　人として戦うのならばまだしも、人でないものになりきって戦え、とは言えなかった。

　言えば、景虎はほんとうに人間であることを捨てて毘沙門天になってしまう、そう思った。そして、景虎自身のためにそれを恐おそれた。

　だが、景虎が「わたしは出家する」と宣言するよりもわずかに早く。

　栃尾を離はなれて奔走していた宇佐美定満が、本ほん陣じんへと転がり込んできた──。




「景虎！　越後の守護、上杉定さだ実ざねさまにご出馬願ったぜ！　この栃尾まで連れてきた！　為景の旦だん那なが担ぎ上げたお飾かざりの守護とはいえ、噓うそでも越後の主あるじだ！　守護の命令によって、このたびの兄妹喧げん嘩かを終わらせ、二人を和わ睦ぼくさせる！」




　今すぐに上杉定実に面通ししろ景虎！　ただし上杉定実もただのお飾り守護じゃねえ、為景の旦那とやりあってきた古ふる狸だぬきだ！　事と次し第だいによってはお前は暗殺されるかもしれねえ、これは戦だ！　と、宇佐美定満は叫さけんでいた。







　第五話　越えち後ご守護代







「そなたが長なが尾お為ため景かげの娘むすめ、越後はじまって以来の姫武将、長尾景かげ虎とらか。あのいたずら坊ぼう主ずの宇う佐さ美みが担ぎ上げているお飾りの姫か、それとも……もしも越後にさらなる大乱を呼び込む娘であれば、生かしては帰せぬ」

　越後守護・上うえ杉すぎ定さだ実ざねはすでに七十歳という高こう齢れいの老人だった。

　宇佐美定さだ満みつに出馬を促うながされて栃とち尾お入りした上杉定実は、景虎軍と晴はる景かげ軍との中間に位置する丘きゆう陵りように陣を張り、景虎一人を陣中へ入れて謁えつ見けんしていた。

　単身で越後守護のもとに乗り込んだ景虎は、宇佐美から上杉定実の人となりについてあらかじめ教えられている。

　かつて景虎の父・為景が、自分の主君である越後守護を殺して下げ克こく上じようを成し遂とげ越後に覇はを唱えようと決起した際、当然ながら越後の諸将は為景に猛もう然ぜんと反発した。主殺しで、しかも長尾家の人間にすぎない為景自身が力ちから尽ずくで守護の座を奪うことははばかられたため、お飾りの守護が必要となった。そこで、上杉家の血を引く定実が、為景によって守護の座に祭り上げられた。

　宇佐美家はこの越後守護・上杉定実に忠義を尽つくしてきた家であり、宇佐美定満の「定」の一文字は上杉定実から拝領したものである。

　上杉定実は当初、長尾為景の傀かい儡らいにすぎず、関東管領上杉家と為景との合戦の際にも為景のお飾りとして戦に同行させられていたが、由ゆい緒しよある上杉家の頭領である関東管領までが長尾為景に討うたれて死ぬと、越後守護としての責務に目覚めた。権勢をほしいままにする為景を排はい除じよして、自ら越後に君臨しようとしたのだ。宇佐美一族も上杉定実に従った。

　しかしその結果は惨さん憺たんたるもので、宇佐美一族は幼かった定満を除いて討ち死に。長尾為景を排除するどころか、上杉定実自身が為景に囚とらわれて府ふ中ちゆうに軟なん禁きんされ、越後守護の権けん威いは完全に失しつ墜ついしたのだった。

「景虎よ。儂わしは今でも、宇佐美定満には申し訳ないことをしたと悔くいておる。忠義を尽くしてくれた宇佐美一族への罪つみ滅ほろぼしとして、せめて定満だけでも生き延びさせて家を再興させてやりたかった。軒のき猿ざるの忍しのびの術をあれに教えたのも、定満が死ねば宇佐美家が断絶してしまうからじゃった」

　景虎は首を傾かしげた。

「軒猿？」

「越後上杉家に仕える忍び衆よ。儂の生しよう涯がいは、梟きよう雄ゆう・長尾為景との暗あん闘とうの日々であった。お飾り守護にすぎぬ儂には兵力がない。為景は、意に添そわぬ儂を何度も亡なき者にしようとした。代わりの者などいくらでもいたからのう。それでも為景が儂を殺せなかったのは、常に軒猿たちが儂の身辺に潜ひそんでおったからじゃ」

「それでは先ほどから、この陣中に殺気がみなぎっているのは」

「軒猿たちの気をそなたが感じているのだろうのう。やつらは完全に気配を殺すことができるはずじゃが、そなたは特別らしい。宇佐美定満が言うておった通りじゃ。尋じん常じようの人間にはない感覚が、そなたには備わっている」

　景虎の背後から、不意に石つぶてが飛んできた。

　景虎は、身体からだをわずかに傾かたむけることでその石つぶてを避よけた。

「見事じゃのう。まるで背中に目があるかのようじゃのう。忍びの修練を重ねた経験があるわけでもなし、そなたはいつからそのような力を身につけた？」

「わたしには特別な力などありません。ただ、こうもまぶしいと目がよく利ききません。目がくらむ代わりに、鼻や耳や肌はだが利くのです」

「ほう。まるで蝙こう蝠もりが暗い洞どう窟くつの中を飛び回れるかのようなものか。生きづらかろうのう」

「今、越後は兄上に忠誠を誓ちかう者と、わたしを担かつぐ者とに二分され、またしても騒そう乱らんの渦うずに巻き込まれています。越後に平へい穏おんをもたらすために、この景虎を殺されますか」

「迷うておる。儂はすでにいちど世を捨てて為景への抵てい抗こうをあきらめた。しかし先年、その為景が死んだと知り、こんどこそ越後守護としての責務を果たそうとよけいな陰いん謀ぼうを画策した。儂には世よ継つぎがおらぬし、この歳としではもう子を生なすこともできぬ。もう長くは生きられぬ。世継ぎを定めぬまま死ねば、為景なき越後はいよいよ乱れるだろう。そこで儂は、いっそ隣りん国ごく奥おう州しゆうの伊達だて家から養子を迎むかえて越後守護職を譲ゆずろうとした。知っておるな」

「……はい。ただ……なぜ遠とお縁えんの伊達家だったのでしょう。上杉家の本流である関東管領家から養子をお迎えすれば、問題はなかったと思いますが」

「関東と越後は上杉家が、奥州は伊達家が統すべる。それが東国のしきたりであったが、上杉家はすでに見る影かげもなく没ぼつ落らくしておる。そなたの父・為景と小お田だ原わらの北ほう条じよう家によってな。衰すい退たいしてしまった上杉家はもはや当てにならぬ。しかし、伊達家は巧たくみな婚こん姻いん外交政策を重ねて奥州全土を支配せんとする勢いじゃった。ならば伊達家と上杉家がこの越後で繫つながれば、東国は安定する」

「そうでしたか」

「と、そう考えたのが、儂の愚おろかさじゃったわ。しょせんは机き上じようの空論よ。かえって越後と奥州との間に不和を呼び起こし、天てん文ぶんの乱を起こしてしもうた。伊達家までが分ぶん裂れつし、奥州もまた関東や越後同様に血で血を洗う戦国の世に突とつ入にゆうしてしもうた。すべては儂の愚かさゆえじゃ。宇佐美定満に『死に損ぞこないが余計なことをするんじゃねえ』とさんざん文句を言われたわ。あやつの奔ほん走そうを無む駄だにしてしまったのじゃからな」

　宇佐美定満に倣ならって、わが娘を武将となして世継ぎに指名すればよかったのかもしれぬが、できなんだ。この乱世で娘に槍やり働きなどさせとうはなかった。だから娘はそなたの兄・晴景に妻としてくれてやった、と上杉定実は笑った。

「しょせん上杉家はもはや斜しや陽ようで、蘇よみがえることなどできぬ。いっそ守護上杉家と守護代長尾家の血が一体となればよかろう、それで越後の混乱も鎮しずまろうと思うてな。だが、晴景とわが娘との間に生まれた子は夭よう折せつし、晴景は病を得て今では妻に目もくれぬ。次の子は生まれぬであろう。儂の命も保もってあと一、二年。揺ゆれる守護代の座にくわえ、越後守護の座を巡めぐって越後はまた割れる。それは凄すさまじい争いになるだろうのう」

　上杉定実は疲つかれ果てていた。長尾為景に担がれ、一兵も持たぬ身で反旗を翻ひるがえし、策に溺おぼれて失敗を重ねてきた自分の生涯はいったいなんであったのかと思うと、なにごとをもなせずに七十年を浪ろう費ひしたという虚むなしさと後こう悔かいだけが残っていた。いっそ堂々と為景と戦って討ち死にしていれば悔いなど残らなかったのではないかと。

「宇佐美一族は、死んで義を残した。しかも、宇佐美定満というやんちゃ坊主を越後に残した。その宇佐美定満が、そなたに義将としての生き方を教えたのだという。あの憎にくい一族の仇かたきである為景の子にじゃ。なかなかできることではない。一方、儂はおめおめと生きながらえながら、なにも残しておらぬ」

　七十年を生きてきた越後の主が「自分は越後になにも残していない」と嘆なげく姿を、景虎は痛ましく思った。

　越後がこれほどに乱れたのは父上が主君をないがしろにしてきたためであって、このお方の罪ではない、とも思った。

　景虎は「父の罪は子であるわたしが背負います」とうなずいていた。

「この景虎も今また、守護代である兄上と戦おうとしています。父上と同じ過あやまちを繰くり返そうと。これが業ごうというものかもしれません……定実さま。もしも越後になにごとかを残したいとお思いならば、この場でわたしを討ってください」

「晴景と和解はせぬのか？」

「わたしには最初から兄上に逆らうつもりはないのです。ただ、わたしがいる限り、今後も越後は二つに割れて争い続けるでしょう」

「人の心は、人相に表れる。儂はまだ、そなたが宇佐美定満が言うようにまことの義将なのか、あるいは越後の男たちを惑まどわせる魔ま性しようの者なのか、判断しかねる。その顔を覆おおった行ぎよう人にん包づつみを取るがいい。そなたの心に為景のようなおぞましい野心があるのか、それとも毘び沙しや門もん天てんの化身として生きようと願う高潔な姫ひめ武将なのか、それは表情を見ればわかる」

　景虎は、「短時間だけでご容よう赦しやを」と目を細めながら、頭を覆っていた行人包を、外した。

「日に焼けると肌が赤くなります。しかしそれ以前に、この醜みにくい姿は父上の業の祟たたりと言われておりますれば、人前にさらしたくはないのです。主君の前では、特に」

　銀色に輝かがやく長い髪かみと、矛む盾じゆんするいくつもの感情に揺れる真しん紅くの瞳ひとみが、上杉定実を驚きよう愕がくさせていた。

　人でありながら人ではない、まるで神じゃ、と上杉定実は絶句していた。

　とりわけその燃えるような赤い瞳に、侵おかしがたいなにかを感じた。まるで睨にらむ者すべての心の奥を覗のぞき込み、心に巣くう悪を祓はらってしまうかのような力を、感じていた。

　だがなによりも衝しよう撃げきだったのは、その景虎が自分を醜いと思い込んでいることだった。もはや人生に疲れ果て涸かれ果てていたはずの定実の心を、その激しい衝撃が揺り動かしていた。

「醜いとはどういう意味じゃ。そなたは……」

「毘沙門天のしるしだ、と言い張ってきたこともありました。しかし、やはりわたしのこの姿は、父上の罪の証あかしです。越後の守護として生きようとした定実さまの生涯を、父上は何十年にもわたって弄もてあそび続け、台無しにしたのです」

　長尾為景。そなたはまことに愚かな男であったわ、と上杉定実は叫びたくなった。長尾家にこれほどの英雄を授さずかっておきながら、ただ己おのれの罪の意識を娘に担がせてくたばり果てるとは！　儂が景虎の父であれば、この景虎に「わたしは醜い」などと言わせるような育て方は絶対にしなかった、と為景を怒ど鳴なりつけたくなった。

「……愚かなことを言うでない。景虎。そなたは、何者かに選ばれし人間じゃ。ほんとうに、毘沙門天に選ばれたのかもしれぬ。為景がそなたを遠ざけていた理由もわかったわ。あれほど悪行を為なしてきた男が、そなたのその目を前にして平穏でいられるわけがない。その目は、まさしく破は邪じやの瞳じゃ。そなたに見つめられた者は、己の心の内側をすべて暴あばかれずにはおられぬ」

　上杉定実があと十年若ければ、長尾晴景や長尾政まさ景かげのように、恋れん慕ぼの情に落ちていたかもしれなかった。しかし定実はもう死を待つばかりの年老いた男だ。彼の身体も精神も、すでに「男」ではなくなっていた。しかも、彼には越後守護の座を託たくせる後こう継けい者しやがいない。後継者を探す時間も体力ももうない。彼には時間が残されていなかった。

　定実は「わが人生の最後の最後に。なにもかもが無様な失敗に終わったとあきらめていたこの人生の終しゆう盤ばんに。次代の越後守護が。わが後継者が見つかった」と確信し歓かん喜きしていた。歓喜というよりも、宗教的法ほう悦えつに近かったかもしれない。

「長尾景虎。もはや老い先短いが、儂はこれより、そなたの後うしろ盾だてとなろう。儂はいつ死ぬかわからぬゆえ、ことを急ぐぞ。この老いぼれにすべて任せてくれ」

「定実さま？」

「わが人生は挫ざ折せつと敗北の七十年であった。しかし、それでよかった。そう悟さとった。一生に一度だけでよい。儂もこの故国・越後に『義』を残して、死にたいのだ」

「それは、どういうことでしょうか」

「為景がいなくなればわが力で越えち後ごを統一できるであろうと悪あがきをした儂は、誰だれよりも愚かであった。最後には息むす子この晴景に守護の座を譲った為景よりもずっと愚かであった。越後のみならず奥州までを戦乱に巻き込んだ。どうか生きているうちに、償つぐなわせてくれ。そなたの義の心に、越後を、この国の未来を託したい。儂は晴景を説得し、そなたを越後守護代の座につける」

「いえ、それはなりません！」

「越後に平穏と秩ちつ序じよをもたらすためじゃ！　しかしそれだけでは足りぬ。儂が死ねばあの長尾政景が、誰を守護の座につけるかを巡ってまたしてもそなたと争うことになろう。堂どう々どう巡めぐりになる。そこで儂は、越後の内乱を終わらせる最終的な解決をはかる。宇佐美定満の小こ僧ぞうも、そこまでは考えが及およばなかったらしい。これは儂の手て柄がら、わが一世一代の名案じゃ。儂が死んだ暁あかつきには、長尾景虎。そなたが越後の守護となれ」

「わたしが？　越後の？　守護？」

　景虎は絶句していた。

　定実さまは混乱しておられるのだろうか、と思った。

「聞け景虎。儂は七十年も挫折を繰り返してきたほんとうの愚か者じゃ。上杉家の名分だけではもはや国を治めることはできぬ、圧あつ倒とう的てきな武なくしてこの越後は治まらぬ、と知っておる。そして、その武に義が伴ともなわなければ、どれほど合戦に強くともやはり越後は治められぬということも」

「定実さま。わたしは、上杉家の血筋の人間ではありません。わたしが守護になれば、それは取り返しのつかない下げ克こく上じようになってしまいます！　父上ですら、そのような悪行は」

「悪行にはならぬ。関東管かん領れい上杉家、そして京の足あし利かが将軍には儂わしが話をつけておく。長尾景虎は、長尾為景の野心とこの儂の愚かさによって混乱した越後に平穏と秩序と正義をもたらす救世の英えい傑けつであると、関東管領にも将軍家にも重ねて訴うつたえる。そなたの戦場での武人としての天才ぶりは、すでに諸国に知れ渡わたっておる。その上に齢よわい七十を重ねた越後守護のこの儂がお墨すみ付きを出せば、彼らも納得しよう。これが儂の、現世における最後の仕事じゃ……」

　景虎は（恐おそれながら定実さまはもしかしていささか耄もう碌ろくされておられるのでは。わたしは、自分では意識していないだけで、死期が迫せまってもうろうとしている老人を騙だまして越後守護の座を奪うばい取ろうとしている稀き代だいの悪人なのではないか）とこの突とつ然ぜんの成り行きを恐れはばかったが、定実は「儂は老いたが、頭はまだ明朗である。案ずるな」と笑って取り合わなかった。

「ただし老人というものは恐ろしく短気でな。いつ死ぬかわからんのだから、仕方があるまい。もはや身体は衰おとろえ果ててすべての欲よくをすでに失ってしもうたが、ただひとつ、妄もう執しゆうとも言える心残りがある。越後になんの善行をも残していけず、ただ混乱と汚お名めいだけを残して死にとうない、という心残りじゃ。世継ぎがおらぬ老人ほど、憐あわれなものはない。頼たのむ景虎。七十年もの間、鬱うつ々うつと己の無力さと愚かさを恥はじて苦しんできた儂を、最後に救うてくれ」

　定満から聞いておる。そなたはただの武将ではなく、迷える人の魂たましいを慈じ悲ひで救うために戦うのだと。だからこそ毘沙門天の化け身しんなのだと。ならばどうか儂に慈悲をかけてはくれぬか、と定実は景虎の前に膝ひざを折って懇こん願がんした。

　景虎は「頭をお上げください」と震ふるえながら、上杉定実の申し出を、受けた。

　受けることを、決意した。

　死にゆく父・為景の魂を救うために毘沙門天になりきったあの時と同じように、景虎は、救いを求める上杉定実の頼みを聞かずにはいられなかった。

「わたしはあなたを苦しめてきた為景の娘むすめです。それでも、よいのですか。わたしを信じてくださいますか」

「信じるとも。人がなんのために生まれてきたか、なにを為すために生きるかは、すべてその当人が決めることじゃ。そなたは、為景への罰ばつとして生まれてきたのではない。毘沙門天の化身じゃ。そなたのその神こう々ごうしい姿こそが、証しじゃ。儂はそう信じる。そなたも信じよ。醜いなどと、二度と言うでない。誰が、そのような愚かな言葉をそなたにかけた？」

　わが父上が、と景虎は言いそうになり、その言葉を吞のみ込んだ。

「容よう貌ぼうや心の美び醜しゆうなどは人がそれぞれ決めること。そなたに途と方ほうもない美しさを感じる者は己の心の内側に人の美を見み出いだすのであり、そなたを恐れる者は己の心に巣くう醜いものを恐れるのだ。景虎。儂を含ふくめて、いちいち他人の言葉に惑ってはならぬ。そなたが何者であるかはすべて、最後にはそなた自身が決めること。自分で、決めねばならぬ。人は、己がなりたい者になるのだ」

「……わたしは、毘沙門天の化身として生きたいと、願いました。宇佐美も直なお江えも、快くは思ってくれないようですが」

「ならば今は、毘沙門天として堂々と生きよ。いつか、別の生き方を見つけるまでは」

　別の生き方というものがなにを指しているのか、この時の景虎にはわからなかった。ただ、今できる生き方を精せい一いつ杯ぱい生ききるだけだ、と思った。

「兄上と和解し、越後守護代に。そして、いずれ越後守護に。この景虎が守護となった暁には、越後の騒そう乱らんは必ず終わらせます。兵が民を襲おそうような悪習も一いつ掃そうします。越後軍を、義軍として生まれ変わらせます。いずれ父上が乱した関東にも定実さまが乱された奥州にも、失われた秩序を蘇よみがえらせます」




　　　　※




「上杉定実さまには、越後守護代職の引き渡しを仲ちゆう介かいしてもらうはずだったのでは。まさか、ご自分の守護職をお嬢じようさまに譲ゆずると言いだすとは考えてもいませんでした。宇佐美さま。あなたははじめからこの成り行きを予想して」

「いや、さすがにそこまでは考えちゃいなかった。定実が景虎を支持してくれるかどうかは一か八かの賭かけだったが、あの爺じいさんとは古なじみだ。宇佐美家のれっきとした武士の子であるオレに、軒のき猿ざるの暗器術を教え込むような風狂な爺じじいだからな。そうでなければ、為景の旦だん那なと何十年にもわたって暗あん闘とうを繰くり広げたりはしなかったさ。その風狂の血が、景虎と出会ったことで唐とう突とつに目覚めたんだろうよ」

「その憎にくい為景さまのお子ということで、上杉定実さまはお嬢さまを暗殺するかもしれなかったのですよ」

「直江。お前が見通してた通り、景虎には妙みような力がある。病やんだ魂を癒いやす力とでもいうのかな。景虎は、誰に教義を教えるわけでもない。救いの言葉を与あたえるわけでもない。浄じよう土どを約束するわけでもない。むしろ景虎自身が自分に与えられた過か酷こくな運命に迷い、苦しんでいる──だがあのひ弱な身体からだで、景虎はその運命から逃にげることなく生きようとしている。オレもお前も定実爺さんも、そういう娘に弱いらしい」

　春日かすが山やま城。

　すでに表おもて舞ぶ台たいから引退していたと思われていた越後守護・上杉定実が突とつ如じよとして立ち上がり、晴景・景虎の兄きよう妹だい紛ふん争そうを仲裁した結果、二派に割れて対立していた越後の諸将はついに「景虎を越後守護代に」という上杉定実の言葉のもとにひとつとなった。武力を持たない上杉定実の言葉が決定的な重みを発揮したのは、「いずれ、わが守護職をも長尾景虎に譲る」と定実が宣言したためである。

　いかに下克上の時代とはいえ、守護代と守護との間には越こえられない壁かべがあった。

　梟きよう雄ゆう・長尾為景がついに上杉定実を最後まで排はい除じよできなかったのも、二度も越後の守護を殺すことはさすがの為景にもためらわれたからである。一度、守護を殺した時点で為景は内外の人望を失い、終わりのない内乱・外がい憂ゆうに巻き込まれたのだ。二人目までを殺すことははばかられた。

　ところがその上杉定実が、景虎に守護職を譲ると言うのだ。

「世よ継つぎのない儂は隣りん国ごくの伊達家より養子を迎むかえて越後守護職を継がせようとしたが、この強ごう引いんな移い譲じようが越後の国こく人じん衆と伊達家の一族の反発を生み、天下を乱す結果となった。ゆえに自然の流れに任せることとし、儂が死んだ後には新たな越後守護代・景虎に守護職を譲ることとした。今後、越後では守護代と守護との対立はもう起こらない。越後最強の景虎が守護となれば、越後に長く続いた内乱は治まるであろう」

　むろんこのまま晴景が守護代を続けるのならば守護職は譲らぬ、晴景には越後はまとめられぬことはすでに明らか、と上杉定実は付け加えた。

　上杉定実が伊達家から養子を迎えようとした時には傲ごう然ぜんと反旗を翻ひるがえした国人衆も、「景虎さまが名実ともに越後の主君となるのであれば喜ばしきこと」と定実を支持した。

　景虎の、父・為景の才能を継いだ神がかりの武勇。

　上杉定実が持つ「越後守護」という絶対的な名分。

　この二つがひとつに融ゆう合ごうされれば、越後は強大な国となる。守護一人に権力が集中する事じ態たいは独立心が強い越後の国人たちにとっては望ましいことではなかったが、しかし、彼らは今こそひとつにまとまらねばならなかった。

　あの諏訪すわ家を平然と滅ほろぼした甲斐かいの武たけ田だ晴はる信のぶが、いよいよ北信濃しなのへと進出してきていたからだった──。

　父親を甲斐から追放して以来、武田晴信は恐るべき貪どん欲よくさで侵しん掠りやくを続けている。北信濃を奪えば次は越後の海を目指して北上してくることは、明らかだった。

　今の守護代・晴景を擁ようしている長尾政景には徳がない。今のままでは越後は混乱し続けるだろう。それでは越後を武田晴信から守りきることは難しかった。しかしあの、越後初の姫ひめ武将・景虎ならば、義と慈悲を掲かかげる景虎なら、どれほどの権力を手にしても越後の国人たちを締しめ付けるような真ま似ねはしないだろう。ひとたび戦っても、降こう伏ふくする者はことごとく許し続けているという。

　そして。

　意外にも、あっけなく晴景自身が「これでもはや妹を引き戻もどすことはできなくなった」と折れた。強きよう攻こうを主張する政景に逆らって栃とち尾お城攻ぜめを中断し、「守護どののお言葉、すべて承知した」と撤てつ兵ぺいしたのだった。晴景は、無む抵てい抗こうのまま城から出てきて無防備な陣じんを敷しき、兄に討うたれる時を待っているかのように自らを日の光のもとに晒さらしていた妹を、攻めたくなかったらしい。攻められなかったというべきだろうか。

　はしごを外された形となった政景は居城の坂さか戸ど城にこもり、一時は春日山城への出仕を拒きよ否ひしたが、越後最強武将の名を景虎に譲った政景についていく者は少なく、また妻の綾あやに景虎への恭きよう順じゆんを何度も勧すすめられ、とうとう政景も屈くつ服ぷくした。

　ここについに守護代交代の日が訪おとずれ、景虎は宇佐美定満と直江大和やまとを連れて春日山城へと凱がい旋せんしたのだった──。

　宇佐美と直江は、景虎の母・青せい岩がん院いん（虎とら御ご前ぜん）の屋や敷しきを訪れていた。

「よくぞ兄と妹の仲なか違たがいを止めてくださいましたね。宇佐美どの、直江どの。春日山長尾家に生まれていなければ、二人はあのようなことにはならなかったはず」

「なに。政景の野や郎ろうが煽あおっていたんだよ。これですっきりと水に流せるだろう。晴景の旦那はもともと、守護代の仕事が重荷で身体を壊こわしていただろう？」

「ええ。晴景さまもこれで肩かたの荷が下りて、ゆっくりと養生できるでしょう」

「その政景どのも、綾の夫です。直江どの、今日はその政景どのも、綾を連れてこの春日山城に来るようですが、どうか政景どのにお慈悲を」

「お嬢さまは、政景さまの命を奪いたくはないのです。それでは綾さまを深く傷つけることになってしまいますから。ですから、わたくしがこの機会に政景さまを暗殺せよと勧めても、お嬢さまはお認めになりませんよ」

　ただし、と直江大和は付け加えた。

「政景さまは、越えち後ごと関東を結ぶ三み国くに峠とうげ一帯を支配しております。現在、関東では関東管領が北条に攻め立てられております。もしもその関東へ連なる出口を政景さまが謀む反ほんを起こして塞ふさいでしまえば、その時はさすがに放置できません」

　青岩院は「政景どのは昔から、妙に景虎に執しゆう着ちやくしている方でした。綾はそのような政景どのに尽つくしておりますが、景虎が生まれる際に、わが体内に毘び沙しや門もん天てんが入ってきたと、この母が漏もらしたことが発ほつ端たんだったのかもしれません。あの噂うわさが巡めぐり巡って、景虎が生まれてきた時には高こう僧そうや山やま伏ぶしたちが集まってきて大騒動になりました」と当時を振ふり返って目を細めた。

「宇佐美どの。直江どの。なぜあのような言葉を漏らしたのか、今となっては自分でもよくわからないのです。まさか、景虎が自らを毘沙門天の化身であると信じるようになるとは、そして独身を守ると言いだしてこのような合戦の日々を送るようになるとは、予想もできませんでした……」

「景虎を姫武将に育てたのはオレの責任さ。だが、晴景の旦那の衰すい弱じやくぶりを見れば越後のためにはこの道しかなかったんだと思える。今の景虎はさまざまな重荷に耐たえるためにああいう奇き矯きような物語を信じているが、いずれは、毘沙門天の化身であると信じる必要もなくなるだろうさ」

「ほんとうにその時が来るでしょうか、宇佐美どの」

「来るさ。景虎は元服したとはいえまだ子供だ。自分が『人間』だという真実を受け入れる時が、自分は毘沙門天の化身だという物語が要いらなくなる時が、いずれ来る」

「……心配なのです。景虎は日の光に当たるだけで倒たおれてしまう子でしたから、幼い頃ころ、この館からあまり外へ出なかった。女性にばかり囲まれて育てられた子です。合戦から戻ってきた父である御お館やかたさまや政景どのの血なまぐささにいつも怯おびえていました。とりわけ父親に怯え、男を恐おそれるようになったのです。そしてこのたび、兄との合戦。あの子はほんとうにずっと夫を取らないまま生きるのでしょうか？」

　綾さまを失われたこともお嬢さまにとっては痛手でした、お嬢さまが男おとこ嫌ぎらいになり結けつ婚こんを忌き避ひしているのはわたくしの責任です、と直江大和が青岩院に頭を下げていた。

「いえ、綾は妹を守れて満足していると思います。あの時はああしていただく以外になかったのですから。ただ、景虎の心にはあの件が今でも傷になっています」

「はい。ですが、今日こうして晴景さまと和解できました。生しよう涯がい独身を貫つらぬくというお嬢さまの信念も、いずれ春の雪のように溶とけていきましょう。お嬢さまもそろそろお年とし頃ごろです。宇佐美さまがいずれ、お嬢さまにふさわしい相手を探してくるでしょう」

「よろしくお願いします、直江どの。宇佐美どの。どうか、あの子を毘沙門堂に閉じ込めておかないでください。この母が今いま更さらこう願うのも我が儘ままかも知れませんが、やはりあの子には、人間として生きてもらいたいのです……景虎はその戦いくさぶりによって、常人ではないことをすでに越後全土に知らしめました。世に認められました。諸将によって越後守護代の座に推すい戴たいされました。守護さまとも劇的に和解しました。これで越後には平和が訪れるはずです。この偉い業ぎようを成し遂とげたあの子には、どうか人としての幸せを摑つかんでもらいたいのです」

　青岩院は、「越後最強の神将」として春日山城へ凱旋してきた景虎の姿に、なにか不安を感じ取っていたらしかった。直江大和は（まだ婚期を云うん々ぬんするお歳としではない。あと数年はこのままお嬢さまの好きにしていただいていいのではないか）と思ったが、隣となりで宇佐美定満が妙に小難しい顔をしていたので、その意見を青岩院に伝えることはやめた。

「どうしたんですか宇佐美さま？　あなたらしくもない」

「いや。今回の騒動における晴景の旦那の態度が、なんだか、どこかで見たような……ま、気のせいだろうがな。青岩院さま。景虎は親おや不知しらずの峠とうげで神秘的な体験をして以来純潔を失うと毘沙門天の力を失うなどと思い込んでいるが、焦あせらずとも自然となるようになるさ。ただ、ちょっとばかり身体の成長が遅おくれているのと、あの身体の色がいかにも神がかっているので周囲が本気で毘沙門天扱あつかいするから、毘沙門天気取りが長引いているのさ。いずれ、自分が人間の娘むすめだという事実を受けいれる時が来る」

「だと、いいのですが。宇佐美どの」

「母親ってのは子供がいくつになっても心配性なものさ」




　　　　※




　宇佐美と直江の二人が、青岩院に事態の詳しよう細さいを報告しているその頃、景虎はついに兄・晴景と再会を果たしていた。

　宇佐美定満も直江大和もまだ知らなかった。

　晴景が、実の妹に魂たましいを奪うばわれていたということに。

　晴景はその禁じられた想おもいを抱いだきながら毎夜苦しみ、見る影かげもなく病んでいた。さらにはその妹を攻めねばならない栃尾への出兵が心身双そう方ほうに祟たたり、体調が急激に悪化していた。

「兄上。そのお姿は」

　景虎は、やせこけてしまった晴景の姿を見て、息を吞のんでいた。

「……景虎。お前を謀反人と断じて攻めようとした罰ばつが当たったのだろう。僕は愚おろかな兄だった。ただ、僕はお前を討とうとしていたのではない。姫武将などという危険な生き方をあきらめてもらいたかったのだ……」

　景虎は晴景のもとへ駆かけ寄り、激しく咳せき込んでいる晴景の背中をさすった。その背中が、まるで骨と皮だけになっていた。

「兄上」

　わたしは兄上に対してなんという不幸者だったのか、と景虎は悔くいた。目の前で次々と続く晴景への反乱・謀反を平定することに必死で、晴景がこれほど自分を心配してくれているとは知らなかったのだ。いや、知らなかったでは済まされない。合戦に無む我が夢中で、知ろうとしなかったのだ。わたしはあるいは戦えばすなわち勝てる合戦に淫いんしていたのかもしれないと景虎は自分を恐れた。自分の身体からだに流れる為景の血を恐れた。

　この上、越後守護代の座を兄から奪うなど、許されるはずもない、と思った。

「待て、景虎。僕にはもう守護代は務まらない。見ての通り、もはやそのような体力はないのだ。政景にすべてを委ねてきたが、政景では越後諸将が従わないことはもう明らかだ。政景自身も守護代の座をあきらめたようだ。そして僕には子がいない。跡あと取とりは早世している。守護代は、お前が継いでくれ」

「それではわたしは、お優やさしい兄上からすべてを奪い取った非道の妹ということになってしまいます……わたしは武田晴信のような者にはなりたくないのです。どうか兄上、ぜひ再びお子を。そのお子が元服された暁あかつきに、守護代の座をお返しいたします。上杉定実さまから譲ゆずられる越後守護の座も……」

「……子は、生なさぬ。まだ、作ろうと思えば作れる。だが作らないと決めたのだ。僕はもう、女を抱だかないと決めたのだ。恋こいもしないし、女に欲よく情じようすることもしない。いや、もはやできないのだ。どれほどの美人を前にしても、僕の心はいささかも揺ゆるがない」

「なぜですか？　もしかして守護代としてのお悩なやみゆえに？　これからはこの春日かすが山やま城で楽らく隠いん居きよしていただきます。だいじょうぶです。戦と謀反に悩まれる日々はもう終わりです。これからはこの景虎が兄上の盾たてとなります。二度と離はなれません。きっと、ご気分も晴れます」

　二度と離れません、という景虎の無む垢くな言葉が、晴景の臓ぞう腑ふをえぐっていた。生まれてすぐに「兎うさぎの子」と忌避され、父親に愛されなかった景虎が、自分になにを求めていたのか。この時、晴景は痛いほどに景虎の思いを理解した。そして、自分が今もなおその景虎を裏切っているという罪の重さに震ふるえた。

「……死ぬまで口にしたくはなかったが……言わねば、僕の魂は死後永遠に春日山を彷徨さまようことになるだろう……景虎、違ちがうのだ」

「兄上？　違う、とは？」

「僕は、兄としてお前を心配していたのではない」

「なにをおっしゃっているのか、わかりません」

「……僕はお前に恋をしたのだ。だから戦場に立たせたくなかったのだ。大切に、手て許もとにかくまっておきたかったのだ」

　景虎はしばらく、返す言葉を見つけられなかった。

「い、いったい、な、なにを？　兄上はわたしの兄です。わたしは兄上の妹です。母親こそ違いますが、同じ父親を持つ実の兄きよう妹だいではないですか!?」

「……それゆえに僕は心を病やんだのだ。罪の意識に夜ごと苦しめられてきたのだ。その苦しみが、身体をも病ませたのだ」

「だって。そんなのは……そんなことは……！」

　景虎は、咳き込む兄の背中をさすっていた手を、反射的に離そうとした。

　だが、離せなかった。

　この人はわたしの兄だ、なにかの間違いだ、熱に浮うかされておられるだけだ、と信じたかった。

「僕は、お前とはほとんど会うこともなかった。白い肌はだと赤い瞳ひとみを持つ妹に興味を持たなかった。この春日山城でお前と再会するまで、お前は僕にとってはほとんど他人のような存在だった。どうやら、それが間違いだったらしい。幼い頃から時折お前と会っていれば、僕はこのように生きながらにして冥めい府ふ魔ま道どうを迷うようなことはなかっただろう。綾のように、お前の世話をしていれば。ほんのわずかでも。これは、お前という生き難がたい身体に生まれついた妹を支えることも守ることもせずにのうのうと遊び暮らしてきた僕への天てん罰ばつだろう」

「な、なにを言って……兄上。兄上の周りにはいつも美しい女性が大勢いたはずです。どうして、わたしなどに。わたしは、あなたの妹です。それに、わたしの姿はこんなにも醜みにくい……」

「違う景虎。そなたは、美しいのだ。人でありながら人にあらざるほど美しいのだ。その髪かみもその瞳もその心根の純真さも。そなたよりも美しい女によ人にんなど、この世にはおらぬのだ！　この広大な越後の天と地の狭はざ間まのどこにも、そなたの代わりなどいない！」

「兄上」

「今思えば、そなたが幼い頃に、この言葉を伝えておくべきだったのだ。父上はいつもお前を疎うとんじていた。お前が、自分は醜い兎の子だと思い込んだのは当然の成り行きだった。兄である僕が、もっと早く、この心が汚けがれぬうちにお前に優しい言葉をかけておけば。それを怠おこたったばかりに僕は……もう遅おそい。もう僕は汚れてしまった。ただ兄として妹を愛するだけでは済まなくなってしまった。醜い欲望に憑つかれてしまった」

　僕はどこまでも己おのれのためにしか生きようとしなかった、ゆえにお前を裏切ることになった、お前のために兄として生きるという選せん択たく肢しを僕はついに学び得なかったのだ、と晴景は顔を覆おおってうめいた。

「僕がお前に与あたえられるものはよこしまな想いと欲望だけだ。それはそなたが求めているものではない。せめて守護代の職を継ついでくれ、景虎」

「お優しい兄上。兄上は、悪い夢を見ておられるのです。どうかお子を。それできっと、悪夢から覚めます」

「景虎。すまないが僕にはできない。お前以外の女を抱くつもりは、生涯ない。お前への恋心を裏切ることになる。だが妹を抱くわけにはいかない。それはお前の人生を狂くるわせお前の心を汚すことになる。つまり、僕はもう死ぬまで女を抱かない。一人きりで生き、一人きりで死ぬ。子は、生せない。それでいいのだ。僕が子を残せば、お前がいずれ困ることになる。子は、不要だ」

　景虎は、泣いていた。

　悲しくて泣いているのか、兄に裏切られたと傷ついているのか、兄の途と方ほうもない愚かさと、その果てしなく倒とう錯さくした感情の奥になおも妹への優しさが残っていることが憐あわれなのか、あるいは（わたしがこのような奇き妙みような姿に生まれていなければ、兄上とわたしは普ふ通つうに仲むつまじい兄と妹としてともに生きられたのではないか）と自分を責めることで晴景への本能的な嫌けん悪お感かんを抑おさえようとしたのか、景虎自身にもわからなかった。

　ただ、景虎は、男の中には自分のこの特別な容姿を見るや否いなや果てしなく戸と惑まどい夢中になる者がいるのだ、とはじめて自覚した。宇佐美定満や直江大和のように「家族」として自分を受け入れてくれる男だけではないのだ、と知った。

　そして、あるいはあの長尾政景もまた、と気づいた。

　不意に政景の影が脳のう裏りにちらつきはじめ、景虎は怯おびえた。男の性さがとはこれほど恐おそろしいものなのだろうか。血が繫つながった自分の妹を──！　兄が自分に恋をしているなど、欲情しているなど、認めたくない、と思った。泣きながら、兄を翻ほん心しんさせようと言葉を連ねた。

「兄上は、ま、間違っています。わ、わたしには、わかりません。お優しい兄上が、どうして、なにゆえにそのような言葉を」

「……僕がそなたの兄でなかったら、この恋が成じよう就じゆする可能性はあったのだろうか？」

「そんな、あり得ない話をされても、わたしは答えられません！」

　それ以上は言葉にならず、景虎は震えながら泣き声をあげていた。

　晴景は、景虎が身も世もなく怯えきっていることにようやく気づき、それでも景虎が自分の背をさすっている手を離さないことを確かめると、しばし口をつぐんだ。

　やはり僕は死ぬまで口をつぐみ続けるべきだったのだろう。だがいずれにせよ、あの政景が僕のこの邪じや悪あくな恋の想いについて景虎に吹ふき込む日がいずれ来たはずだ。いや、その日は今日かもしれない。あの男はそういう男だ。だから先に、僕が自分自身の口からはっきりと言っておくしかなかったのだ。

　だが、景虎の人生を僕は大きく狂わせてしまったのではないか、というこの後こう悔かいと罪の意識は、もう死ぬまで消えることはない、と晴景は思った。

「……景虎。この愚かな兄のことは忘れろ。いずれそなたにも、その時は来る」

　晴景は、自分の背中に回っていた景虎の手をそっと取って、引きはがしていた。

　景虎が「ぴくっ」と怯えながら、涙なみだに濡ぬれた顔を上げた。

「……その時、とは……？」

「今は毘び沙しや門もん天てんの化け身しんを名乗りそのように生きていても、そなたも人間であるからにはいつか必ず自分以外の人間を愛してしまう時が来る。前まえ触ぶれもなく、突とつ然ぜんに。その相手が、お前自身の潔けつ癖ぺきさが自分を許せなくなるような特とく殊しゆな者ではないことを、願っている」

「……自分を許せなくなるような、特殊な者であれば……？」

「その時にはそなたは、きっと僕を許してくれるだろう。だが、僕は許されたくはない。このような満たされぬ想いに惑うそなたを、見たくはない。越えち後ごの守護となるからには世よ継つぎが必要だ。早く身を固めてくれ。宇佐美定満か、あるいは直江大和を婿むこにとるがいい、景虎。あの二人は、僕と違い真人間だ。父上によって人生を大きく狂わされながら、彼らはお前の中に美しい希望の光を見み出いだした。お前に出会っておきながら妹への欲望に取り憑かれた僕のような男とは、男としての出来が違う……」

　あの二人は家族でありわが師です、そのような相手ではありません。考えたくもありません、もうやめてください……と景虎はまた目に涙を浮かべながらつぶやいていた。

「そうか。そうだったな。ふがいない兄の代わりに彼らがそなたの家族となってくれていたのだな……すまなかった」

　晴景は（僕の恋も僕の人生もすべては終わった）と絶望しながら、切りだしていた。

「僕は、二度とそなたを怯えさせたくない。そなたに、兄から強ごう引いんに守護代の座を奪うばい取ったという悪名を被かぶせることも避さけたい。だから、形式上、父と子の契ちぎりを交かわすこととする。具体的な誓せい紙しは直江大和に一任した。僕が父で、そなたが子だ。父から子へ、守護代の座を継けい承しようさせる──これでそなたはもう僕に怯えることはない。景虎」

「兄上」

「そなたが僕に求めていたものは、家族としての、とりわけ父親としての愛だったはずだ。僕はそのお前の心を裏切った。父子の誓ちかいを交わせば、もはや僕はそなたに指一本手出しできぬ。以後、再び会うことはない」

　わたしのためになにもかもを差し出して、一人ぼっちで死のうとしておられるのですね。お優しい兄上……と景虎は兄へ言葉をかけたかった。しかし、今わたしが優しい言葉をかければそのまま兄に抱きすくめられて押おし倒たおされてしまうのではないかという恐きよう怖ふが、その言葉を阻はばんだ。

（わたしは、黒い髪が欲しかった。黒い瞳が欲しかった。もっと人間の肌らしい色の肌が欲しかった。お優やさしい兄上をこれほどに惑わせて苦しめるつもりなど、わたしにはなかった……）

　わたしは恋などしない。生しよう涯がいを独り身で過ごす。兄上がわたしのためにそうするのならば、わたしもそうするべきだ。それ以前に、男は……いや、「女」を目まの当たりにした殿との方がたは恐ろしい。汚らわしい。触ふれられたくない、怖こわい、と兄を失った景虎は思った。




　　　　※




　兄・晴景との唐とう突とつな決別。

　予想外だった晴景の告白に、景虎はどう対処していいのかわからなかった。ただ、晴景の命を賭とした執しゆう念ねんにわけがわからぬままに流されてしまうことを恐れて、けんめいに晴景を拒きよ絶ぜつした。他に、どうしようもなかった。実の兄に求愛された時に妹はどうすればよいのかなど、景虎は今まで誰だれにも教わったことはないし、考えたことすらなかった。

（兄上は心も身体からだも病まれておられる。このままではもう長くないだろう。しかも兄上の気の病は、このわたしのせいだ。ならばせめて兄上のお心を救うことがわたしの──わたしが兄上に尽つくせば、兄上の病もよくなるのでは……）

　違う。そうではない。景虎は、廊ろう下かを進みながら唇くちびるを嚙かんでいた。慈じ悲ひとはそのようなものではない。断じて違ちがう。そのようなことをひとたび認めれば、きりがなくなる。際限がなくなる。人を救うのと、人の欲望を満たすためにわが身を弄もてあそばせるのとは違う。そもそも、実の兄と妹が──それは人の道に外れている。その罪深さ、おぞましさは、武田晴信が為なした悪行どころではない。

（男女のことならば宇佐美に相談すればいいのか。それとも私情を交えぬ直江に。いや、誰にも言えぬ。兄上にとってこの上もない恥はじだ。恥というのともなにか違う。どう言えばいいのかわからない。気持ちが悪い……目め眩まいがする。ただ、ただ、恐ろしい。これまで決して失われないと信じていた足あし下もとの大地が突とつ如じよ崩くずれ去ったような）

　幸い、日が陰かげっている。全身汗あせまみれになった景虎は庭園に下りて、けんめいに深呼吸を繰くり返した。

　そして、もっとも会いたくない男に、出会ってしまった。




「フン。景虎。兄貴にいきなり道ならぬ愛の言葉でも囁ささやかれたか。顔が青ざめているぞ。二人きりで対面させるとは、宇佐美も直江も甘い。晴景の異変に気づいていなかったのか。馬ば鹿かな連中だ」




　次期守護代の座から景虎によって引きずり下ろされた、長尾政景だった。

　気位の高い政景のこと、最後まで景虎には帰順しないだろうという声が多くを占しめていたが、意外にも帰順を申し出てこうして春日かすが山やま城へ出仕してきたのだ。今日はこのあと、越後諸将を一堂に集めて景虎の守護代就任式が行われるのだ。

　その就任式の席次で長尾政景は、一門衆筆頭から大おお幅はばに格下げされるはずだった。

「……政景……近寄るな。わたしは今、気分が悪い」

「フン。晴景の秘密を俺は知っているぞ。黙だまっていてやるつもりだったが、あいつが俺をけしかけてお前を戦いくさの場から排はい除じよしようとした理由を、どうやらお前も知ってしまったようだな。墓場まで黙って持っていけばいいものを最後の最後にぶちまけてしまうとは、晴景はどこまでも愚おろかな男だ。俺としたことが、さっさと殺しておけばよかった」

「貴様の知ったことではない！　黒くろ田だ秀ひで忠ただの一族を滅ほろぼした罪はいずれ償つぐなわせる」

「景虎。戦場では不覚を取ったが、俺は貴様に敗れたわけではないぞ。俺はな、ただ大の男であるこの俺が幼い姫ひめ武将を討うち取ることを恥と感じて身体が居すくんだだけよ。貴様の神がかりの強さの裏には、越後の武者たちが姫武将をこれまで見たことがなかったという幸運があると知れ。越後の外へ出れば、通じぬぞ」

「黙れ。わたしに敗れておきながら、わたしを侮ぶ辱じよくするつもりか」

「お前を侮辱したのは晴景だろう。景虎？　お前、よもや晴景に？」

「ふざけるな。兄上まで侮辱するな！　兄上はお優しいお方だ、ただ病で惑っておられるだけだ。わたしから姉を奪い、さらにわたしまで奪おうとしている貴様とは違う！」

　そうか。どこまでも中ちゆう途と半はん端ぱな男だったな、あれは、と政景はせせら笑った。

「景虎、お前はそうでなくてはな。そこで阿あ呆ほうのように惑わされて情に流されてしまうような弱い女では、俺も興が削そがれる」

「……黙れ……わたしに指一本でも触れてみろ。政景、その時は貴様を殺す。姉あね婿むこは兄と同じだ。兄上は病で気が動転しておられるが、貴様は正気だ。貴様のほうが兄上よりもずっと罪深い」

「フン。俺や晴景が正気かどうかをお前が決められるものかな。あるいは狂っているというのならば、その狂きよう気きを呼び起こしているのは誰なのだろうな。景虎、その元げん凶きようはお前自身なのではないか」

「違う。わたしは奇異な容よう貌ぼうに生まれてきたが、わたしを見たからといって誰もが狂するわけではない。貴様の心が欲よく望ぼうに汚けがれているというだけだ、長尾政景」

「ガキめ。そのように他人の心を正義と悪とで綺き麗れいに割り切れると思うな。欲と愛と情はわかちがたいものだぞ、景虎。男だけではない。女も、そうなのだ。人の心に混じりけのない正義などないし、真っ黒な悪もない──」

「悪党はみなそう言うのだ。己おのれを弁護し、心弱き人を操り利用するために。わたしは、情に流されて悪に屈くつしたりはしない。兄上は善人だが、妹をあのような目で見ることはまぎれもなく悪だ。だから兄上を、わたしは拒絶した。もう、二度と会わぬ」

　景虎。いずれお前は毘沙門堂にひきこもって目に映るすべての人間を排除していくのだろう、お前は日の光がまぶしくて目がくらむのではない、お前の心がくらんでいるのだ──と政景は獰どう猛もうな犬歯を剝むき出しにして笑っていた。

「政景！　今のわたしは混乱している。貴様に殺意を覚えているぞ！　わたしが耐たえられるうちに、消えろ！」

「断ると言いたいところだが……ちっ。綾が来たようだ。俺は、消える」

「姉上が？」

　景虎が振ふり向くと、懐なつかしい姉の姿があった。




「景虎。すっかり凜り々りしくなって。ほんものの毘沙門天さまのように綺麗よ」




　綾はまるで歳としを取っていないように見えたが、しかし一点だけ昔と違うところがあった。

　腹が、大きく膨ふくらんでいた。

　どういうことだ？　と正面へ向き直るともう、政景の姿は消えていた。

「姉上。そのお身体は？　なにかの病なのですか？」

　景虎が実じつ兄けいに告白されて懊おう悩のうしていることを知る由よしもなかった綾は、「子が生まれるの」と微ほほ笑えんでいた。

　幸福そうな笑顔だった。

　母の笑顔にそっくりだった。

　景虎は不意に（きっとわたしは生涯、このような笑い方をすることはないのだろう）と胸をつかれた。

「子？　赤子が、ですか!?　まさか政景の？」

「他に誰がいるというの？」

「しかし……そんな……あの男は執しつ拗ようにわたしに迫せまってくる獣けものなのに。そんな、汚らわしい……あ、いえ。姉上が汚れていると言ったつもりは」

　夫と妻ですもの。汚れてなどいないわ、と綾は苦笑いした。景虎は相変わらず子供のように潔癖ね、と。

「景虎。ごめんなさい。あの人は分家に生まれついた自分の血筋に苦しみ、あなたの人にあらざるたぐいまれな美しさに惑っているだけなの。私が子を産めば、人の親になれば、あの人もきっと憑つきものが落ちたように鎮しずまってくれるはずよ。執拗にあなたを妨さまたげることもなくなるはず。むしろ、宇佐美定満や直江大和のようにあなたに忠義を尽くしてくれる武将になるわ。そのためならばわたしは政景さまにどこまでも尽くすわ」

　ああ。やっぱり、姉上が浮かべている笑顔は母の笑顔だ、と景虎は思った。同時に、この笑顔はもうわたしにではなく、これからはお腹なかの子へ向けられる笑顔なのだと思うと、鼻の奥がつんと痛くなった。

　姉上は、政景と暮らすうちにいつしか情にほだされたのだ。その結果、姉上は政景の子を愛するようになったのだ。わたしも、さっき兄上への情に流されていれば、考えたくもないようなおぞましいことになっていたのだろうか。

「姉上。政景は己の妻の妹であるこの景虎に醜みにくい欲望を抱いだいている男です。許されない男です。それなのに、それを承知で姉上は」

「あのお方も苦しんでいるの、景虎。いつかわたしとこの子が、政景さまの心を溶とかして癒いやしてみせる」

「しかしそれは、本来はわたしの役割だったはず。わたしが拒絶したばかりに、姉上がなぜ犠ぎ牲せいに」

「犠牲ではないわ景虎。男と女が夫婦めおととして長い時間を過ごせば、情が移るものよ」

「ならば今すぐに、政景を改心させてください！　あの野や獣じゆうのような男を！　今すぐに！」

「景虎？　どうしたの？　あなた……泣いているの？」

「……なんでもありません！」

　景虎は、綾のもとから走りだしていた。

　もう、守護代就任の式など、出席したくもなかった。

　長尾政景とまた顔を合わせることになる。姉上を孕はらませたあの男に。




（わたしは、兄と姉を同じ日に失った──）




　雲が流れ、日の光が強くなってきた。自分の足下が、はっきりと見えなくなってきた。

　母のもとへ、生まれ育ったあの館へ逃にげ込もう、と景虎は思った。

　だが、本丸から母の館へと抜ぬける山道を駆かける途中、景虎は走れなくなった。

　下腹部に、今まで経験したことのない激痛が走ったからだった。

　景虎は下腹部を白い指で押さえながら、山道の半ばで膝ひざをついて崩れ落ちていた。

（痛い……痛い、痛い、痛い！　わたしの身体になにか異変が起きている。いったい、なにが？）

　座り込んでいるうちに、喉のどの奥からひどい吐はき気けがこみ上げてきた。

（なにか食べてはならないものを食べてしまったのだろうか。でも、記き憶おくにない）

　下腹部の激痛は、まるで身体の内側から肉を食い破られるほどにひどかった。

　景虎は、気づいた。

　自分の太ふと股ももが、赤い血に塗まみれていることに。

（刺さされた!?　違う。どこにも傷口などない。怪け我がなどしていない……！）

　しかしわたしは今、血を流している……血を……これは。これはまさか。

　その血から立ち上ってくる錆さびた鉄のような強きよう烈れつな香かおりが、景虎の敏びん感かんな鼻び腔こうに流れ込んでくると、吐き気はさらに激しくなった。

（まさか。わたしは）

　守護代の座を兄から奪うばうその日に、わたしは兄を失い、姉を失い、そしてわたし自身もまた、子供ではなくなってしまったというのだろうか。

「嫌いやだ。嫌だ。嫌だ……！」

　景虎は苦痛と屈くつ辱じよくと、耐えがたい喪そう失しつ感かんと、それらのあらゆる感情に襲おそわれて泣いた。

　かつて春日山城で過ごしていた子供時代にはあれほど懐いてきた小鳥たちも、今の景虎にはもう寄ってこなかった。

　早く母の館へ、といくら焦あせっても、全身を貫つらぬく激痛のために立ち上がれなかった。こんなところにもしも政景が現れたら、わたしはもう。恐おそろしい。男も女も、なにもかもが恐ろしい。わたしだけは現世の汚れに染まるまい、人ではなく毘び沙しや門もん天てんの化け身しんとして生きたい、そう願っていたのに。

　景虎は顔を指で覆おおいながら、毘沙門天ではなく、人の名を口にしていた。

「……助けて……宇佐美。助けて……」

　その時。

　その人の静かな声が、景虎の耳元に、響ひびいてきた。

　宇佐美定満が、いつの間にか、景虎の隣となりに座っていたのだ。

「落ち着け、景虎。お前も人間だということさ。なんでもねえことだ。むしろ、めでたいことなんだぜ。怯おびえなくてもいい。目を閉じて、ゆっくりと深呼吸しろ」

「……すう……ふう……」

「ほら、新たなうさちゃんのお披ひ露ろ目めだ。見ろ！　こんどの新作は、耳が回転する」

　宇佐美定満は大おお柄がらな身体からだをめいっぱい曲げて、小柄な景虎の視線に自分の顔の位置を合わせようと悪戦苦く闘とうしている。

　もう鳥たちも鹿しかたちもわたしの声を聞いてはくれないが、この者だけはわたしの声を聞きつけて来てくれた、と景虎は思った。

「……うう……宇佐美……うっ。うっぷ……」

「こらッ、吐きながら抱だきつこうとするな！　どっちかにしろっ！」

「……げほ、げほ、げほ……」

「あああ。うさちゃんの新作がーっ!?　吐く前に手放せよ、うさちゃんを抱きしめながら吐くな！」

「……う、う……ごめんなさい……」

　ごめんなさい、だって？　そんなしおらしいお前ははじめて見た、と宇佐美は景虎の頭をぽんと叩たたきながら笑っていた。



















　景虎は宇佐美定満に背中をさすられながら、吐けるものをすべて吐いた。涙なみだが止まらなかったが、吐き気が治まるとその涙も止まっていた。

　宇佐美定満は、景虎が食べられないものを口にして七しち転てん八ばつ倒とうする姿にも、そんな景虎を介かい護ごすることにも、慣れている。

　それに──景虎は、自分の世界のなにもかもが終わってしまったかのような恐きよう怖ふに震ふるえながらも、宇佐美を無条件で信しん頼らいしていた。宇佐美は女遊びに興じていると聞くが、兄上や政景のようにわたしを汚れた目で見ることは決してない。その代わり、わたしを甘やかしてくれることもないし、主君扱あつかいもしてくれない。まるで実の父か、兄のようだ、と。

「こんな日にいきなりたいへんだったな、景虎。しかしお前、ずいぶんとまたきついらしいな……男のオレにはわからねえ話だが。合戦中に月のものが来たら困るな、直江になにか知ち恵えを出させるか」

「な、直江大和にも教えるのか？　なにか気き恥はずかしいな」

「あいつは身体は男だが、中身は悟さとり澄すました坊ぼう主ずみてえなもんだ。気にすることはねえ。っていうかオレはいいのかよっ？」

「わたしは、宇佐美は男のうちに数えていないからな」

「オレの男としての格は、あの童どう貞てい野や郎ろうの直江以下なのかよっ!?　この、琵び琶わ島じまの風流源げん氏じと称しようされる越えち後ご随ずい一いちの遊び人のオレさまがっ？」

「うむ」

「うむ、じゃねえよ。まあいい」

「童貞とはなんだ、宇佐美」

「なんでもない、忘れろ。お前に妙みようなことを吹ふき込んだと知られたら直江に仕返しされる。ともかく、お前も乙おと女めになったってことだ。本来はめでたい話なんだが、これほどきついとなると合戦の妨げになるぜ。厄やつ介かいだな……」

「母上や姉上も、月に一度このように苦しんでいるのか？　見たことがないが」

「それがな、人によって違ちがうらしい。平気な女は平気だそうだ。お前は特別にこたえる体質なんだろう。まあ、不運と思ってあきらめろ」

「……わたしは生しよう涯がい夫など取らないというのに。子供を産む力など、わたしは要いらない……宇佐美。これは仏教で言うところの穢けがれなのか？　乙女になってしまったわたしは毘沙門天ではなくなったのか？」

「アホを抜かせ。女が子を産めなければ、釈しや迦かも弥み勒ろくもなにも生まれてこられやしねえ。男が子を産めるか？」

「しかし、鳥たちが懐いてくれない。わたしが穢れてしまったからではないだろうか」

「それは単に、久々に春日かすが山やま城に戻もどってきたお前の背が伸のびていたからさ。そのうち、また懐なつくようになる。深く考えるな景虎。すべては自然の成り行きだ。誰だれもが通る道さ」

「……宇佐美はなぜ妻を取らない。直江から、お前はどうしようもない女好きだと聞いているぞ。女に興味がなさそうな直江が妻帯しないのはまだわかるが」

「女たちを侍はべらせて酒を飲んだり釣つりに興じるのは好きなんだが、家族に縛しばられるのは面めん倒どうでな。オレはずっと、一歩間違えたら滅ほろびちまう危険な綱つな渡わたりをしてきた。自分のやらかしのために、家族を一族皆みな殺ごろしの運命に巻き込んじまったらと思うとな」

「寂さびしくはないのか」

「琵琶島城に幼い姫ひめ武将候補を集めて育成しているから、騒さわがしいものさ。いずれ、お前の側近になる連中だ。いつまでも男だけの世界でただ一人の姫武将として生きていくのも辛つらいだろうからな」

「やはり宇佐美は、子供攫さらいだったのだな」

「とにかく景虎、気をしっかりもて。すぐに慣れる。それとな。お前は生涯独身を貫くと言っているが、夫を取れ。これから越後の諸将がお前を奪い合う未来がオレにも直江にも見える。お前が独身を通せば、いずれ内乱の種になるぞ」

「……嫌だ。男と女の交わりなど、わたしは嫌きらいだ。ぞっとする。汚きたならしい」

　宇佐美定満にも、兄の件は言えなかった。

　ただ、綾が政景の子を身ごもったことは、伝えた。隠かくせるようなことではなかった。綾と会えば一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだ。

「よりによって今日という日にそんなことがあったのかよ。つくづく、ついてないなお前」

「姉上は政景に情を抱いてしまっている。あの男を、愛しているのだろうか？」

「そうかもな。ああいう男が、意外と女に愛されるものさ」

「わたしの立場はどうなる。わたしにはわかる。政景は絶対に改心したりなどしない」

「ああ。いずれお前が、越後守護代どころか越後の守護になると決まった以上、政景はいよいよお前に執しゆう着ちやくするだろうよ。景虎、お前は政景が望むものすべてを手に入れてしまったんだからな」

「……しかし、わたしは夫を迎むかえない。あの男は姉上を手に入れ、子供まで生なした。その上、わたしからなにかを奪おうとするのであれば、それは強ごう欲よくというものだ。許しがたい……が、もう政景を殺したり越後から追放することは、できない……姉上とそのお子が不幸になる」

　直江が知ったら「だからさっさと殺しておけと言ったんです」と愚ぐ痴ちりそうだ、と宇佐美定満は苦笑していた。

「日が暮れてきた。守護代就任の儀ぎ式しきと、夜を徹てつしての宴うたげがはじまるな。景虎、行くぞ。立てるか？」

「どうにか、耐たえられる」

「ともかく、お前が乙女になったことは政景にもいずれ気づかれるだろう。待ったなしだ。祝しゆう言げんを挙げろ。候補はオレと直江が探してくる。お前はえり好みが激しそうだが、あまり贅ぜい沢たくは言うなよ」

「……わたしは、殿との方がたと同じ部屋で夜を過ごしたりは、したくない。できない。嫌だ。恐ろしい。汚けがらわしい。そんな不潔な真ま似ねをすれば、わたしはたちどころに毘沙門天の加護を失う。毘沙門天から、そう聞かされている」

　そっか。まあ、いずれ気が変わる時も来るさ、と宇佐美はおどけながら立ち上がっていた。兄・晴景とのことをいずれ宇佐美も直江も知る時が来るのだろうか、それは嫌だ、と景虎は思った。自分が、実の兄を誘ゆう惑わくするような汚よごれた女だと思われるのではないかという恐怖があった。この二人が自分をそのような目で見ることはあり得ないという信頼感があってもなお、景虎は晴景とのことを二人に知られることを恐れた。

　そして、山道の途と中ちゆうに、直江大和が待っていた。




「こんなところでなにをしているのですか？　お嬢じようさま。宇佐美さま。守護代就任の儀式の前に、ご相談があるのですが」




　越後に「姫武将」というしきたりをはじめて導入した宇佐美にとって、完全に計算外の事態が起きていた。

　春日山城に集結した血気さかんな国こく人じん衆が、誰が景虎の婿むこになるか、を巡めぐって早くも紛ふん糾きゆうしている──というのだ。

「なんだって？　景虎は今日から越後の守護代だ。しかもいずれ正式に越後の守護となる。国人どもはみな景虎の家臣になるんだぜ？　姫大名は、一族ではない家臣とは祝言を挙げられない。容易に下げ克こく上じようされちまうからな。それが姫武将の掟おきてのひとつだ！　たとえば分家の長尾政景が綾どのと離り縁えんすれば、景虎を嫁よめにする資格を持つようになるが……長尾の一族でない連中には資格がない。その掟をすっ飛ばそうというのか？」

「ええ。しかしこの越後にはこれまで姫武将の風習そのものがありませんでした。しかも、お嬢さまは元服して姫武将として越後に登場するなり、あっという間に越後守護代へと上り詰つめてしまいました。ですから、誰もそのような掟を知らないのです」

「……姫武将の掟が越後に根付くまで、もっと時間をかけなければならなかったってことか？」

「いえ。時間をかけていれば、越後の内乱はさらに拡大し、すべては手て遅おくれになっていました。お嬢さまを守護代に就つけることを急いだのはやむを得ないことです。むしろ、守護の座まで約束されたのですから、われわれの考えていた以上の成果をあげたといえます。ですが、彼らは守護職がお嬢さまに移い譲じようされることの重さをよくわかっていないのです」

「……長尾家の景虎が守護になるといっても、国人どもはぴんと来ていないってことか。内心では、まだまだ長尾家も自分の家も同格だと思っている……」

「ええ。守護代の職、そして守護の職がこれほど平へい和わ裏りに移譲されるなど、越後では前代未み聞もんですからね。お嬢さまは上杉家の人間ではありません。みな、守護と言っても名目にすぎない、と軽く考えているのでしょう。あまりに鮮あざやかに血を流さずに移譲が行われたために、みなお嬢さまを絶対的な越後の主君、侵おかしがたい権けん威いだとは感じられないのです」

「越後ではなじみのない姫武将だから、かもしれねえなあ」

　まずいな。オレはどうもこういう男女のことに関しては鈍にぶくていけねえ、と宇佐美は唇くちびるを嚙かんでいた。

「今夜は揉もめるぜ、これは」

「とりわけ、鎌かま倉くら以来の名門・大おお江え家の末まつ裔えいである北きた条じよう高たか広ひろが、お嬢さまを嫁に欲しいと言いだしております。長尾と大江であれば家格は釣り合う、と」

「北条か。あいつは戦いくさでは有能だが、腹に一物ある男だ。景虎を娶めとれば越後一国を手に入れられると色気を出したか？　見せしめに手て討うちにするか？」

「お嬢さまは慈じ悲ひの武将です。そのような理由で家臣を誅ちゆうしたりはできますまい」

「そうだ直江。しかし、わたしは誰にも嫁とつがぬぞ。毘び沙しや門もん天てんの化け身しんたる資格は、出しゆつ家け僧そうの如ごとき戒かい律りつを守った生き方をしなければ失われるのだから。諸将にもそう宣言せねばならない」

　景虎は弱りはてたようにつぶやいていた。わたしは、兄を惑まどわせた。次は、越後の国人衆を惑わせるのかもしれない、と思った。

「お嬢さま。それだけでは北条たちは納得しませんよ。それどころかかえって逆効果です。決してお嬢さまに心服していない長尾政景が好機と見てそのような連中を扇せん動どうすれば、またしても内乱となりましょう。いかがします、宇佐美さま」

「……オレに考えがある。景虎。お前は今夜、諸将の前で言いたいことを言え。義将たる者は、いつ何時であっても自分を偽いつわるな。あとは、オレたちに任せろ」




　　　　※




　その日の夜、越後全土から集結した国人衆が詰めかけた春日山城の大広間に「越後守護代・長尾景虎」がその姿を現した。

　諸将のうち、実物の景虎を目にした者はほとんどいない。栃とち尾お城に入るまでは諸将と交流を持つ機会がなかったし、戦場では常に日の光を避さけるために景虎は行ぎよう人にん包づつみを被かぶっていた。そのために「尋じん常じようの美しさではない姫である」という噂うわさだけが一人歩きしていた。

　彼らが晴景・政景政権に見切りを付けて景虎を支持した最大の理由は、景虎のその問答無用の強さ、「戦の天才」というところにある。

　次に、景虎が暴ぼう虐ぎやくを極きわめた父・為景や姉あね婿むこ・政景とは真逆の「義の武将」であるという点にあった。さすがに春日山城を攻せめて景虎の一族を殺した黒田秀忠は二度目の謀む反ほんの際に誅されたが、その黒田ですら一度目の謀反の時には許されたし、春日山城まで攻め込まなかった黒田以外の将は敗れてもみな許された。

　三番目の理由が、越後守護の上杉定実が「景虎を次の代の守護にする」と触ふれ回ったことである。守護代の家いえ柄がらだった春日山長尾家が名実ともに越後の王となるわけで、独立心の強い国人衆の諸将にとっては喜ばしいことではない反面、彼らはみな果てることがなかった越後の内乱に倦うんでいた。しかも関東では北条氏うじ康やすが、信濃しなのでは武田晴信が凄すさまじい勢いで北上戦を続けている。特に武田晴信は「海が欲しい」と越後に目を付けていると噂されており、事態はすでに内乱どころではなくなりつつある。

　義将・景虎であれば越後守護となっても国人衆を弾だん圧あつすることはあるまい、しかも戦ではあの政景よりも強い、と彼らは相反する二つの「益」を景虎に期待していた。

　そう。景虎が越後初の姫武将であるからとか、たとえようもなく美しい「らしい」から、というような理由で景虎を崇すう拝はいしている国人などは、越後にはいなかったのだ。そのような甘い乱世ではなかった──この日この時までは。

　が、行人包を外したその素顔を景虎が諸将の前に見せたこの時、彼らは驚おどろき、どよめいた。ことに、対面前から（景虎を妻として娶ることができれば事実上、俺が越えち後ごの王になれる）という野心と情熱に燃えていた若い男たちはみな、景虎の姿を直視できないほどに心をときめかせた。

「たしかに、女だ。しかも、まだ年とし端はもいかぬ少女だ」

「だが、ただの女ではない」

「この銀色に輝かがやく髪かみ。赤い瞳ひとみ、雪のような透すけた肌はだ」

「人か魔まか、あるいは神仏の化身か」

「景虎さまは、尋常のお人ではない……！」

　景虎は悩なやんだ末、自分に忠誠を誓ちかう家臣たちの前で素顔を隠し続けることを不義であると判断し、決意して諸将にその素顔を見せた。

　醜みにくい、と口にしたり表情に出す者は一人としていなかった。

　兎うさぎの子だ、と顔をしかめるような者は、どこにもいなかった。

　景虎がこの宴に対して抱いだいていた最大の不安は、杞き憂ゆうだった。

　だが、直江大和があらかじめ伝えてきていた問題は──もうひとつの不安は、景虎が危き惧ぐしていた以上の熱量を持って実現してしまっていた。

「景虎さまは」

「婿を取られるのでありましょうか」

「許いい嫁なずけはおらぬと伺うかがっております」

「他国では、姫ひめ大名はその家臣とは祝言を挙げてはならぬという風習があります。親族かあるいは同格の大名が相手でなければ祝言を挙げられぬそうです」

「ですがこれまで姫武将すら存在しなかったこの越後には、そのような風習はありませぬ」

　若い武将たちは目の色を変えて、景虎をわが妻に、と燃え上がっていた。

　長尾政景ほど異常な執着を見せる者こそいなかったが、政景と同様の野心を抱く男たちが大勢現れたに等しかった。景虎は、「気持ちの悪いことを言うな」と一いつ喝かつしたくなったが、左右に侍はべっていた宇佐美と直江が視線で制止した。いくら言いたいことを言え、自分を偽るなとはいっても、景虎は正式に越後守護代となったのだ。感情にまかせて怒ど鳴なり散らすべき場面ではなかった。

「諸将よ。わたしは毘沙門天から武の力を授さずかって、その力を借りることで戦に勝ち続ける。これからもこれまでも、わたしは合戦に負けないだろう。だが、夫を迎えれば毘沙門天の力は失われる。わたしは生しよう涯がい、誰だれにも嫁がぬ。武士ではあるが、出家の身に等しいと考えてもらいたい」

　一門衆の筆頭から外されて末席に座っていた長尾政景が腕うでを組み、そっぽを向いて「手に入らぬと知ればますます男の煩ぼん悩のうは燃え上がる。藪やぶ蛇へびよ」と鼻先で笑う姿を、景虎は忌いま々いましげに見つめていた。

　事実、まだ妻帯していない男たちを中心に、多くの家臣たちが「なんと。生涯嫁がないとは!?」と悲鳴のような声を漏もらし、身み悶もだえせんばかりの表情を見せた。

　大江家の流れを汲くむ越後屈くつ指しの名門・北条家の北条高広は、景虎という「駒こま」を奪うばい取れば越後の主あるじになれるという野望を抱いて春日かすが山やま城を訪おとずれていた。しかし景虎がただの「駒」ではないということを目の前に突とつ如じよ現れた天てん女によのような景虎の素顔を見て思い知り、同時にその景虎が自分の手には入らないと知って（惜おしい）と思い、顔面蒼そう白はくとなっていた。

　すかさず、景虎を強力に支持している猛もう将しよう・柿かき崎ざき景かげ家いえが「神仏の力は戒律を厳格に守る者にのみ訪れるのだ。貴様ら、潔いさぎよくあきらめよ。南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ」と彼らを一喝してくれた。

　しかし景虎は（これから兄上のようにわたしに愛を語ってくる者が次々と現れるのだろうか。嫌いやだ。わたしは、誰ともそのような関係にはなりたくない）と泣きたくなった。

　このまま景虎の不ふ犯ぼん宣言を既き成せい事実にするのは惜しい、と焦あせった北条高広が「柿崎どの。あなたは相変わらずの阿弥陀仏馬ば鹿かだな。それがしたちは坊ぼう主ずではない。武士なのだ。戦に己おのれの命を懸かける武士が、美しい女性をわがものにしたいと願うのは当然のことだ」と立ち上がり、柿崎の鼻先に己の拳こぶしを突つき出してきたために、場はいよいよ騒そう然ぜんとなった。北条高広は名門ゆえに優ゆう雅がな物もの腰ごしで人と接するが、その鍛きたえられた巨きよ体たいは柿崎景家・長尾政景と並ぶものだった。そして、北条高広はこの直情的な二人とは違ちがって己の本心を滅めつ多たに口にしない男であり、それゆえに独特の凄すごみがあった。

「柿崎どの。目の前にいきなりこれほどの美しい女性が現れていながら、いきなり夫は生涯取りませんと言いだすとは、どういうことだ。これではわれらは生殺しではないか」

「ええい黙だまれというに、なんぞ不ふ穏おんな野望でも抱いたのか北ほう条じようよ！　景虎さまは貴様の戦利品にあらず、乱世に義をもたらす越後の王にあらせられるぞ！　喝！」

「ほうじょう、ではない。それがしは、きたじょう、だ。それにしても、なぜ戦場にいるかのように荒あれている？　仏のようにお優やさしい柿崎どのらしくもないぞ」

「今日の春日山城は、戦場も同然だからよ。私は景虎さまに越後の未来を託たくした。晴れのこの日に家臣の中から景虎さまをわがものにせんとする輩やからが現れれば、そやつはこれからの越後にとって獅し子し身中の虫！　従って斬きる！　そう、覚かく悟ごしておったのだああああ！」

「やれやれ。あなたのお相手をするのは少々面めん倒どうだが、なにごともはじめが肝かん心じん。それではこの場で景虎さまを賭かけて戦うとするか」

「景虎さまの晴れ舞ぶ台たいを血と野心とで汚けがすというのか、北条！」

　宇佐美定満が「まあまあ。待ってくれ待ってくれ」と笑いながら、口を開いた。

「おい北条。他の面々も聞け。景虎さまはまだ若い。この通り、子供だ。いずれそれなりのお年とし頃ごろとなれば必ずや気が変わって婿を取ることになるだろう。それまで、五年待て」

　おやおや五年も待てと言うのか？　と北条高広は苦笑いしながらなおも食い下がり、「貴様のような私利私し欲よくに塗まみれた男など、景虎さまに指一本触れさせぬ！」とこちらも激げき昂こうする柿崎景家と互たがいに組み合って相手の腕をへし折ろうと争いはじめた。

　この場にいる誰もが、今まで男武者だけの世界だった越後に唐とう突とつに現れた雪の精のような少女君主を一目見て、血を煮にえたぎらせ、興奮していた。

　なんということだ。これでは収しゆう拾しゆうがつかない。わたしという存在がまたしても越後に戦乱をもたらしてしまうのだろうか……と景虎が泣き顔になってうつむいていると、直江大和がいきなり宇佐美定満を指さして、言い放った。

「宇佐美さま。五年待てとおっしゃいますが、そうやって諸将を足止めしておいてご自身がお嬢じようさまを娶ろうとしているのではないですか？」

「おい待て。突然、なにを言いやがる。直江てめえ」

「宇佐美さまの女好きは、越後では有名ですから。いつも琵び琶わ島じまから美女たちを大勢乗せた舟ふねを出して、釣つりに興じていると」

「オレは釣りが好きなだけだ！」

「村から幼い娘むすめたちをかどわかして、琵琶島城に集めているとも」

「景虎の手足となるべき姫武将を育成しているだけだ！」

「諸将の顔をご覧ください。多くの者があなたを疑っています」

　そうだそうだ、と諸将が吠ほえた。

「てめえは、景虎さまが幼い頃ころから兎うさぎのぬいぐるみで手て懐なずけてきたと聞くぜ！」

「光ひかる源げん氏じが紫むらさきの上をかどわかしたのと同じ手口だ！」

「宇佐美定満。貴公が景虎さまを奪い取ろうとしていること、間違いない！」

「うおおお！　オレってこんなに信用されてなかったのか!?」

　それ以外のことならともかく女に関しては誰もあなたを信用するまいと北条が目を細めて笑い、柿崎も「そればかりは私も宇佐美を弁護できぬ。南無阿弥陀仏」とさじを投げていた。

「宇佐美さま。諸将に納得していただくため、今日からはお嬢さまの軍師役を外れていただきます。お嬢さまの補ほ佐さはこのわたくしが務めましょう。五年間、お嬢さまに男が近寄らぬよう監かん視しいたします。五年経たてば、ただちに婿の選定にかかります。むろん、わたくし自身は生涯独身を貫つらぬくと決めておりますのでその候補には入りませんよ。越後にとってもっともよき選せん択たくをいたします」

　ふむ。浮ういた噂のない直江大和どのならば側近にしておいても問題なかろう、と北条が引き下がった。ようやく柿崎の腕から手を離はなし、畳たたみの上にあぐらをかいた。

「あなたは、殿との方がたしか愛せないという噂もあるくらい身持ちの堅かたいお方だからな。幼い頃は為景さまの稚ち児ごだったという話すら耳にしたことがある」

「ふふ。それは根も葉もない噂ですが、信用いただきありがとうございます北条さま」

「直江、てめええええ！　この機会をうかがっていやがったな！　この機にオレさまを追い落として越後の宰さい相しようになるつもりか！　少しは友情を感じていたのによう、やっぱりてめえはこういうやつだ！　てめえの身体からだには血が流れてねえ！」

「やれやれ。宇佐美さま、あきらめなさい。日頃の行いの違いです」

　国こく人じん衆の男たちは「叛はん服ぷく常ない、しかも女好きの宇佐美が、側近の座から下りるならば安心できる」「律りち儀ぎな直江大和ならば約束を守るだろう。五年だな。五年待てば、景虎さまはわれらの中から婿を選ぶのだな」とようやく納得した。

「あなたがたの中から選ぶとは限りません。同格の守護大名が婿となる可能性のほうが高いでしょう。ですが、槍やり働き次し第だいではどうなるかまだわかりません。関東の北条氏康、甲斐かいの武田晴信。この越後を、あるいは越後の隣りん国ごくを侵おかそうとする外敵は多い。これよりは外敵との戦いくさに次ぐ戦となりましょう」

　雄雄雄雄おおおお、と越後国人衆が吠えた。

　景虎は「宇佐美、これも越後をひとつにするためだ。すまない」と悲しげにうつむき、宇佐美は「そういうことなら、それでいいんだぜ。ただし、このまま黙って引き下がるオレじゃねえ。お前に謀反をするような真ま似ねはしねえが、直江大和は君くん側そくの奸かんだ。どうやらお前を生涯独身のまま毘び沙しや門もん堂に閉じ込めておくつもりだぜ、こいつは。黙っていられるか。必ず、オレは直江の野や郎ろうを排はい除じよする」と言い捨て、迷うことなく立ち去っていった。

　宇佐美・直江の両りよう雄ゆうは並び立たなかったか、と諸将はまたしてもどよめいた。景虎にとって股こ肱こうの臣だった宇佐美が第一線から排除され、かつての守護代候補だった長尾政景もすでに一門衆筆頭の座から転がり落ち、直江大和が越後の宰相となったのだ。さらに直江大和は、かねて自分と親しかった者たちを次々と高い役職につけた。意外な成り行きだったが、政権が移い譲じようする際にはありがちな政変ではあった。

　宇佐美は軍師。すでに神将の名をほしいままにしている景虎さまに宇佐美が教えられることはもうなにもない。宇佐美の役割はすでに終わったのだ。これからは、内政外交に長たけた直江大和こそが景虎さまの第一の側近にふさわしい、と国人衆もこの人事に納得していた。

「お嬢さまが宇佐美さまを遠ざけ、わたくしを変わらず信しん頼らいされるのはひとえに、わたくしが身を慎つつしみ女色を遠ざけているためです。諸将も、これより五年間は、よこしまな考えを抱くことなくひとえに忠義に励はげまれるように」

　そうか、わかったと、北条高広は意外にもあっさりとうなずいていた。

　しかし。

「フン。直江大和。俺は貴様を信用できんなあ。一度騙だまされているからな。貴様は景虎を俺に嫁とつがせると謀たばかって、綾を俺に娶めとらせた」

「その綾さまがご懐かい妊にんだそうで、おめでとうございます。政景さま。仲むつまじいご夫ふう婦ふのようで、微ほほ笑えましい限り」

「……なにを企たくらんでいるかは知らんが、景虎のくだらん不犯の誓いなど撤てつ回かいさせてやる。空手形などを信じて五年も待つつもりはない。俺はな」

　長尾政景だけは、直江大和の言葉を信用せず、不敵にも笑っていた。

「あなたは一度叛そむいた。お嬢さまに討うたれ、命を許された。次に謀む反ほんすれば、お嬢さまがどう言おうとも処断いたします。あなたが黒田秀忠を誅ちゆうしたように、です。長尾政景さま」

「もう俺の負けはないぞ、直江大和。あんな下手な戦は二度とやらん。次は、黒田秀忠など担かつがん。俺のやりたいように戦い、俺が勝つ」

　それは御お屋や形かたさまに、景虎さまに謀反するということかあああ！　と柿崎景家が血相を変えて怒鳴ったが、政景はただ笑うだけで返事をしなかった。

「……わたしは、なぜ姫に生まれたのだろうか。わたしが男であれば、誰を惑まどわすこともなかったはずなのに。わたしはほんとうに越えち後ごに義をもたらすことができるのだろうか。宇佐美……」

　景虎は、越後の男たちに囲まれながらたとえようもない孤こ独どくを感じていた。

　越後には姫武将はいない。わたしただ一人だ。それでもわたしには姉上がいると思っていた。孤独ではないと思っていた。しかしその姉上は今や、政景の妻であり、そして赤子の親となられる。姫ひめ武将となったわたしと、母親として生きる道を選ばれた姉上とはもう、異なる人生をそれぞれが歩むしかないのだ。

　これから直江たちが家臣としてどれほど自分に尽つくしてくれても、この心の寂さびしさは埋うめることができないだろう。それが、越後で姫武将として生きるということだ。

（……まるで、地上に一人きり取り残されたかのような……寂しい……）

　景虎ははじめて、姫武将の友が欲しい、と願った。自分と同じように姫武将という己の運命に立ち向かっている友が。

　その「友」は、まもなく景虎の前に現れることになる──生しよう涯がいの友として、そして景虎の前に立ちはだかる最強の宿敵として。







　第六話　真さな田だと猿さる飛とび







　ここで、物語は武たけ田だ晴はる信のぶの側へといったん、移り変わる。

　長なが尾お景かげ虎とらの越後守護代就任より、時間を多少さかのぼる。

　景虎の父・長尾為ため景かげが越えつ中ちゆう一いつ揆きによって討たれ、越後守護の上うえ杉すぎ定さだ実ざねが奥おう州しゆうの伊達だて家から養子を迎むかえようと画策した結果、玉たま突つき衝しよう突とつのように奥州と越後の双そう方ほうで大乱が発生していたその頃、甲斐かい守護の武田信のぶ虎とらは、東信濃しなのの小ちいさ県がた・佐さ久くへと進出しようとしていた。

　甲斐の巨きよ凶きよう、長尾為景と並び恐おそれられる暴君・武田信虎。

　北信濃の守護者にして生きつ粋すいの武人、村むら上かみ義よし清きよ。

　南信濃の諏訪すわに君臨する「神人」領主・諏訪頼より重しげ。

　この三家は、小県・佐久を巡めぐって長らく激しく争っていた。

　それぞれの実力は拮きつ抗こうしており、三つどもえの争いとなったため決定的な勝利を得られる者はおらず、武田信虎はついに方針を転てん換かんして村上・諏訪両家との同盟策を採った。

　それまで相争っていた三家が同盟して小県・佐久へとなだれ込んで攻せめ入ったのだから、小領主が分ぶん裂れつ割かつ拠きよしている小県・佐久は持ちこたえられず、草くさ刈かり場ばと化した。

　小県・佐久の国人衆には巨大勢力はいない。名門で大将格の海うん野の家を筆頭に、根ね津づ家、望もち月づき家、真田家といった小領主の緩ゆるやかな連合体である。彼らは、隣国・上野こうずけの関東管かん領れい上杉家に庇ひ護ごされることでかろうじて家を存続させていた。

　武田・村上・諏訪の連合軍と小県の国人衆が決戦した「海うん野の平たいら合戦」の折、小県衆の一人である真田幸ゆき隆たかは信濃を離れ、上野にいた。

　関東管領・上杉憲のり政まさのもとへ、援えん軍ぐん要よう請せいに出向いていたのだ。

　真田幸隆は海野家に忠誠を誓ちかう国人だが、出自不明の姫武将である。

　下げ克こく上じようの戦国時代では、真田幸隆のように出自がよくわからない謎なぞの武将が何人も登場している。美み濃のの斎さい藤とう道どう三さんや、三み好よし長なが慶よしに仕える松まつ永なが弾だん正じよう久ひさ秀ひでもそうである。

　真田幸隆は「真田家に妻として迎えられたが、その夫が病びよう没ぼつし、以後、夫が残した真田家を継ついだ」という触ふれ込みだが、実のところ、真田の庄しようを海野家から任されていた分家の真田家に幸隆が転がり込み、いつの間にか真田家を乗っ取ってちゃっかり相続していたというのが事実らしい。

　幸隆には大勢の子がいるが、幸隆が自じ称しようしている年ねん齢れいよりもずっと若く見えることも怪あやしいし、幸隆の子の中にもともとの真田家の血筋を引いている者がいるかどうかも怪しかった。

　とはいえ、もともとの真田家と言っても半農の小領主にすぎず、本家の海野家に比べれば吹ふけば飛ぶような存在ではあったので、幸隆の出自などはさほど問題にはならなかった。

　ともあれ年齢不ふ詳しようの美び貌ぼうを誇ほこる真田幸隆は、その出自の怪しさに加えて、信濃戸と隠がくし山やまから抜ぬけてきた「戸隠忍しのび」と呼ばれる忍びを用いることでも目立つ存在だった。

「山の国」である信濃には、戸隠山を筆頭に霊れい山ざんが多い。農民でもなく武士でもない、社会の身分秩ちつ序じよの枠わく組ぐみに入らない者たちが信濃の山中には多数潜ひそんでいた。

　修しゆ験げん僧そう、山やま伏ぶし、あるいは天てん狗ぐなどと呼ばれる非農耕民族「山の民」、そして忍びの者。

　とりわけ修験道・山さん岳がく密教と融ゆう合ごうした「戸隠忍にん群ぐん」は、体術を基き礎そとする伊い賀がや甲こう賀がの忍びとは異なり、人じん智ちを超ちよう越えつした不可思議な忍術を身につけていることで恐れられていた。

　まっとうな武士は、暗殺を恐れて戸隠忍群など容易には近づけない。戸隠忍群もまた、武家に仕えることを望まず、戸隠山の戸隠神社に隠かくされているご神体──いわゆる「石」を守り山の下の社会から一線を画し続けるために活動している。戸隠忍群とは、農耕民族の社会とは異なる山の世界を維い持じするために「山の民」が結成した自衛組織と言っていい。

　真田幸隆は仮にも武家でありながら、その戸隠忍びたちを「集めて」いた。しかも、身分の低い下忍であろうとも、身内同然に扱あつかう。強固な主従関係を決して求めない。それは実のところ、真田幸隆自身が元来武家ではなく「山の民」出身だからなのだ。

　戦国時代も中期を迎え、武家の中から強力な戦国大名が登場して土地の支配権を強化・中央集権化しようと動きはじめていた。甲斐の守護で源げん氏じの名門である武田信虎も、その政策は戦国大名のそれに近い。「山の民」たちの領域は、戦国大名化した武家と、一揆衆に代表される武装農民によって侵されつつあった。

　彼らと戦い続ける道を選べば、「山の民」そのものが根絶やしになるかもしれない。未来を予見した幸隆は山の麓ふもとに「山の民」のための「公界」を作ろうと志し、両者の絆きずなを結ぶために武家になりおおせて真田の庄に入ったのだ。真田の庄では、「山の民」も農民も等しく生活を保障され、その過去や身分を一切問われない。そのような、細やかではあるが一種の理想郷を幸隆は築きたかった。

　この時代、似たような動きは各地で出ていた。しかし、幸隆は各地で様々な階層の民を集めて教祖のもとに統制を取ろうとしている本ほん猫びよう寺じのように「宗教」を用いる道は採らなかった。むしろ、宗教に頼たよらぬ「人間の里」を望んだ。

　宗教によって集結する組織内では、信しん仰こう心があるか否いなかで「身分」に決定的な差が生ずる。結局のところ、本猫寺という運動の目標は真の平等には程遠いのだ、と「山の民」出身の幸隆は思っている。だから、武家になることにした。武家と言っても、銭を稼かせぎ「山の民」を里に迎え入れる武家だ。武家の身分制度を破は壊かいする新しい武家だ。

　その真田幸隆にとっても、「海野平合戦」での海野家たちの大敗は予想外だった。腰こしの重い関東管領・上杉憲政の説得に難航しているうちに、早々と合戦の決着がついてしまったのだ。幸隆の外交交こう渉しようは、間に合わなかった。そもそも、敵が武田・村上・諏訪の三者連合では、関東管領・上杉憲政自身に戦意がなかった。

「『海野平合戦』は、武田・村上・諏訪の大勝利に終わったでござる。真田どのが縄なわ張ばりした砥と石いし城も、領地の真田の庄も、みな村上義清が奪うばってしまったでござるよ。われらは帰る家を失ったでござるな」

　部屋の梁はりに細い足をからめて逆さまにぶら下がりながら、「戸隠忍群」から「真田忍群」へと移い籍せきした少女忍者・猿飛佐さ助すけが陽気な声をたてて笑った。

　佐助は、真田幸隆に懐なついている子飼いの忍びだ。瞳ひとみがくりくりと大きく、細い身体からだは褐かつ色しよくに日焼けしている。くノ一かと思わせるような蠱こ惑わく的てきな肉体の持ち主だが、くノ一ではない。両親は誰だれだかわからない。幼い頃ころ、妹とともに戸隠山に捨てられて、猿に育てられていたという。人間であれば誰もが抱いだくはずの猜さい疑ぎ心しんや名めい誉よ欲よくやその他の人間らしい欲望や葛かつ藤とうを持ち合わせていない野生児で、心が動物のように真っ白い代わりに恐ろしく敏びん捷しような運動能力を持っていた。その野生の幼女を南なん蛮ばん渡と来らいのバナナを用いて幸隆が餌え付づけして、男を性技でたぶらかすくノ一ではなく、歴れつきとした「忍術」を持った一人前の忍びに育て上げたらしい。

「本日より、われらは上野に居い候そうろうする素す浪ろう人にん集団でござる。銭ぜにの蓄たくわえもなく、南蛮渡来のバナナもないでござる。困ったものでござるよ」

　今はバナナなどの話をしている場合ではないのに佐助らしいですわね、と幸隆は庵いおりで茶を点たてながら苦笑している。

「佐助。砥石城を奪われたのは痛手ですわ。あそこは守るに易やすく攻めるに難かたい要害にして、甲斐と東信濃・北信濃とを繫つなぐ戦略上の要地。武辺者の村上義清があそこを奪えば」

「おそらく、難なん攻こう不ふ落らくの城になってしまうでござるな。村上どのは武田の侵しん攻こうから自領を守るためにも、砥石城がどうしても欲しかったのでしょうなあ」

「ええ。縄張りを行ったわたくし自身ですら、兵を率いて奪うことは難しくなりましたわ。これでは真田の庄を奪だつ回かいできませんわね……」

「にんにん。仕方ござらん。これからは上野で居候を続けるでござるか？」

「上野も武家として根を下ろすにはよい国だけれど、信濃の山々からこのまま遠ざかってしまうのでは本ほん末まつ転てん倒とうですわね。一人でも多く信濃の『山の民』を真田に囲い込みたかったというのに」

「では兵を率いて武田・村上・諏訪と戦うでござるか？　無茶でござる。兵力が違ちがいすぎるでござる。それに、こうなった以上関東管領どのは容易には腰を上げぬでござるよ。北ほう条じよう家との戦いで忙いそがしいでござろう」

「わたくしが甘かったまで。真田の庄を身分を問わぬ人々の公界として発展させるだけでは不足。庄を防衛する武の力がやはり、戦国の世では必要でしたわ。関東管領家や海野家は、すでに失しつ墜ついの運命が定められている古い武家。新しき戦乱の世を治められる、若く強い『王』が必要ですわね。これからの真田はその王に仕えることで、真田の庄を理想郷として育てていかねばなりませんね」

「王でござるか」

「神の国である信濃には異なる民が集まっている。戸隠・飯いい縄づなの『山の民』、諏訪の『湖の民』、そして山と山の谷間に集まって大地を耕している農民。土地と田畑を至上のものと考えている古い武士どもは、彼らの間の垣かき根ねを取り払はらうどころか、むしろ差別と区別を強化して民と民とをいがみ合わせ、武家の支配体制を盤ばん石じやくのものにしていこうとするはず。わたくしが求める王とは、それらの山の神、水の神、耕作地の神──あらゆる神々を『人間』として支配しようとする者ですわ。血筋も神々の威い光こうもなにもかもを等しく無効化して己おのれのもとに飲み込んでしまうような激しい合理性と巨大な器うつわの持ち主。そういう破格なお方でなければ、神の国信濃は治められませんわ。とはいえ、暴ぼう虐ぎやくな専制君主ではならないのです。真田の庄に公界としての自治の特権を認めてくれるような寛かん大だいさも必要」

「うきゃ。それはちと理想が高いですな。幸隆どのが、王になればよいでござるよ」

「ふふ。山の民あがりのわたくしでは、無理でしょう。やはり武家でなければ。それも、すでにある程度の力を持っている者でないと。裸はだか一いつ貫かんからでは、成り上がる途と中ちゆうで、古き勢力に押おし潰つぶされてしまいますわ」

「うきゅきゅ。幸隆どのは忍びを手て許もとに集めているだけでなく、ご自身もちっとも歳としを取らないので、妖よう怪かい呼ばわりされているでござるからなあ」

「ふふ。生まれながらに不老不死の人間などあり得ぬ話。わたくしの不老にも、種はありますわよ」

　幸隆は、佐助に言い聞かせながら、己の考えをまとめていた。

「武田信虎も村上義清も戦いくさは強いけれども、源氏の名門という己の出自を誇る信虎が『山の民』などを庇護するはずもない。一方の村上義清は武辺者で、武士として自分がやれることだけをやる男。ひとときの共きよう闘とうはできても、あの男と志をともにするのは無理ですわね。もっとも穏おん健けんな諏訪頼重は、諏訪湖の神を祀まつる諏訪神社の大おお祝ほうりで、やまと御ご所しよよりも歴史が古いという神の一族。信濃では生き神のように崇すう拝はいされている──公界の王としてはもっとも適性を持っていますが、宗教を中心にして楽園を作るのは、わたくしの主義ではありませんわ。わたくし、心根が不純ですので信仰心がありませんもの。あるとすれば銭に対してのみ」

「神を拝んでもお腹なかは膨ふくれませんが、銭があればバナナが買えますからな」

　佐助。忍び仕事を請うけると触れ込みながら信濃へ戻もどりなさい、と幸隆が笑った。

「信濃の神々の血筋も威光もなにもかもをその器と野望とで飲み込んでしまう『人間の王』を、新しき世界の王者を、あなたが探すのです」

「うきゃ？　拙せつ者しやがでござるか？　そんな小難しい注文をされても、猿と人との間に生まれ育った拙者にはさっぱりわからないでござるよ～。猿さると人と姫ひめと！　でござる」

「いいえ。あなたは心が真っ白だから、むしろ先入観や偏へん見けんや個人的な感情に流されることなく正直に人間を見定められる娘むすめですわよ」

「勘かんに頼れということですな。にんにん」

「勘と言えば……ああ、そうでしたわ。山やま本もと勘かん助すけどのがいましたわね。かつては、わたくしとともに忍び働きをこなしておりましたが、とある仕事で深手を負って忍び稼か業ぎようを引退したあのお方。今は、我こそは天下一軍師なり、という夢に取りつかれて諸国を放浪しているあの異形の殿との方がたが」

「おお。お懐なつかしや。勘助どのでござるか！　拙者が幼い頃にはいつも拙者の入浴姿を見ては鼻血を吹きだしていたのに、いざ拙者が愛らしくなまめかしい乙おと女めの身体に成長したら、色っぽいお猿さる踊おどりを見せても『やめんか乳を揺ゆらすなうっとうしい』とけんもほろろ。面おも白しろき御ご仁じんでござるな」

「ええ。まるで、山の『たたら神』の如ごときあの隻せき眼がん。宿すく曜よう道どうを極きわめた呪じゆ術じゆつ師しとしての軍師。日ひノ本もとの武家の常識に囚とらわれぬ異才。勘助どのこそは、『山の民』や『湖の民』といった異形の民たちをある意味において代表している逸いつ材ざい。それゆえに、あのお方は古き武士たちには決して認められませんわ」

「なにしろ、もういいお歳なのにずっと浪人生活でござるからなあ。先日は、『娘よ！　それがしを軍師とすれば上じよう洛らくが可能となろう！』と温泉で入浴中だった今いま川がわ義よし元もとのもとに乱入して、けんもほろろに追い出されたそうでござる」

「うふ。太たい原げん雪せつ斎さいがいる今川家には、新たな軍師は不要ですのに。そもそも年とし頃ごろの乙女の入浴姿を覗のぞくなど論外。誰よりも知ち恵えが深いのに、世よ渡わたりに関しては抜けているお方」

「温泉ならば余人を交えず主あるじにわが献けん策さくをとっぷり語れる、と言い張っているでござるよ」

　佐助は、本人は大まじめなのにどこかズレている勘助の百面相を思い出し、思わず笑いをこらえた。

　真田幸隆は、目を細めて、佐助が忘れぬように念を押した。

「佐助。あの勘助どのを軍師として見み出いだし重用できる者がいれば、その者が『王』よ」




　そしてこの時幸隆が予言した「その者」は、他ならぬ甲斐の武田家にいた。

　天下の奇き才さい・山本勘助と「その者」勝かつ千ち代よこと「人間の王」武田晴信の運命の出会いは、「海野平合戦」からほどなくしてのことである──。

























　あとがき




・執しつ筆ぴつ経けい緯い

「天と地と姫ひめと」は、「織お田だ信のぶ奈なの野望」と同一の世界を舞ぶ台たいにした戦国ライトノベルですが、終しゆう盤ばんを除いて「織田信奈の野望」の主人公・相良さがら良よし晴はるが出現する以前の時代を描えがいた前日談であり、上うえ杉すぎ謙けん信しんと武たけ田だ信しん玄げんの二人をＷ主人公として描いた「姫武将もの」です。タイトルは、上杉謙信を描いた海かい音おん寺じ潮ちよう五ご郎ろう先生の名作「天と地と」に由来します。「戦国最強」の座を川かわ中なか島じまで激しく競い合った上杉謙信と武田信玄が活かつ躍やくする戦国小説の代表作といえば「天と地と」と新につ田た次じ郎ろう先生の「武田信玄」。他にもたくさんの名作がありますが、基本的に上杉謙信が好きな作家は武田信玄を悪役として描かき、武田信玄が好きな作家は上杉謙信を悪役として描くので、幼い頃ころからなんとなく腑ふに落おちなかったのです。川中島での両者の決戦は、戦国ファンからすれば「バットマンＶＳスーパーマン」や「ＨＥＡＴ」でのロバート・デ・ニーロ対アル・パチーノのような夢のＷヒーロー対決のはずなのに、なぜどちらかを上げるために片方を下げなければならないのか？　と。それで「天と地と姫と」では、二人を完全に同格の主人公にして描いてみたわけです。

　ただ、二人の個性は真逆です。どちらかと言えば、常人なんだけれど金山開発で稼かせいだ銭を投資して最強騎き馬ば隊を編制してきたり、すっとぼけた軍師・山やま本もと勘かん助すけと一いつ緒しよになってあれやこれやと悪わる巧だくみをしてダーティだろうがなんだろうが戦いに勝とうとする武田信玄はバットマン寄りです。対して、生まれた時から人じん智ちを越こえた能力を持っているけれどもお人好しすぎて駆かけ引ひきや策さく謀ぼうに対してはまるきり無力で、戦う機会も自分の欲よくのためではなく人助けの義戦のみ、戦せん闘とう力に能力全振ふりの上杉謙信がスーパーマン寄りということになります。やっぱり、どちらかが正義でどちらかが悪だと書いてしまうのはもったいないと思います！

　で、いざやってみてわかったのですが、たいへんな長さになってしまいました……。そりゃ、誰だれもやろうとしなかったわけだと反省しましたが、もう行くしかありません。

　ただしこの小説は信奈世界なので、「姫武将」が登場します。史実では男だった武田信玄と新武田四天王も、みな姫武将です。ただし、越えち後ごには姫武将という風習がなく、武将仕事は男がやるものと決まっていて、上杉謙信こそが越後初の姫武将だった、という一周回ったような設定にしましたのは、もともと「上杉謙信は女だった」という説が歴史ファン界かい隈わいの間では長らく語かたり継つがれてきたからです。なので、「姫武将という文化が存在しない世界に姫武将の謙信が現れたらどうなるのか」というＩＦを描いてみたかったわけです。もしもほんとうにこういう状じよう況きようであったならば、謙信はたぶん、すごく孤こ独どくだったと思うのです。また、婿むこ取とりも難なん渋じゆうすることは間ま違ちがいなく、いっそ「生しよう涯がい不犯」を誓ちかってしまうほうがある意味合理的だったのかもしれません。

　物語の構想そのものは、実は「織田信奈の野望」本編の五巻あたりを書いている頃からありました。織田家視点で「桶おけ狭はざ間まの合戦」あたりから突つき進すすむ物語本編の中に、武田信玄と上杉謙信という戦国を代表する二大キャラクターを描き込んで立たせる作業がすごく難しかったので、いっそ別伝を書いて立たせてしまおう、と思いついたわけです。なにしろ桶狭間の合戦で今いま川がわ家が天下盗とりレースから脱だつ落らくしたことが直接の引き金となって上杉謙信の関東遠えん征せいがはじまり、その直後に上杉対武田の究極の決戦「第四次川中島の合戦」が勃ぼつ発ぱつしたわけですから、相良良晴・織田家視点からは「第四次川中島の合戦」をじっくり描くことができなかったんですね。しかしながら、Ｗ主人公ということで明らかに一冊では終わらないのでなかなかＧＯサインを得られず、結果として上杉謙信の本編への登場は「天と地と姫と」のＷｅｂ連れん載さいがはじまった後の12巻まで遅おくれることになりました。

　なお、謙信と信玄の名前ですが、出世魚のように順々に変わっていきます。

・長尾虎とら千ち代よ　→　長尾景かげ虎とら　→　（上杉政まさ虎とら・輝てる虎とら）　→　上杉謙信

・武田勝かつ千ち代よ　→　武田晴はる信のぶ　→　武田信玄

　と覚えておいてください。謙信は史実通りに描くと改名がやたら多いので、少々史実を変へん更こうさせていただいて、踏ふん切ぎりのいいところですぱっと「謙信」を名乗らせる予定です。




・取材旅行

　春日は割と日本全国あちこちを引っ越しして転々としてきたのですが、実は新にい潟がたと甲斐かい信濃しなのには住んだ経験がありません。なので、「天と地と姫と」を書くにあたっては、上杉謙信と武田信玄のご当地への取材旅行を重ねたのですが、「信奈」のアニメ放映時に病気になって身体を壊こわしてしまったため、旅行に行くたびに体力が尽つきて体調不良となり、寝ね込む、倒たおれる……ということの繰くり返かえしで、なかなか進みませんでした。

　そんな中でも印象深い旅行は、まずは大河ドラマ「風林火山」で謙信公を演じたGACKTさんが謙信役として「謙信公祭」に参加されていた上じよう越えつ～直なお江え津つ～春日かすが山やま城。残念ながら途と中ちゆうで体力が尽きて春日山城の山頂まで登れなかったのですが、歴女はもちろんGACKTファン殺さつ到とうでそれはもう凄すさまじかったですね。ご当地名物らしい「レモンラーメン」が美味しかったです。意外だったのは上越と新潟市の距きよ離りで、当時はまだ新幹線が直江津まで通っていませんでしたから、新潟駅から直江津への移動が予想以上に大変でした。まあ、それで疲つかれ果ててしまったのですが。今は新幹線が開通していますので、もういちど行き直したいですね。

　次に印象深かったのはやはり北信濃の松まつ代しろ～川中島～善ぜん光こう寺じ～戸と隠がくし山やま巡めぐりで、川！　大地！　寺！　山！　神社！　と、見所が満まん載さいすぎてあとがきでは書き尽くせません。戸と隠がくしから望む妙みよう高こうの山々は、まさしく「龍りゆうの背中」そのものでした。ゴジラの背びれに似ているんですよね。白い雪が降り積もった中、奥社・九頭龍社を目指して千年杉すぎの参道を進んでいる時には、途中で体力が切れて凍とう死しするんじゃないか……と怯おびえましたが、人間、死にとうないと思うと案外体力が出るもので、かろうじて奥社まで辿たどり着つけました。しかし昔の修験者はあの奥社を「登山口」の入り口としてさらに山を登っていったということで、やっぱり忍にん者じや以外の何者でもないですよ。

　この他、諏訪すわではやはり諸もろ星ほし大だい二じ郎ろう先生でおなじみの諏訪大社の御おん柱ばしらの異質さに圧あつ倒とうされました。謙信と信玄が激しく争そう奪だつする戸隠に比べると、謙信が絡からまない諏訪大社についてはあまり描き込めませんでしたが、あの時代に諏訪氏を攻せめ滅ほろぼすとか武田一門に取り込むとか、やっぱり武田信玄って神をも恐おそれぬ武将だったんだなあと唸うならされます。善光寺の秘仏を甲斐かいに持ち去るとか、叡えい山ざんが焼かれたなら甲斐に叡山を移転させようと言いだすとか、神仏をとことん利用し尽くそうとする罰ばち当あたりぶりと合理主義者ぶりという点では信玄は信奈よりもある意味酷ひどいと思います（笑）。

　甲こう府ふ取材では、まず駅前に広大な「甲府城」があったんですが、そのお城から一歩外に出るともう全部武田信玄一色で（笑）、積せき翠すい寺じ温泉と躑躅つつじヶ崎ざき館との距離が思っていたより近かったのが驚おどろきでした。春日山城があまりにも広大な山城なのに対して、躑躅ヶ崎館は山の麓ふもとにあり、しかも意外とこぢんまりとしてまして、当時の戦国大名の居城としてはえらく機能的なんですよね。信玄と謙信の性格の違ちがいの一因は案外両者の生育環かん境きようにあったのかもしれない、と思いました。




・上杉謙信と、上杉家の男武将たち

　武田家の武将たちについては二巻のあとがきで触ふれようと思いますが、人材マニアの信玄のおかげで華はなやかな武田家と比べると、上杉家の武将ってあまりメジャーじゃないんですよね。謙信個人が強すぎるのとカリスマが強きよう烈れつすぎるので、どうしても目立たない気がします。宇う佐さ美み定満が山本勘助と対比して描かれるくらいですかね。「天と地と姫と」では、謙信を支えた越後武将のうち、宇佐美定さだ満みつ、直なお江え大和やまと、長尾政まさ景かげの三人を副主役格に置きましたが、とぼけた宇佐美と鬼き畜ちく執しつ事じ直江の凸でこ凹ぼこコンビが謙信をどこまでも補ほ佐さしてくれる父親役・兄役なのに対して、長尾政景は謙信の父・長尾為ため景かげが持っていた負の部分・恐ろしい部分を引き継いで謙信を脅おびやかすという特異なキャラクターとなっています。

　謙信の「何度裏切っても敵を赦す」というキャラクターを際立たせるために、越後の謀む反ほん人常連組のうちから政景が代表者として選ばれたわけです。裏切りの回数ならば、関東の佐さ野の昌まさ綱つながぶっちぎりなのですが。長尾政景はしかし、謙信の仇きゆう敵てきでありながら同時に謙信の姉・綾あやの夫であり、謙信の跡あとを継いだ上杉景かげ勝かつの実の父親なんですよね。

　上杉編では、まるでかぐや姫のように春日山城に降臨した謙信を巡めぐる男武将たちの生き様を描きたかったということもあり、男成分マシマシとなっていますが、なんかもう男の業みたいなのをすべて背負ってしかも剝むき出だしにしてくる長尾政景は、作者としてはすごく気に入っています。謙信が結けつ婚こんできないのは、半分くらいこいつのせいだと思いますが（笑）。

　実父・為景に捨て置かれた謙信を育成する二人……宇佐美と直江は、ちゃらんぽらんなかぶき者と生真面目な鬼き畜ちく執しつ事じという対照的なキャラクターにしてみましたが、直江はほんとうは眼鏡を掛かけさせて執しつ事じ服を着せたくなりますね（笑）。「織田信奈の野望」の世界観では、武将同士でも通名や官位名ではなく実名で呼び合うのが基本なので、直江は本来は「大和（守）」ではなく「景かげ綱つな」あるいは「実さね綱つな」と表記すべきところだったのですが、ヤドカリを愛する某ぼうゲームの主人公の名前と合わせてみました。

　ちなみにこの作品では、「織田信奈の野望」本編にイラストで登場済みのキャラクターについてはみやま零ぜろ先生のオリジナルデザインを踏とう襲しゆうしていただきつつ、「天と地と姫と」で新規登場するキャラクターはイラストを担当される深ふか井い涼りよう介すけ先生にデザインしていただくという少々変則的な作り方となっていまして、深井涼介先生が描かれた表紙の乙おと女め謙信はみやま先生のデザインがベースで（「下着穿はいていない設定」が忠実に継けい承しようされています）、ちび謙信こと虎千代は深井涼介先生が新たにデザインしたものとなっています。ちび謙信かわいいです！　兎うさぎの縫ぬいぐるみをプレゼントしたくなります。両先生と、二つの作品に跨またがって世界観と設定の調整をしている担当さんに感謝感激です。

　そういうわけで「信奈」読者にとっては「信奈」正編と直接繫つながっている本編の一部として、そうでない方にとっては戦国姫武将ものとして独立した作品としても読める物語となっておりますので、是ぜ非ひともよろしくお願いします。二巻は武田信玄編です！

　あと、信玄と謙信の物語と同時進行する形で、相良良晴と出会う以前の信奈とその仲間たちを描いた書き下ろし小説「あの頃の信奈」を毎巻、巻末に収録いたします。信奈は「吉きち」と呼ばれていた幼い頃からおしゃべりで頭が良かったので、謙信がちび謙信から乙女謙信になる過程ですっかり成長したのに比べると、喋しやべり方や性格はあまり変わらないのですが、第一話に出てくる「吉」はやっぱり身体はちっちゃいです。ただ、信奈は母親と不仲だったために精神に不安定さを抱かかえたわけですが、父親・信秀ひでにはとても愛されていました。対する上杉謙信と武田信玄は、父親を乗のり越えねばならないのです。その過程で二人は必然的に出会い、憎にくみ合い、惹ひかれ合うことになるのです。川中島で費やしたその時間が、たとえ「天下盗り」レースにとっては無益で無む駄だな浪ろう費ひだったとしても、二人にとってはかけがえのない必要な時間だった。「天と地と姫と」は、そんな物語にしたいと思っています。





春日みかげ









　「あの頃の信のぶ奈な」巻ノ一　「尾お張わりの吉きち」







　越えち後ごでは長なが尾お為ため景かげから嫡ちやく男なん・晴はる景かげへと守護代の座が移り、甲斐かいの武たけ田だ信のぶ虎とらが実じつ娘じようの武田晴はる信のぶに追放されて駿河するがの今いま川がわ家へと身を寄せていた、その頃──。

　東海と畿き内ないとを繫ぐ東海道の要地・尾張で、一いつ匹ぴきの猛もう虎こが暴れていた。

　のちに武田晴信が「甲斐の虎」と恐おそれられることになるが、この頃、戦国日ひノ本もとで「虎」と言えば「尾張の虎」、織お田だ信のぶ秀ひでのことだった。

　織田信秀は、三十代の働き盛ざかり。

　尾張の守護斯し波ば氏のもとに、尾張上四郡守護代の織田家と、尾張下四郡守護代の織田家という二つの守護代家があり、織田信秀は下四郡守護代の織田家の分家という低い地位にいる。越後でいえば、守護代長尾家の分家である上うえ田だ長尾の長尾政まさ景かげよりもさらに一段格落ちする程度の家いえ柄がらにすぎない。

　だが、織田信秀は一種の変人あるいは天才で、若い頃から虎視眈たん々たんと「下げ克こく上じよう」を狙ねらっていた。伝統的に、尾張の兵は粘ねばりがなく、弱い。山国の甲斐や雪国の越後の兵と比べると、三分の一程度の戦闘力しかない。その代わり、肥ひ沃よくな平野に木き曽そ川がわや長なが良ら川がわといった大河を有し、貿易港が開け、かつ陸路においても東海道の要である尾張では古来、商業が発達していた。商人の国・尾張は新進気き鋭えいの才能が集つどう都会で、越後や甲斐のようには格式や血筋にうるさくない。

　そのような尾張の風土のもとで生まれ育ってきた信秀は、武士というよりも半ば商人だった。津つ島しまや熱あつ田たといった尾張有数の商業地帯をいち早く押おさえ、これらの商業地帯から莫ばく大だいな収入を得ることで軍備を拡張し、東は三み河かわの松まつ平だいら家と、北は美み濃のと戦っていた。尾張での信秀の家格は陪ばい臣しんにすぎないが、いずれ実力で尾張の王となるために隣りん国ごくの城をぶんどっていこうと暴れていたわけだ。

　その信秀の嫡子・吉が、幼くして那な古ご野や城の城主となっている。那古野城はもともと信秀の居城だったが、気が短い信秀は三河攻こう略りやくのために本ほん拠きよを移転し、那古野城を幼女の吉に譲ゆずってしまったのである。

「尾張のうつけ娘」と評判の吉。

　のちの、織田信奈。

　役者のような美男子の父親・信秀と、これまた美女で誉ほまれ高い母の土つち田た御ご前ぜんの両者から美しさだけを継けい承しようしたような、たぐいまれなる見み目め麗うるわしい姫だった。が、信秀譲りの短気もので、落ち着きがない。礼れい儀ぎ作法もなかなか身につかない。この日も、小こ袖そでの右みぎ肩かたを脱ぬいで髪かみを茶ちや筅せん髷まげに結ゆい、わらを腰こしに巻き付けて太刀たちを差し、さらにはひょうたんをぶらさげるという「うつけ姿」でお供の小こ姓しようや弟たちを引き連れて、那古野の町を暴れ回っていた。

「犬！　権ごん六ろく！　勝かつ三さぶ郎ろう！　万まん千ち代よ！　勘かん十じゆう郎ろう！　人じん畜ちく無害の人材ども！　うつけ娘吉とそのただれた仲間たちこと『那古野おもてなし愚ぐ連れん隊たい』、全員集合したわね！　みんな、町の見張りに行くわよ～！」

「……姫さまの一の子分、前まえ田だ犬いぬ千ち代よ。わお～ん」

「いやっ！　一の子分はケンカは無勝だが姉あね御ごの乳ち姉きよう妹だい、この勝三郎さまっすよーっ！」

「姫さま、那古野の町をシメるならばこの力ちから自じ慢まんの権六にお任せあれ！　きえーっ！」

「……われらを見る那古野の町の人々の目が冷たいです。万千代はなぜか今のこの気分に点数をつけたくて仕方ありません」

「ははは。敵かな？　味方かな？　尾張一の美童・織田勘十郎、姉上に無理矢理連れ出されて那古野に参上～」

　吉が結成した那古野おもてなし愚連隊の主要構成員は、この時点で。

　吉直属の二人の姫小姓──幼い前田犬千代と、年上の丹に羽わ万千代。

　吉の実弟兼けん奴ど隷れい、いやパシリの、織田勘十郎。

　その勘十郎の姫小姓で熱ねつ烈れつな吉びいきの、柴しば田た権六。

　吉の乳姉妹、ケンカ無勝だが気性は荒あらい池いけ田だ勝三郎。

　この五人。吉を足して六人。いずれもまだ元服前の子供で、みなヒマである。毎日のように吉のもとに集まっては、『われら那古野おもてなし愚連隊！』と騒さわぎながらうだうだと町で買い食いをしたり泥どろ棒ぼうを追い回したり川岸で角力すもうをとったり河童かつぱを探したりして遊んでいた。面めん倒どうな那古野城主の仕事は、吉のおつきの「じい」こと家老の平ひら手て政まさ秀ひでが黙もく々もくとこなしているのだ。

「おー」と長なが槍やりを担かついで騒いでいる愚連隊を睨にらみながら、縁えん起ぎがいい「七」人には一人足りないわね、と吉は眉まゆをひそめていた。

「どうせなら、サルとかたぬきが欲しいところね」

「姫さま、これ以上構成員を増やさないでください！　増えればそれだけ、この権六と姫さまがいちゃいちゃする時間が減るんですからっ！　ああっ、勘十郎さまと交こう換かんして姫さまをお持ち帰りしたい！」

「ひどいや権六。しかし姉上？　このお手製の長槍、あまりに長すぎて、まともに突つけないんですが……盗とう賊ぞくと戦う時、どうやって使うのでしょうか？」

「デアルカ。これは刺さす槍じゃなくて、頭からぶん殴なぐる槍なのよ、勘十郎！」

「あ、頭から殴る槍ですか、姉上？」

「そう。今まで槍といえば正面から突き合う武器だったけれど、敵よりも長い槍を持って上から頭をぶん殴れば楽勝じゃね？　って美濃の蝮まむし・斎さい藤とう道どう三さんが考えたんだって！　それを聞いたわたしは、美濃の長槍よりもさらに長～い槍を開発したわけ！　枝が長ければ長いほど、殴り合いで有利じゃん！　一方的にボコれるんだもの！」

「さすが姉御っすよ！　ケンカのために生まれてきたかのような天才ぶりっすよ！」

「うふふ。褒ほめてもなにもでないわよ、勝三郎♪」

「美濃の蝮どのといえば、主家を乗っ取って美濃一国を盗ぬすみ取った大悪人と聞きますが。姫は物心ついた頃ころから悪人がお好きですね」

「だーって。古いしきたりや常識が世のためにならないならぶち壊こわす。そういう者を世間では悪人と呼んでいるだけなのよ、万千代」

「……これほどの長槍を振ふりまわすためには、足腰を鍛きたえないと……犬千代はちっちゃいから、修行が必要。うんせ、うんせ」

「いっぱい餌え付づけしてあげるから、大きくなるのよ犬！　ういろうをあげるわ！」

「……あむあむ。ういろう、美味おいしい……わお～ん」

「姉上。ういろうで餌付けされる飼いどうぶつの役は、この勘十郎のものです！　犬千代に栄はえある姉上の飼いどうぶつの地位を奪うばわれるとは……うわーん！」

「だーって。勘十郎はどうぶつっぽくないんだもの。わたしに似て織田家特有の美形顔だからぁ、『飼ってる！』って感じがしなくて、調教しがいがないのよねー」

「姉御、だったら勘十郎を女装させちまいましょうよ！」

「尾張一の美童を、女装っ子としてういろうで餌付け調教……むむ。なぜか胸が躍おどりますね。思わず満点ですと言いたくなりました」

「それだー！　勘十郎さま、さっそくこの権六が振り袖姿に着き替がえさせてあげますよ！　はあはあ。きっと、吉さまそっくりの愛らしい姫ひめぎみになれるに違ちがいない！　やったあ！」

「……ああ……女の子たちが姉上のもとに集まると、ろくなことにならない……ぼく、軍団を抜ぬけていいかなあ……」

　吉たちが町の往来でわいわいと騒いでいるところに──。

「殿とのの、おなりー！」

　吉と勘十郎の父、織田信秀が馬で駆かけてきた。

　合戦から戻もどって来たばかりらしく、鎧よろい兜かぶとを血に染めているが、吉にとっては見慣れた父親の姿である。「尾張の虎」信秀は、居城にいない時は常に戦場で戦っているのだ。

「吉！　勘十郎！　小豆あずき坂で今川義よし元もと軍と戦って、勝ってきてやったわ！　松平のこせがれめ、この俺に勝てないからと駿河の今川家に従属して、今川軍を三河へ引き入れよって。今川如ごときを恐れるこの信秀と思ったか、ふはははは！」

「うわあ！　今川軍に勝ったのっ!?　おめでとうございます、父上！　どうやって勝ったの？　戦せん況きようを教えて、教えて！」

「……い、今川家といえば名門で東海一の大国……ああ……ぼく、ちょっと目め眩まいが」

　倒たおれそうになって権六に支えられる虚きよ弱じやくな勘十郎。犬千代と手を取り合いながら大はしゃぎの吉。気が弱い弟と血の気が多い姉とは顔は似ているが性格は真逆だった。「うつけ」と呼ばれる吉の天才性を早々と見抜いて周囲の反対を押し切り世よ継つぎに任じた信秀は、「吉ならば俺の跡あとを見事に継いでくれる」と満足そうに馬上でうなずいている。

「吉よ。こたびの合戦には、今川の軍師・太たい原げん雪せつ斎さいが出しゆつ陣じんしてこなかった。どうやら俺をあなどっておったようだ。やつが出てきた時が、今川軍との決戦となるだろう」

　お前が考案した「蝮まむし越ごえの長槍」がずいぶんと役に立ったわ、と信秀が笑いながら虎皮を吉のもとへと放り投げていた。

「南なん蛮ばん商人から買い求めた。虎の娘むすめはやはり虎だ。精せい悍かんかつ優ゆう雅がなお前に、似合う」

「ありがとうございます、父上！」

　育ちのいい勘十郎が「うわ。臭においがきついです」と鼻をつまむが、吉は嬉き々きとして虎皮を腰に結びつけて、「どう、みんな？　似合う？」とくるくる回りはじめた。犬千代が、「うー。犬も、虎皮欲しい」とつぶやきながら、吉と並んでくるくる回る。権六は「姫さま……なんと愛らしい……はあはあ」と胸を押さえ、万千代は「また一歩、究極のうつけ姫に近づきました」と苦笑いし、勝三郎は「すげーっ！　南蛮にも虎がいるのかーっ!?」と騒いでいた。

「吉。三河一国、必ずこの俺が切り取ってやる。京山やま崎ざきの油売り商人だった斎藤道三がついに国主を追放して美濃一国を下克上で切り取ったのと同じに、この俺もいずれは尾張一国をまるごと奪い取る。すでに俺には津島と熱田が生みだす無む尽じん蔵ぞうの銭ぜにがある。道三や雪斎との銭の争いには、俺は必ず勝てる。が、銭だけでは尾張の王たりえない。最後には、やはり武名よ。そのための、隣国切り取りよ」

　信秀に狙われ、とうとう駿河今川家の子分となることでかろうじて信秀の侵しん掠りやくを阻はばんでいる三河の国こく人じん・松平家にとっては不幸にも程がある話だったが、下克上をもくろむ戦国武将・信秀は、「松平家に恨うらみはないが、自分で自分を守れぬ者はもう今までのように独立してはいられぬ。強者だけが勝ち残る、それが乱世だ」とひょうひょうとしている。

　信秀は短気でケンカ好きだが、乱世を生きる武将が背負いがちな暗さや陰いん湿しつさがまるごと抜け落ちていた。ガキ大将がそのまま大人になったような男だ。銭を稼かせぐ。合戦に勝つ。国を盗とる。王になる。町に平和と秩ちつ序じよをもたらし、古いしきたりを壊し、南蛮との交易を推おし進め、民の暮らしを安んずる。その行動論理は単純明快にして、自由闊かつ達たつ。

　吉は、そんな無ぶ頼らいな父がほんとうに好きだった。

　犬千代とともにくるくる回りながら、この虎皮を生しよう涯がいの宝物にしよう、とこっそり誓ちかった。

「吉。俺が築いた王国はそっくりお前にくれてやる。お前はいずれ、尾張の女王だ！　厄やつ介かいな太原雪斎を倒し、尾張と三河を奪ったら、次は美濃だ。美濃こそは天下の臍へそ。東海道の要である尾張と、東山道の要となる美濃の二国を盗れば──日ノ本の女王にだって、お前はなれる」

　木曽川の向こうに霞かすんで見える斎藤道三の居城・美濃の稲いな葉ば山を馬上から凝ぎよう視ししながら、信秀は吉が「那古野の名物料理が欲しいと思って、万千代と一いつ緒しよに試しに作ってみたの！」と差し出してきた新味料理「てばさき」をつまみながら、男武者としてはカン高い声で笑っていた。

「えごま油売りから一代で美濃一国を切り取った下げ克こく上じようの男・斎藤道三は、まことに面おも白しろき男らしい。もう若い頃の美び貌ぼうはすっかり失われて狒ひ々ひジジイになってしまったというが、いちど、会ってみたいものだ。その場で殺し合いになるか、案外意気投合するか。吉、その時にはお前も連れて行ってやる」

　気が小さい勘十郎が「父上。蝮のもとに姉上を連れて行かないでください。姉上が暗殺されたらいかがなさいます。ぼくには織田家を継ぐなんて無理です～！」と泣きだしていた。

「お前は吉のもとで一族郎ろう党とうをまとめていればよい、勘十郎。人には向き不向きがある。吉は俺に似て短気だ。しかも俺の十倍は頭の回転が速い利口者だ。吉の考えと行動の『速さ』について行けない者たちは、温おん厚こうなお前がまったりとまとめろ」

　勘十郎が「はいっ！　戦場に出ないでいいのでしたら！」ところりと笑顔になって、「やあ父上。お馬に埃ほこりが」と信秀のご機き嫌げんを伺うかがいはじめた。ほーんと、ちゃっかりした弟ねえ、と吉が笑う。

「下克上をもくろみ拡大政策を採る俺たちの織田家を潤じゆん滑かつに回すには、吉のきょうだいは多いほうがいい。他国との同盟を円滑に進めるためにも、政権を安定させるためにも、領国を増やすためにも、な。二十人ほどは子を作っておきたいのだが、どうもいかんな。俺は精力絶ぜつ倫りんなのに、なかなか新たな子ができん……側室を抱かかえて浮うわ気きすると土田御ご前ぜんが怒おこるしな……はぁ……まあ、俺はまだ若い。これからだ」

「はい、父上！　わたしも、たくさんきょうだいが欲しいわ！　勘十郎みたいなかわいい弟や、妹を、たくさん！」

「うわーん！　姉御には乳姉妹の勝三郎がいるじゃないすかーっ！」

「だーって。やっぱり、実の妹だってほしいもの、勝三郎」

「……くい、くい」

「どうしたの犬？　ういろう、欲しいの？」

「お姉さん役はこの万千代がおりますので、不要です」

「くくっ……どうしてあたしは柴田家に生まれてしまったんだ……織田家に生まれていれば、吉さまのお姉ちゃんとして一日中べったりしていられるのにい！　温泉で吉さまのお背中を流したり吉さまの寝しん所じよで添そい寝ねしたりしたかったーっ！」

「なに騒いでるの、権六？　添い寝していいわよ？」

「い、いいんですかっ!?」

「……犬千代は、いつもしてる」

「犬、お前ほんとに羨うらやましいなあくそーっ！　信秀さま！　あたしも吉さまの小こ姓しようになりたいですっ！　あ、いえ、毎日毎晩とは言いません！　それではあたしの心の臓がときめきすぎて保もちませんので、月に一日でいいんですっ！」

「うわーん。ぼくを見捨てないでくれ権六ー！」

「やれやれ。吉は年寄りどもには受けが悪いが、若い衆にはやたらに懐なつかれるらしい。今は那な古ご野やの町をうろつき暴れる人じん畜ちく無害のただれた仲間どもだが、いずれはお前たち全員が、吉のもとで次代の尾張を担になうのだぞ。みな、武芸に、兵法に、学問に、そして商いに、励はげめ」

　合点承知、と那古野おもてなし愚ぐ連れん隊たいの面々が、長槍を掲かかげて声をあげていた。

　吉は、「俺は血筋も伝統も無視して、銭の力で国を盗る」という意志を表明するために信秀が掲げている「永楽銭」の旗印を見つめながら、尊敬する父が三河を奪い、尾お張わりを統一し、天下に号令をかけるその時を想像して（わたしの父上は、戦国日ノ本を救う英えい雄ゆうだわ。わたしは、父上の子として生まれてくることができて、ほんとうに幸せ……父上の事業は、志は、必ずわたしが。そして、もっと父上に褒めてもらうの。頭を、撫なでてもらうの）と頰ほおを赤らめていた。

「……さて。俺は頭痛がひどいので、古ふる渡わたり城に帰ってちと休んでくる。お前たちは、夕暮れまでには那古野城へ戻れ。夜になれば、子供攫さらいが出るからな。攫われるなよ、吉」

　信秀には、頭痛という持病があった。日ひ頃ごろは支障ないのだが、合戦で槍やりを振るって荒あらぶると、血が昂たかぶるのか、必ず頭痛に襲おそわれるのだ。薬くす師しによれば、信秀は全身が生命力……「気」の塊かたまりであるがゆえに、気合いを高めすぎるとその「気」が頭に溢あふれてきて漏もれ出し、痛むのだという。信秀の妻・土田御前は大勢の祈き禱とう師や仏ぶつ僧そうや修しゆ験げん者しやたちを集めて、信秀の頭痛をまじないによって治そうと苦労している。むろん、効果はないらしい。

「……父上。くれぐれも頭痛に気をつけて。あまり、無茶しないでね」

　ふと不安を感じたのだろう。吉が、思わず信秀に声をかけていた──。

　信秀は、

「お前は優やさしい子だ、吉。だいじょうぶだ。お前が元服して一人前の姫武将になるまでは、俺はなにがあっても死なん。今は乱世、『人間十九年』などと言うが、十九歳の壁かべを越こえられた俺は五十までは生きられる。織田家による国造りの基き礎そを成してお前に引き渡わたすまで、どんなことがあっても生き抜いてみせる！」

　と高笑いしながら、「古渡城へ！」と一声叫さけび、馬を駆けさせていた──。

「そうだ、吉！　てばさきだがな、美味うまいが小さくて男の口ではちと食べづらい。もっと身体からだが大きい鶏にわとりを育てろ！　稼げるぞ！」

　さすが父上。銭を稼ぐことを考えはじめたら、頭痛も治まるみたい。これなら心配ないわね、と吉は微ほほ笑えんでいた。

「那古野おもてなし愚連隊、行くわよ！　これよりてばさき改良のため、野生の大おお柄がらな鶏を捕ほ獲かく！」

「「「おーっ！」」」

　この時。幼い吉も、勘十郎も、万千代たちも、「尾張の虎とら」織田信秀がいずれ尾張、三河、美濃を奪うばい取り「天下人」候補として戦国日ノ本の表おもて舞ぶ台たいに一いち躍やく躍おどり出る未来を、信じて疑っていなかった。吉自身が信秀が果たせなかった野望を継ぐことになるという運命を、吉はまだ知らなかった──。
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